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第 章

Chapter   1Borland VisiBroker の概要     
Borland は、 CORBA 開発者に向けて、 業界 先端の VisiBroker オブジェ ク ト リ ク エス ト ブ
ローカー （ORB） を活用するために VisiBroker for Java、 VisiBroker for C++、 および 
VisiBroker for .NET を提供し ています。 この 3 つの VisiBroker は CORBA 2.6 仕様の実装で
す。

VisiBroker の概要

VisiBroker は、 CORBA が Java オブジェ ク ト と  Java 以外のオブジェ ク ト の間でや り 取 り す
る必要があ る分散デプロ イ メ ン ト で使用されます。 幅広いプラ ッ ト フ ォーム （ハード ウ ェ
ア、 オペレーテ ィ ングシステム、 コ ンパイ ラ、 および JDK） で使用でき ます。 VisiBroker 
は、 異種環境の分散システムに関連し て一般に発生するすべての問題を解決し ます。

VisiBroker は次のコ ンポーネン ト から な り ます。

■ VisiBroker for Java、 VisiBroker for C++、 および VisiBroker for .NET （業界 先端のオブ
ジェ ク ト リ ク エス ト ブローカーの 3 つの実装）。

■ VisiNaming Service - Interoperable Naming Specification バージ ョ ン 1.3 の完全な実装。

■ GateKeeper - フ ァ イ ア ウ ォールの背後の CORBA サーバーと の接続を管理するプロ キシ
サーバー。

■ VisiBroker Console - CORBA 環境を簡単に管理でき る  GUI ツール。

■ コモンオブジェ ク ト サービ ス  - VisiNotify （通知サービ ス仕様の実装）、 VisiTransact （ ト
ラ ンザク シ ョ ンサービ ス仕様の実装）、 VisiTelcoLog （Telecom ロ グサービ ス仕様の実
装）、 VisiTime （タ イ ムサービ ス仕様の実装）、 VisiSecure など。
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VisiBroker のマニュアル

VisiBroker の機能

VisiBroker には次の機能があ り ます。

■ セキ ュ リ テ ィ と  Web 接続性を容易に装備でき ます。

■ J2EE プラ ッ ト フ ォームにシームレ スに統合でき ます （CORBA ク ラ イ アン ト が EJB に
直接ア ク セスでき る）。

■ 堅牢なネー ミ ングサービ ス （VisiNaming） と キ ャ ッ シュ、 永続的ス ト レージ、 および複
製によ って高可用性を実現し ます。

■ プラ イマ リ サーバーにア ク セスできない場合に、 ク ラ イ アン ト をバッ ク ア ッ プサー
バーに自動的にフ ェ イルオーバーし ます。

■ CORBA サーバーク ラ ス タ内で負荷分散を行います。

■ OMG CORBA 2.6 仕様に完全に準拠し ます。

■ Borland JBuilder 統合開発環境と統合されます。

■ Borland AppServer などの他の Borland 製品と 適に統合されます。

VisiBroker のマニュアル

VisiBroker のマニュ アルセ ッ ト は次のマニュ アルで構成されています。

■ Borland VisiBroker イ ン ス ト ールガイ ド  — VisiBroker をネ ッ ト ワーク にイ ン ス ト ールす
る方法について説明し ます。 このマニュ アルは、 Windows または UNIX オペレーテ ィ ン
グシステムに精通し ているシステム管理者を対象と し ています。

■ Borland VisiBroker セキュ リ テ ィ ガイ ド  — VisiSecure for VisiBroker for Java および 
VisiBroker for C++ など、 VisiBroker のセキ ュ リ テ ィ を確保するための Borland のフ レーム
ワークについて説明し ています。

■ Borland VisiBroker for Java 開発者ガイ ド  — Java によ る  VisiBroker アプ リ ケーシ ョ ンの開
発方法について記載されています。 Visibroker ORB の設定と管理、 およびプロ グ ラ ミ ン
グツールの使用方法について説明し ます。 また、 IDL コ ンパイ ラ、 スマー ト エージェ ン
ト 、 ロ ケーシ ョ ンサービ ス、 ネー ミ ングサービ ス、 イベン ト サービ ス、 オブジェ ク ト
ア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモン （OAD）、 Quality of Service （QoS）、 イ ン ターフ ェース リ
ポジ ト リ 、 および Web サービ スサポー ト について も説明し ます。

■ Borland VisiBroker for C++ 開発者ガ イ ド  — C++ によ る  VisiBroker アプ リ ケーシ ョ ンの開
発方法について記載されています。 Visibroker ORB の設定と管理、 およびプロ グ ラ ミ ン
グツールの使用方法について説明し ます。 また、 IDL コ ンパイ ラ、 スマー ト エージェ ン
ト 、 ロ ケーシ ョ ンサービ ス、 ネー ミ ングサービ ス、 イベン ト サービ ス、 OAD、 QoS、 プ
ラ グ イ ン可能 ト ラ ン スポー ト イ ン ターフ ェース、 RT CORBA 拡張機能、 Web サービ ス
サポー ト 、 およびイ ン ターフ ェース リ ポジ ト リ について も説明し ます。

■ Borland VisiBroker for .NET 開発者ガイ ド  — .NET 環境によ る  VisiBroker アプ リ ケーシ ョ
ンの開発方法について記載されています。

■ Borland VisiBroker for C++ API リ フ ァ レ ン ス  — VisiBroker for C++ に付属する ク ラ ス と イ
ン ターフ ェースについて説明し ます。

■ Borland VisiBroker VisiTime ガイ ド  — Borland によ る  OMG Time Service 仕様の実装につ
いて説明し ます。

■ Borland VisiBroker VisiNotify ガ イ ド  — Borland によ る OMG 通知サービ ス仕様の実装につ
いて説明し ます。 通知 メ ッ セージフ レーム ワーク の主な機能と し て、 特に Quality of 
Service （QoS） のプロパテ ィ 、 フ ィ ルタ リ ング、 および Publish/Subscribe Adapter （PSA）
の使用方法が記載されています。

■ Borland VisiBroker VisiTransact ガイ ド  — Borland によ る  OMG Object Transaction Service 仕
様の実装および Borland Integrated Transaction Service コ ンポーネン ト について説明し ます。

■ Borland VisiBroker VisiTelcoLog ガイ ド  — Borland によ る  OMG Telecom Log Service 仕様
の実装について説明し ます。

■ Borland VisiBroker GateKeeper ガイ ド  — Web ブラ ウザやフ ァ イ ア ウ ォールによ るセキ ュ
リ テ ィ 制約の下で、 VisiBroker GateKeeper を使用し て、 VisiBroker のク ラ イ アン ト が
ネ ッ ト ワーク を介し てサーバーと の通信を確立する方法について説明し ます。
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VisiBroker のマニュアル

通常、 マニュ アルにア ク セスするには、 VisiBroker と と もにイ ン ス ト ールされるヘルプ
ビ ューアを使用し ます。 ヘルプは、 ス タ ン ド ア ロ ンのヘルプビ ューアから ア ク セスする こ
と も、 VisiBroker コ ン ソールから ア ク セスする こ と も でき ます。 どち らの場合も、 ヘルプ
ビ ューアを起動する と独立し たウ ィ ン ド ウが表示されるため、 このウ ィ ン ド ウからヘルプ
ビ ューアの メ イ ンツールバーにア ク セス し てナビゲーシ ョ ンや印刷を行った り 、 ナビゲー
シ ョ ンペイ ンにア ク セスする こ と ができ ます。 ヘルプビ ューアのナビゲーシ ョ ンペイ ンに
は、 すべての VisiBroker ブ ッ ク と リ フ ァ レ ン ス文書の目次、 完全な イ ンデッ ク ス、 および
包括的な検索を実行でき るページがあ り ます。

重要 Web サイ ト  http://www.borland.com/techpubs には、 PDF 版のマニュ アル と
新の製品マニュ アルがあ り ます。

スタンドアロンヘルプビューアからの VisiBroker オン
ラインヘルプトピックへのアクセス

製品がイ ン ス ト ールされている コ ンピ ュータでス タ ン ド ア ロ ンのヘルプビ ューアからオン
ラ イ ンヘルプにア ク セスするには、 次のいずれかの手順を実行し ます。

Windows ■ ［ス ター ト ｜プロ グ ラ ム｜ Borland VisiBroker ｜ Help Topics］ の順に選択し ます。

■ または、 コマン ド プロ ンプ ト を開き、 製品のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ の ¥bin 
デ ィ レ ク ト リ に移動し、 次のコマン ド を入力し ます。

help

UNIX コマン ド シェルを開き、 製品のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ の /bin デ ィ レ ク ト リ に移
動し、 次のコマン ド を入力し ます。

help

ヒ ン ト UNIX システムにイ ン ス ト ールする と きの指定で、PATH エン ト リ のデフ ォル ト に bin 
を含まないよ う にし ます。 カス タ ム イ ン ス ト ールオプシ ョ ンを選択し て PATH エン ト リ
のデフ ォル ト を変更せず、 PATH に現在のデ ィ レ ク ト リ のエン ト リ がない場合は、 ./
help を使用し てヘルプビ ューアを起動でき ます。

VisiBroker コンソールからの VisiBroker オンラインヘ
ルプトピックへのアクセス

VisiBroker コ ン ソールから  VisiBroker オン ラ イ ンヘルプ ト ピ ッ ク にア ク セスするには、
［Help ｜ Help Topics］ を選択し ます。

［Help］ メ ニューには、 オン ラ イ ンヘルプ内のい く つかの文書へのシ ョ ー ト カ ッ ト も あ り
ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト の 1 つを選択する と、 ヘルプ ト ピ ッ ク ビ ューアが起動し、 ［Help］ メ
ニューで選択し た項目が表示されます。
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Borland サポートへの連絡

マニュアルの表記規則      

VisiBroker のマニュ アルでは、 文中の特定の部分を表すために、 次の表に示す書体 と記号
を使用し ます。

プラットフォームの表記

VisiBroker マニュ アルでは、 次の記号を使用してプラ ッ ト フ ォーム固有の情報を示し ます。

Borland サポートへの連絡

ボーラ ン ド社は各種のサポー ト オプシ ョ ンを用意し ています。 それらにはイ ン ターネ ッ ト
上の無償サービ スが含まれてお り 、 大規模な情報ベース を検索し た り 、 他の Borland 製品
ユーザーからの情報を得る こ と ができ ます。 さ らに Borland 製品のイ ン ス ト ールに関する
サポー ト から有償のコ ンサルタ ン ト レベルのサポー ト および高レベルなアシス タ ン スに至
る までの複数のカテゴ リ から、 電話サポー ト の種類を選択でき ます。

Borland のサポー ト サービ スの詳細や Borland テ ク ニカルサポー ト への問い合わせについて
は、 Web サイ ト  http://support.borland.com で地域を選択し て く ださい。

ボーラ ン ド社のサポー ト への連絡にあたっては、 次の情報を用意し て く ださい。

■ 名前

■ 会社名およびサイ ト  ID
■ 電話番号

■ ユーザー ID 番号 （米国のみ）

■ オペレーテ ィ ングシステムおよびバージ ョ ン

■ Borland 製品名およびバージ ョ ン

■ 適用済みのパッチまたはサービ スパッ ク

■ ク ラ イ アン ト の言語と そのバージ ョ ン （使用し ている場合）

■ データベース と そのバージ ョ ン （使用し ている場合）

■ 発生し た問題の詳細な内容と経緯

■ 問題を示すロ グフ ァ イル

表記規則 用途

italic 新規の用語およびマニュアル名に使用されます。

computer ユーザーやアプリケーションが提供する情報、 サンプルコマンドライン、 およ
びコードです。

bold computer 本文では、 ユーザーが入力する情報を示します。 サンプルコードでは、 重
要なステートメントを強調表示します。

[ ] 省略可能な項目。   

... 繰り返しが可能な直前の引数。   

| 二者択一の選択。    

記号 意味

Windows サポートされているすべての Windows プラットフォーム

Win2003 Windows 2003 のみ

WinXP Windows XP のみ

Win2000 Windows 2000 のみ

UNIX すべての UNIX プラットフォーム

Solaris Solaris のみ

Linux Linux のみ
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Borland サポートへの連絡

■ 発生し たエラー メ ッ セージまたは例外の詳細な内容

オンラインリソース

ネ ッ ト ワーク上の次のサイ ト から情報を得る こ と ができ ます。

Web サイ ト  http://www.borland.com/jp/

オン ラ イ ンサポー ト http://support.borland.com （ユーザー ID が必要）

リ ス ト サーバー 電子ニュース レ ター （英文） を購読する場合は、 次のサイ ト に用意されているオン ラ イ ン
書式を使用し て く ださ い。

http://www.borland.com/products/newsletters

Web サイト

定期的に http://www.borland.com/jp/products/visibroker/
index.html をチェ ッ ク し て く ださ い。 VisiBroker 製品チームによ る ホ ワ イ ト ペーパー、
競合製品の分析、 FAQ の回答、 サンプルアプ リ ケーシ ョ ン、 新ソ フ ト ウ ェア、 新のマ
ニュ アル、 および新旧製品に関する情報が掲載されます。

特に、 次の URL をチェ ッ クする こ と をお勧めし ます。

■ http://www.borland.com/products/downloads/
download_visibroker.html （ 新の VisiBroker ソ フ ト ウ ェ アおよび他のフ ァ イ
ル）

■ http://www.borland.com/techpubs （マニュ アルの更新および PDF）

■ http://info.borland.com/devsupport/bdp/faq/ （VisiBroker の FAQ）

■ http://community.borland.com （英語、 開発者向けの弊社 Web ベースニュー
スマガジン）

Borland ニュースグループ

Borland VisiBroker を対象と した数多 く のニュースグループに参加でき ます。 VisiBroker など
の Borland 製品のユーザーによ るニュースグループへの参加については、 http://
www.borland.com/newsgroups を参照して く ださい。

メ モ これらのニュースグループはユーザーによ って管理されている ものであ り 、 ボーラ ン ド社
の公式サイ ト ではあ り ません。
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第 章

Chapter   2VisiTransact の基礎    
こ こ では、 VisiBroker VisiTransact を紹介し ます。 VisiBroker VisiTransact は、 イ ン ターネ ッ
ト またはイ ン ト ラ ネ ッ ト を介し て CORBA アプ リ ケーシ ョ ンを使用する ト ラ ンザク シ ョ ン
への完全な C++ ト ラ ンザク シ ョ ン管理ソ リ ューシ ョ ンです。 以下では、 VisiTransact の機
能と アーキテ クチャ コ ンポーネン ト について説明し ます。

VisiTransact の概要

VisiTransact は、 分散 ト ラ ンザク シ ョ ン CORBA アプ リ ケーシ ョ ンに完全な ソ リ ューシ ョ ン
を提供し ます。 VisiTransact は VisiBroker ORB 上に実装され、 基本的なサービ ス を提供し
て、 分散 ト ラ ンザク シ ョ ンを単純化し ます。 提供されるサービ スには、 ト ラ ンザク シ ョ ン
サービ ス、 回復、 ロ グ、 データベースおよび既存のシステム と の統合 （Solaris プラ ッ ト
フ ォームのみ）、 管理機能などがあ り ます。

VisiTransact は OMG OTS 1.2 準拠の ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス機能であ る  VisiTransact 
Transaction Service を提供し ます （C++ 版のみ）。 Solaris プラ ッ ト フ ォームでは、
VisiTransact は統合された ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス （ITS） を提供し ます。 これには、 XA 
リ ソースデ ィ レ ク タ、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバー、 Oracle9i 向けセ ッ シ ョ ンマ
ネージ ャ、 選択し たデータベース をセ ッ シ ョ ンマネージ ャが操作でき る よ う にするための
プラ グ イ ン可能 リ ソース イ ン ターフ ェースが含まれます。

メ モ VisiTransact では、 Java ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンを作成する機能は提供されてい
ません。 この機能は、 Borland AppServer で提供されます。



8 VisiBroker VisiTransact ガイ ド

VisiTransact のアーキテクチャ

VisiTransact のアーキテクチャ

VisiTransact には、 分散 ト ラ ンザク シ ョ ンの管理に対する完全な ソ リ ューシ ョ ンを提供する
次のコ ンポーネン ト があ り ます。

■ VisiTransact Transaction Service
■ データベース統合 （Solaris のみ）

■ VisiBroker コ ン ソール

次の図に示されている よ う に、 VisiTransact は VisiBroker ORB 上に実装され、 分散 ト ラ ン
ザク シ ョ ン対応 CORBA アプ リ ケーシ ョ ンで使用される コ ンポーネン ト を提供し ます。

図 2.1 VisiTransact のアーキテ クチャ

VisiTransact Transaction Service

VisiTransact Transaction Service は、 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了を管理し ます。 終的な OMG 
ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス仕様バージ ョ ン 1.2 文書に準拠し ています。

VisiTransact は、 1 つの共有ラ イブラ リ と  1 つの実行可能フ ァ イル と し て提供されます。 こ
の柔軟なアーキテ クチャによ り 、 VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス を ス タ ン
ド ア ロ ンプロセス と し てデプロ イ メ ン ト し た り 、 C++ アプ リ ケーシ ョ ンに埋め込むこ と が
でき ます。 ネ ッ ト ワーク上で VisiTransact Transaction Service の複数のイ ン ス タ ン ス を使用
する と、 ト ラ ンザク シ ョ ンの負荷を分散でき ます。

VisiTransact は osagent （スマー ト エージェ ン ト ） を使用し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス
のイ ン ス タ ン ス を起動し、 イ ン ス タ ン スの数を  1 つだけに保ちます。 また vshutdown 
ユーテ ィ リ テ ィ も、 ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スの検索と そのシ ャ ッ ト ダウ ンに osagent を
使用し ます。

データベース統合（Solaris のみ）

データベース統合コ ンポーネン ト を使用し て、 Solaris プラ ッ ト フ ォーム上の ト ラ ンザク
シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンをデータベースやほかの リ ソースマネージ ャに統合でき ます。
データベース統合には、 次のコ ンポーネン ト があ り ます。

■ XA セ ッ シ ョ ンマネージ ャ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン （Oracle9i のみ）。 アプ リ ケーシ ョ ン
は、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの XA イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを使用する こ と によ り 、
Oracle9i データベースへの VisiTransact 対応の接続を取得でき ます。 セ ッ シ ョ ンマネー
ジ ャは、 すべての XA 呼び出し を処理し、 VisiTransact Transaction Service が リ ソース間
の ト ラ ンザク シ ョ ンを調整でき る よ う にし ます。 また、 データベース接続プールも提
供し ます。 さ らに、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーを使用する と、 VisiBroker コ ン
ソールを使って接続プロ フ ァ イルを作成でき ます。

■ DirectConnect セ ッ シ ョ ンマネージャ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン （Oracle9i のみ）。 セ ッ
シ ョ ンマネージ ャの DirectConnect イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 リ ソースへの非 XA ア
ク セス を提供し ます。 これは、 1 フ ェーズ リ ソースが埋め込まれたセ ッ シ ョ ンマネー
ジ ャ を含む単一のアプ リ ケーシ ョ ンサーバープロセスで構成されます。 このアーキテ
クチャは、 1 フ ェーズコ ミ ッ ト を実行するため、 パフ ォーマン スが向上し ます。

■ セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバー。 セ ッ シ ョ ンマネージャ設定サーバーを使用する
と、 VisiBroker コ ン ソールを使ってセ ッ シ ョ ンマネージャの接続プロ フ ァ イルを作成で
き ます。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーについては、 114 ページの 「セ ッ シ ョ ンマ
ネージ ャ設定サーバー」 を参照し て く ださい。
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VisiTransact のアーキテクチャ

■ プラ グ イ ン可能 リ ソース イ ン ターフ ェース。 Pluggable Resource Interface では、 選択し た
データベースで動作するセ ッ シ ョ ンマネージ ャ を有効にでき ます。 このコ ンポーネン
ト に実装される定義済みイ ン ターフ ェースのセ ッ ト を使用する と、 ト ラ ンザク シ ョ ン
型アプ リ ケーシ ョ ンは、 VisiTransact によ って管理される ト ラ ンザク シ ョ ンでの永続的
ス ト レージ と し て Oracle9i 以外のデータベース を使用でき ます。 プラ グ イ ン可能 リ ソー
ス イ ン ターフ ェースについては、 131 ページの 「VisiTransact 向けプラ グ イ ン可能デー
タベース リ ソースモジ ュール」 を参照し て く ださい。

■ XA リ ソースデ ィ レ ク タ。 XA リ ソースデ ィ レ ク タは、 1 つ以上の ト ラ ンザク シ ョ ンに関
与し ている特定の リ ソースマネージ ャ と のすべての対話を管理し ます。 特定の リ ソー
スマネージ ャ （Oracle9i データベースなど） を使用し て、 すべての ト ラ ンザク シ ョ ンを
ネ ッ ト ワーク上で処理し ます。 XA リ ソースデ ィ レ ク タは、 VisiTransact と  X/Open ト ラ
ンザク シ ョ ン環境の間を仲介し ます。 これによ り 、 VisiTransact の リ ソースモデル と  X/
Open 分散 ト ラ ンザク シ ョ ンプロ ト コル （DTP） の リ ソースマネージ ャモデルの間で相
互運用性が実現し ます。 VisiTransact の リ ソースモデルについては、 103 ページの 「XA 
リ ソースデ ィ レ ク タの概要」 を参照し て く ださい。

VisiBroker コンソール

VisiBroker コ ン ソールは、 ネ ッ ト ワーク を介し て分散 ト ラ ンザク シ ョ ンを管理し た り 、 特
定のデータベースで使用する接続プロ フ ァ イルを設定するために使用される グ ラ フ ィ カル
ツールです。 また、 コ ン ソールを使用し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンの状態や完了を監視および
制御でき ます。 コ ン ソールを使用する と、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーでセ ッ シ ョ
ンマネージ ャ接続プロ フ ァ イルを作成でき ます。 VisiTransact の VisiBroker コ ン ソールにつ
いては、 141 ページの 「VisiBroker コ ン ソールの使い方」 を参照し て く ださい。

VisiBroker ORB

VisiBroker ORB は、 アプ リ ケーシ ョ ンが VisiTransact を使って分散 ト ラ ンザク シ ョ ンを管
理するための機能と イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを提供し ます。 この ORB は、 ス レ ッ ド プー
リ ング、 接続の多重化と再利用、 負荷分散、 フ ォール ト ト レ ラ ン スなどの多 く の機能を 
VisiTransact アプ リ ケーシ ョ ンに提供し ます。 これらの機能の多 く は、 ト ラ ンザク シ ョ ンプ
ロセスモニタの一部にな り ます。

VisiTransact は、 VisiBroker ORB の強力な機能であ る  OMG ポータブルイ ン ターセプタ を使
用し て、 ORB の機能を実装し ます。 また、 VisiTransact のユーザーは、 イ ン ターセプタ を
利用し て、 ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンをカ ス タマイ ズでき ます。
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VisiTransact の機能

VisiTransact の機能

VisiTransact は、 1 フ ェーズまたは 2 フ ェーズのコ ミ ッ ト プロ ト コルによ り 、 フ ラ ッ ト な ト
ラ ンザク シ ョ ンの完了を管理し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンに関与する リ ソースが 1 つしかな
い場合は、 1 フ ェーズコ ミ ッ ト プロ ト コルが使用されます。

VisiTransact は、 CORBA の ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス仕様に記述されている分散 ト ラ ンザ
ク シ ョ ン管理機能だけでな く 、 こ の仕様の拡張機能も提供し ます。 以下では、 これらの拡
張機能などについて説明し ます。

VisiTransact CORBA 準拠

VisiTransact は、 OMG （オブジェ ク ト マネージ メ ン ト グループ） の CORBA 2.6 仕様に完全
に準拠し ています。 詳細については、 http://www.omg.org の CORBA 仕様を参照し て く ださ
い。

VisiTransact は、 OMG の ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スバージ ョ ン 1.2 の CORBA サービ ス仕
様にも準拠し ています。 11 ページの 「VisiTransact と  CORBA サービ ス仕様」 には、 この
仕様で規定されたオプシ ョ ンに対する  VisiTransact の決定内容の一覧が記載されています。

監視ツール

コ ン ソールを使用する と、 ト ラ ンザク シ ョ ンの状態と完了を監視および制御し た り 、 ロ グ
フ ァ イルのサイ ズや場所を管理する こ と ができ ます。

少ないフットプリントで最小限のオーバーヘッド

システムの必要条件に応じ て、 VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス を必要な数
だけネ ッ ト ワーク上に配置でき ます。 ただし、 VisiTransact Transaction Service を環境内の
すべてのホス ト マシンに置 く 必要はあ り ません。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ （Solaris でのみ使用可能） も、 データベース接続をプールし、 要求
に応じ て接続を再利用する こ と によ り 、 システム リ ソース を節約でき ます。

柔軟なデプロイメント

VisiTransact では、 デプロ イ メ ン ト を 適化する ために次の 3 つの方法が用意されていま
す。

■ VisiTransact Transaction Service にアプ リ ケーシ ョ ン／ビジネスオブジェ ク ト を直接 リ ン
ク し ます。

■ VisiTransact Transaction Service と同じマシンにアプ リ ケーシ ョ ン／ビジネスオブジェ ク
ト をデプロ イ メ ン ト し ます。

■ VisiTransact Transaction Service の場所に関係な く 、 任意のマシンにアプ リ ケーシ ョ ン／
ビジネスオブジェ ク ト をデプロ イ メ ン ト し ます。

ス ケーラ ビ リ テ ィ と フ ォール ト ト レ ラ ン ス を求める場合は、 ビジネスオブジェ ク ト の複数
のイ ン ス タ ン ス と  VisiTransact Transaction Service の複数のイ ン ス タ ン ス を複数のマシンに
デプロ イ メ ン ト でき ます。

Solaris プラ ッ ト フ ォームでは、 Oracle9i データベースが 1 つだけ存在する場合、 以下を 1 
つのプロセスに リ ン クする と、 パフ ォーマン スがさ らに向上し ます。

■ アプ リ ケーシ ョ ン コード

■ VisiTransact Transaction Service
■ セ ッ シ ョ ンマネージ ャ （Solaris プラ ッ ト フ ォーム上の Oracle9i データベースの場合の

み）
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公開トランザクション処理標準のサポート

現在、 VisiTransact は、 OMG の CORBA サービ ス ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス と  XA プロ ト
コル公開 ト ラ ンザク シ ョ ン処理標準をサポー ト し ています。

マルチスレッドの完全なサポート

VisiTransact はマルチス レ ッ ド をサポー ト し ます。 し たがって、 ビジネスオブジェ ク ト をマ
ルチス レ ッ ド化し て、 複数の要求を同時に処理でき ます。

OMG 仕様の拡張機能

VisiTransact には、 デプロ イ メ ン ト を簡略化する ために OMG CORBA サービ ス仕様の拡張
機能が用意されています。 た と えば、 VisiTransact は、 現在のイ ン ターフ ェース を拡張し
て、 ユーザー定義の名前を ト ラ ンザク シ ョ ンに割 り 当て る こ と ができ る  
begin_with_name() メ ソ ッ ド を提供し ています。 これらの追加 メ ソ ッ ド は、 「 ト ラ ンザ
ク シ ョ ンサービ スのイ ン ターフ ェース と ク ラ ス」 に  ア イ コ ンで示されています。

VisiTransact と CORBA サービス仕様

次の表は、 CORBA サービ ス仕様のい く つかのオプシ ョ ンが VisiTransact でどのよ う に実装
されているかを示し ます。

オプシ ョ ン VisiTransact での決定

トランザクションサービスのインプリメン
テーションでは、 同期をサポートしなくて
もよい

VisiTransact は同期オブジェクト （Synchronization 
インターフェース） を完全にサポートします。

トランザクションサービスのインプリメン
テーションがトランザクションコンテキスト
の 使 用 範 囲 を 制 限 し た 場 合 は、
Unavailable 例外が生成される

VisiTransact はトランザクションコンテキストの使用 
範囲を制限しないため、 Unavailable 例外は生成さ 
れません。

トランザクションサービスのインプリメン
テーションで、 すべての要求ハンドラのト
ランザクションコンテキストを初期化する
必要はない

VisiTransact のデフォルトの動作では、 
TransactionalObject から派生したインター 
フェースをサポートするオブジェクトについてのみ、
トランザクションコンテキストの初期化が行われま
す。 ただし、 すべての要求のトランザクションコン
テキストを初期化するようにも設定できます。 57
ページの 「VisiTransact 管理のトランザクションの作 
成および伝達」 を参照してください。

トランザクションサービスのインプリメン
テーションでは、トランザクションの整合性
を 保 証 す る た め に、 Coordinator、
Terminator、 および Control オブジェクト  
の一部または全部をほかの実行環境に
送信したり、 ほかの実行環境で使用でき
ないように制限してもよい

VisiTransact では、 一切の制限なしに、 
Coordinator、 Terminator、 および Control オブジェ  
クトをほかの実行環境に送信したり、 ほかの実行環
境で使用することができます。 checked behavior の  
実行方法については、 75 ページの 「VisiTransact
Transaction Service が完了を実行するしくみ」 を参  
照してください。
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トランザクションサービス自身がトランザク
ションに関与する要素について障害や非
アクティブ状態を監視するかどうかは、 イ
ンプリメンテーションに依存する。 トランザ
クションサービスの一部のインプリメン
テーションでは、 トランザクションサービス
インターフェースの使用を制限することに
より、 X.Open DTP トランザクションモデル  
をサポートするインターフェースが提供す
るものと同等の整合性を保証してもよい。
これは 「checked behavior」 と呼ばれる

VisiTransact は制限を設けませんが、 VisiTransact 
によって管理されるトランザクションでは checked 
behavior がサポートされます。 詳細については、 76 
ページの 「VisiTransact Transaction Service が   
checked behavior を実行するしくみ」 を参照してくだ  
さい。

トランザクションサービスの一部のインプリ
メンテーションでは、 トランザクションを作
成したトランザクションサービスクライアン
ト以外のクライアントがトランザクションを
終了することを許してもよい

VisiTransact では、 トランザクション （VisiTransact 
によって管理されないトランザクションなど） の
Terminator インターフェースを呼び出すことで、 
任意のオブジェクトからトランザクションを終了でき
ます。 なお、 トランザクションを作成したクライアン
トスレッドへの Current インターフェースが使用さ  
れている場合は、 トランザクションの終了が制限さ
れます。

TransactionFactory は、 ORB の 
r e s o l v e _ i n i t i a l _
references() オペレーションではな 
く、 存続期間サービスの FactoryFinder イ  
ンターフェースによって検索される

VisiTransact の TransactionFactory を検索するに   
は、 bind() メソッドなどの VisiBroker ORB の検    
索機能を使用します。

トランザクションサービスのインプリメン
テーションでは、 オプションでイベント
サービスを使用して、 ヒューリスティックな
決定を通知してもよい

VisiTransact がヒューリスティックな決定を通知する 
ためにイベントサービスを使用することはありませ
ん。

トランザクションサービスのインプリメン
テーションでは、 ネストしたトランザクショ
ンをサポートしなくてもよい

現時点では、 主要なデータベースはネストしたトラ
ンザクションをサポートしていません。 そのため、
VisiTransact は、ネストしたトランザクションをサポー 
トしていません。

オプシ ョ ン VisiTransact での決定



 第 3 章 : ト ラ ンザクシ ョ ン処理の概要 13

第 章

Chapter   3 トランザクション処理の概要   
こ こ では、 ト ラ ンザク シ ョ ン と それが処理される方法の概要を示し ます。 ト ラ ンザク シ ョ
ン、 CORBA、 CORBA ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スのコ ンポーネン ト 、 および基本的な ト ラ
ンザク シ ョ ンのプロセスについて説明し ます。

分散環境におけるトランザクションについて

分散オブジェ ク ト 環境の ト ラ ンザク シ ョ ンは、 オブジェ ク ト に対する一連の操作を ま と め
た作業単位です。 ト ラ ンザク シ ョ ンの例と し て、 あ る銀行口座から別の銀行口座にお金を
振 り 込む場合を考えます。 振 り 込みは、 一方の口座から引き出し、 も う 一方の口座に預け
入れる と い う  2 つの動作から なる  1 つの ト ラ ンザク シ ョ ンです。

図 3.1 ト ラ ンザクシ ョ ンの例

こ のフ ラ ッ ト な ト ラ ンザク シ ョ ンモデルの例で、 目的の結果を実現するには、 両方の動作
が完了する必要があ り ます。 動作 1 が完了し て動作 2 が完了し なければ、 顧客がお金を失
います。 動作 1 が完了し ないで動作 2 が完了すれば、 銀行がお金を失います。 フ ラ ッ ト な
ト ラ ンザク シ ョ ンには、 完全な成功と完全な失敗と い う  2 種類の結果しかあ り ません。 つ
ま り 、 ト ラ ンザク シ ョ ンは、 すべての手順が完了するか、 すべての手順が完了し ないかの
いずれかであ る必要があ り ます。

メ モ ネス ト し た ト ラ ンザク シ ョ ン と い う 別のタ イプの ト ラ ンザク シ ョ ンがあ り 、 この ト ラ ンザ
ク シ ョ ンでは、 一部の手順が完了し な く もかまいません。 ただし、 VisiTransact Transaction 
Manager は、 ネス ト し た ト ラ ンザク シ ョ ンをサポー ト し ていません。
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CORBA の概要

ト ラ ンザク シ ョ ンの一部の手順の完了を妨げる もの と し て、 アプ リ ケーシ ョ ン ロ ジ ッ ク の
誤 り 、 サーバーの障害、 ハード ウ ェアの障害、 ネ ッ ト ワーク割 り 込みなど、 さ まざまな原
因が考え られます。 これらの予測できない環境要因に関係な く アプ リ ケーシ ョ ンの一貫
性、 信頼性、 および整合性を維持するために、 ト ラ ンザク シ ョ ンは、 ACID プロパテ ィ と
呼ばれる次の性質を備えている必要があ り ます。

■ 原子性 （Atomicity） ト ラ ンザク シ ョ ンが正常に完了し た場合は、 ト ラ ンザク シ ョ ンに関
連付け られているすべての動作が実行されます。 つま り 、 ト ラ ンザク シ ョ ンがコ ミ ッ
ト されます。 ト ラ ンザク シ ョ ンが正常に完了し なかった場合は、 どの動作も実行され
ません。 つま り 、 ト ラ ンザク シ ョ ンがロールバッ ク されます。

■ 一貫性 （Consistency） システムが一貫した状態から別の一貫した状態に移るために、 ト
ラ ンザク シ ョ ンを構成するすべての動作が正確に実行される必要があ り ます。 先の銀行
の例で考える と、 ト ラ ンザク シ ョ ンを開始する前の 2 つの銀行口座の合計金額と、 ト ラ
ンザク シ ョ ンが完了した後の 2 つの銀行口座の合計金額は同じであ る必要があ り ます。

■ 分離性 （Isolation） ト ラ ンザク シ ョ ン内の中間結果は、 ト ラ ンザク シ ョ ン全体が完了す
る まで ト ラ ンザク シ ョ ンの外部から見えません。

■ 耐久性 （Durability） ト ラ ンザク シ ョ ンの結果は永続的です。

ト ラ ンザク シ ョ ンは、 銀行の例で紹介した送金に関する ものだけではあ り ません。 ト ラ ン
ザク シ ョ ンは、 あ らゆる種類のビジネス活動に必要です。 た と えば、 オン ラ イ ン書店は、
多 く の処理を ト ラ ンザク シ ョ ン と して行 う 必要があ り ます。 た と えば、 出版社への書籍の
注文、 出版社からの書籍の納入、 書籍の正確な在庫の更新、 購入者への請求、 注文の受け
付けなどがあ り ます。 これらの多 く の動作を ト ラ ンザク シ ョ ン と して実行する必要があ り
ます。

CORBA の概要

CORBA （Common Object Request Broker Architecture） 仕様は、 分散オブジェ ク ト を実装お
よび管理する共通の方法を確立するために、 オブジェ ク ト マネージ メ ン ト グループ
（Object Management Group） によ って採用されま し た。 CORBA では、 オブジェ ク ト 指向手
法で、 アプ リ ケーシ ョ ン間の再利用と共有が可能な ソ フ ト ウ ェア コ ンポーネン ト を作成し
ます。 各オブジェ ク ト が内部の詳細機能をカプセル化し、 明確に定義された イ ン ター
フ ェースだけを提示し ます。 いったんオブジェ ク ト を実装し てテス ト すれば、 そのオブ
ジェ ク ト を繰 り 返し使用でき るため、 アプ リ ケーシ ョ ンの開発コ ス ト も節約でき ます。

CORBA のトランザクションサービスについて

OMG の定義によ る  CORBA ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スは、 ト ラ ンザク シ ョ ンの整合性を
提供する こ と で、 ミ ッ シ ョ ン ク リ テ ィ カルなアプ リ ケーシ ョ ンを分散環境内で実行でき る
よ う にし ます。 そのために、 複数の分散オブジェ ク ト が ト ラ ンザク シ ョ ンに参加し た り 、
分散アプ リ ケーシ ョ ンがイ ン ターネ ッ ト やイ ン ト ラ ネ ッ ト を介し て ト ラ ンザク シ ョ ンを処
理でき る よ う にするための IDL イ ン ターフ ェースが定義されています。

Borland の CORBA ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スは、 VisiTransact Transaction Service （ ト ラ ン
ザク シ ョ ン管理アーキテ クチャのコ ンポーネン ト ） と し て実装されています。
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基本的なトランザクションのモデル

VisiTransact Transaction Service を使用し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了を管理でき ます。
VisiTransact Transaction Service は ORB レベルでオブジェ ク ト を操作し て、 ト ラ ンザク シ ョ
ンのコ ミ ッ ト やロールバッ ク を調整および管理し ます。 ORB は、 VisiTransact Transaction 
Service が ト ラ ンザク シ ョ ンに関与する各オブジェ ク ト に ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を
伝達でき る よ う にし ます。 そのために、 VisiTransact Transaction Service は、 ト ラ ンザク
シ ョ ン管理プロセスの特定の時点で、 ト ラ ンザク シ ョ ンに関与するオブジェ ク ト と対話し
ます。

分散アプ リ ケーシ ョ ンでは、 複数の要求を実行する複数のオブジェ ク ト が 1 つの ト ラ ンザ
ク シ ョ ンに関与する場合があ り ます。 関与するオブジェ ク ト は、 異なる さ まざまな役割を
果たすこ と ができ ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し たオブジェ ク ト は、 ト ラ ンザク シ ョ ン
オ リ ジネータ と呼ばれます。 次の表で、 これらの役割について説明し ます。

ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータが ト ラ ンザク シ ョ ンを開始する と、 VisiTransact Transaction 
Service がアプ リ ケーシ ョ ン と対話し て、 ト ラ ンザク シ ョ ン情報を ト ラ ンザク シ ョ ンオブ
ジェ ク ト に伝達し ます。 後にすべてのオブジェ ク ト が調整され、 ト ラ ンザク シ ョ ンはコ
ミ ッ ト またはロールバッ ク によ って完了し ます。

こ こ では説明し ていませんが、 ほ と んどの ト ラ ンザク シ ョ ンには、 データベースなどの永
続的データが関係し ています。 こ のよ う な ト ラ ンザク シ ョ ンの場合は、 ほかに 「 リ ソー
ス」 および 「回復可能なサーバー」 と い う  2 つの参加者の役割があ り ます。 これらの役割
については、 81 ページの 「 リ ソースオブジェ ク ト によ る  ト ラ ンザク シ ョ ンの完了の調整」
で説明し ます。

参加者の役割 説明

トランザクション対応クライアント トランザクション対応クライアントは、 トランザクション型ア
プリケーションに対するユーザーのインターフェースで
す。 トランザクション対応クライアントがトランザクションオ
リジネータになる場合もあります。

トランザクションオリジネータ トランザクションオリジネータは、 トランザクションを開始
するオブジェクトです。 トランザクションオリジネータはト
ランザクション対応クライアントであるとは限りません。 ト
ランザクションサーバーがトランザクションを開始する場
合もあります。

トランザクションオブジェクト トランザクションオブジェクトは、 トランザクションによって
動作が左右されるが、 それ自体では回復可能な状態を
持たないオブジェクトです。 トランザクションオブジェクト
はトランザクションの完了に関与しませんが、 トランザク
ションにロールバックを強制できます。 回復可能なオブ
ジェクト （回復可能な状態がトランザクションに左右され
るオブジェクト） の詳細については、 81 ページの 「リ
ソースオブジェクトによる トランザクションの完了の調 
整」 を参照してください。

トランザクションサーバー トランザクションサーバーは、1 つ以上のトランザクション 
オブジェクトの集まりです。



16 VisiBroker VisiTransact ガイ ド

基本的なトランザクションのモデル

トランザクションの開始

あ るオブジェ ク ト が ト ラ ンザク シ ョ ンを開始する と、 VisiTransact Transaction Service のイ
ン ス タ ン スは、 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータのために ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し、 ト ラ
ンザク シ ョ ン コ ンテキ ス ト を確立し ます。 この ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト は、
VisiBroker ORB によ って生成されたオ リ ジネータの制御用ス レ ッ ド に関連付け られます。
ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキ ス ト には、 ト ラ ンザク シ ョ ンを一意に識別するオブジェ ク ト ト
ラ ンザク シ ョ ン識別子 （OTRID） などの ト ラ ンザク シ ョ ン情報が格納されます。

図 3.2 ト ラ ンザクシ ョ ンの開始

上の図のステ ッ プ 1 で、 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータは、 ト ラ ンザク シ ョ ンの開始要求
を VisiTransact Transaction Service に登録し ます。 ステ ッ プ 2 で、 VisiTransact Transaction 
Service は、 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータに ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を戻すこ と に
よ って要求に応答し ます。

トランザクションオブジェクトへの要求の発行

ステ ッ プ 3 で、 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータが ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト に要求を
発行する と、 これらの要求も ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト に関連付け られます。
VisiTransact Transaction Service は、 ORB を使用し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンに関与するすべて
のオブジェ ク ト に ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を伝達し ます。

図 3.3 ト ラ ンザクシ ョ ンオブジ ェ ク ト への要求の発行と、 ト ラ ンザクシ ョ ン コ ンテ
キス ト の伝達

メ モ ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキ ス ト は、 GIOP の リ ク エス ト ヘッ ダーおよび応答ヘッ ダーの
サービ ス コ ンテキス ト と し て伝達されます。 これによ り 、 伝達は完全に透過的に行われま
す。 また、 ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン間の相互運用性に関する  
CORBA サービ ス仕様に準拠し ています。
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トランザクションの完了

ト ラ ンザク シ ョ ンは次のいずれかの形式で完了し ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータが ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト し ます。 これが通常の
シナ リ オです。

■ Current が使用されていない限 り 、 アプ リ ケーシ ョ ン内の任意のコ ンポーネン ト が ト ラ
ンザク シ ョ ンを完了でき ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンがタ イ ムア ウ ト にな り ます。

コ ミ ッ ト が要求され、 関与するすべての リ ソースがコ ミ ッ ト に同意する と、 変更がコ ミ ッ
ト されます。 関与する リ ソースのいずれかがロールバッ ク を提案する と、 その ト ラ ンザク
シ ョ ンはロールバッ ク されます。

アプ リ ケーシ ョ ンから完了が要求されない場合、 VisiTransact Transaction Service は、 タ イ
ムア ウ ト になった時点で ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ ク し ます。

図 3.4 ト ラ ンザクシ ョ ンの完了
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第 章

Chapter   4VisiTransact の C++ クイックスタート      
こ こ では、 C++ のサンプルアプ リ ケーシ ョ ンを使用し て、 VisiTransact を使用し た分散オ
ブジェ ク ト ベースの ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンの開発について説明し ます。

サンプルの概要

C++ ク イ ッ ク ス ター ト サンプルは、 い く つかの口座を管理する銀行をモデルにし ていま
す。 ト ラ ンザク シ ョ ンの間に、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムに渡されるパラ メ ータに基づい
て、 少な く と も  2 つの口座間で送金が行われます。

このク イ ッ ク ス ター ト には、 次のプロ グ ラ ムがあ り ます。

■ transfer。 このプロ グ ラ ムは、 い く らのお金をどの口座間で送金するかを コマン ド ラ イ
ンからの入力で受け取 り ます。 次に、 ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し、 要求された送金を
実行し ます。 要求されたすべての送金が完了する と、 ト ラ ンザク シ ョ ンを終了 （コ
ミ ッ ト またはロールバッ ク） する よ う に要求し ます。

■ bank_server。 このプロ グ ラ ムは、 Storage オブジェ ク ト にバイ ン ド し、 コマン ド ラ イ ン
に入力された名前で Bank オブジェ ク ト を作成し ます。

■ storage_server。 このプロ グ ラ ムは、 データベース を使用し ないク イ ッ ク ス ター ト のため
に Storage オブジェ ク ト を実装し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ン中に行われた残高の変更を永
続的に格納するか （コ ミ ッ ト された場合）、 残高を ト ラ ンザク シ ョ ンの前の状態に戻し
ます （ロールバッ ク された場合）。

このク イ ッ ク ス ター ト には、 次のオブジェ ク ト があ り ます。

■ Bank。 こ のオブジェ ク ト は、 既存の Account オブジェ ク ト にア ク セス し ます。 また、
Storage オブジェ ク ト 内に存在する口座に対する  Account オブジェ ク ト のイ ン ス タ ン ス
を作成し ます。

■ Account。 このオブジェ ク ト を使用し て、 口座の残高を表示し た り 、 口座に入金または
出金を行 う こ と ができ ます。 このオブジェ ク ト は、 Storage オブジェ ク ト を使って永続
的データ とや り 取 り し ます。

■ Storage。 このオブジェ ク ト の目的は、 口座にかわってデータに変更を加え るためのデー
タ ア ク セス を 1 つのオブジェ ク ト に抽象化する こ と です。

■ StorageServerImpl。 この Storage オブジェ ク ト のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンには、 メ モ リ
上で残高を更新するだけの軽量の リ ソース （FakeResourceImpl） が含まれます。 これ
は、 VisiTransact を簡単に実行でき る よ う に用意されています。



20 VisiBroker VisiTransact ガイ ド

C++ クイックスタートサンプルのファイル

図 4.1 ク イ ッ クス ター ト サンプルのコ ンポーネン ト

C++ クイックスタートサンプルのファイル

VisiTransact パッ ケージの場所がわから ない場合は、 システム管理者に問い合わせて く ださ
い。 こ のサンプルに含まれている フ ァ イルを次の表に示し ます。

メ モ 可搬性を高めるため、 これらのサンプルフ ァ イルには Windows と  UNIX の両方で C 拡張
子が使用されてお り 、 共通の Makefile を使用でき ます。

フ ァ イル 説明

quickstart.idl クイックスタートサンプルの IDL。 オブジェクトに必要なインターフェー 
スを定義します。

transfer.C クライアントプログラム。 ユーザーから入力を受け取り、 VisiTransact
管理のトランザクションのオリジネータになります。トランザクションの一
環としてトランザクションサーバーオブジェクトを呼び出します。

storage_server.C Storage オブジェクトを作成するサーバープログラム。 このサンプルの 
Storage オブジェクトは、 メモリ上で残高を更新し、 残高を出力する単 
純なインプリメンテーションです。 storage_server は、 簡単に実行でき 
るように用意されています。

storage_server.h Storage オブジェクトの仕様が記載されています。

bank_server.C サーバープログラム。 storage_server または storage_ora プログラム   
から受け取った情報を使って Bank オブジェクトを作成し、 それをクラ  
イアントプログラムが使用できるようにします。

bank.h Bank オブジェクトと Account オブジェクトの仕様が記載されていま   
す。

bank.C Bank インターフェースと Account インターフェースのインプリメンテー   
ションが格納されています。 Bank オブジェクトは、 トランザクションオ 
ブジェクト （Account オブジェクト） を作成します。 Account オブジェ  
クトは、 Storage オブジェクトを呼び出して、 口座への入金または出金 
を行うトランザクションオブジェクトです。

Makefile すべてのテストターゲットをビルドするために使用します。

Makefile.cpp すべてのテストターゲットをビルドするために使用します。

../itsmk サポートされるプラットフォーム固有のメイク定義です。
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サンプルを実行するための前提条件

VisiTransact 製品と  VisiBroker C++ Developer （ORB） を イ ン ス ト ールする必要があ り ます。
また、 VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス を起動する必要があ り ます。 35 ペー
ジの 「サンプルの実行」 を参照し て く ださい。

このサンプルの学習手順

C++ ク イ ッ ク ス ター ト は、 次の手順で進めます。

1 ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンに必要な 3 つのオブジェ ク ト （Bank、 Account、
Storage） を定義する単純な イ ン ターフ ェース を IDL で実装し ます。 22 ページの 「ク
イ ッ ク ス ター ト  IDL の記述」 を参照し て く ださい。

2 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム と ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータ （transfer） を実装し ます。
手順と し ては、 使用する口座と送金する金額に関する入力をユーザーから受け取 り ま
す。 ORB を初期化し、 ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し ます。 Bank オブジェ ク ト にバイ ン ド
し、 ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト （Account） への リ フ ァ レ ン ス を取得し ます。 ト ラ
ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト （Account） を使ってア ク シ ョ ンを実行し、 ト ラ ンザク シ ョ
ンを コ ミ ッ ト またはロールバッ ク し、 例外を処理し ます。 23 ページの 「 ト ラ ンザク
シ ョ ンオ リ ジネータの記述 （transfer ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム）」 を参照し て く ださい。

3 bank_server プロ グ ラ ムを実装し ます。 手順 と し ては、 ORB を初期化し、 Bank オブ
ジェ ク ト を作成し、 Storage オブジェ ク ト にア ク セス し ます。 Bank オブジェ ク ト を POA 
に登録し、 要求を受信する準備を行います。 27 ページの 「bank_server プロ グ ラ ムの記
述」 を参照し て く ださ い。

4 Bank を実装し ます。 要求時に ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト （Account） を イ ン ス タ ン
ス化し て戻し ます。 29 ページの 「Bank オブジェ ク ト の記述」 を参照し て く ださい。

5 ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト （Account） を実装し ます。 要求を処理し て口座残高を
表示し、 口座への入金または出金を行います。 31 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ ンオブ
ジェ ク ト （Account） の記述」 を参照し て く ださい。

6 Storage オブジェ ク ト を実装し ます。 ビジネス （Account） オブジェ ク ト からの要求に応
じ て、 データにア ク セス し て更新し ます。

7 サンプルをビル ド し ます。 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムを作成するには、 ク ラ イ アン ト プ
ロ グ ラ ムのコード を ク ラ イ アン ト ス タブ と一緒にコ ンパイルおよび リ ン ク し ます。
サーバープロ グ ラ ムを作成するには、 サーバーのコード を ク ラ イ アン ト およびサー
バース ケル ト ン と一緒にコ ンパイルおよび リ ン ク し ます。 34 ページの 「サンプルのビ
ル ド」 を参照し て く ださ い。

8 サンプルを実行し ます。 スマー ト エージェ ン ト 、 VisiTransact Transaction Service、 サー
バープロ グ ラ ム、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムを起動し ます。 35 ページの 「サンプルの実
行」 を参照し て く ださ い。
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クイックスタート IDL の記述

VisiTransact を使用する ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンを作成するには、 初に、
CORBA イ ン ターフ ェース定義言語 （IDL） を使用し てすべてのイ ン ターフ ェース を指定し
ます。 IDL は言語に依存し ません。 構文は C++ に似ていますが、 さ まざまなプロ グ ラ ミ ン
グ言語にマ ッ ピングでき ます。

次のサンプルは、 ク イ ッ ク ス ター ト サンプルで必要な 3 つのオブジェ ク ト （Bank、
Account、 Storage） を定義する  quickstart.idl フ ァ イルの内容です。

// quickstart.idl 
#include "CosTransactions.idl" 
#pragma prefix "visigenic.com" 
 
module quickstart 
{ 
  // 必須 
  interface Account  
  { 
    float balance(); 
    void credit(in float amount); 
    void debit(in float amount); 
  }; 
   
  exception NoSuchAccount 
  { 
    string account_name; 
  }; 
   
  interface Bank 
  { 
    Account get_account(in string account_name) 
      raises(NoSuchAccount); 
  }; 
 
  typedef sequence<string> AccountNames; 
 
  // アダプ タ 
  interface Storage  
  { 
    float balance(in string account) 
      raises(NoSuchAccount); 
    void credit(in string account, in float amount) 
      raises(NoSuchAccount); 
    void debit(in string account, in float amount) 
      raises(NoSuchAccount); 
    AccountNames account_names(); 
  }; 
 
};

IDL で作成し た イ ン ターフ ェース仕様は、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンの C++ ス タブ
ルーチン と オブジェ ク ト のスケル ト ン コード を生成するために、 VisiBroker ORB の 
idl2cpp コ ンパイ ラによ って使用されます。 ス タブルーチンは、 すべての メ ソ ッ ド呼び
出しで ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムによ って使用されます。 スケル ト ン コード は、 オブジェ ク
ト を実装するサーバープロ グ ラ ムを作成するために、 ユーザーが記述し た コード と と もに
使用されます。

ク ラ イ アン ト と サーバーのコード が完成し た ら、 それらのコード を C++ コ ンパイ ラ と リ ン
カへの入力と し て使用し て、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム と サーバープロ グ ラ ムを生成し ま
す。
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トランザクションオリジネータの記述（transfer クライアントプ
ログラム）

transfer.C と い う 名前のフ ァ イルには、 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータ と なる ク ラ イアン ト
プログ ラ ムのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが含まれています。 ただし、 13 ページの 「 ト ラ ンザ
ク シ ョ ン処理の概要」 で説明したよ う に、 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータはク ラ イアン ト プ
ログ ラ ムでな く てもかまいません。 transfer ク ラ イアン ト プログラ ムは、 1 つの VisiTransact 
管理の ト ラ ンザク シ ョ ンを実行し ます。 詳細については、 57 ページの 「VisiTransact 管理の
ト ラ ンザク シ ョ ンの作成および伝達」 を参照して く ださい。 別の方法で ト ラ ンザク シ ョ ンを
管理する方法については、 67 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ ンを作成および伝達するほかの方
法」 を参照して く ださい。

ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは、 次の手順を実行し ます。

1 ORB を初期化し ます。

2 コマン ド ラ イ ンで指定された Bank オブジェ ク ト にバイ ン ド し ます。

3 ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し ます。

4 コマン ド ラ イ ンで指定された ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト （送金元と送金先の 
Account オブジェ ク ト ） への リ フ ァ レン ス を取得し ます。

5 transfer ク ラ イアン ト プログラムに入力された各組の送金元／送金先／金額ご とに、 Account 
オブジェ ク ト の debit() メ ソ ッ ド と  credit() メ ソ ッ ド を呼び出します。 各口座の送金前
と送金後の残高を出力します。

6 ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト またはロールバッ ク し ます。

7 例外を処理し ます。

ORB の初期化

次のサンプルで示すよ う に、 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータは、 初のタ ス ク と し て ORB 
を初期化する必要があ り ます。 VisiBroker のコ ンポーネン ト と し て、 VisiTransact のコマン
ド ラ イ ン引数は、 VisiBroker ORB の初期化呼び出し  ORB_init() を介し て VisiTransact に
提供されます。 し たがって、 コマン ド ラ イ ンで指定された引数を特定のアプ リ ケーシ ョ ン
プロセスの VisiTransact オペレーシ ョ ンで利用するには、 アプ リ ケーシ ョ ンの メ イ ンプロ
グ ラ ムから元の argc 引数 と  argv 引数を ORB_init() に渡す必要があ り ます。

... 
int main(int argc, char* const* argv)  
{ 
  try 
  { 
    // ORB を初期化し ます。 
  CORBA::ORB_var orb = CORBA::ORB_init(argc, argv); 
...

ORB_init() 関数は、 ORB の引数と  VisiTransact の引数の両方を解析し、 それら を argv 
ベク タから削除し てから戻 り ます。

Bank オブジェクトへのバインド

transfer ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは、 ト ラ ンザク シ ョ ン （Account） オブジェ ク ト の メ ソ ッ
ド を呼び出す前に、 初に _bind() メ ソ ッ ド を使用し て、 Bank オブジェ ク ト への接続を
確立する必要があ り ます。 _bind() メ ソ ッ ド のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 idl2cpp コ
ンパイ ラが自動的に生成し ます。 _bind() メ ソ ッ ド は、 Bank オブジェ ク ト を検索し て接
続を確立する よ う に ORB に要求し ます。
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次のサンプルは、 transfer ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムの起動時にコマン ド ラ イ ンで渡された 
bank_name パラ メ ータで指定された とお り に、 Bank オブジェ ク ト にバイ ン ドする方法を
示し ます。 メ モ リ 管理のために _var を使用する方法に注目し て く ださい。

const char *bank_name = argv[1]; 
  //Bank オブジ ェ ク ト を検索し ます。 
  Quickstart::Bank_var bank; 
  //Bank ID を取得し ます。 
  PortableServer::ObjectId_var bankId =  
    PortableServer::string_to_ObjectId(bank_name); 
  try 
  { 
    bank = quickstart::Bank::_bind("/bank_agent_poa", bankId); 
    //bank = quickstart::Bank::_bind(bank_name); 
  } 
  catch (CORBA::Exception &ex) 
  { 
    const char *name; 
    (bank_name == 0) ? name="NULL" : name=bank_name; 
    cerr << "Unable to bind to Bank ¥"" << name << "¥": " << ex << endl; 
    return 1; 
  }

トランザクションの開始

ト ラ ンザク シ ョ ンを開始する前に、 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を取得する必要があ り
ます。 VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンは、 ア ク テ ィ ブなス レ ッ ド ご と に一意の ト ラ ン
ザク シ ョ ンを管理するための Current オブジェ ク ト を使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ンには透
過的に処理されます。 VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンを使用するには、 こ の Current 
オブジェ ク ト への リ フ ァ レン ス を取得する必要があ り ます。 Current オブジェ ク ト は、 それ
を作成し たプロセス全体で有効です。 つま り 、 任意のス レ ッ ド で使用でき ます。

次のサンプルは、 VisiTransact 管理のト ラ ンザク ショ ンを取得し ます。 
初に、 CORBA::ORB::resolve_initial_references() メ ソ ッ ド を使用し て、

TransactionCurrent オブジェク ト のオブジェク ト リ ファ レンスを取得し ます。 こ のメ ソ ッ ド から 戻
さ れた Current オブジェク ト は、 narrow() メ ソ ッ ド を使用し て、 特定の 
CosTransactions::Current オブジェク ト にナローイ ングさ れます。
resolve_initial_references() メ ソ ッ ド と   narrow() メ ソ ッ ド の完全な説明につい
ては、 VisiBroker のマニュアルを参照し てく ださ い。

// ト ラ ンザクシ ョ ンを開始し ます。 
CosTransactions::Current_var current; 
{ 
  CORBA::Object_var initRef =  
    orb->resolve_initial_references("TransactionCurrent"); 
  current = CosTransactions::Current::_narrow(initRef); 
} 
...

VisiTransact によ って管理される作業を実行するには、 初に Current イ ン ターフ ェース
の begin() メ ソ ッ ド を使用し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンを開始する必要があ り ます。 ス レ ッ
ド内では、 一度に 1 つの ト ラ ンザク シ ョ ンだけをア ク テ ィ ブ化でき ます。 次のサンプル
は、 VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し ます。

... 
CosTransactions::Current_var current; 
... 
current->begin(); 
...
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トランザクションオブジェクト（送金元と送金先の 
Account）へのリファレンスの取得

Bank オブジェ ク ト にバイ ン ド し た ら、 transfer プロ グ ラ ムの起動時に指定された ト ラ ンザ
ク シ ョ ン （Account） オブジェ ク ト への リ フ ァ レ ン ス を取得でき ます。 transfer プロ グ ラ ム
内では、 これらの リ フ ァ レン スは、 Bank イ ン ターフ ェースの get_account() メ ソ ッ ド
を使って取得されます。 次のサンプルは、 transfer プロ グ ラ ムから抜粋し た関連のコード
です。

... 
try  
{ 
 for(CORBA::ULong i = 2; i < (CORBA::ULong)argc; i += 3)  
 { 
  const char* srcName = argv[i]; 
  const char* dstName = argv[i + 1]; 
  float amount = (float)atof(argv[i + 2]); 
 
  quickstart::Account_var src = bank->get_account(srcName); 
  quickstart::Account_var dst = bank->get_account(dstName); 
  ... 
 } 
} 
catch(const quickstart::NoSuchAccount& e)  
{ 
 cout << "Exception: " << e << endl; 
 commit = 0; 
} 
catch(const CORBA::SystemException& e)  
{ 
 cout << "Exception: " << e << endl; 
 commit = 0; 
} 
...

上のサンプルでは、 transfer ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは、 入力引数 （プロ グ ラ ムの起動時
にコマン ド ラ イ ンで入力） 全体をループし、 入力された送金元および送金先の口座名ご と
に get_account() を呼び出し ます。 入力された口座名が有効な場合、 Bank オブジェ ク
ト は、 対応する  Account オブジェ ク ト を戻し ます。 Bank オブジェ ク ト の get_account() 
メ ソ ッ ド の詳細については、 29 ページの 「Bank オブジェ ク ト と  get_account() メ ソ ッ ド の
実装」 を参照し て く ださ い。

無効な口座名が入力された場合は、 エラー メ ッ セージが出力され、 commit 変数の値が 
false に設定されます。 同様に、 get_account() 呼び出しの実行でシステム例外が生成さ
れた場合は、 エラー メ ッ セージが出力され、 commit 変数の値が false に設定されます。 ト
ラ ンザク シ ョ ンの完了で commit 変数を使用する方法については、 26 ページの 「 ト ラ ンザ
ク シ ョ ンのコ ミ ッ ト またはロールバッ ク」 を参照し て く ださい。
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トランザクション（Account）オブジェクトのメソッ
ドの呼び出し（debit() および credit()）

transfer ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムが送金元および送金先の Account オブジェ ク ト と の接続
を確立し た ら、 transfer プロ グ ラ ムの起動時に入力された送金元／送金先／金額の組ご と
に Account イ ン ターフ ェースの debit() メ ソ ッ ド と  credit() メ ソ ッ ド を呼び出すこ
と ができ ます。

debit() メ ソ ッ ド と  credit() メ ソ ッ ド は、 前のサンプルで示し た get_account() 呼
び出しで src 変数 と  dst 変数に戻された情報を使用し て、 transfer プロ グ ラ ムの メ イ ン 
try() 節から呼び出されます。 次のサンプルは、 credit() と  debit() を呼び出す 
try() 節の一部です。

try  
{ 
  for(CORBA::ULong i = 2; i < (CORBA::ULong)argc; i += 3)  
  { 
    ... 
    src->debit(amount); 
    dst->credit(amount); 
    ... 
  } 
} 
...

トランザクションのコミットまたはロールバック

ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し た ら、 コ ミ ッ ト またはロールバッ ク によ って ト ラ ンザク シ ョ ン
を完了する必要があ り ます。 VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンのオ リ ジネータが ト ラ ン
ザク シ ョ ンを完了し ない場合、 VisiTransact Transaction Service は、 タ イ ムア ウ ト になった
後で ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ ク し ます。 ただし、 ハング し た ト ラ ンザク シ ョ ンがシ
ステム リ ソース を消費し ないよ う に、 ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト またはロールバッ クす
る こ と が重要です。

次のサンプルは、 transfer プロ グ ラ ムが commit 変数を使用し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンを コ
ミ ッ ト するかロールバッ クするかを決定する方法を示し ます。 commit 変数が 1 （true） の
場合、 ト ラ ンザク シ ョ ンはコ ミ ッ ト されます。 commit 変数が 0 （false） の場合、 ト ラ ン
ザク シ ョ ンはロールバッ ク されます。 次のサンプルの commit() に送られる  0 は、 ヒ ュー リ
ステ ィ ッ ク が報告されない と い う 意味です。 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク の詳細については、 75
ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了」 を参照し て く ださい。

... 
CORBA::Boolean commit = 1; 
... 
if(commit)  
{ 
  cout << "*** Committing transaction ***" << endl; 
  current->commit(0); 
} 
else  
{ 
  cout << "*** Rolling back transaction ***" << endl; 
  current->rollback(); 
} 
...
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bank_server プログラムの記述

例外処理

次のサンプルは、 transfer ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムの外側の try 文と  catch 文です。 こ
れらの文を使用し て、 エラー （CORBA またはアプ リ ケーシ ョ ンの例外） を検出し た り 、
メ ッ セージを出力し た り 、 制御を戻す方法を確認し て く ださい。

try  
{ 
  ... 
} 
catch(const CORBA::Exception& e)  
{ 
  cerr << "Exception: " << e << endl; 
  return 1; 
} 
catch(...)  
{ 
  cerr << "Unknown Exception caught" << endl; 
  return 1; 
} 
return 0; 
...

bank_server プログラムの記述

bank_server プロ グ ラ ムは、 main ルーチンで次の手順を実行し ます。

1 ORB を初期化し ます。

2 Storage オブジェ ク ト を取得し、 そのオブジェ ク ト を使って Bank オブジェ ク ト を イ ン ス
タ ン ス化し ます。

3 Bank オブジェ ク ト を ORB と  POA に登録し ます。

4 ク ラ イ アン ト 要求を待機するループに入 り ます。

ORB_init() メ ソ ッ ド に渡される  argc パラ メ ータ と  argv パラ メ ータは、 main ルーチ
ンに渡されるパラ メ ータ と同じです。 これらのパラ メ ータ を使用し て、 ORB のオプシ ョ ン
を指定でき ます。

int main(int argc, char* const* argv)  
{ 
  try  
  { 
  // ORB を初期化し ます。 
  CORBA::ORB_var orb = CORBA::ORB_init(argc, argv); 
...

次に、 Storage オブジェ ク ト のア ク テ ィ ブ化に使用される  myPOA が作成されます。
bank_server プロ グ ラ ムは、 Storage オブジェ ク ト を取得し、 そのオブジェ ク ト から口座情
報を取得し ます。 bank_server プロ グ ラ ムは、 その口座情報を使って Bank オブジェ ク ト を
イ ン ス タ ン ス化し ます。 後に、 bank_server プロ グ ラ ムは、 orb->run() メ ソ ッ ド を呼
び出し て、 receiveclient が要求する イベン ト ループを開始し ます。

const char* bank_name = argv[1]; 
  // ルー ト  POA へのリ フ ァ レンスを取得し ます。 
  CORBA::Object_var obj = orb->resolve_initial_references("RootPOA"); 
  PortableServer::POA_var rootPOA = PortableServer::POA::_narrow(obj); 
 
  CORBA::PolicyList policies; 
  policies.length(1); 
  policies[(CORBA::ULong)0] = rootPOA->create_lifespan_policy( 
                                              PortableServer::PERSISTENT); 
  // POA マネージャ を取得し ます。 
  PortableServer::POAManager_var poa_manager = rootPOA->the_POAManager(); 
 
  // 適切なポリ シーで myPOA を作成し ます。 
  PortableServer::POA_var myPOA = rootPOA->create_POA("bank_agent_poa", 
                                                        poa_manager, 
                                                        policies); 
  // Bank ID を取得し ます。 
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bank_server プログラムの記述

  PortableServer::ObjectId_var bankId = 
                      PortableServer::string_to_ObjectId(bank_name); 
 
  // この Bank オブジ ェ ク ト のための Storage オブジ ェ ク ト を取得し ます。 
  quickstart::Storage_var storage = quickstart::Storage::_bind("/
bank_storage_poa", bankId); 
 
  // Bank サーバン ト を作成し ます。 
  PortableServer::ServantBase_var bankServant = new BankImpl(bank_name, 
storage, orb); 
 
  // サーバン ト の ID を決定し ます。 
  PortableServer::ObjectId_var managerId = 
                         PortableServer::string_to_ObjectId(bank_name); 
 
  // その ID を使って myPOA でサーバン ト をアク テ ィ ブ化し ます。 
  myPOA->activate_object_with_id(managerId, bankServant); 
 
  // POA マネージャ をアク テ ィ ブ化し ます。 
  poa_manager->activate(); 
 
  CORBA::Object_var reference = myPOA->servant_to_reference(bankServant); 
  cout << reference << " is ready" << endl; 
 
  // 着信要求を待機し ます。 
  orb->run();
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Bank オブジェクトの記述

Bank オブジェクトの記述

Bank オブジェ ク ト を実装するには、 い く つかのタ ス ク を実行する必要があ り ます。

■ POA_quickstart::Bank スケル ト ン ク ラ スから  BankImpl ク ラ ス を派生し ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ン （Account） オブジェ ク ト を生成する  Bank オブジェ ク ト を実装し ま
す。

BankImpl クラスの階層

実装する  BankImpl ク ラ スは、 idl2cpp コ ンパイ ラ によ って生成さ れた 
POA_quickstart::Bank ク ラ スから 派生さ れます。 次のサンプルは、 BankImpl ク ラ スを
示し ます。

class BankImpl : public POA_quickstart::Bank 
{ 
private: 
  quickstart::AccountNames_var _account_names; 
  quickstart::Storage_var _storage; 
  AccountRegistry _accounts; 
  PortableServer::POA_var _account_poa; 
public: 
  BankImpl(const char* bank_name,  
    quickstart::Storage* storage, CORBA::ORB* orb); 
  virtual ~BankImpl(); 
  virtual quickstart::Account* get_account(const char* account_name); 
};

Bank オブジェクトと get_account() メソッドの実装

BankImpl イ ン ターフ ェースは、 コ ン ス ト ラ ク タ とデス ト ラ ク タ を定義し ます。 コ ン ス ト
ラ ク タは、 bank_server プロ グ ラ ムの起動時に指定された名前 （bank_name） で Bank オ
ブジェ ク ト を作成し ます。 また、 イ ン ス タ ン ス化されたすべての Account オブジェ ク ト を
追跡するために使用される  AccountRegistry のイ ン ス タ ン ス も作成し ます。 口座名は、
Storage オブジェ ク ト から取得されます。

BankImpl::BankImpl(const char* bank_name,  
     quickstart::Storage* storage, CORBA::ORB* orb) 
{ 
  _account_names = storage->account_names(); 
  _storage = quickstart::Storage::_duplicate(storage); 
   
  PortableServer::POA_var root_poa = 
    PortableServer::POA::_narrow(orb->resolve_initial_references("RootPOA")); 
  CORBA::PolicyList policies; 
  policies.length(2); 
  CORBA::Any policy_value; 
  policy_value <<= CosTransactions::REQUIRES; 
  policies[0] = orb->create_policy(CosTransactions::OTS_POLICY_TYPE,  
    policy_value); 
  policies[1] = 
    root_poa-
>create_implicit_activation_policy(PortableServer::IMPLICIT_ACTIVATION); 
  _account_poa = root_poa->create_POA("account_poa", 
                                      PortableServer::POAManager::_nil(), 
                                      policies); 
  _account_poa->the_POAManager()->activate(); 
  return; 
} 
 
BankImpl::~BankImpl() 
{ 
}
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Bank オブジェクトの記述

次のサンプルは、 Bank オブジェ ク ト の get_account() メ ソ ッ ド を示し ます。
get_account() メ ソ ッ ド は、 口座が存在するかど う かをチェ ッ ク し、 新しい口座オブ
ジェ ク ト を作成し ます。 存在し ない場合は、 NoSuchAccount 例外が生成されます。

quickstart::Account_ptr 
BankImpl::get_account(const char* account_name) 
{ 
  // account デ ィ レ ク ト リ内で口座を検索し ます。 
  PortableServer::ServantBase_var servant = _accounts.get(account_name); 
  CORBA::Boolean foundAccount = 0; 
 
  if (servant == PortableServer::ServantBase::_nil()) { 
    for(CORBA::ULong i = 0; !foundAccount && i < _account_names->length(); i++) 
{ 
      if (!strcmp(_account_names[i], account_name)) { 
        servant = new AccountImpl(account_name, _storage); 
 
     // 新しい口座を出力し ます。 
     cout << "Created " << account_name << "'s account." << endl; 
 
        // 口座を account デ ィ レ ク ト リ に保存し ます。 
        _accounts.put(account_name, servant); 
 foundAccount = 1; 
      } 
    } 
    if (!foundAccount) { 
      throw quickstart::NoSuchAccount(account_name); 
      return 0; 
    } 
  }  
 
  try { 
    CORBA::Object_var ref = _account_poa->servant_to_reference(servant); 
    quickstart::Account_var account = quickstart::Account::_narrow(ref); 
    cout << "account generated." << endl; 
    return quickstart::Account::_duplicate(account); 
  } 
  catch(const CORBA::Exception& e) { 
    cerr << "_narrow caught exception: " << e << endl; 
    return quickstart::Account::_nil(); 
  } 
  throw quickstart::NoSuchAccount(account_name); 
  return 0; 
}
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トランザクションオブジェクト （Account） の記述

トランザクションオブジェクト（Account）の記述

ト ラ ンザク シ ョ ン （Account） オブジェ ク ト を実装するには、 い く つかのタ ス ク を実行す
る必要があ り ます。

■ POA_quickstart::Account ク ラ スから  AccountImpl ク ラ ス を派生し ます。

■ Storage オブジェ ク ト を呼び出す balance()、 credit()、 および debit() メ ソ ッ ド
のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを使用し て、 Account オブジェ ク ト を実装し ます。

AccountImpl クラスの階層

実装する  AccountImpl ク ラ スは、 idl2cpp コ ンパイ ラ によ って生成さ れた 
POA_quickstart::Account ク ラ スから 派生さ れます。 前の節の 初のサンプルコ ード を参
照し てく ださ い。 account_poa には、 REQUIRE と いう  OTS_POLICY_TYPE ポリ シーが定義さ れて
います。 し たがって、 こ の poa でアク ティ ブ化さ れる すべてのオブジェク ト は、 ト ラ ンザク
ショ ンオブジェク ト になり 、 account も 同様です。

class AccountImpl : public POA_quickstart::Account 
{ 
private: 
  CORBA::String_var _account_name; 
  quickstart::Storage_var _storage; 
public: 
  AccountImpl(const char* account_name, 
       quickstart::Storage* storage); 
  virtual CORBA::Float balance(); 
  virtual void credit(CORBA::Float amount); 
  virtual void debit(CORBA::Float amount); 
private: 
  virtual void markForRollback(); 
};

Account オブジェクトをトランザクションオブジェク
トにする

オブジェ ク ト を ト ラ ンザク シ ョ ン対応にするには、 次の 2 つの手順を実行する必要があ り
ます。

■ REQUIRE または ADAPT 値の OTS_POLICY_TYPE を使って poa を作成し ます。

■ こ の poa を使ってオブジェ ク ト をア ク テ ィ ブ化し ます。

_account_poa は、 BankImpl オブジェ ク ト の構築時に作成されます。 29 ページの 「Bank オ
ブジェ ク ト と  get_account() メ ソ ッ ド の実装」 で示し た 初のサンプルコード を参照し て く
ださ い。 get_account() 関数では、 新しい口座が _account_poa を使って必要に応じ て
ア ク テ ィ ブ化されます。 これで、 Account オブジェ ク ト が ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト
にな り ます。
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トランザクションオブジェクト （Account） の記述

Account オブジェクトとそのメソッドの実装

次のサンプルに示すよ う に、 AccountImpl ク ラ スは、 Bank オブジェ ク ト から提供される  
account_name パラ メ ータ と  storage パラ メ ータ を使って Account オブジェ ク ト を作成
する コ ン ス ト ラ ク タ を定義し ます。

AccountImpl::AccountImpl(const char* account_name,  
    quickstart::Storage* storage) 
{ 
  _account_name = CORBA::strdup(account_name); 
  _storage = quickstart::Storage::_duplicate(storage); 
}

次のサンプルに示すよ う に、 Account ク ラ スは、 markForRollback()  メ ソ ッ ド も実装
し ます。 こ の メ ソ ッ ド は、 呼び出される と、 rollback_only() を呼び出し て、 ト ラ ンザ
ク シ ョ ンオ リ ジネータが ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ クする よ う に強制し ます。

void AccountImpl::markForRollback() 
{ 
  try 
  { 
    CORBA::ORB_var orb = CORBA::ORB_init(); 
    CORBA::Object_var initRef =  
      orb->resolve_initial_references("TransactionCurrent"); 
    CosTransactions::Current_var current = 
      CosTransactions::Current::_narrow(initRef); 
    current->rollback_only(); 
  } 
  catch(const CosTransactions::NoTransaction&) 
  { 
    throw CORBA::TRANSACTION_REQUIRED(); 
  } 
}

markForRollback() メ ソ ッ ド が TransactionCurrent オブジェ ク ト のハン ド ルを取
得し た後で、 current->rollback_only() を呼び出すこ と ができ る よ う に、 取得し た
ハン ド ルを Current オブジェ ク ト にナローイ ングする方法に注目し て く ださい。 Account オ
ブジェ ク ト は ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータではないため、 rollback() を呼び出すこ と
ができ ません。 VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンでは、 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータ
だけが ト ラ ンザク シ ョ ンを完了でき ます。

次のサンプルに示すよ う に、 Account オブジェ ク ト は、 balance()、 credit()、 および 
debit() メ ソ ッ ド も実装し ます。

■ balance() メ ソ ッ ド は、 Storage オブジェ ク ト に Account オブジェ ク ト の現在の残高を
要求し ます。

■ credit() メ ソ ッ ド は、 amount パラ メ ータの金額だけ残高を増やすよ う に Storage オ
ブジェ ク ト に要求し ます。

■ debit() メ ソ ッ ド は、 amount パラ メ ータの金額だけ残高を減らすよ う に Storage オブ
ジェ ク ト に要求し ます。
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トランザクションオブジェクト （Account） の記述

メ モ ク イ ッ ク ス ター ト サンプルの Account オブジェ ク ト はデータベース自体 と も簡単に対話で
き ますが、 こ のサンプルは、 バッ ク エン ド のデータ ア ク セスオブジェ ク ト が複数のビジネ
ス ロ ジ ッ ク オブジェ ク ト によ って使用される現実的なシナ リ オを反映する よ う に設計され
ています。 これによ り 、 後で必要に応じ てデータベース を変更する こ と が容易にな り ま
す。

CORBA::Float AccountImpl::balance() 
{ 
  try 
  { 
    return _storage->balance(_account_name); 
  } 
  catch(const quickstart::NoSuchAccount& e) 
  { 
    cerr << "Account::balance: " << e << endl; 
    markForRollback(); 
    return 0; 
  } 
} 
   
void 
AccountImpl::credit(CORBA::Float amount) 
{ 
  if(amount < 0) 
  { 
    cerr << "Account::credit: Invalid amount: " << amount << endl; 
    markForRollback(); 
  } 
  try 
  { 
    _storage->credit(_account_name, amount); 
  } 
  catch(const quickstart::NoSuchAccount& e) 
  { 
    cerr << "Account::credit: " << e << endl; 
    markForRollback(); 
  } 
} 
 
void 
AccountImpl::debit(CORBA::Float amount) 
{ 
  if(amount < 0 || balance() - amount < 0) 
  { 
    cerr << "Account::debit: Invalid amount: " << amount << endl; 
    markForRollback(); 
  } 
  try 
  { 
    _storage->debit(_account_name, amount); 
  } 
  catch(const quickstart::NoSuchAccount& e) 
  { 
    cerr << "Account::debit: " << e << endl; 
    markForRollback(); 
  } 
}
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サンプルのビルド

サンプルのビルド

作成し た transfer.C フ ァ イルは、 生成された quickstart_c.C フ ァ イル と と もにコ ンパイル
し て リ ン ク し、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムを作成し ます。 作成し た bank_server.c フ ァ イル
は、 生成された quickstart_s.C、 quickstart_c.C、 および bank.C フ ァ イル と と もにコ ンパ
イルし て リ ン ク し、 bank_server プロ グ ラ ムを作成し ます。 Current は擬似オブジェ ク ト で
あ り 、 VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンは Current オブジェ ク ト を使用する ため、 ク ラ
イ アン ト プロ グ ラ ム と サーバープロ グ ラ ムは、 VisiTransact の its_support ラ イブラ リ に リ
ン クする必要があ り ます。

Makefile の選択

VisiTransact リ リ ースの <install_dir>/examples/vbe/its/ デ ィ レ ク ト リ には、 このサンプル用
の Makefile が含まれています。 また、 こ のデ ィ レ ク ト リ には itsmk フ ァ イルも あ り ます。
こ のフ ァ イルは Makefile にイ ン クルード され、 サイ ト 固有のすべての設定を定義し ます。
itsmk フ ァ イルは、 必要に応じ てカ ス タマイ ズでき ます。 itsmk フ ァ イルは、 VisiTransact 
が VisiBroker のデフ ォル ト のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ にイ ン ス ト ールされている と し て
います。

make によるサンプルのコンパイル

Windows: VisiBroker ORB と  VisiTransact が C:¥vbroker にイ ン ス ト ールされている場合は、 次のコマ
ン ド を使用し ます。

prompt> C: 
prompt> cd c:¥vbroker¥examples¥vbe¥its 
prompt> nmake cpp

UNIX Visual C++ 標準の nmake コマン ド は、 idl2cpp コ ンパイ ラ を実行し、 各フ ァ イルを コ ン
パイルし ます。

VisiBroker ORB と  VisiTransact が /usr/local/vbroker にイ ン ス ト ールされている場合は、 次の
コマン ド を使用し ます。

prompt> cd /usr/local/vbroker/examples/vbe/its 
prompt> make cpp

こ のサンプルの make は、 標準の UNIX 機能です。
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サンプルの実行

サンプルの実行

必要な コ ンポーネン ト のコ ンパイルが完了し、 初の VisiTransact アプ リ ケーシ ョ ンを実
行する準備ができ ま し た。

スマートエージェント（osagent）の起動

VisiTransact ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンを実行する前に、 ローカルネ ッ ト ワーク
の少な く と も  1 つのホス ト で、 VisiBroker スマー ト エージェ ン ト を起動する必要があ り ま
す。

Windows スマー ト エージェ ン ト が Windows NT サービ ス と し て設定されていない場合は、 次のコマ
ン ド を使用し て、 スマー ト エージェ ン ト を起動し て く ださい。

prompt> osagent

UNIX UNIX の場合は、 次のコマン ド を使用し ます。

prompt> osagent

サンプルの実行中に、 スマー ト エージェ ン ト を起動するのは一度だけです。

VisiTransact Transaction Service の起動

ネ ッ ト ワーク全体で ト ラ ンザク シ ョ ンを有効にするには、 VisiTransact Transaction Service 
のイ ン ス タ ン ス を起動する必要があ り ます。 それには、 次のコマン ド を使用し ます。

prompt> ots
サンプルの実行中に、 VisiTransact Transaction Service を起動するのは一度だけです。

storage_server プログラムの起動

コマン ド ラ イ ンで次のよ う に入力し て、 storage_server プロ グ ラ ムを起動し ます。

prompt> storage_server MyBank
引数 MyBank には、 銀行名を指定し ます。

bank_server プログラムの起動

コマン ド ラ イ ンで次のよ う に入力し て、 bank_server プロ グ ラ ムを起動し ます。

prompt> bank_server MyBank
上のサンプルの引数は銀行名です。

メ モ PATH 環境変数に VisiTransact デ ィ レ ク ト リ （バイナ リ が存在するデ ィ レ ク ト リ ） のパスが
含まれている こ と を確認し て く ださい。 Solaris の場合は、 LD_LIBRARY_PATH 環境変数に 
VisiTransact の共有ラ イブラ リ のパスが含まれている こ と を確認し て く ださ い。

トランザクションオリジネータの実行（transfer クラ
イアントプログラム）

コマン ド ラ イ ンで、 銀行名の後に送金元口座、 送金先口座、 および送金する金額を入力し
て、 transfer プロ グ ラ ムを起動し ます。

prompt> transfer MyBank Paul John 20
1 回の transfer プロ グ ラ ムで複数の送金を実行でき ます。 それには、 送金ご と に送金元口
座、 送金先口座、 および金額を順番に指定し ます。

prompt> transfer MyBank Paul John 20 Ringo George 40



36 VisiBroker VisiTransact ガイ ド

完全なサンプルコード

結果

「MyBank Paul John 20」 で transfer ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムを実行する と、 transfer ク ラ
イ アン ト プロ グ ラ ムから次のよ う に出力されます。

Account Balance  
======= =======  
Paul     100.0  
John     100.0  
*** Transfer $20.0 from Paul's account to John's account ***  
Account Balance  
======= =======  
Paul     80.0  
John     120.0  
*** Committing transaction ***

図 4.2 次は、 ク イ ッ クス ター ト サンプルでアプ リ ケーシ ョ ンが行う呼び出し を図で
表し たものです。

完全なサンプルコード

次に、 ク イ ッ ク ス ター ト アプ リ ケーシ ョ ンのすべてのコード を示し ます。

クイックスタートサンプルの IDL

// quickstart.idl 
#include "CosTransactions.idl" 
#pragma prefix "visigenic.com" 
 
module quickstart 
{ 
  // 必須 
  interface Account  
  { 
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    float balance(); 
    void credit(in float amount); 
    void debit(in float amount); 
  }; 
   
  exception NoSuchAccount 
  { 
    string account_name; 
  }; 
   
  interface Bank 
  { 
    Account get_account(in string account_name) 
      raises(NoSuchAccount); 
  }; 
 
  typedef sequence<string> AccountNames; 
 
  // アダプ タ 
  interface Storage  
  { 
    float balance(in string account) 
      raises(NoSuchAccount); 
    void credit(in string account, in float amount) 
      raises(NoSuchAccount); 
    void debit(in string account, in float amount) 
      raises(NoSuchAccount); 
    AccountNames account_names(); 
  }; 
};

transfer クライアントプログラム

次のサンプルは、 transfer.C フ ァ イルに含まれる完全な transfer ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム
のコード です。

// transfer.C 
 
#include "quickstart_c.hh" 
 
USE_STD_NS 
 
int 
main(int argc, char* const* argv) 
{ 
  try 
  { 
    // ORB を初期化し ます。 
    CORBA::ORB_var orb = CORBA::ORB_init(argc, argv); 
 
    // コマン ド ラ イ ン引数をチ ェ ッ ク し ます。 
    if (argc % 3 != 2) 
    { 
      cerr << "Usage: " << argv[0] <<  
 " <bank-name> [<src> <dst> <amount>] ..." << endl; 
      return 1; 
    } 
 
    // 最初の引数を解析し ます。 
    const char *bank_name = argv[1]; 
 
    // Bank オブジ ェ ク ト を検索し ます。 
    quickstart::Bank_var bank; 
 
    // Bank ID を取得し ます。 
    PortableServer::ObjectId_var bankId = 
                        PortableServer::string_to_ObjectId(bank_name); 
 
    try 
    { 
      bank = quickstart::Bank::_bind("/bank_agent_poa", bankId); 
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      // bank = quickstart::Bank::_bind(bank_name); 
    } 
    catch (CORBA::Exception &ex) 
    { 
      const char *name; 
      (bank_name == 0) ? name="NULL" : name=bank_name; 
      cerr << "Unable to bind to Bank ¥"" << name << "¥": " << ex << endl; 
      return 1; 
    } 
 
    // ト ラ ンザクシ ョ ンを開始し ます。 
    CosTransactions::Current_var current; 
    { 
      CORBA::Object_var initRef =  
        orb->resolve_initial_references("TransactionCurrent"); 
      current = CosTransactions::Current::_narrow(initRef); 
    } 
 
    current->begin(); 
 
    CORBA::Boolean commit = 1; 
    try 
    { 
      for(CORBA::ULong i = 2; i < (CORBA::ULong)argc; i += 3) 
      { 
 const char* srcName = argv[i]; 
 const char* dstName = argv[i + 1]; 
 float amount = (float)atof(argv[i + 2]); 
 
 quickstart::Account_var src = bank->get_account(srcName); 
 quickstart::Account_var dst = bank->get_account(dstName); 
 
 cout << "Account¥tBalance" << endl; 
 cout << "=======¥t=======" << endl; 
 cout << srcName << "¥t" << src->balance() << endl; 
 cout << dstName << "¥t" << dst->balance() << endl; 
 cout << "¥n*** Transfer $" << amount << " from " <<  
   srcName << "'s account to " <<  
   dstName << "'s account ***¥n" << endl; 
 
 src->debit(amount); 
 dst->credit(amount); 
 
 cout << "Account¥tBalance" << endl; 
 cout << "=======¥t=======" << endl; 
 cout << srcName << "¥t" << src->balance() << endl; 
 cout << dstName << "¥t" << dst->balance() << endl; 
      } 
    } 
    catch(const quickstart::NoSuchAccount& e) 
    { 
      cout << e << endl; 
      commit = 0; 
    } 
    catch(const CORBA::SystemException& e) 
    { 
      cout << "Exception: " << e << endl; 
      commit = 0; 
    } 
 
    // ト ラ ンザクシ ョ ンを コ ミ ッ ト またはロールバッ ク し ます。 
    if(commit) 
    { 
      cout << "*** Committing transaction ***" << endl; 
      current->commit(0); 
    } 
    else 
    { 
      cout << "*** Rolling back transaction ***" << endl; 
      current->rollback(); 
    } 
  } 
  catch(const CORBA::Exception& e) 
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  { 
    cerr << "Exception: " << e << endl; 
    return 1; 
  } 
  catch(...) 
  { 
    cerr << "Unknown Exception caught" << endl; 
    return 1; 
  } 
  return 0; 
}

bank_server プログラム

次のサンプルは、 bank_server.C フ ァ イルに含まれる  bank_server プロ グ ラ ムのコード で
す。

// bank_server.C 
 
#include "bank.h" 
 
USE_STD_NS 
 
int 
main(int argc, char* const* argv) 
{ 
  try 
  { 
    // ORB を初期化し ます。 
    CORBA::ORB_var orb = CORBA::ORB_init(argc, argv); 
 
    // コマン ド ラ イ ン引数をチ ェ ッ ク し ます。 
    if(argc != 2) 
    { 
      cerr << "Usage: " << argv[0] << " <bank-name>" << endl; 
      return 1; 
    } 
    const char* bank_name = argv[1]; 
 
    // ルー ト  POA へのリ フ ァ レンスを取得し ます。 
    CORBA::Object_var obj = orb->resolve_initial_references("RootPOA"); 
    PortableServer::POA_var rootPOA = PortableServer::POA::_narrow(obj); 
 
    CORBA::PolicyList policies; 
    policies.length(1); 
    policies[(CORBA::ULong)0] = rootPOA->create_lifespan_policy( 
                                                PortableServer::PERSISTENT); 
 
    // POA マネージャ を取得し ます。 
    PortableServer::POAManager_var poa_manager = rootPOA-
>the_POAManager(); 
 
    // 適切なポ リ シーで myPOA を作成し ます。 
    PortableServer::POA_var myPOA = rootPOA->create_POA("bank_agent_poa", 
                                                        poa_manager, 
                                                        policies); 
    // Bank ID を取得し ます。 
    PortableServer::ObjectId_var bankId = 
                        PortableServer::string_to_ObjectId(bank_name); 
 
    // この Bank オブジ ェ ク ト のための Storage オブジ ェ ク ト を取得し ます。 
    quickstart::Storage_var storage = quickstart::Storage::_bind("/
bank_storage_poa", bankId); 
 
    // Bank サーバン ト を作成し ます。 
    PortableServer::ServantBase_var bankServant = new BankImpl(bank_name, 
storage, orb); 
 
    // サーバン ト の ID を決定し ます。 
    PortableServer::ObjectId_var managerId = 
                           PortableServer::string_to_ObjectId(bank_name); 
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    // その ID を使って myPOA でサーバン ト をアクテ ィ ブ化し ます。 
    myPOA->activate_object_with_id(managerId, bankServant); 
 
    // POA マネージャ をアク テ ィ ブ化し ます。 
    poa_manager->activate(); 
 
    CORBA::Object_var reference = myPOA->servant_to_reference(bankServant); 
    cout << reference << " is ready" << endl; 
 
    // 着信要求を待機し ます。 
    orb->run(); 
  } 
  catch(const CORBA::Exception& e) 
  { 
    cerr << "Exception: " << e << endl; 
    return 1; 
  } 
  catch(...) 
  { 
    cerr << "Unknown Exception caught" << endl; 
    return 1; 
  } 
  return 0; 
}

Bank オブジェクトと Account（トランザクション） 
オブジェクト

次のサンプルは、 bank.h フ ァ イルに含まれる  AccountRegistry、 Bank、 および 
Account ク ラ スのコー ド です。

// bank.h 
 
#include "quickstart_s.hh" 
#include <vport.h> 
 
// AccountRegistry は、 銀行口座イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのホルダーです 
class AccountRegistry 
{ 
  public: 
    AccountRegistry() : _count(0), _max(16), _data((Data*)NULL) 
    { 
      _data = new Data[16]; 
    } 
 
    ~AccountRegistry() { delete[] _data; } 
 
    void put(const char* name, PortableServer::ServantBase_ptr servant) { 
 
      VISMutex_var lock(_lock); 
 
      if (_count + 1 == _max) { 
        Data* oldData = _data; 
        _max += 16; 
        _data = new Data[_max]; 
        for (CORBA::ULong i = 0; i < _count; i++) 
          _data[i] = oldData[i]; 
        delete[] oldData; 
      } 
 
      _data[_count].name = name; 
      servant->_add_ref(); 
      _data[_count].account = servant; 
      _count++; 
    } 
 
    PortableServer::ServantBase_ptr get(const char* name) { 
 
      VISMutex_var lock(_lock); 
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      for (CORBA::ULong i = 0; i < _count; i++) { 
        if (strcmp(name, _data[i].name) == 0) { 
          _data[i].account->_add_ref(); 
          return _data[i].account; 
        } 
      } 
      return PortableServer::ServantBase::_nil(); 
    } 
 
  private: 
    struct Data { 
      CORBA::String_var name; 
      PortableServer::ServantBase_var  account; 
    }; 
 
    CORBA::ULong _count; 
    CORBA::ULong _max; 
    Data* _data; 
    VISMutex _lock;   // 同期のためにロ ッ ク 
}; 
 
class BankImpl : public POA_quickstart::Bank 
{ 
private: 
  quickstart::AccountNames_var _account_names; 
  quickstart::Storage_var _storage; 
  AccountRegistry _accounts; 
  PortableServer::POA_var _account_poa; 
public: 
  BankImpl(const char* bank_name,  
    quickstart::Storage* storage, CORBA::ORB* orb); 
  virtual ~BankImpl(); 
  virtual quickstart::Account* get_account(const char* account_name); 
}; 
 
class AccountImpl : public POA_quickstart::Account 
{ 
private: 
  CORBA::String_var _account_name; 
  quickstart::Storage_var _storage; 
public: 
  AccountImpl(const char* account_name, 
       quickstart::Storage* storage); 
  virtual CORBA::Float balance(); 
  virtual void credit(CORBA::Float amount); 
  virtual void debit(CORBA::Float amount); 
private: 
  virtual void markForRollback(); 
};
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次のサンプルは、 bank.C フ ァ イルに含まれる  BankImpl および AccountImpl ク ラ スの
コード です。

// bank.C 
 
#include "bank.h" 
 
USE_STD_NS 
 
BankImpl::BankImpl(const char* bank_name,  
     quickstart::Storage* storage, CORBA::ORB* orb) 
{ 
  _account_names = storage->account_names(); 
  _storage = quickstart::Storage::_duplicate(storage); 
   
  PortableServer::POA_var root_poa = 
    PortableServer::POA::_narrow(orb->resolve_initial_references("RootPOA")); 
  CORBA::PolicyList policies; 
  policies.length(2); 
  CORBA::Any policy_value; 
  policy_value <<= CosTransactions::REQUIRES; 
  policies[0] = orb->create_policy(CosTransactions::OTS_POLICY_TYPE,  
    policy_value); 
  policies[1] = root_poa-
>create_implicit_activation_policy(PortableServer::IMPLICIT_ACTIVATION); 
  _account_poa = root_poa->create_POA("account_poa", 
                                      PortableServer::POAManager::_nil(), 
                                      policies); 
  _account_poa->the_POAManager()->activate(); 
  return; 
} 
 
BankImpl::~BankImpl() 
{ 
} 
 
quickstart::Account_ptr 
BankImpl::get_account(const char* account_name) 
{ 
  // account デ ィ レ ク ト リ内で口座を検索し ます。 
  PortableServer::ServantBase_var servant = _accounts.get(account_name); 
  CORBA::Boolean foundAccount = 0; 
 
  if (servant == PortableServer::ServantBase::_nil()) { 
    for(CORBA::ULong i = 0; !foundAccount && i < _account_names->length(); i++) 
{ 
      if (!strcmp(_account_names[i], account_name)) { 
        servant = new AccountImpl(account_name, _storage); 
 
     // 新しい口座を出力し ます。 
     cout << "Created " << account_name << "'s account." << endl; 
 
        // 口座を account デ ィ レ ク ト リ に保存し ます。 
        _accounts.put(account_name, servant); 
 foundAccount = 1; 
      } 
    } 
    if (!foundAccount) { 
      throw quickstart::NoSuchAccount(account_name); 
      return 0; 
    } 
  }  
 
  try { 
    CORBA::Object_var ref = _account_poa->servant_to_reference(servant); 
    quickstart::Account_var account = quickstart::Account::_narrow(ref); 
    cout << "account generated." << endl; 
    return quickstart::Account::_duplicate(account); 
  } 
  catch(const CORBA::Exception& e) { 
    cerr << "_narrow caught exception: " << e << endl; 
    return quickstart::Account::_nil(); 
  } 
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  throw quickstart::NoSuchAccount(account_name); 
  return 0; 
} 
 
AccountImpl::AccountImpl(const char* account_name,  
    quickstart::Storage* storage) 
{ 
  _account_name = CORBA::strdup(account_name); 
  _storage = quickstart::Storage::_duplicate(storage); 
} 
 
void 
AccountImpl::markForRollback() 
{ 
  try 
  { 
    CORBA::ORB_var orb = CORBA::ORB_init(); 
    CORBA::Object_var initRef =  
      orb->resolve_initial_references("TransactionCurrent"); 
    CosTransactions::Current_var current = 
      CosTransactions::Current::_narrow(initRef); 
    current->rollback_only(); 
  } 
  catch(const CosTransactions::NoTransaction&) 
  { 
    throw CORBA::TRANSACTION_REQUIRED(); 
  } 
} 
 
CORBA::Float 
AccountImpl::balance() 
{ 
  try 
  { 
    return _storage->balance(_account_name); 
  } 
  catch(const quickstart::NoSuchAccount& e) 
  { 
    cerr << "Account::balance: " << e << endl; 
    markForRollback(); 
    return 0; 
  } 
} 
   
void 
AccountImpl::credit(CORBA::Float amount) 
{ 
  if(amount < 0) 
  { 
    cerr << "Account::credit: Invalid amount: " << amount << endl; 
    markForRollback(); 
  } 
  try 
  { 
    _storage->credit(_account_name, amount); 
  } 
  catch(const quickstart::NoSuchAccount& e) 
  { 
    cerr << "Account::credit: " << e << endl; 
    markForRollback(); 
  } 
} 
 
void 
AccountImpl::debit(CORBA::Float amount) 
{ 
  if(amount < 0 || balance() - amount < 0) 
  { 
    cerr << "Account::debit: Invalid amount: " << amount << endl; 
    markForRollback(); 
  } 
  try 
  { 
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    _storage->debit(_account_name, amount); 
  } 
  catch(const quickstart::NoSuchAccount& e) 
  { 
    cerr << "Account::debit: " << e << endl; 
    markForRollback(); 
  } 
}
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第 章

Chapter   5 トランザクションオブジェクトの   
作成

C++ のサーバー と ク ラ イ アン ト 向けの ト ラ ンザク シ ョ ン対応オブジェ ク ト は、 2 つの方法
で （ ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト イ ン ターフ ェース を継承し て、 または直接イ ンプ リ メ
ンテーシ ョ ンによ って） 作成でき ます。

トランザクション対応オブジェクトインターフェースの 
継承

C++ サーバー／ク ラ イ アン ト で、 オブジェ ク ト のイ ン ターフ ェースで 
CosTransactions::TransactionalObject イ ン ターフ ェース を継承する こ と で、 オブジェ ク ト を
ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト と し て定義し ます。

トランザクション対応オブジェクトインターフェースの 
実装

こ の方法は、 OMG OTS 1.2 仕様に準拠し てお り 、 C++ のサンプルで示されています。 この
方法では、 C++ サーバー／ク ラ イ アン ト が ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト を定義し て ト ラ
ンザク シ ョ ンの制御を拡張でき ます。 この新しい拡張機能を使用し て、 サーバーは、 ター
ゲ ッ ト オブジェ ク ト に適切なポ リ シーを設定する こ と で ト ラ ンザク シ ョ ンの要件を適用で
き ます。 これに対し て、 ク ラ イ アン ト は、 ク ラ イ アン ト の動作を規定するい く つかの新し
いポ リ シーを使用し、 ターゲ ッ ト オブジェ ク ト の要件にし たがって対応する呼び出し を実
行する必要があ り ます。 これによ り 、 強力なセマンテ ィ ク ス制御が保証されます。

また、 ク ラ イ アン ト 側と サーバー側の両方で、 ポ リ シーの作成と ポ リ シーのチェ ッ ク がサ
ポー ト されます。 これは、 分散 ト ラ ンザク シ ョ ン環境での ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト
リ フ ァ レン スの作成と ト ラ ンザク シ ョ ン対応の呼び出し を保護し ます。
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トランザクション対応 POA ポリシーインターフェース

OTSPolicy

こ のポ リ シーは、 ターゲ ッ ト オブジェ ク ト の共有 ト ラ ンザク シ ョ ン動作を記述するために
使用されます。 次の 3 つの値があ り ます。

■ REQUIRES - ターゲ ッ ト オブジェ ク ト は受信呼び出しで ト ラ ンザク シ ョ ンの存在を必要
と し ます。

■ FORBIDS - ターゲ ッ ト オブジェ ク ト の呼び出しで ト ラ ンザク シ ョ ンが存在し てはな り ま
せん。

■ ADAPTS - ターゲ ッ ト オブジェ ク ト は現在の ト ラ ンザク シ ョ ンが存在するかど う かに適
応し ます。

InvocationPolicy

こ のポ リ シーは、 ターゲ ッ ト オブジェ ク ト がサポー ト する ト ラ ンザク シ ョ ンの種類を指定
し ます。 ターゲ ッ ト オブジェ ク ト は、 呼び出しポ リ シーを設定する こ と で、 共有
（SHARED） ト ラ ンザク シ ョ ンモデル、 非共有 （UNSHARED） ト ラ ンザク シ ョ ンモデル、
またはそれらのどち らか （EITHER） をサポー ト する よ う に選択でき ます。

ターゲ ッ ト オブジェ ク ト で OTSPolicy と  InvocationPolicy の両方を定義する場合、 い く つか
の組み合わせは無効にな り ます。 詳細については、 OMG OTS 仕様バージ ョ ン 1.2 を参照
し て く ださ い。 無効な組み合わせでポ リ シーを作成する と、 InvalidPolicy 例外が発生し ま
す。

NonTxTargetPolicy

こ のポ リ シーは、 ア ク テ ィ ブな ト ラ ンザク シ ョ ンの間の非 ト ラ ンザク シ ョ ン ターゲ ッ ト オ
ブジェ ク ト に対する ク ラ イ アン ト 呼び出し を許可 （PERMIT） または禁止 （PREVENT） す
る ために使用されます。 こ のポ リ シーと矛盾する ク ラ イ アン ト 呼び出し を行 う と、
INVALID_TRANSACTION 例外が発生し ます。

影響を受けるサーバーの動作

新しい ト ラ ンザク シ ョ ンサーバーは、 OTSPolicy と  InvocationPolicy （オプシ ョ ン） を使用
し て、 作成するオブジェ ク ト の ト ラ ンザク シ ョ ン動作を制御する必要があ り ます。 新しい
サーバーでは、 前に指定された TransactionalObject を使用し てはな り ません。

必要な ト ラ ンザク シ ョ ン動作を実行するオブジェ ク ト を作成するために、 サーバーは、 適
切なポ リ シーを使って POA を作成する必要があ り ます。 POA は、 そのポ リ シー値を使用
し て、 オブジェ ク ト リ フ ァ レン スの作成を制御し ます。 VisiTransact Transaction Manager 
は、 これらのポ リ シーの有効性を検証し、 次のいずれかを実行し ます。

1 すべてのポ リ シーが有効な場合は、 オブジェ ク ト のア ク テ ィ ブ化と リ フ ァ レン スの作
成のために、 指定されたポ リ シーで POA が作成されます。

2 ポ リ シーが無効な場合は、 例外が生成されます。

3 POA の作成時に OTSPolicy がない場合、 VisiTransact Transaction Manager は、 デフ ォル
ト 値 （FORBIDS） を提供し ます。

InvocationPolicy がない場合、 作成されたオブジェ ク ト は、 EITHER の InvocationPolicy をサ
ポー ト する と して処理する必要があ り ます。
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影響を受けるクライアントの動作

ク ラ イ アン ト は、 ターゲ ッ ト オブジェ ク ト の要件に合った状況で呼び出し を実行し ます。
それ以外の状況で呼び出し を実行する と、 VisiTransact Transaction Manager から例外を受け
取 り ます。

ト ラ ンザク シ ョ ンを必要とするオブジェ ク ト （REQUIRES） の場合は、 ア ク テ ィ ブな ト ラ
ンザク シ ョ ンのス コープ内でオブジェ ク ト を呼び出す必要があ り ます。 た と えば、 呼び出
し元ス レ ッ ド は、 ア ク テ ィ ブな ト ラ ンザク シ ョ ンに関連付け られている必要があ り ます。

ト ラ ンザク シ ョ ンを禁止するオブジェ ク ト （FORBIDS） の場合は、 ア ク テ ィ ブな ト ラ ンザ
ク シ ョ ンのス コープ外でオブジェ ク ト を呼び出す必要があ り ます。 た と えば、 呼び出し元
ス レ ッ ド は、 どの ト ラ ンザク シ ョ ンにも関連付け られていません。

ト ラ ンザク シ ョ ンに適応するオブジェ ク ト （ADAPTS） の場合は、 どち らの場合でもオブ
ジェ ク ト を呼び出すこ と ができ ます。 ただし、 ターゲ ッ ト オブジェ ク ト の動作は、 受信呼
び出しがア ク テ ィ ブな ト ラ ンザク シ ョ ンに関連付けられているかど う かによ って異な り ま
す。

ア ク テ ィ ブな ト ラ ンザク シ ョ ンの間に、 ク ラ イ アン ト は、 NonTxTargetPolicy を使用し て、
非 ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト への呼び出し を操作でき ます。 ク ラ イ アン ト がこのポ リ
シーを設定し ていない場合、 デフ ォル ト 値は PERMIT にな り ます。

非共有（UNSHARED）トランザクションの処理

現在の Visibroker は、 OMG AMI モデル と は異なる  NativeMessaging と い う 非同期 メ ソ ッ ド
呼び出しモデルを採用し ているため、 この リ リ ースでは非共有 （UNSHARED） ト ラ ンザ
ク シ ョ ンが十分にサポー ト されていません。 し たがって、 VisiTransact Transaction Manager 
のサーバーと ク ラ イ アン ト は、 非共有 （UNSHARED） ト ラ ンザク シ ョ ンに直接参加でき
ません。

ただし、 こ の制約と は無関係に、 サーバー側で POA に対し て任意の有効な値の 
InvocationPolicy を作成でき ます。
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第 章

Chapter   6 トランザクションの構築方法の決定   
こ こ では、 VisiTransact Transaction Manager を使用する ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ
ンを構築する際に選択でき る方法について説明し ます。

トランザクション管理の方法

プロ グ ラ ムでは、 使用する コ ンテキス ト 管理のタ イプ と コ ンテキス ト 伝達 （ ト ラ ンザク
シ ョ ン コ ンテキ ス ト を別のオブジェ ク ト に転送する こ と） の方法を選択でき ます。 あ る タ
イプのコ ンテキ ス ト 管理を使用し て も、 ト ラ ンザク シ ョ ン伝達の選択は制限されません。

直接的なコンテキスト管理と間接的なコンテキスト管理

OMG によ る  CORBA サービ ス ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス仕様には、 次のタ イプのコ ンテ
キス ト 管理が定義されています。

■ 間接的な コ ンテキス ト 管理。 間接的なコ ンテキス ト 管理の場合、 アプ リ ケーシ ョ ンは、
ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スから提供される  Current オブジェ ク ト を使用し て、 ト ラ ンザ
ク シ ョ ン コ ンテキス ト をアプ リ ケーシ ョ ンの制御用ス レ ッ ド に関連付けて管理し ます。

■ 直接的な コ ンテキス ト 管理。 直接的なコ ンテキス ト 管理の場合、 アプ リ ケーシ ョ ンは、
ト ラ ンザク シ ョ ンに関連付け られている  Control オブジェ ク ト などのオブジェ ク ト を操
作し ます。

間接的なコ ンテキス ト 管理を使用する と、 プログ ラ ミ ングが簡単にな り ます。 また、
VisiTransact Transaction Service が ト ラ ンザク シ ョ ンコ ンテキス ト を制御する こ と で、 アプ リ
ケーシ ョ ンのパフ ォーマンスの向上と 適化の機能を利用でき ます。 た と えば、 VisiTransact 
管理の ト ラ ンザク シ ョ ンは、 基底の VisiBroker ORB を活用して、 リ モー ト 呼び出し を 小限
にし ます。 さ らに、 VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンは、 伝達コ ンテキス ト と ト ラ ンザ
ク シ ョ ンコ ンテキス ト をアプ リ ケーシ ョ ンエン ド でキャ ッ シュ してシステム リ ソースを節約
するため、 このデータ を取得するための リ モー ト 呼び出し を削減でき ます。

直接的な コ ンテキ ス ト 管理は、 明示的な伝達を使用し た り 、 複数の VisiTransact Transaction 
Service のイ ン ス タ ン ス を使って ト ラ ンザク シ ョ ンを生成する場合に便利な こ と があ り ま
す。 また、 VisiTransact ラ イブラ リ に リ ン ク し ない場合は、 直接的なコ ンテキス ト 管理を使
用する必要があ り ます。 まれに、 VisiTransact ラ イブラ リ を使用し ないで、 独自の IDL 
フ ァ イルに基づ く 独自のス タブを使用する場合があ り ます。 独自のス タブを使用でき るの
は、 直接的な コ ンテキス ト 管理を使用する場合だけです。 間接的なコ ンテキス ト 管理を使
用する場合は、 Current オブジェ ク ト を使用し ます。 Current オブジェ ク ト を使用するには、
VisiTransact ラ イブラ リ を使用し ます。

直接的な コ ンテキ ス ト 管理を使用する場合、 または両方のコ ンテキス ト 管理モード を併用
する場合は、 アプ リ ケーシ ョ ンで ト ラ ンザク シ ョ ンの整合性を保証する必要があ り ます。
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いったん直接的な コ ンテキ ス ト 管理が使用される と、 VisiTransact Transaction Service は、
ト ラ ンザク シ ョ ンの完了をチェ ッ クする機能を失います。 checked behavior の詳細について
は、 76 ページの 「VisiTransact Transaction Service が checked behavior を実行する し く み」 を
参照し て く ださ い。

暗黙的な伝達と明示的な伝達

OMG によ る  CORBA サービ ス ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス仕様には、 次の伝達タ イプが定
義されています。

■ 暗黙的な伝達 暗黙的な伝達の場合、 要求はアプ リ ケーシ ョ ンの ト ラ ンザク シ ョ ンに暗
黙的に関連付け られます。 つま り 、 それらの要求がアプ リ ケーシ ョ ンの ト ラ ンザク
シ ョ ン コ ンテキス ト を共有し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト は、 VisiTransact 
Transaction Service によ って関与するオブジェ ク ト に暗黙的に転送されます。 ト ラ ンザ
ク シ ョ ンオ リ ジネータが直接介入する こ と はあ り ません。 暗黙的な伝達をサポー ト す
るオブジェ ク ト は、 通常、 ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スオブジェ ク ト を明示的なパラ
メ ータ と し ては受け取 り ません。

■ 明示的な伝達 明示的な伝達の場合、 ト ラ ンザク ショ ンオリ ジネータ （ およ び関与する ト ラ
ンザク ショ ンオブジェ ク ト ） は、 ト ラ ンザク ショ ンサービスによ って定義さ れたオブジェ
ク ト を明示的なパラ メ ータ と し て渡すこ と で、 ト ラ ンザク ショ ンコ ンテキスト を伝達し ま
す。

暗黙的な伝達の主な利点は、 VisiTransact Transaction Service が自動的に ト ラ ンザク シ ョ ン
の伝達を処理する こ と です。 も う  1 つの利点は、 既存の メ ソ ッ ド のシグニチャ を変更し な
く て も ト ラ ンザク シ ョ ンをサポー ト でき る こ と です。 オブジェ ク ト を ト ラ ンザク シ ョ ン対
応にする こ と で、 オブジェ ク ト のすべての メ ソ ッ ド を ト ラ ンザク シ ョ ンの一部と し て実行
でき ます。

明示的な伝達にも利点があ り ます。 1 つめの利点 と し て、 1 つのオブジェ ク ト で ト ラ ンザ
ク シ ョ ン メ ソ ッ ド と非 ト ラ ンザク シ ョ ン メ ソ ッ ド を併用でき ます。 これは、 ト ラ ンザク
シ ョ ン内のあ る メ ソ ッ ド では ト ラ ンザク シ ョ ンのセマンテ ィ ク スが必要だが、 別の メ ソ ッ
ド では必要ない場合に便利です。

2 つめの利点 と し て、 CORBA 1.x イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン （VisiBroker 2.0 など） と相互運
用性が必要な場合に、 明示的な伝達を使用でき ます。 明示的な伝達には、 ORB と ト ラ ンザ
ク シ ョ ンサービ スの連係が不要なため、 こ のよ う な下位互換性のために使用でき ます。

3 つめの利点と し て、 明示的な伝達を使用する と 、 ほかのオブジェ ク ト がト ラ ンザク ショ ンを
完了でき る よ う になり ます。 つまり 、 明示的な伝達では、 Terminator をト ラ ンザク ショ ンの別
の参加者に渡すこ と ができ ます。 こ れで、 その参加者がト ラ ンザク ショ ンを完了でき ます。
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コンテキストの管理と伝達

ク ラ イ アン ト は、 暗黙的または明示的な伝達と と もに、 直接的または間接的なコ ンテキス
ト 管理を使用でき ます。 結果と し て、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 次の方法で ト ラ
ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト と通信でき ます。

■ 暗黙的な伝達によ る間接的な コ ンテキス ト 管理

■ 明示的な伝達によ る間接的な コ ンテキス ト 管理

■ 暗黙的な伝達によ る直接的な コ ンテキス ト 管理

■ 明示的な伝達によ る直接的な コ ンテキス ト 管理

暗黙的な伝達による間接的なコ ンテキス ト 管理
ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 Current オブジェ ク ト の メ ソ ッ ド を使用し て、 ト
ラ ンザク シ ョ ンを作成および制御し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト に対し て要
求を発行する と、 現在のス レ ッ ド に関連付け られている ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス
ト が暗黙的にオブジェ ク ト に伝達されます。

VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンは、 こ のカテゴ リ に入 り ます。 VisiTransact 管理の ト
ラ ンザク シ ョ ンの場合は、 VisiTransact が checked behavior を保証し ます。 checked behavior 
の詳細については、 76 ページの 「VisiTransact Transaction Service が checked behavior を実行
する し く み」 を参照し て く ださ い。

メ モ 暗黙的な伝達によ る間接的な コ ンテキス ト 管理は、 VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ン と
正確に同じではあ り ません。 VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンの場合は、 暗黙的な伝達
の前に Current::begin の使用を特別に指定し ます。

VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンの使用方法については、 57 ページの 「VisiTransact 管
理の ト ラ ンザク シ ョ ンの作成および伝達」 を参照し て く ださい。

明示的な伝達による間接的なコ ンテキス ト 管理
ク ラ イ アン ト は、 Current オブジェ ク ト 、 Control オブジェ ク ト 、 および ト ラ ンザ ク
シ ョ ンの状態を記述するほかのオブジェ ク ト を組み合わせて使用し ます。 Current 
オブジェ ク ト を使用する ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン （自動的に暗黙的な伝達も使
用する） は、 Current::getControl() メ ソ ッ ド によ って Control オブジェ ク ト へ
のア ク セス を取得する こ と で、 明示的な伝達を使用でき ます。 VisiTransact Transaction 
Service オブジェ ク ト を ト ラ ンザ ク シ ョ ンオブジェ ク ト への明示的なパラ メ ータ と し
て使用でき ます。 これは、 明示的な伝達です。

暗黙的な伝達による直接的なコ ンテキス ト 管理
ク ラ イ アント は、 Current オブジェ ク ト 、 Control オブジェ ク ト 、 およ びト ラ ンザク ショ
ンの状態を記述する ほかのオブジェ ク ト を組み合わせて使用し ま す。 VisiTransact 
Transaction Service オブジェ ク ト に直接アク セス する ク ラ イ アント は、
Current::resume() メ ソ ッ ド を使用し て、 そのス レッ ド に関連付けら れている 暗黙
的なト ラ ンザク ショ ンコ ンテキス ト を設定でき ま す。 こ れによ り 、 ク ラ イ アント は、
ト ラ ンザク ショ ンコ ンテキス ト を暗黙的に伝達する 必要がある オブジェ ク ト のメ ソ ッ
ド を呼び出すこ と ができ ま す。

明示的な伝達による直接的なコ ンテキス ト 管理
ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 Control オブジェ ク ト と ト ラ ンザク シ ョ ンの状態
を記述するほかのオブジェ ク ト に直接ア ク セス し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンをオブジェ
ク ト に伝達する ため、 ク ラ イ アン ト は、 メ ソ ッ ド の明示的なパラ メ ータ と し て適切な 
VisiTransact Transaction Service オブジェ ク ト を含める必要があ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンから ト ラ ンザク シ ョ ンを管理する方法については、 67 ページの 「 ト ラ ン
ザク シ ョ ンを作成および伝達するほかの方法」 を参照し て く ださい。
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インプロセスとアウトプロセスの VisiTransact Transaction Service

インプロセスとアウトプロセスの VisiTransact 
Transaction Service

ほ と んどの ト ラ ンザク シ ョ ンが単一のプロセスに分離されて使用される場合は、
VisiTransact Transaction Service のイ ンプロセスのイ ン ス タ ン ス を使用でき ます。 ただし、
ト ラ ンザク シ ョ ンの高可用性の必要条件 （通常は、 VisiTransact Transaction Service のス タ
ン ド ア ロ ン イ ン ス タ ン スによ って処理される） を満たすには、 ト ラ ンザク シ ョ ンの処理中
にアプ リ ケーシ ョ ンプロセスが実行されたま まであ る必要があ り ます。 この必要条件は、
アプ リ ケーシ ョ ンプロセス内に組み込まれた VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン
ス をほかのアプ リ ケーシ ョ ン （プロセスの外部） が使用する場合に特に重要にな り ます。
54 ページの 「アプ リ ケーシ ョ ンへの VisiTransact Transaction Service イ ン ス タ ン スの埋め込
み」 を参照し て く ださ い。

ネ ッ ト ワーク では、 VisiTransact Transaction Service の複数のイ ン ス タ ン ス を使用でき ます。
ト ラ ンザク シ ョ ンの動作を予測しやす く するために、 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータが使
用する  VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス を指定でき ます。

■ 使用される  VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン スは、 ORB_init() に渡される
引数や Current イ ン ターフ ェースの属性を設定し て制御でき ます。 Current の属性は、
ORB_init() に渡される どの引数よ り 優先し ます。 この属性は、 Current::begin() 
を使用する後続の ト ラ ンザク シ ョ ンにだけ適用されます。

■ 直接的なコ ンテキ ス ト 管理の場合は、 TransactionFactory の適切な イ ン ス タ ン スに名前で
バイ ン ド し ます。

-Dvbroker.ots.currentName 引数の設定方法については、 62 ページの 「VisiTransact 
Transaction Service のイ ン ス タ ン スの検索」 を参照し て く ださい。

マルチスレッド

VisiTransact はマルチス レ ッ ド対応です。 マルチス レ ッ ド アプ リ ケーシ ョ ンは、 ス レ ッ ド
プー リ ング機能や接続管理機能など、 基底の VisiBroker ORB の機能を活用でき ます。

VisiBroker ORB によ る ス レ ッ ド と接続の管理を利用する と システム リ ソース を節約でき ま
すが、 特定の ト ラ ンザク シ ョ ンにどのス レ ッ ド を割 り 当て るかを制御する必要があ る場合
は、 ス レ ッ ド プー リ ング機能が欠点にな る可能性があ り ます。 ス レ ッ ド プー リ ングモデル
の場合は、 ク ラ イ アン ト 要求ご と に 1 つの作業ス レ ッ ド が割 り 当て られますが、 そのス
レ ッ ド は、 その要求の存続期間だけ有効です。 よ り 細かな制御が必要な場合は、
VisiBroker が提供するほかのス レ ッ ド モデルを検討し て く ださい。 また、 ほかのラ イブラ
リ がス レ ッ ド セーフでない場合は、 ス レ ッ ド の安全性に問題が発生する場合も あ り ます。

既存のアプリケーションとトランザクションシステムの 
統合

ほかの CORBA ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス を使用する外部 ト ラ ンザク シ ョ ンシステムを統
合でき ます。 VisiTransact は、 CORBA 2.6 に完全に準拠し ているため、 OMG CORBA ト ラ
ンザク シ ョ ンサービ ス仕様のほかの CORBA 2.6 準拠イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と相互運用
でき ます。 VisiTransact は、 CORBA サービ ス仕様に対し て、 ほかの ト ラ ンザク シ ョ ンサー
ビ ス イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでは処理できない優れた拡張機能 （begin_with_name() 
などの便利な メ ソ ッ ドやその他の機能） を備えています。

さ らに、 ユーザー自身、 サード パーテ ィ 、 またはデータベースベンダーから提供される  
CORBA サービ ス準拠の任意の リ ソース を使用でき ます。

Resource イ ン ターフ ェース を使用し て、 独自の リ ソース を実装する こ と もでき ます。 こ
の場合は、 ロ グ、 回復、 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク などの必要な コード が自動的に処理されない
ため、 複雑なプロ グ ラ ミ ングを行 う 必要があ り ます。
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構築方法の組み合わせ

構築方法の組み合わせ

作成する分散 ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンの目的に合わせて、 この章で説明する
構築方法を適切に組み合わせる こ と ができ ます。

■ さ まざまな タ イプの ト ラ ンザク シ ョ ン構築方法を組み合わせる。 た と えば、 明示的な伝
達を使用する ト ラ ンザク シ ョ ンがあ る場合は、 暗黙的な伝達に切 り 替え る こ と ができ
ます。 詳細については、 71 ページの 「明示的な伝達から暗黙的な伝達への変更」 を参
照し て く ださ い。

■ 複数のシステムを VisiTransact アプ リ ケーシ ョ ンに統合する。 た と えば、 ト ラ ンザク
シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンでデータベース、 ト ラ ンザク シ ョ ンプロセスモニタ、 およ
び メ ッ セージング ソ フ ト ウ ェアを使用し、 それら をすべて VisiTransact に統合でき ま
す。

Web 用のトランザクションの実装

Web ベースの ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンを開発する場合は、 アプ リ ケーシ ョ ン
のフ ロ ン ト エン ド と し て Web ブラ ウザを使用し、 ト ラ ンザク シ ョ ンの開始などのロ ジ ッ
クはサーバーベースのオブジェ ク ト に置 く こ と ができ ます。

VisiTransact ト ラ ンザク シ ョ ンを Web サーバーのローカルネ ッ ト ワーク内に収める と、
VisiTransact Transaction Service と ト ラ ンザク シ ョ ン参加者の局所性によ ってパフ ォーマン
スが向上し ます。 また、 1 つの会社が制御でき る範囲で ト ラ ンザク シ ョ ンの局所自律性を
提供でき ます。 こ のアプ リ ケーシ ョ ンアーキテ クチャでは、 外部ネ ッ ト ワーク にまたがる
通信の問題が ト ラ ンザク シ ョ ンの完了や整合性に影響を及ぼし ません。

C++ VisiTransact アプリケーションの構築

VisiTransact を使用する  C++ アプ リ ケーシ ョ ンを設計する場合は、 C++ アプ リ ケーシ ョ ン
コ ンポーネン ト で VisiTransact Transaction Service のス タ ン ド ア ロ ン イ ン ス タ ン ス または 
VisiTransact Transaction Service の埋め込みイ ン ス タ ン ス を使用でき ます。

以下では、 これらのイ ン ス タ ン スの使用方法について詳し く 説明し ます。

VisiTransact Transaction Service スタンドアロンインス
タンスの使用

ほ と んどの VisiTransact アプ リ ケーシ ョ ンでは、 プロセス内にイ ン ス タ ン ス を埋め込むの
ではな く 、 ネ ッ ト ワーク上で実行されている  VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン
ス を使用し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 実行される と、 任意の有効な VisiTransact 
Transaction Service イ ン ス タ ン ス を使用でき ます。 つま り 、 使用されている  VisiTransact 
Transaction Service のイ ン ス タ ン ス を制御でき ます。

VisiTransact Transaction Service イ ン ターフ ェース を使用する  C++ プロ グ ラ ムは、
its_support.lib （Solaris の場合は its_support.so） に リ ン ク されている必要があ り ます。

メ モ プロ グ ラ ムが明示的な伝達によ る直接的な コ ンテキス ト 管理だけを使用し ている場合は、
CosTransactions.idl フ ァ イルまたは VISTransactions.idl フ ァ イルから生成されたス タブ と
ヘッ ダーフ ァ イルを使用でき ます。
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C++ VisiTransact アプリケーションの構築

アプリケーションへの VisiTransact Transaction Service 
インスタンスの埋め込み

C++ 実行可能プロ グ ラ ムに VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス を埋め込むには、
アプ リ ケーシ ョ ンを ots_r.lib、 its_support.lib （Solaris の場合は ots_r.so、 its_support.so）
の各ラ イブラ リ に リ ン ク し ます。 これらのラ イブラ リ を リ ン ク行に追加する こ と で、
VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン スがアプ リ ケーシ ョ ンのプロセスに埋め込ま
れます。

VisiTransact ラ イブラ リ に リ ン クする場合は、VisiTransact から提供される  _c.hh フ ァ イル と  
_s.hh フ ァ イルを イ ン クルードする必要があ り ます。 独自のス タブフ ァ イルを生成する こ
と はでき ません。 これは、 VisiTransact ラ イブラ リ に埋め込まれたオブジェ ク ト と互換性の
あ るバージ ョ ンのヘッ ダーを正し く 使用するためです。 VisiTransact ラ イブラ リ に リ ン クす
る場合は、 こ の手順を実行する必要があ り ます。

また、 次の手順にし たがって、 アプ リ ケーシ ョ ンから  VisiTransact Transaction Service のイ
ン ス タ ン ス を明示的に初期化および終了する必要があ り ます。

1 C++ アプ リ ケーシ ョ ンで visits.h フ ァ イルを イ ン クルード し ます。

2 ORB_init() を使用し て、 VisiTransact サーバーコ ンポーネン ト を初期化し ます。 
VISTransactionService::init() を呼び出し て、 VisiTransact Transaction Service 
のイ ン ス タ ン ス を初期化し ます。 これは、 ORB_init() 呼び出しの後で行 う 必要があ
り ます。 次に例を示し ます。

  CORBA::ORB_var orb = CORBA::ORB_init(argc, argv); 
  VISIts::init(argc, argv);

3 VISTransactionService::terminate() を呼び出し て、 VisiTransact Transaction 
Service のイ ンス タ ンスをシャ ッ ト ダウ ンし ます。

4 リ ン ク行に次のフ ァ イルが必要です。

UNIX ： ots_r.so

WinNT ： ots_r.lib

メ モ 64 ビ ッ ト プラ ッ ト フ ォームでは、 otsinit64.o、 ots64_r.so、 および 
its_support64.so が必要です。 AIX では ots_r.a （ots64_r.a） と  
its_support.a （its_support64.a）、 HP-UX では ots_r.sl （ots64_r.sl） と  
its_support.sl （its_support64.sl） が必要です。

5 osfind を使用し て、 VisiTransact Transaction Service が実行されている こ と を確認し ます。

次のサンプルは、 VisiTransact Transaction Service を埋め込むアプ リ ケーシ ョ ンです。

// アプ リ ケーシ ョ ン メ イ ン  
#include <visits.h> // VISIts  
#include <corba.h> 
 
int main(int argc, char** argv)  
{  
  CORBA::ORB_var orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);  
  VISTransactionService::init(argc, argv); 
  // こ こでアプ リ ケーシ ョ ンのメ イ ンの作業を実行し ます。 
  ...  
  VISTransactionService::terminate(); 
}
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VisiTransact Transaction Service 埋め込みインスタンス
へのバインド

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに VisiTransact Transaction Service を埋め込んだ場合は、 ク ラ イ
アン ト が VisiTransact Transaction Service の正しいイ ン ス タ ン スにバイ ン ド される よ う にす
る必要があ り ます。 それには、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に、 特定のコマン
ド ラ イ ン引数を使って VisiTransact Transaction Service の名前を指定する必要があ り ます。
こ の名前は、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに埋め込まれた名前と一致する必要があ り ます。

メ モ Current を使用するのではな く 、 TransactionFactory から直接 ト ラ ンザク シ ョ ンを
作成する場合、 ク ラ イ アン ト は正しい TransactionFactory にバイ ン ド される必要があ
り ます。 CORBA オブジェ ク ト にバイ ン ドする ためのセマンテ ィ ク ス を参照し て、 ク ラ イ
アン ト を正しいオブジェ ク ト にバイ ン ド し て く ださい。

VisiTransact から提供されるヘッダーファイルの 
使い方

its_support.lib または ots_r.lib にリ ンク さ れる  C++ ソ ースファ イ ルをコ ンパイ ルする には、
CosTransactions.idl または VISTransactions.idl から 生成さ れる  IDL ク ラ イ アント ス タ ブヘッ
ダーファ イ ルではなく 、 VisiTransact から 提供さ れる  CosTransactions_c.hh または 
VISTransactions_c.hh のバージョ ンをイ ンク ルード する 必要があり ます。 VisiTransact 提供のラ
イ ブラ リ にリ ンク さ れる オブジェ ク ト は、 それら の構築に使用さ れたヘッ ダーファ イ ルに対
し てのみ有効になり ます。 Current イ ンタ ーフェ ースを使用する すべてのアプリ ケーショ ン
は、 こ れら のラ イ ブラ リ にリ ンク さ れます。



56 VisiBroker VisiTransact ガイ ド



 第 7 章 : VisiTransact 管理の ト ラ ンザクシ ョ ンの作成および伝達 57

第 章

Chapter   7VisiTransact 管理の    
トランザクションの作成および伝達

こ こ では、 VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンにおけ る  Current イ ン ターフ ェースの使用
方法を取 り 上げます。 Current を使って VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンにア ク セス
する方法と、 Current イ ン ターフ ェースの メ ソ ッ ド を使って ト ラ ンザク シ ョ ンを開始、
ロールバッ ク、 およびコ ミ ッ ト する方法について説明し ます。 VisiTransact 管理の ト ラ ンザ
ク シ ョ ンで ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト を共有する方法について も説明し ます。

VisiTransact 管理のトランザクションで使用される 
Current の概要

VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンでは、 Current イ ン ターフ ェース を使用し てすべての
ト ラ ンザク シ ョ ンを管理し ます。 Current を使って ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し た り 、 Current 
を使って ト ラ ンザク シ ョ ンを暗黙的に伝達し ます。 つま り 、 ト ラ ンザク シ ョ ンを開始する
際は、 常に Current::begin() を使用し ます。

Current は、 プロセス全体に対し て有効なオブジェ ク ト と し て、 各ス レ ッ ド の ト ラ ンザク
シ ョ ン コ ンテキ ス ト の関連付けを管理し ます。 各ス レ ッ ド は、 1 つの ト ラ ンザク シ ョ ン コ
ンテキス ト と個別に関連付け られています。

VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンでは、 VisiTransact が ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト
を各参加者に透過的に転送するため、 ト ラ ンザク シ ョ ンの参加者が同じ ト ラ ンザク シ ョ ン
コ ンテキス ト を共有し ます。 つま り 、 オ リ ジネータがほかのオブジェ ク ト にア ク シ ョ ンの
実行を要求し、 結果と し てほかのオブジェ ク ト が呼び出されて も、 ト ラ ンザク シ ョ ンの状
態は維持されます。
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VisiTransact 管理のトランザクションで使用される Current の概要

図 7.1 VisiTransact が ト ラ ンザクシ ョ ン コ ンテキス ト を転送し て ト ラ ンザクシ ョ ン
を管理する し く み

1 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータは、 オブジェ ク ト  A に doWork() メ ソ ッ ド を実行する
よ う に要求し ます。

2 オブジェ ク ト  A は、 オブジェ ク ト  B に doMoreWork() メ ソ ッ ド を実行する よ う に要求
し ます。

3 オブジェ ク ト  B は、 その結果をオブジェ ク ト  A に戻し ます。

4 オブジェ ク ト  A は、 その結果を ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータに戻し ます。

VisiTransact Transaction Service は、 この 4 つすべての手順で、 ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ
ク ト 間で ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を自動的および透過的に伝達し ます。 上の図のス
テ ッ プ 1 から  2 に示すよ う に、 初の ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト が別のオブジェ ク ト
に対する後続の要求を作成する と、 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト は、 この 2 番めのオブ
ジェ ク ト に移動し ます。 オブジェ ク ト が ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト でない場合は、 コ
ンテキス ト を受け取ら ないため、 どのオブジェ ク ト にも コ ンテキス ト は転送されません。

Current の機能

VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンは、 Current オブジェ ク ト を使って実行されます。
Current イ ン ターフ ェースは、 ほ と んどのアプ リ ケーシ ョ ンで ト ラ ンザク シ ョ ン管理を
容易にする メ ソ ッ ド を定義し ます。

Current イ ン ターフ ェースは、 呼び出し元のス レ ッ ド に関連付け られている ト ラ ンザク
シ ョ ン コ ンテキス ト に依存し て動作する擬似オブジェ ク ト （その動作によ って ト ラ ンザク
シ ョ ン コ ンテキス ト が変更される こ と も あ る） によ ってサポー ト されます。 Current は 
CORBA オブジェ ク ト ではないため、 リ モー ト にア ク セスする こ と はでき ません。

図 7.2 グローバルな Current オブジ ェ ク ト を使ってプロセス内の複数のスレ ッ ド に
またがる ト ラ ンザクシ ョ ンを開始する方法

begin() メ ソ ッ ド を使って作成された新しい ト ラ ンザク シ ョ ンは、 その メ ソ ッ ド を呼び
出し た特定のス レ ッ ド に関連付け られます。 ス レ ッ ド は、 一度に 1 つの ト ラ ンザク シ ョ ン
だけに関連付け る こ と ができ ます。 ス レ ッ ド が終了し た場合、 つま り ト ラ ンザク シ ョ ンオ
リ ジネータのス レ ッ ド が ト ラ ンザク シ ョ ンを完了し ないで制御を戻し た場合、 そのス レ ッ
ド に関連付け られたま まのア ク テ ィ ブな ト ラ ンザク シ ョ ンがあれば、 タ イ ムア ウ ト になっ
て ロールバッ ク されます。

メ モ Current オブジェ ク ト を使用する場合、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 ク リ テ ィ カルセ ク シ ョ ンを実
装し てス レ ッ ド間の同期を保証する必要はあ り ません。
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VisiTransact 管理のトランザクションで使用される Current の概要

Current オブジェクトリファレンスの取得

VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンにア ク セスするには、 Current へのオブジェ ク ト リ
フ ァ レン ス を取得する必要があ り ます。 Current オブジェ ク ト リ フ ァ レン スは、 プロセス を
通じ て有効です。 次に、 現在のオブジェ ク ト への リ フ ァ レン ス を取得するための一般的な
手順と サンプルコード を示し ます。

1 ORB resolve_initial_references() メ ソ ッ ド を呼び出し ます。 この メ ソ ッ ド は、
Current オブジェ ク ト への リ フ ァ レン ス を取得し ます。

2 戻されたオブジェ ク ト を CosTransactions::Current または 
VISTransactions::Current object にナローイ ング し ます。

CosTransactions::Current にナローイ ングする場合は、 CosTransactions モ
ジュールから提供される元の一連の メ ソ ッ ド を使用する よ う に指定し ます。
VISTransactions::Current にナローイ ングする場合は、 VisiTransact から提供される  
Current イ ン ターフ ェースの一連の メ ソ ッ ド と拡張機能を使用する よ う に指定し ます。

VisiTransact によ る  Current イ ン ターフ ェースの拡張機能の詳細については、 65 ページの
「Current イ ン ターフ ェースの拡張機能」 を参照し て く ださい。

次のサンプルは、 C++ の例を示し ます。

// OMG 準拠のメ ソ ッ ド と動作を使用し ます。 
CORBA::Object_var 
      obj = orb->resolve_initial_references("TransactionCurrent"); 
CosTransactions::Current_var  
  current = CosTransactions::Current::_narrow(obj); 
// CosTransactions メ ソ ッ ド の OMG 動作を使用し、 
// 追加の VisiTransact メ ソ ッ ド も使用し ます。 
CORBA::Object_var 
obj = orb->resolve_initial_references("TransactionCurrent"); 
VISTransactions::Current_var  
  current = VISTransactions::Current::_narrow(obj);

Current インターフェースとそのメソッドの使い方

Current イ ン ターフ ェースには、 現在のス レ ッ ド またはコ ンテキス ト の ト ラ ンザク シ ョ
ンを管理するための メ ソ ッ ド が用意されています。 次の表に、 これらの メ ソ ッ ド の説明を
ま と めます。

VisiTransact によ る  Current イ ン ターフ ェースの拡張機能の詳細については、 65 ページの
「Current イ ン ターフ ェースの拡張機能」 を参照し て く ださい。

メ ソ ッ ド 説明

begin() 新しいトランザクションを作成します。 すでにトランザク
ションが実行中の場合は、 
SubtransactionsUnavailable 例外が生成され 
ます。 作成されたトランザクションのタイムアウトは、
後に呼び出された set_timeout() に基づいて設定  
されます。set_timeout() が発行されていない場合 
は、 VisiTransact Transaction Service のデフォルトのタ   
イムアウト値が使用されます。

commit(in boolean 
report_heuristics)

トランザクションを完了します。 このメソッドは、 オリジ
ネータだけが呼び出すことができます。 コミットできな
かった場合、 トランザクションはロールバックされます。

rollback() トランザクションをロールバックします。 このメソッドは、
オリジネータだけが呼び出すことができます。

rollback_only() ロールバックされるようにトランザクションを変更します。
このメソッドは、 トランザクションがロールバックされるよ
うに、 オリジネータではなく参加者によって使用されま
す。
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メ モ get_control()、 suspend()、 または resume() を使用する場合は、 checked behavior 
に影響する場合があ り ます。 詳細については、 76 ページの 「VisiTransact Transaction 
Service が checked behavior を実行する し く み」 を参照し て く ださい。

次のサンプルに示すよ う に、 上の表にあ る メ ソ ッ ド を使用し て、 VisiTransact 管理の ト ラ ン
ザク シ ョ ンに対する ア ク シ ョ ンを実行でき ます。 次のサンプルは、 withdraw() メ ソ ッ ド
を定義する、 ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト 用の MyBank イ ン ターフ ェース を示し ます。

#include <CosTransactions.idl> 
 
interface MyBank 
{ 
    float    balance(in long  accountNo); 
    boolean     withdraw(in long accountNo, in float amount); 
};

次のサンプルは、 オ リ ジネータが ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し、 MyBank ト ラ ンザク シ ョ ン
オブジェ ク ト の withdraw() メ ソ ッ ド を呼び出す例です。 オ リ ジネータは、 ト ラ ンザク
シ ョ ンを コ ミ ッ ト またはロールバッ ク し ます。

get_status() トランザクションの状態を戻します。 実行中のトランザク
ションがない場合は、 StatusNoTransaction 値が 
戻されます。

get_transaction_name() トランザクション名を戻します。 これは、 VisiTransact
Transaction Manager またはユーザーによってトランザク  
ションに割り当てられた説明のための文字列です。 実
行中のトランザクションがない場合は、 空の文字列が戻
されます。

set_timeout() 実行中の新しいトランザクションが完了するまでのタイ
ムアウトを設定します。 タイムアウトを 0 に設定すると、  
この後で開始されるトランザクションのタイムアウトを、 そ
のトランザクションが使用する VisiTransact Transaction  
Service インスタンスのデフォルトタイムアウトに設定しま 
す。 タイムアウトが 0 より大きい場合は、 新しいタイムア  
ウトを指定された秒数に設定します。 seconds パラメー 
タが、 使用される VisiTransact Transaction Service イン    
スタンスの 大タイムアウト値を超える場合、 新しいタイ
ムアウトはその 大値に設定されて、 範囲内に収めら
れます。 この後でプロセス内の任意のスレッドで
begin() を呼び出すことによって作成されたトランザ 
クションが、 確立されたタイムアウトを過ぎてもトランザク
ションの完了を開始できない場合、 トランザクションは
ロールバックされます。 それ以外の場合、 タイムアウト
は無視されます。 このタイムアウトは、 すでに実行中の
トランザクションには影響を及ぼしません。

get_control() 現在、 プロセスまたはスレッドに関連付けられているトラ
ンザクションコンテキストを表す Control オブジェクトを  
戻します。 この Control オブジェクトを使用して、 このト  
ランザクションコンテキストが一時停止されている場合
にトランザクションコンテキストを再開したり、 明示的な
伝達を実行することができます。

suspend() 現在のトランザクションを一時停止します。 このメソッド
は Control オブジェクトを戻します。 これは、 現在、 プ  
ロセスまたはスレッドに関連付けられているトランザク
ションコンテキストを表します。このオブジェクトを使用し
て、 このトランザクションコンテキストを再開できます。

resume() 一時停止されているトランザクションを再開するか、 トラ
ンザクションコンテキストをプロセスまたはスレッドに関
連付けます。

メ ソ ッ ド 説明
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... 
    // オブジ ェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンへのオブジ ェ ク ト リ フ ァ レンスを取得し
ます。 
    MyBank_var bank = MyBank::_bind(); 
 
    // ト ラ ンザクシ ョ ンを開始し ます。 
    current->begin(); 
 
    if(bank->withdraw(10, 444))  
    { 
      // CORBA 要求を呼び出し ます。             
      current->commit(0); 
    } 
    else 
    { 
      current->rollback(); 
    } 
...

ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し たオ リ ジネータは、 その ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト または
ロールバッ クする必要があ り ます。 VisiTransact Transaction Service は、 ト ラ ンザク シ ョ ン
がタ イ ムア ウ ト にな る と ロールバッ ク し ます。 た と えば、 ト ラ ンザク シ ョ ンがコ ミ ッ ト ま
たはロールバッ ク される前にオ リ ジネータのス レ ッ ド が停止し た場合は、 ト ラ ンザク シ ョ
ンがタ イ ムア ウ ト にな り ます。

同じトランザクションに関与する複数のスレッド

1 つのプロセスがあ り 、 同じ ト ラ ンザク シ ョ ンで複数のス レ ッ ド を使用する場合は、 各ス
レ ッ ド に ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を渡す必要があ り ます。 通常は、 ト ラ ンザク シ ョ
ン コ ンテキス ト を持つス レ ッ ド から始ま り ます。 それは、 このス レ ッ ド がオ リ ジネータで
あ り 、 Current::begin() を呼び出し たからか、 あ るオペレーシ ョ ンがそのス レ ッ ド に
ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を （暗黙的または明示的に） 渡し、 そのコ ンテキス ト をほ
かのス レ ッ ド に伝達する必要があ るからです。 それには、 ト ラ ンザク シ ョ ンの Control オ
ブジェ ク ト をほかのス レ ッ ド で使用でき る よ う にし ます。 それらのス レ ッ ド は、 その 
Control オブジェ ク ト を指定し て Current::resume() を呼び出すこ と ができ ます。 この
場合、 VisiTransact は、 checked behavior を提供でき ません。

コンテキストまたはスレッド内の複数トランザクション
の使用

メ モ こ の リ リ ースの VisiTransact Transaction Service では、 ネス ト し た ト ラ ンザク シ ョ ンはサ
ポー ト されません。 ただし、 こ こ で説明する手順を使用する と、 1 つのス レ ッ ド またはコ
ンテキス ト で複数の ト ラ ンザク シ ョ ンを実行でき ます。

1 つのス レ ッ ド内で複数の ト ラ ンザク シ ョ ンを管理でき ますが、 各ス レ ッ ド は、 ア ク テ ィ
ブな ト ラ ンザク シ ョ ンを一度に 1 つしか持つこ と ができ ません。 現在のコ ンテキス ト の関
連付けを解除するには、 suspend() メ ソ ッ ド を使用し ます。 別のコ ンテキス ト を関連付
けるには、 resume() メ ソ ッ ド を使用し ます。 59 ページの 「Current イ ン ターフ ェース と
その メ ソ ッ ド の使い方」 の表では、 ス レ ッ ド内で複数の ト ラ ンザク シ ョ ンを実装するため
に使用される メ ソ ッ ド について説明し ています。

次のサンプルは、 1 つのス レ ッ ド内から複数の ト ラ ンザク シ ョ ンを開始するオブジェ ク ト
の例です。 こ のサンプルでは、 MyBank_impl::withdraw() メ ソ ッ ド が、 その メ ソ ッ ド
を呼び出し た ト ラ ンザク シ ョ ンを一時停止し、 新しい ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し、 初の
ト ラ ンザク シ ョ ンを再開し ています。

CORBA::Boolean MyBank_impl::withdraw(  CORBA::Long accountNo,  
                                       CORBA::Float amount)  
{ 
  try  
  {  
    // ト ラ ンザクシ ョ ンが開始されているかど うかを確認し ます。        
    CORBA::Object_var    
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      obj = orb->resolve_initial_references("TransactionCurrent"); 
    CosTransactions::Current_var  
      current = CosTransactions::Current::_narrow(obj); 
    // 現在の ト ラ ンザクシ ョ ンを一時停止し ます。 現在の ト ラ ンザクシ ョ ンがない 
場合、 control は null にな り ます。 
    CosTransactions::Control_var   control = current->suspend();  
    // 新しい ト ラ ンザクシ ョ ンを開始し ます。 
    try  
    { 
      current->begin(); 
      // ロジ ッ ク を実行し ます。 
      current->commit(0); 
    } 
    catch(...)  
    {  
      // 最初の ト ラ ンザクシ ョ ンを再開し ます。 
      current->resume(control); 
      throw;  
    } 
  } 
  catch(..) { } 
}

VisiTransact Transaction Service のインスタンスの
検索

デフ ォル ト では、 begin() を使って初めて ト ラ ンザク シ ョ ンを開始する際に、 スマー ト
エージェ ン ト を使って VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン スが検索されます。 ス
マー ト エージェ ン ト の詳細については、 『VisiBroker 開発者ガイ ド』 を参照し て く ださい。

使用される  VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン スは、 ORB_init() に渡される引
数や VISTransactions::Current イ ン ターフ ェースの引数を設定し て制御でき ます。
Current の引数は、 ORB_init() に渡される どの引数よ り 優先し ます。 この引数は、
Current::begin() を使用する後続の ト ラ ンザク シ ョ ンにだけ適用されます。

次の引数を設定でき ます。

■ ホス ト 名。 スマー ト エージェ ン ト は、 指定されたホス ト で、 使用でき る  VisiTransact 
Transaction Service のイ ン ス タ ン ス を探し ます。

■ VisiTransact Transaction Service 名。 スマー ト エージェ ン ト は、 ネ ッ ト ワーク上で、 指
定された VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス を探し ます。

■ IOR。 VisiTransact は、 要求された ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スに対し て指定された IOR
（CosTransactions::TransactionFactory） を使用し て、 ネ ッ ト ワーク上で ト ラ
ンザク シ ョ ンサービ ス イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのイ ン ス タ ン ス を探し ます。 この引数
によ り 、 VisiTransact は、 スマー ト エージェ ン ト （osagent） を使用し な く て も操作を実
行でき ます。

ホス ト 名と  VisiTransact Transaction Service 名を組み合わせて指定する と、 スマー ト エー
ジェ ン ト は、 指定されたホス ト で指定された VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン
ス を探し ます。 ホス ト 名または VisiTransact Transaction Service 名のどち らかで IOR を指定
し た場合、 スマー ト エージェ ン ト は、 VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス を 
IOR だけで探し ます。 つま り 、 ホス ト 名 と  VisiTransact Transaction Service 名は無視されま
す。

次の表に、 VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス を指定するために使用でき る引
数を示し ます。

特性 ORB_init() に渡すこ とができ る引数

VISTransactions::C
urrent イ ン ター
フ ェ ース

ホスト名 -Dvbroker.ots.currentHost ots_host
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次のサンプルは、 VISTransactions::Current イ ン ターフ ェースの ots_name 引数を
使用し て、 VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス を名前で指定し ます。

... 
CORBA::Object_var obj =  
  orb->resolve_initial_references("TransactionCurrent"); 
CosTransactions::Current_var current =  
  VISTransactions::Current::_narrow(obj); 
 
// VisiTransact Transaction Service のイ ンス タ ンスを設定し ます。 
current->ots_name("MyTxnSvc"); 
...

VisiTransact 管理のトランザクションの伝達

暗黙的な伝達を有効にするには、 参加者が ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト であ る必要があ
り ます。 こ のオブジェ ク ト は、 CosTransactions::TransactionalObject から継承
するか、 REQUIRE 値または ADAPT 値を使って OTSPolicy オブジェ ク ト を定義する必要が
あ り ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンに別の参加者を追加するには、 ほかの参加者を追加するオブ
ジェ ク ト が、 現在のス レ ッ ド に関連付け られている ト ラ ンザク シ ョ ンを持つ必要があ り ま
す。

ト ラ ンザク シ ョ ンは、 次の 3 つの場合に現在のス レ ッ ド に関連付け られます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ン内の参加者が別のオブジェ ク ト から ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト
を暗黙的に受け取る場合。

■ Current::begin() を使って新しい ト ラ ンザク シ ョ ンが開始される場合。

■ Current::resume() を使ってス レ ッ ド に ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト のコ ンテキ
ス ト が関連付け られている場合。

トランザクションが実行中かどうかの確認

参加者がト ラ ンザク ショ ンを必要と する 場合は、 新し いト ラ ンザク ショ ンを開始する 前に、
ト ラ ンザク ショ ンが現在実行さ れていないこ と を確認する 必要があり ます。 ト ラ ンザク ショ
ンがすでに実行さ れている 場合に参加者が新し いト ラ ンザク ショ ンを開始し よ う と する と 、
VisiTransact Transaction Service は CosTransactions::SubtransactionsUnavailable 
例外を生成し ます。 新し いト ラ ンザク ショ ンを開始する 参加者は、 制御を戻す前に、 そのト
ラ ンザク ショ ンをロ ールバッ ク またはコ ミ ッ ト する 必要があり ます。

次のサンプルは、 サーバーオブジェ ク ト が ト ラ ンザク シ ョ ン と し て作業を実行し、 ト ラ ン
ザク シ ョ ンがすでに実行されている場合は新しい ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し ないよ う にす
る方法を示し ます。

CORBA::Boolean  MyBank_impl::withdraw( CORBA::Long accountNo,  
                                    CORBA::Float amount)  
{ 
  // ORB イ ンス タ ンスを取得し ます。 
  CORBA::ORB_ptr orb =  CORBA::ORB_init(); 
 
  // 現在のリ フ ァ レンスを取得し ます。 
  CORBA::Object_var   
    obj = orb->resolve_initial_references("TransactionCurrent"); 
  CosTransactions::Current_var   
    current = CosTransactions::Current::_narrow(obj); 

VisiTransact Transaction 
Service 名

-Dvbroker.ots.currentName ots_name

IOR -Dvbroker.ots.currentFactory ots_factory

特性 ORB_init() に渡すこ とができ る引数

VISTransactions::C
urrent イ ン ター
フ ェ ース
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  CORBA::Boolean startFlag = 0;// ト ラ ンザクシ ョ ンの作成の通知に使用 
  CORBA::Boolean status = 0; 
  try  
  { 
    // ト ラ ンザクシ ョ ンが開始されているかど うかを確認し ます。 
    if(current->get_status() == CosTransactions::StatusNoTransaction) 
    { 
      current->begin(); 
      startFlag = 1; // 現在の ト ラ ンザクシ ョ ンを開始し て所有 
    } 
    if(balance(accountNo) > amount)  
    { 
      // 引き出し ロジ ッ ク 
      ... 
      status = 1; 
    } 
  } 
  catch(...) { } 
  if(startFlag && status)  
  { 
    current->commit(); 
  } 
  else if(startFlag)  
  { 
    current->rollback(); 
  } 
  return status; 
}

ロールバックするトランザクションのマーク

Current を使用する場合は、 オ リ ジネータだけが commit() または rollback() を使って
ト ラ ンザク シ ョ ンを完了でき ます。 こ の と き、 参加者が ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト し な
い場合は、 Current イ ン ターフ ェースの rollback_only() メ ソ ッ ド を使用でき ます。
参加者によ って rollback_only() メ ソ ッ ド が呼び出される と、 ターゲ ッ ト オブジェ ク
ト に関連付け られている ト ラ ンザク シ ョ ンは、 ロールバッ ク だけを実行でき る よ う に変更
されます。

実行中の ト ラ ンザク シ ョ ンがない場合に rollback_only() を呼び出すと 
、 CosTransactions::NoTransaction 例外が生成されます。 次のサンプルは、 参加者
が rollback_only() メ ソ ッ ド を使用する方法を示し ます。

... 
CosTransactions::Current_var current; 
current->rollback_only(); 
...

トランザクション情報の取得

参加者は、 Current イ ン ターフ ェースの メ ソ ッ ド を使用し て、 ト ラ ンザク シ ョ ン名や ト
ラ ンザク シ ョ ンの状態などの現在の ト ラ ンザク シ ョ ンに関する情報を取得でき ます。 次の
表で、 こ の メ ソ ッ ド について説明し ます。

メ ソ ッ ド 説明

get_status() 現在のスレッドに関連付けられているトランザクションの状態を戻しま
す。

get_transaction_n
ame()

現在のスレッドに関連付けられているトランザクションについて説明
する出力可能な文字列を戻します。
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Current インターフェースの拡張機能

get_status() メ ソ ッ ド は、 次のいずれかの値を戻すこ と ができ ます。

■ StatusActive
■ StatusCommitted
■ StatusCommitting
■ StatusMarkedRollback
■ StatusNoTransaction
■ StatusPrepared
■ StatusPreparing
■ StatusRolledBack
■ StatusRollingBack
■ StatusUnknown

Current インターフェースの拡張機能

VisiTransact には、 VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス を指定するための引数を
提供する拡張イ ン ターフ ェース と追加 メ ソ ッ ド が用意されています。
VISTransactions::Current の引数の詳細については、 62 ページの 「VisiTransact 
Transaction Service のイ ン ス タ ン スの検索」 を参照し て く ださい。 次の表に、
VISTransactions.idl フ ァ イルに含まれる  VisiTransact の拡張 Current イ ン ターフ ェースの
メ ソ ッ ド を示し ます。 Current イ ン ターフ ェースの詳細については、 49 ページの
「Current イ ン ターフ ェース」 を参照し て く ださい。

メ ソ ッ ド 説明

begin_with_name() ユーザーが定義した説明のためのトランザクション名を渡す
ことができます。 たとえば、 get_transaction_name()
メソッドから戻される値に、 このユーザー定義のトランザク
ション名が含まれるため、 診断が容易になります。 また、 コ
ンソールは、 未処理のトランザクションに関する詳細情報と
して、 この名前を使用するため、 管理が容易になります。

get_txcontext() PropagationContext を戻します。 
この PropagationContext を VisiTransact Transaction Service     
ドメインで使用して、 トランザクションを別の VisiTransact 
Transaction Service ドメインにエキスポートできます。

register_resource() 回復可能なオブジェクトのリソースを登録します。 このメソッ
ドは、Control オブジェクトと Coordinator オブジェクトを使用   
して、 回復可能なオブジェクトのリソースを登録するための
ショートカットです。 このメソッドは、 回復の調整に使用され
る回復コーディネータオブジェクトを戻します。 通常、 ほと
んどのアプリケーションではこのメソッドを呼び出しません。
リソースの詳細については、 81 ページの 「リソースオブジェ
クトによる トランザクションの完了の調整」 を参照してくださ 
い。

register_synchronizatio
n()

同期オブジェクトを登録します。 このメソッドは、 Control オ 
ブジェクトと Coordinator オブジェクトを使用して、  
Synchronization オブジェクトを登録するためのショートカット 
です。 同期オブジェクトの詳細については、 93 ページの
「同期オブジェクトの実装」 を参照してください。

get_otid() Current インターフェースを介してオブジェクトトランザク 
ション ID （otid） を提供するので便利です。 これにより、 
Coordinator を介して PropagationContext を調べる必   
要がなくなります。 otid を使用して、 回復可能なオブジェ 
クトに対するトランザクションを特定します。 通常、 ほとんど
のアプリケーションではこのメソッドを呼び出しません。
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第 章

Chapter   8 トランザクションを作成および   
伝達するほかの方法

こ こ では、 ト ラ ンザク シ ョ ンの管理に使用でき るその他の機能について説明し ます。 具体
的には、 VisiTransact Transaction Service のイ ン ターフ ェース （TransactionFactory、
Control、 Coordinator、 Terminator） の使用方法について説明し ます。

はじめに

通常、 ト ラ ンザク シ ョ ンの管理には Current イ ン ターフ ェース を使用し ますが、 次の方
法も使用でき ます。

■ 明示的な伝達によ る間接的な コ ンテキス ト 管理 ク ラ イ アン ト は、 Current オブジェ ク
ト 、 Control オブジェ ク ト 、 および ト ラ ンザク シ ョ ンの状態を記述するほかのオブジェ
ク ト を組み合わせて使用し ます。 Current オブジェ ク ト を使用する ク ラ イ アン ト アプ
リ ケーシ ョ ン （自動的に暗黙的な伝達も使用する） は、 Current::getControl() メ
ソ ッ ド によ って Control オブジェ ク ト へのア ク セス を取得する こ と で、 明示的な伝達を
使用でき ます。 VisiTransact Transaction Service オブジェ ク ト を ト ラ ンザク シ ョ ンオブ
ジェ ク ト への明示的なパラ メ ータ と し て使用でき ます。 これは、 明示的な伝達です。

■ 暗黙的な伝達によ る直接的な コ ンテキス ト 管理 ク ラ イ アン ト は、 Current オブジェ ク
ト 、 Control オブジェ ク ト 、 および ト ラ ンザク シ ョ ンの状態を記述するほかのオブジェ
ク ト を組み合わせて使用し ます。 VisiTransact Transaction Service オブジェ ク ト に直接ア
ク セスする ク ラ イ アン ト は、 Current::resume() メ ソ ッ ド を使用し て、 そのス レ ッ
ド に関連付け られている暗黙的な ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を設定でき ます。 こ
れによ り 、 ク ラ イ アン ト は、 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を暗黙的に伝達する必要
があ るオブジェ ク ト の メ ソ ッ ド を呼び出すこ と ができ ます。

■ 明示的な伝達によ る 直接的なコ ンテキスト 管理 ク ラ イ アント アプリ ケーショ ンは、 Control 
オブジェク ト と ト ラ ンザク ショ ンの状態を記述する ほかのオブジェク ト に直接アク セスし ま
す。 ト ラ ンザク ショ ンをオブジェク ト に伝達する ため、 ク ラ イ アント は、 メ ソ ッ ド の明示的
なパラ メ ータ と し て適切な VisiTransact Transaction Service オブジェク ト を含める 必要があり ま
す。
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TransactionFactory によるトランザクションの作成

上の方法で ト ラ ンザク シ ョ ンを管理するには、 次のイ ン ターフ ェース を使用し ます。

■ TransactionFactory。 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータが ト ラ ンザク シ ョ ンを開始す
る ための メ ソ ッ ド を定義し ます。 TransactionFactory イ ン ターフ ェースについて
は、 68 ページの 「TransactionFactory によ る ト ラ ンザク シ ョ ンの作成」 を参照し て く だ
さい。

■ Control。 アプ リ ケーシ ョ ンが明示的に ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を管理または
伝達でき る よ う にし ます。 Control イ ン ターフ ェースについては、 69 ページの
「Control オブジェ ク ト によ る ト ラ ンザク シ ョ ンの制御」 を参照し て く ださい。

■ Terminator。 アプ リ ケーシ ョ ンが ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト またはロールバッ ク で
き る よ う にし ます。 通常、 これらの メ ソ ッ ド は、 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータに
よ って使用されます。 ただし、 Control オブジェ ク ト または Terminator オブジェ ク ト を
伝達する こ と で、 任意の ト ラ ンザク シ ョ ン参加者が ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト また
はロールバッ ク でき ます。 Terminator イ ン ターフ ェースについては、 72 ページの
「Terminator によ る ト ラ ンザク シ ョ ンのコ ミ ッ ト またはロールバッ ク」 を参照し て く だ
さい。

■ Coordinator。 参加者が ト ラ ンザク シ ョ ンの状態の判定、 ト ラ ンザク シ ョ ン名の検
出、 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト の取得を実行でき る よ う にし ます。 また、 ト ラ ン
ザク シ ョ ンが ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータ以外の参加者から ロールバッ ク される こ
と を指定でき ます。 Coordinator イ ン ターフ ェースの メ ソ ッ ド については、 73 ペー
ジの 「ロールバッ クする ト ラ ンザク シ ョ ンのマーク」 と 73 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ
ン情報の取得」 を参照し て く ださ い。

TransactionFactory によるトランザクションの作成

TransactionFactory イ ン ターフ ェース を使用し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータは
ト ラ ンザク シ ョ ンを開始でき ます。 次の例に示すよ う に、 この CosTransactions のイ
ン ターフ ェースには、 2 つの メ ソ ッ ド  create() と  recreate() が用意されています。
create() メ ソ ッ ド は、 新しい ト ラ ンザク シ ョ ンの開始に使用されます。 recreate() メ
ソ ッ ド は、 伝達コ ンテキ ス ト から ト ラ ンザク シ ョ ンの Control オブジェ ク ト を作成する た
めに使用されます。 ただし、 通常のアプ リ ケーシ ョ ンからは使用されないのが普通です。

module CosTransactions  
{ 
  interface TransactionFactory  
  { 
    Control create(in unsigned long time_out); 
    Control recreate(in PropagationContext ctx); 
  }; 
};

VisiTransact は、 TransactionFactory イ ン ターフ ェースの拡張機能と し て、 特定の名
前を使って ト ラ ンザク シ ョ ンを作成でき る  create_with_name() も提供し ます。 ト ラ ン
ザク シ ョ ンに名前を付け る と、 特定の ト ラ ンザク シ ョ ンの進行状況の追跡や実行時のデ
バッ グに役立ちます。

module VISTransactions  
{ 
  // TransactionFactory 
  //   CosTransactions::TransactionFactory を拡張し ます。 
  //   ユーザー定義の名前を使って ト ラ ンザクシ ョ ンを作成し、 
  //   デバッ グやエラー報告などに使用できます。 
 
  interface TransactionFactory : CosTransactions::TransactionFactory  
  { 
    CosTransactions::Control create_with_name(in unsigned long time_out,  
                     in string userTransactionName); 
  }; 
};
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Control オブジェクトによるトランザクションの制御

次の表は、 TransactionFactory を使って ト ラ ンザク シ ョ ンを作成するための メ ソ ッ ド
を定義し ます。

TransactionFactory イ ン ターフ ェースの詳細については、 「TransactionFactory イ ン
ターフ ェース」 を参照し て く ださ い。

次の例は、 デフ ォル ト のタ イ ムア ウ ト 期間を使って新しい ト ラ ンザク シ ョ ンを開始する方
法を示し ます。

... 
CosTransactions::TransactionFactory_var txnFactory; 
CosTransactions::Control_var control; 
control = txnFactory->create_with_name(0,"BankTransfer#1"); 
                           // デフ ォル ト を使用し ます。                    
                           // タ イムアウ ト 値 
...

メ モ PropagationContext は、 CosTransactions:Coordinator::get_txcontext() 
メ ソ ッ ド を使って既存の ト ラ ンザク シ ョ ンから取得でき ます。 この メ ソ ッ ド については、
73 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ ン情報の取得」 を参照し て く ださい。

Control オブジェクトによるトランザクションの制御

Control イ ン ターフ ェース を使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテ
キス ト を明示的に管理または伝達するための Terminator オブジェ ク ト や Coordinator オブ
ジェ ク ト への リ フ ァ レン ス を取得でき ます。 Control イ ン ターフ ェース をサポー ト する
オブジェ ク ト は、 固有の ト ラ ンザク シ ョ ンに関連付け られます。

次に、 Control イ ン ターフ ェース を示し ます。

module CosTransactions  
{ 
  interface Control  
  { 
    Terminator get_terminator() 
      raises(Unavailable); 
    Coordinator get_coordinator() 
      raises(Unavailable); 
  }; 
};

メ ソ ッ ド 説明

create(in unsigned long time_out) 新しいトランザクションを作成し、 Control オブ 
ジェクトを戻します。この Control オブジェクトを  
使用して、新しいトランザクションへの参加を管
理できます。time_out に 0 秒を設定すると、   
VisiTransact Transaction Service のインスタン   
スのデフォルトのタイムアウトが使用されます。

create_with_name(in unsigned long 
time_out,  
in string userTransactionName)

userTransactionName 引数で指定された 
ユーザー定義の名前で新しいトランザクション
を作成します。

recreate(in PropagationContext ctx) PropagationContext（トランザクションコン
テキスト） の定義にしたがって既存のトランザク
ションの新しい表現を作成し、Control オブジェ 
クトを戻します。 この Control オブジェクトを使  
用して、新しいトランザクションへの参加を管理
または制御できます。
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オリジネータからの明示的なトランザクションの伝達

次の表は、 Control イ ン ターフ ェースの メ ソ ッ ド を定義し ます。

Terminator オブジェ ク ト と  Coordinator オブジェ ク ト への リ フ ァ レ ン ス を取得するには、 オ
リ ジネータのコード に次のよ う なステー ト メ ン ト を入れます。 ほ と んどの メ ソ ッ ド はこれ
らのオブジェ ク ト の一方だけを必要とするため、 これらのオブジェ ク ト は分け られていま
す。

... 
CosTransactions::Control_var control 
CosTransactions::Terminator_var newTranTerminator; 
CosTransactions::Coordinator_var newTranCoordinator; 
 
newTranTerminator = control->get_terminator(); 
newTranCoordinator = control->get_coordinator(); 
...

オリジネータからの明示的なトランザクションの伝達

TransactionFactory を使って開始された ト ラ ンザク シ ョ ンの場合、 ト ラ ンザク シ ョ ン
オ リ ジネータは、 い く つかの VisiTransact Transaction Service イ ン ターフ ェース を使って ト
ラ ンザク シ ョ ンを処理し ます。 これらのイ ン ターフ ェース を介し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンオ
リ ジネータは、 一度に複数の ト ラ ンザク シ ョ ンを管理でき ます。

これらのタ イプの ト ラ ンザク シ ョ ンでは、 オ リ ジネータがすべてのオペレーシ ョ ンにおい
て IDL シグニチャに含まれる明示的なパラ メ ータ を介し て各参加者に ト ラ ンザク シ ョ ン コ
ンテキス ト を転送するため、 ト ラ ンザク シ ョ ンの参加者は同じ ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキ
ス ト を共有し ます。 つま り 、 オ リ ジネータがほかのオブジェ ク ト にア ク シ ョ ンの実行を要
求し、 結果と し て同じパラ メ ータ を使ってほかのオブジェ ク ト が呼び出されて も、 ト ラ ン
ザク シ ョ ンの状態は維持されます。 次の図は、 メ ソ ッ ド の呼び出し内から ト ラ ンザク シ ョ
ン参加者間で渡される コ ンテキス ト を表し ます。

メ モ TransactionFactory を使って開始された ト ラ ンザク シ ョ ンの場合は、 暗黙的な伝達を
使用でき ます。 71 ページの 「明示的な伝達から暗黙的な伝達への変更」 を参照し て く ださ
い。

メ ソ ッ ド 説明

get_terminator() トランザクションを終了するためのオペレーションをサポートする
Terminator オブジェクトを戻します。 Terminator オブジェクトを使用し  
て、 Control オブジェクトに関連付けられたトランザクションをロール 
バックまたはコミットできます。 Control オブジェクトが Terminator オブ   
ジェクトを提供できない場合は、 
CosTransactions::Unavailable 例外が生成されます。

get_coordinator() リソースがトランザクションに参加するために必要なオペレーションを
サポートする Coordinator オブジェクトを戻します。 Coordinator オブ   
ジェクトを使用して、 Control オブジェクトに関連付けられたトランザク 
ションのリソースを登録できます。 Control オブジェクトが Coordinator  
オブジェクトを提供できない場合は、 
CosTransactions::Unavailable 例外が生成されます。
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明示的な伝達から暗黙的な伝達への変更

図 8.1 ト ラ ンザクシ ョ ン コ ンテキス ト が明示的に伝達される し く み

1 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータは、 オブジェ ク ト  A が doWork() メ ソ ッ ド を実行する
よ う に要求し、 同時に Control オブジェ ク ト または Coordinator オブジェ ク ト を渡し ま
す。

2 オブジェ ク ト  A は、 オブジェ ク ト  B が doMoreWork() メ ソ ッ ド を実行する よ う に要求
し、 同時に Control オブジェ ク ト または Coordinator オブジェ ク ト を渡し ます。 これで、
オブジェ ク ト  B は既存の ト ラ ンザク シ ョ ンの一部と し て動作でき ます。

3 オブジェ ク ト  B は、 その結果をオブジェ ク ト  A に戻し ます。

4 オブジェ ク ト  A は、 その結果を ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータに戻し ます。

ト ラ ンザク シ ョ ンを ト ラ ンザク シ ョ ンの参加者に明示的に伝達するため、 オ リ ジネータ
は、 ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト の リ モー ト 呼び出しの明示的なパラ メ ータ と し て 
Control、 Coordinator、 または Terminator オブジェ ク ト を設定する必要があ り ます。

■ Terminator オブジェ ク ト を渡す場合、 参加者には、 ト ラ ンザク シ ョ ンを終了する と い う
制限された機能が与え られます。 それ以外の機能は実行でき ません。

■ Coordinator オブジェ ク ト を渡す場合、 リ モー ト オブジェ ク ト は ト ラ ンザク シ ョ ンの参
加者にな る こ と ができ ますが、 ト ラ ンザク シ ョ ンを終了するための機能は与え られま
せん。 Coordinator を渡す と、 リ モー ト オブジェ ク ト は ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ
ク でき る よ う にな り ます。

■ Control オブジェク ト を渡す場合、 参加者には、 Coordinator オブジェク ト と  Terminator オブ
ジェク ト の機能が与えら れます。

次の例では、 Control オブジェ ク ト  control が リ モー ト ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト の 
withdraw() メ ソ ッ ド に明示的なパラ メ ータ と し て渡されています。

... 
CosTransactions::Control_var control; 
CORBA:Boolean didSucceed; 
didSucceed=bank->withdraw(10, 444, control) // CORBA 要求を呼び出し ます。 
...

明示的な伝達から暗黙的な伝達への変更

ト ラ ンザク シ ョ ンを明示的な伝達で開始し た後で、 暗黙的な伝達に切 り 替え る こ と ができ
ます。 暗黙的な ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を設定するには、 Control オブジェ ク ト を 
Current::resume() に渡し ます。 Current::resume() と  Current::suspend() の
使用方法については、 57 ページの 「VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンの作成および伝
達」 の 61 ページの 「コ ンテキス ト またはス レ ッ ド内の複数 ト ラ ンザク シ ョ ンの使用」 を
参照し て く ださ い。
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Current からの明示的なコンテキストの取得

Current からの明示的なコンテキストの取得

ト ラ ンザク シ ョ ンを暗黙的な伝達で開始し た後で ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を明示的
に取得するには、 Current::get_control() を使用し ます。

Terminator によるトランザクションのコミットまたはロー
ルバック

Terminator イ ン ターフ ェースは、 ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト またはロールバッ クする
ためのオペレーシ ョ ンをサポー ト し ます。 通常、 これらのオペレーシ ョ ンは ト ラ ンザク
シ ョ ンオ リ ジネータによ って使用されます。 次に、 Terminator イ ン ターフ ェース を示し
ます。

module CosTransactions  
{ 
  interface Terminator  
  { 
    void commit(in boolean report_heuristics) 
      raises (HeuristicMixed, HeuristicHazard); 
    void rollback(); 
  }; 
};

次の表は、 Terminator イ ン ターフ ェースの メ ソ ッ ド を定義し ます。

次の例は、 オ リ ジネータが動作を実行するためにア ク セスする ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ
ク ト の MyBank イ ン ターフ ェース を示し ます。

#include <CosTransactions.idl> 
 
interface MyBank { 
  float       balance(in long  accountNo,  
            in CosTransactions::Coordinator coord); 
  boolean       withdraw(in long accountNo,  
            in float amount,  
            in CosTransactions::Control control); 
};

メ ソ ッ ド 説明

commit  
(in boolean 
report_heuristics)

トランザクションに 「ロールバックのみ」 のマークが付けられ
ておらず、 トランザクションのすべての参加者がコミットに同
意する場合は、 トランザクションをコミットします。 それ以外
の場合は、 トランザクションがロールバックされ、 例外
CORBA::TRANSACTION_ROLLEDBACK が生成されま 
す。 トランザクションがコミットされると、 このトランザクション
の間に回復可能なオブジェクトに加えられた変更がすべて
確定され、 ほかのトランザクションやクライアントから認識で
きるようになります。  
report_heuristics パラメータが true の場合、 
VisiTransact Transaction Service は、 
例外 CosTransactions::HeuristicMixed と 
CosTransactions::HeuristicHazard を使用し 
て、 矛盾した （またはその可能性がある） 結果が生成され
ることを報告します。

rollback() トランザクションをロールバックします。 トランザクションが
ロールバックされると、 このトランザクションの間に回復可能
なオブジェクトに加えられた変更がすべてロールバックされ
ます。
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ロールバックするトランザクションのマーク

次の例は、 MyBank ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト が関係する ト ラ ンザク シ ョ ンをオ リ ジ
ネータがコ ミ ッ ト またはロールバッ クする方法を示し ます。 この例は、 withdraw() メ
ソ ッ ド内で ト ラ ンザク シ ョ ンを処理する場合です。 balance() メ ソ ッ ド は、 Coordinator 
が渡されるだけなので、 ト ラ ンザク シ ョ ンを終了でき ません。

... 
CORBA::Boolean didSucceed; 
... 
  CosTransactions::Terminator_var  
    txnTerminator=control->get_terminator(); 
 
    if(didSucceed)  
    {  // CORBA 要求を呼び出し ます。 
      try  
      { 
        txnTerminator->commit(1); 
      } 
      catch(CORBA::TRANSACTION_ROLLEDBACK&)  
      { 
        // 失敗を戻し ます。 
      } 
    } 
    else  
    { 
      txnTerminator->rollback(); 
    } 
...

ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト する際の ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な完了については、 78 ページの
「 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な完了」 を参照し て く ださい。

ロールバックするトランザクションのマーク

参加者がト ラ ンザク ショ ンをコ ミ ッ ト し ない場合は、 Coordinator イ ンタ ーフェ ース の 
rollback_only() メ ソ ッ ド を使用でき ます。 参加者によ って rollback_only() メ ソ ッ
ド が呼び出さ れる と 、 現在のス レッ ド に関連付けら れている ト ラ ンザク ショ ンは、 ロ ール
バッ ク だけを実行でき る よ う に変更さ れます。 ト ラ ンザク ショ ンの準備が完了し ている 場合
は、 CosTransactions::Inactive 例外が生成さ れます。 次のサンプルは、 参加者が 
rollback_only() メ ソ ッ ド を使用する 方法を示し ます。

... 
CosTransactions::Coordinator_var coord; 
coord->rollback_only(); 
...

トランザクション情報の取得

参加者は、 Coordinator イ ン ターフ ェースの メ ソ ッ ド を使用し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンの
名前や ト ラ ンザク シ ョ ンの状態などの ト ラ ンザク シ ョ ンに関する情報を取得でき ます。 ま
た、 ト ラ ンザク シ ョ ンの ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト も取得でき ます。 次の表で、 この
メ ソ ッ ド について説明し ます。

メ ソ ッ ド 説明

get_status() 現在のスレッドに関連付けられているトランザクションの状態を戻しま
す。

get_transaction_name() 現在のスレッドに関連付けられているトランザクションについて説明
する出力可能な文字列を戻します。

get_txcontext() PropagationContext オブジェクトを戻します。
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get_status() メ ソ ッ ド は、 次のいずれかの値を戻すこ と ができ ます。

■ StatusActive
■ StatusCommitted
■ StatusCommitting
■ StatusMarkedRollback
■ StatusNoTransaction
■ StatusPrepared
■ StatusPreparing
■ StatusRolledBack
■ StatusRollingBack
■ StatusUnknown
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第 章

Chapter   9 トランザクションの完了   
こ こ では、 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了、 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な完了、 およびマルチス レ ッ ド
アプ リ ケーシ ョ ンについて説明し ます。

トランザクションの完了

ト ラ ンザク シ ョ ンの完了は、 VisiTransact Transaction Service が ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ
ケーシ ョ ンの作業を コ ミ ッ ト またはロールバッ クする要求を受け取った と きに実行する一
連の手順です。 完了の要求は、 次のさ まざまな状況で開始されます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータが commit() または rollback() を呼び出し て完了を
開始し た。

■ ト ラ ンザク シ ョ ン タ イ ムア ウ ト が発生し、 完了が ト リ ガーされた。

■ VisiTransact Transaction Service の回復時に、 （ロ グレ コード内に見つかった） 未完了の ト
ラ ンザク シ ョ ンが再イ ン ス タ ン ス化され、 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了が再開された。

VisiTransact Transaction Service が完了を実行する
しくみ

ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータが ト ラ ンザク シ ョ ンのコ ミ ッ ト またはロールバッ ク を要求
する と、 VisiTransact Transaction Service は、 その ト ラ ンザク シ ョ ンの完了手順を開始し ま
す。 1 つの ト ラ ンザク シ ョ ンに関係する  2 つの リ ソースがあ る と し ます。 VisiTransact 
Transaction Service は、 コ ミ ッ ト の要求を受け取る と、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト の手順を開始し
て完了を調整し ます。

2 フ ェーズコ ミ ッ ト の手順がエラーな く 実行されて ト ラ ンザク シ ョ ンが完了し た場合、 オ
リ ジネータは、 結果の通知を受け取 り ます。 2 フ ェーズのコ ミ ッ ト フ ェーズで一方の リ
ソースが使用できなかったなどの理由で ト ラ ンザク シ ョ ンが完了でき なかった場合、
VisiTransact Transaction Service は、 その ト ラ ンザク シ ョ ンを完了できず、 後で試行するた
めに ト ラ ンザク シ ョ ンを再試行キ ューに入れます。 再試行キ ューに入れられた ト ラ ンザク
シ ョ ンは、 完了のためにただちにデ ィ スパッチされるわけではあ り ません。 システムパ
フ ォーマン スの低下を防ぐため、 各再試行の間には、 遅延がプロ グ ラ ム されています。 再
試行の間隔は、 小で 15 秒、 大で 900 秒です。 初の再試行は 15 秒後に開始され、 そ
の後の再試行では、 900 秒まで遅延時間が増加し ていき ます。 その後は、 900 秒ご と に再
試行が行われます。 タ イ ムア ウ ト または回復が原因で再試行される場合は、 15 秒の遅延を
待つこ と な く 初の再試行がただちにデ ィ スパッチされます。 再試行が行われている間、
VisiTransact Transaction Service は、 ト ラ ンザク シ ョ ンの う ち、 まだ完了し ていない部分だ
けを実行し ます。 その ト ラ ンザク シ ョ ンは、 完了するか、 VisiBroker コ ン ソールから  Stop 
Completion コマン ド が発行される まで、 再試行キ ューに残 り ます。 コ ン ソールで ト ラ ンザ
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トランザクションの完了

ク シ ョ ンの リ ス ト を照会し た場合、 何回か再試行された ト ラ ンザク シ ョ ンは強調表示され
ます。

再試行は次の場合に行われます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ン タ イ ムア ウ ト が発生し た。 ト ラ ンザク シ ョ ンにタ イ ムア ウ ト が指定さ
れてお り 、 ト ラ ンザク シ ョ ンがその制限内に完了し なかった場合、 その ト ラ ンザク
シ ョ ンは再試行キ ューに入れられます。 タ イ ムア ウ ト になった と き、 すでに ト ラ ンザ
ク シ ョ ンが完了段階に入っていた場合、 VisiTransact Transaction Service はタ イ ムアウ ト
を無視し ます。 VisiTransact Transaction Service には、 コマン ド ラ イ ンでデフ ォル ト のタ
イ ムア ウ ト を設定でき ます。

■ リ ソース を使用できない。 通信の障害または リ ソースサーバーのダウ ンによ り 、 ト ラ ン
ザク シ ョ ンに必要な リ ソースが一時的に使用できない場合です。 ト ラ ンザク シ ョ ンは、
完了する まで再試行キ ューに入れられます。

■ VisiTransact Transaction Service が回復し、 決定レ コード が ト ラ ンザク シ ョ ンの未完了
を示し ている。 VisiTransact Transaction Service の回復中には、 VisiTransact Transaction 
Service がダウ ン し た と きに完了し ていなかった ト ラ ンザク シ ョ ンに関する情報が ト ラ
ンザク シ ョ ン ロ グから収集されます。 決定レ コード に ト ラ ンザク シ ョ ンがまだ完了し
ていないこ と が示されている場合、 その ト ラ ンザク シ ョ ンは、 完了のために再試行
キ ューに入れられます。

VisiTransact Transaction Service が checked 
behavior を実行するしくみ

VisiTransact Transaction Service は、 完全な DTP （Distributed Transaction Processing） の 
checked behavior を実装し、 ト ラ ンザク シ ョ ンの整合性を さ らに強化し ています。 checked 
behavior は、 アプ リ ケーシ ョ ンによ って行われたすべての ト ラ ンザク シ ョ ン要求が完全に
完了し たかど う かを確認し てから ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト する こ と によ り 、 データの
整合性が失われる こ と を防ぎます。 これによ り 、 すべての ト ラ ンザク シ ョ ン参加者が ト ラ
ンザク シ ョ ン要求の処理を完了し ない限 り 、 コ ミ ッ ト が成功し ないこ と が保証されます。
すべての要求が同期し ている場合、 checked behavior はデフ ォル ト で行われます。

checked behavior は、 遅延同期要求に関連する  VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンに対し
て適用されます。 こ の場合は、 commit() が発行された と きに保留中の応答があ る と、 ト
ラ ンザク シ ョ ンがロールバッ ク されます。 ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト の要求ハン ド ラ
が遅延同期要求を行い、 遅延同期要求が戻る前に応答し た場合、 その ト ラ ンザク シ ョ ンは
ロールバッ ク対象と し てマーク されます。

VisiTransact は、 一方向 リ ク エス ト に対し ては checked behavior を実施し ません。
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トランザクションの完了

次の例は、 遅延同期要求があ り 、 commit() を呼び出し た後で応答が戻される場合の 
checked behavior のク ラ イ アン ト コード です。 checked behavior は成功し、 ト ラ ンザク シ ョ
ンはロールバッ ク されます。

... 
  // Current へのリ フ ァ レンスを取得し ます。 
  ... 
 
  // ト ラ ンザクシ ョ ンを開始し ます。 
  current->begin(); 
 
  // 動的な要求を作成し ます。 
  CORBA::Request_var bankRequest = bank->_request("withdraw"); 
  CORBA::NVList_ptr arguments = bankRequest->arguments(); 
 
  CORBA::Any_var    amt = new CORBA::Any(); 
  *amt<<= ((float)1000.00); 
 
  arguments->add_value("amount", amt, CORBA::ARG_IN); 
 
  ... 
 
  // 遅延同期要求を行います。 
  bankRequest->send_deferred(); 
 
  // 応答を取得し ませんで し た 
  // ト ラ ンザクシ ョ ンを コ ミ ッ ト し ます。 
  try 
  { 
    current->commit(0); 
  } 
  catch(CORBA::TRANSACTION_ROLLEDBACK& e) 
  { 
     cerr << "SUCCESS, commit check worked()" << endl; 
  } 
...

次の例は、 遅延同期要求があ り 、 commit() を呼び出す前に応答が戻される場合の 
checked behavior のク ラ イ アン ト コード です。 checked behavior は成功し、 ト ラ ンザク シ ョ
ンはコ ミ ッ ト されます。

... 
  // コ ミ ッ ト の前に要求が到着し た場合 
  current->begin(); 
 
  cerr << " === Invoking a dii deferred sync request" << endl; 
  bankRequest->send_deferred(); 
 
  try { 
    // 応答を待機し ます。 
    bankRequest->get_response(); 
    current->commit(0); 
  } 
  catch(CORBA::TRANSACTION_ROLLEDBACK& e) 
  { 
    cerr << "FAILURE, TRANSACTION_ROLLEDBACK not expected" << endl; 
  } 
   
 }
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ヒューリスティックな完了

ヒューリスティックな完了

ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な完了は、 ト ラ ンザク シ ョ ンが完了を試みている と きに、 参加し てい
る リ ソースの 1 つが完了段階で ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定を行った場合に発生し ます。
ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定と は、 ト ラ ンザク シ ョ ンマネージ ャが決定し た結果を無視し
て、 更新を コ ミ ッ ト またはロールバッ クする決定を 1 つ以上の リ ソースが一方的に行 う こ
と です。

一般に ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定は、 通常の処理を行 う こ と ができないネ ッ ト ワーク障害
などの異常事態や、 Coordinator がタ イ ミ ング よ く  2 フ ェーズコ ミ ッ ト プロセス を完了し な
い場合にだけ発生し ます。 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定があった場合は、 その決定が 
VisiTransact Transaction Manager によ る決定 と は異な り 、 その結果、 データの整合性が失わ
れる危険があ り ます。

ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定によ って リ ソースから戻される例外は次の とお り です。

■ HeuristicRollback - リ ソースに対する コ ミ ッ ト 操作で、 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定
が行われ、 関連するすべての更新がロールバッ ク された こ と を報告し ます。

■ HeuristicCommit - リ ソースに対する ロールバッ ク オペレーシ ョ ンで、 ヒ ュー リ ス
テ ィ ッ ク な決定が行われ、 関連するすべての更新がコ ミ ッ ト された こ と を報告し ます。

■ HeuristicMixed - リ ソースは、 関連する一部の更新を コ ミ ッ ト し、 それ以外の更新
を ロールバッ ク し ま し た。

■ HeuristicHazard - リ ソースは、 関連する少な く と も  1 つの更新の結果を把握し てい
ません （関連する更新の結果が一部不明）。 既知であ る更新は、 すべて コ ミ ッ ト された
か、 すべて ロールバッ ク されています。

リ ソースは、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト 中の任意の時点で ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定を行 う こ と
ができ ます。 た と えば、 Terminator が 2 フ ェーズコ ミ ッ ト を タ イ ミ ング よ く 完了し ない場
合、 リ ソースは ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定を行 う よ う に選択でき ます。 ヒ ュー リ ステ ィ ッ
ク な決定は、 リ ソースオブジェ ク ト が 2 フ ェーズコ ミ ッ ト プロセスの間に行った保証
（prepare() の間に VoteCommit を戻し た こ と） を取 り 消す方法です。

ただし、 リ ソースが Terminator に VoteCommit の応答を戻し た後で、 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク
な決定を行った場合も、 リ ソースには、 ト ラ ンザク シ ョ ンに関する自分の動作を報告する
義務があ り ます。 Terminator が 終的に リ ソースにロールバッ ク またはコ ミ ッ ト を要求し
た場合は、 次の状況が考え られます。

■ その結果が ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定と一致し ている。 この場合、 ト ラ ンザク シ ョ ンは
正常に完了でき、 リ ソースは ト ラ ンザク シ ョ ン と ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定に関する
情報を破棄でき ます。 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定が ト ラ ンザク シ ョ ンの結果と一致し
ている ため、 Terminator が ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定に関する情報を受け取る必要はあ
り ません。

■ その結果が ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定と は異な る。 この場合、 リ ソースは、 事前に安定
なス ト レージに保存されている ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク によ る結果のレ コード を調べ、
ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク によ る結果の例外 （HeuristicCommit、 HeuristicRollback、
HeuristicMixed、 HeuristicHazard） の 1 つを戻し て完了を継続し ます。

■ リ ソースが Coordinator から ト ラ ンザク シ ョ ンに関する情報を破棄する よ う に指示され
る まで、 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク によ る結果の詳細は、 安定なス ト レージに保存し てお く
必要があ り ます。
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ヒューリスティックな完了

アプリケーションへのヒューリスティック情報の通知

ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータは、 commit() メ ソ ッ ド の report_heuristics パラ
メ ータ を true に設定する こ と で、 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク情報通知の受け取 り を要求でき ま
す。 次のサンプルコード の commit() メ ソ ッ ド は、 C++ 向けに commit(1) と し て記述さ
れています。

ヒ ューリ ステ ィ ッ ク情報の通知

    ... 
    if (bank->withdraw(10,444))    //withdraw メ ソ ッ ド を呼び出し ます。 
    { 
          try 
          { 
             current->commit(1);   // パラメ ータ  1 は、 ヒ ューリ スティ ッ クによる  
                                // 結果があればそれを戻すよ う にサーバーに要求し ます。 
           } 
           catch (const CosTransactions::NoTransaction& e) 
           { 
                 // ト ラ ンザクシ ョ ンがないのにコ ミ ッ ト が発行されま し た。 
                 // 処理し ます。 
           
            } 
            catch (const CosTransactions::HeuristicMixed& e) 
            { 
                 // ヒ ューリ ステ ィ ッ クな決定が行われま し た。 関連する更新には、 
                 // コ ミ ッ ト された部分と ロールバッ ク された部分があ り ます。 
                 // 処理し ます。 
       } 
       catch (const CosTransaction::HeuristicHazard& e) 
          { 
              // ヒ ューリ ステ ィ ッ クな決定が行われま し た。 関連する更新は、 
              // すべてコ ミ ッ ト されたか、 すべてロールバッ ク されています。 
              // 処理し ます。 
           } 
        } 
        else 
        { 
           current->rollback(); 
        }

リ ソースは、 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク情報通知をプロ グ ラ ムで処理するか、 システム管理者に
よ る処置を要求でき ます。
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OTS の例外

ほかに次の OTS 例外があ り ます。

■ SubtransactionsUnavailable - ク ラ イ アン ト ス レ ッ ド にすでに関連する ト ラ ンザク シ ョ ン
があ り 、 ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンがネス ト し た ト ラ ンザク
シ ョ ンをサポー ト し ない場合に生成されます。

■ NotSubtransaction - 現在の ト ラ ンザク シ ョ ンがサブ ト ラ ンザク シ ョ ンでない場合に生成
されます。

■ Inactive - 発行されたコマン ド に対し て現在のコ ンテキス ト が正し く な く 、 何も ア ク
シ ョ ンが実行されない場合に生成されます。

■ NotPrepared - ト ラ ンザク シ ョ ンが準備されない場合に生成されます （2 フ ェーズコ
ミ ッ ト ト ラ ンザク シ ョ ンのみ）。

■ NoTransaction - ク ラ イ アン ト ス レ ッ ド に ト ラ ンザク シ ョ ンが関連付け られていない場
合に生成されます。

■ Unavailable - アプ リ ケーシ ョ ンが伝達コ ンテキス ト を入手でき ない場合に生成されま
す。

■ SynchronizationUnavailable - システムが同期をサポー ト し ない場合に生成されます。
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第 章

Chapter   10 リソースオブジェクトによる   
トランザクションの完了の調整

こ こ では、 リ ソースオブジェ ク ト を使用し て、 1 フ ェーズコ ミ ッ ト または 2 フ ェーズコ
ミ ッ ト に参加する方法について説明し ます。

トランザクションの完了の概要

15 ページの 「基本的な ト ラ ンザク シ ョ ンのモデル」 で説明し た ト ラ ンザク シ ョ ンプロセス
は、 データ を使用し ない簡単な例でし た。 次の図は、 データが伴 う ト ラ ンザク シ ョ ンに必
要なオブジェ ク ト （回復可能なサーバー、 回復可能なオブジェ ク ト 、 回復コーデ ィ ネー
タ、 リ ソースオブジェ ク ト ） を表すために前の例を拡張し た ものです。 この図に示すよ う
に、 実際には、 これらのオブジェ ク ト の一部がデータの ト ラ ンザク シ ョ ン ソ フ ト ウ ェアに
よ ってカプセル化されます。 これらのオブジェ ク ト を示すこ と で、 背後で実行されている
プロセスや IDL 内のイ ン ターフ ェースについて理解でき ます。

VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンを使用する場合、 こ の図には、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト を
実行するために VisiTransact Transaction Service が使用するバッ ク エン ド オブジェ ク ト
（Coordinator、 Terminator、 および回復コーデ ィ ネータ） も示されています。 VisiTransact 管
理の ト ラ ンザク シ ョ ンを使用し ない場合は、 これらのオブジェ ク ト を直接管理し ます。
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図 10.1 2 フ ェーズコ ミ ッ ト に関係するオブジ ェ ク ト

次の表で、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト に関係するオブジェ ク ト について説明し ます。

トランザクションの完了への参加

17 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了」 は、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト が、 15 ページの 「基本的
な ト ラ ンザク シ ョ ンのモデル」 で扱われる簡単な例から分かれる場所です。 VisiTransact 
Transaction Service は、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト プロセス を実行する際に、 ト ラ ンザク シ ョ ン全
体が原子性に基づいて ロールバッ ク されるかコ ミ ッ ト される よ う にし ます。 2 フ ェーズコ
ミ ッ ト プロセスの 初のフ ェーズで、 Terminator は、 ト ラ ンザク シ ョ ンの参加者に ト ラ ン
ザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト する準備ができているかど う かをたずねます。 すべての参加者がコ
ミ ッ ト でき る と応答し た場合、 Terminator は、 すべての参加者に 2 番めのフ ェーズで ト ラ
ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト する よ う に指示し ます。 コ ミ ッ ト の準備ができていない と応答し
た参加者が 1 つでも あ る と、 Terminator は、 参加者に ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ クす
る よ う に指示し ます。

メ モ ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンに 1 つの リ ソースだけが関係する場合、 
VisiTransact Transaction Service は、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト プロセスではな く  1 フ ェーズコ ミ ッ
ト プロセス を開始し ます。

以下では、 ト ラ ンザク シ ョ ン完了の概念を細か く 分けて、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト プロセスに
ついて説明し ます。

Object 説明

Coordinator 回復可能なオブジェクトをトランザクションに登録するために使
用されます。 また、 トランザクション間の調整を管理します。

Terminator トランザクションの終了を調整します。 すべての参加者がトラン
ザクションの作業をコミットまたはロールバックするようにしま
す。

回復可能なサーバー 1 つ以上のオブジェクトの集合。 少なくとも 1 つのオブジェクト   
が回復可能です。

回復可能なデータ トランザクションの完了の影響を受ける内容を含むデータ
（データベース内のテーブルなど）。回復可能なオブジェクトの
すべてが CORBA インターフェースを実装しているわけではあ  
りません。

リソースオブジェクト トランザクションの存続期間における VisiTransact Transaction  
Service と回復可能なオブジェクトの関係を表します。 トランザ 
クションに参加している回復可能なオブジェクトごとに 1 つのリ  
ソースオブジェクトが必要です。

データのトランザクションソフト
ウェア

データベース、 ファイルシステム、 またはほかのサービス
（Visibroker ネーミングサービスなど） でデータにアクセスする 
ために使用されるオブジェクト （回復可能なサーバー、 回復
可能なデータ、 トランザクションオブジェクト、 リソースオブジェ
クト） の集合。

回復コーディネータ 障害が発生した場合に、 トランザクションの結果を判定したり、
VisiTransact Transaction Service を使って回復プロセスを調整   
するために、 リソースオブジェクトによって使用されます。
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リソースオブジェクトがトランザクションに登録される

ト ラ ンザク シ ョ ンに関係する回復可能なすべてのデータのために リ ソースオブジェ ク ト を
登録する必要があ り ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト は、 回復可能なデータのための
リ ソース を ト ラ ンザク シ ョ ンの Coordinator に登録し ます。

図 10.2 回復可能なデータのためのリ ソースオブジ ェ ク ト を登録する

トランザクションオリジネータがトランザクションの 
完了を開始する

ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータは、 Terminator に ト ラ ンザク シ ョ ンを完了する こ と を通知
し ます。 これによ り 、 VisiTransact Transaction Service で 2 フ ェーズ コ ミ ッ ト プロセスが開
始されます。 こ の手順は、 17 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了」 のステ ッ プ 4 にかわる
手順です。

図 10.3 ト ラ ンザクシ ョ ンオ リ ジネータが ト ラ ンザクシ ョ ンの完了を開始する

こ の手順では同じ動作が行われますが、 実際には、 背後で commit() の呼び出しが 
Terminator によ って処理されます。
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Terminator がリソースオブジェクトに準備を指示する

Terminator は、 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータから ト ラ ンザク シ ョ ンのコ ミ ッ ト の要望を
受け取る と、 ト ラ ンザク シ ョ ンに参加し ているすべての リ ソースオブジェ ク ト に連絡し
て、 ト ラ ンザク シ ョ ンのコ ミ ッ ト を準備する必要があ る こ と を通知し ます。 そのために、
Terminator は、 ト ラ ンザク シ ョ ンに登録されているすべての リ ソースオブジェ ク ト の 
prepare() メ ソ ッ ド を呼び出し ます。

図 10.4 Terminator はリ ソースオブジ ェ ク ト に ト ラ ンザクシ ョ ンのコ ミ ッ ト を準備する
よ う に要請する

メ モ Coordinator に登録されている リ ソースが 1 つだけの場合、 Terminator は、 適化と し て 1 
フ ェーズコ ミ ッ ト を実行し ます。 その場合は、 Terminator は、 prepare() を呼び出し て
から  commit() を呼び出すかわ り に、 リ ソースの commit_one_phase() を呼び出し ま
す。

準備フ ェーズで例外が発生する と、 ト ラ ンザク シ ョ ンはロールバッ ク されます。

リソースオブジェクトが Terminator に提案を戻す

リ ソースオブジェ ク ト は、 準備する よ う に通知される と、 Terminator に次の提案で応答し
ます。

■ VoteCommit - リ ソースは、 prepare() の後で障害が発生し た場合でも、 要請があれば
ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト でき る こ と を保証し ます。

■ VoteRollback - リ ソースは、 ト ラ ンザク シ ョ ンのロールバッ ク を要求し、 自分自身の
データのロールバッ ク を進めています。

■ VoteReadOnly - リ ソースは、 ト ラ ンザク シ ョ ンに影響される永続的データ を持ちませ
ん。 こ の 2 フ ェーズコ ミ ッ ト と は無関係であ り 、 こ の 2 フ ェーズコ ミ ッ ト は リ ソースの
状態に影響し ません。

VoteRollback または VoteReadOnly を戻し た場合、 リ ソースは、 VisiTransact Transaction 
Service から再度連絡を受ける こ と はな く 、 自分自身を安全に破棄でき ます。

こ の例では、 リ ソース  A と リ ソース  B が と もに VoteCommit を戻すと し ます。
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図 10.5 リ ソースは Terminator に提案を戻す

Terminator がコミットするかロールバックするかを 
決定する

リ ソースオブジェ ク ト から受け取った提案に基づいて、 Terminator は、 ト ラ ンザク シ ョ ン
を コ ミ ッ ト するかロールバッ クするかを決定し ます。 この時点で、 完了の決定が行われ、
ロ グが記録されます。 いずれかの リ ソースオブジェ ク ト が VoteRollback を戻すか、 例外を
生成するか、 rollback_only() を呼び出すと、 ト ラ ンザク シ ョ ンは Terminator によ って
ロールバッ ク されます。

ト ラ ンザク シ ョ ンの決定がロールバッ ク の場合、 Terminator は、 すべての リ ソース
（VoteRollback または VoteReadOnly を戻し た リ ソース を除 く ） の rollback() を呼び出し
ます。 決定がコ ミ ッ ト の場合、 Terminator は、 すべての リ ソースの commit() を呼び出
し、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト プロセスが完了し ます。

こ の例では、 両方の リ ソースオブジェ ク ト が VoteCommit を戻し たため、 Terminator オブ
ジェ ク ト は、 リ ソースオブジェ ク ト に ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト する よ う に要求し ま
す。

図 10.6 2 フ ェーズコ ミ ッ ト の 2 番めのフ ェーズが開始される

リソースオブジェクトがトランザクションをコミット 
する

リ ソースオブジェ ク ト は、 ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト する と、 ト ラ ンザク シ ョ ンによ っ
て変更されたすべてのデータ をそのデータのすべての読み取 り 手に公開し ます。 回復可能
なオブジェ ク ト によ って格納されるデータは、 ト ラ ンザク シ ョ ンの結果にし たがって変更
されます。 また、 リ ソースオブジェ ク ト は、 障害が発生し た場合の情報も格納し ます。 ト
ラ ンザク シ ョ ンがコ ミ ッ ト される と、 後に、 その ト ラ ンザク シ ョ ンに関連付け られてい
るすべてのオブジェ ク ト （Coordinator、 Terminator、 回復コーデ ィ ネータ など） が削除され
ます。
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図 10.7 リ ソースオブジ ェ ク ト は ト ラ ンザクシ ョ ンで行われた変更を コ ミ ッ ト する

2 フェーズコミットのまとめ

以上に示し た よ う に、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト は次の手順で行われます。

1 リ ソースオブジェ ク ト が ト ラ ンザク シ ョ ンのために登録される。

2 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータが ト ラ ンザク シ ョ ンの完了を開始する。

3 Terminator が リ ソースオブジェ ク ト に準備を指示する。

4 リ ソースオブジェ ク ト が Terminator に提案を戻す。

5 Terminator がコ ミ ッ ト するかロールバッ クするかを決定する。

6 Terminator が リ ソースオブジェ ク ト にコ ミ ッ ト またはロールバッ ク を指示する。

1 フェーズコミットのまとめ

1 フ ェーズコ ミ ッ ト は次の手順で行われます。

1 リ ソースオブジェ ク ト が ト ラ ンザク シ ョ ンに登録される。

2 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータが ト ラ ンザク シ ョ ンの完了を開始する。

3 Terminator が リ ソースオブジェ ク ト に 1 フ ェーズのコ ミ ッ ト を指示する。

4 リ ソースオブジェ ク ト が Terminator に提案を戻す。

5 Terminator がコ ミ ッ ト するかロールバッ クするかを決定する。

6 Terminator が リ ソースオブジェ ク ト にコ ミ ッ ト またはロールバッ ク を指示する。

ロールバックのまとめ

ロールバッ クは次の手順で行われます。

1 リ ソースオブジェ ク ト が ト ラ ンザク シ ョ ンのために登録される。

2 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータが ト ラ ンザク シ ョ ンの完了を開始する。

3 Terminator が リ ソースオブジェ ク ト にロールバッ ク を指示する。
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障害後のトランザクション回復への関与

ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト する決定がロ グに記録された後で、 VisiTransact Transaction 
Service （またはそのホス ト ） に障害が発生し た場合、 Terminator は、 VisiTransact 
Transaction Service と関連の リ ソースオブジェ ク ト が再び実行中になる と、 すべての リ ソー
スに対し て commit() の呼び出し を開始し ます。

ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ クする決定がロ グに記録された後で、 VisiTransact 
Transaction Service （またはそのホス ト ） に障害が発生し た場合、 再び実行された 
VisiTransact Transaction Service は、 その ト ラ ンザク シ ョ ンがロールバッ ク される とみな し
ます。 これは、 ト ラ ンザク シ ョ ンがロールバッ ク対象と し てマーク される と、 VisiTransact 
Transaction Service は リ ソース を管理し な く な り 、 そのため リ ソースにロールバッ ク を指示
でき ないからです。 そのかわ り 、 リ ソースは、 回復コーデ ィ ネータ （具体的には、
replay_completion() メ ソ ッ ド） を使用し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンがロールバッ ク され
たかど う かを判定する必要があ り ます。

リ ソースオブジェ ク ト がコ ミ ッ ト する前に VisiTransact Transaction Service に障害が発生し
たが、 リ ソースオブジェ ク ト が準備状態で、 VisiTransact Transaction Service がコ ミ ッ ト の
決定を まだロ グに記録し ていない場合は、 リ ソースが回復コーデ ィ ネータに問い合わせ、
ト ラ ンザク シ ョ ンの完了を開始する責任を持ちます。

障害が発生し、 登録されている リ ソースに Terminator が接続でき ない場合、 Terminator は、
リ ソースに接続でき る まで、 継続し て接続を試みる必要があ り ます。 このよ う に リ ソース
オブジェ ク ト が再起動されるため、 ト ラ ンザク シ ョ ンの原子性が保証されます。 また、
VisiTransact Transaction Service は、 この結果に一致する よ う に回復可能なオブジェ ク ト に
ト ラ ンザク シ ョ ンを完了させる こ と ができ ます。

VisiTransact Transaction Service に障害が発生する と、 次の基本規則にし たがって ト ラ ンザ
ク シ ョ ンが回復されます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト する決定がすでにロ グに記録されている場合、 Terminator 
はすべての リ ソースの commit() を呼び出し、 2 フ ェーズ コ ミ ッ ト プロセスは完了し ま
す。

■ Terminator が ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク情報だけを保持し ている場合は、 何も行われません。

■ 障害が発生する前に ト ラ ンザク シ ョ ンがロールバッ ク対象になった場合、 ト ラ ンザク
シ ョ ンは失われるため、 ロールバッ ク されます。

■ 登録済みの リ ソースは存在するが、 それに接続できない場合、 Terminator は、 接続でき
る まで、 継続し て接続を試みる必要があ り ます。
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第 章

Chapter   11 ヒューリスティックな決定の管理   
こ こ では、 ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンで管理する必要があ る ヒ ュー リ ステ ィ ッ
ク な決定について説明し ます。

ヒューリスティックな決定の概要

ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定と は、 初に VisiTransact Transaction Service によ って決定され
る合意結果を取得せず、 1 人以上の ト ラ ンザク シ ョ ン参加者によ る一方的な決定によ って
更新を コ ミ ッ ト またはロールバッ クする こ と です。 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定は、 通常は
通信障害など通常の処理を妨げる異常事態で行われます。 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定が行
われる と、 決定が合意結果と は異な り 、 データの整合性が失われる リ ス ク があ り ます。

ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定によ って リ ソースから返される例外は次の とお り です。

■ HeuristicRollback. 参加者は、 関連するすべての更新を ロールバッ ク し ま し た。

■ HeuristicCommit. 参加者は、 関連するすべての更新を コ ミ ッ ト し ま し た。

■ HeuristicMixed. 参加者は、 関連する一部の更新を コ ミ ッ ト し、 それ以外の更新を
ロールバッ ク し ま し た。

■ HeuristicHazard. 参加者は、 関連する少な く と も  1 つの更新の結果を把握し ていま
せん。

ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定と例外については、 75 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了」 を
参照し て く ださ い。
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heuristic.log ファイルの概要

heuristic.log ファイルの概要

VisiBroker VisiTransact は、 VisiTransact Transaction Service の各イ ン ス タ ン スに対し て 1 つ
の ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ロ グを作成し ます。 ロ グフ ァ イルのデフ ォル ト の場所は 
<VBROKER_ADM>/its/transaction_service/<transaction_service_name>/heuristic.log です。
こ のロ グフ ァ イルはテキ ス ト 形式で保存され、 表示はでき ますが編集はでき ません。
ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ロ グには、 VisiTransact Transaction Service イ ン ス タ ン スに関連付け ら
れる ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク によ って完了し たすべての ト ラ ンザク シ ョ ンが記録されます。

ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ロ グレ コード には、 ト ラ ンザク シ ョ ンに対し てグ ローバルな情報が記
録されます。

■ 例外。 必要に応じ てト ラ ンザク ショ ンオリ ジネータ に報告さ れる 例外です。
CosTransactions::HeuristicHazard Exception のよ う に、 ロ グレコ ード の Transaction Info 部分の
前に記述さ れます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ン名。 ト ラ ンザク シ ョ ンの名前 （ユーザー定義または VisiTransact 
Transaction Service が割 り 当てる）。 Update_Inventory_Database のよ う に、 ロ グレ コード
の Transaction Info 部分の name フ ィ ール ド に出力されます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ン ID。 ト ラ ンザク シ ョ ン ID の ASCII バージ ョ ンです （otid）。 ロ グレ
コード の Transaction Info 部分の id フ ィ ール ド に出力されます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータのホス ト 。 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータが配置されて
いる ホス ト マシンの IP ア ド レ スです。 ロ グレ コー ド の Originator Info 部分の host フ ィ ー
ル ド に出力されます。

ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ロ グには、 ロ グレ コード の Participant Info セ ク シ ョ ンの各 リ ソースに
次の情報が記録されます。

■ リ ソース名。 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定を行った VisiTransact Transaction Service イ ン ス
タ ン スに登録された Resource オブジェ ク ト の名前です。 name フ ィ ール ド に出力されま
す。

■ リ ソース ホス ト 。 リ ソースが配置されている ホス ト の IP ア ド レ スです。 host フ ィ ール ド
に出力されます。

■ リ ソース  IOR。 リ ソースのイ ン ターオペラブルオブジェ ク ト リ フ ァ レン スです （IOR）。
ior フ ィ ール ド に出力されます。

■ リ ソースの提案。 コ ミ ッ ト の準備を要求された と きに リ ソースが送信し た提案です。
voteForPrepare フ ィ ール ド に出力されます。

■ リ ソースの決定。 リ ソースに行われた ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定です 
（OutcomeHeuristicHazard、 OutcomeHeuristicMixed など）。 outcome フ ィ ール ド に出力さ
れます。

適切なフ ァ イルア ク セス許可があ る場合は、 別の場所に ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ロ グフ ァ イル
を移動し てアーカ イブでき ます。 その場合、 次に ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク が発生する と  
VisiTransact Transaction Service イ ン ス タ ン スは ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ロ グフ ァ イルを再作成
し ます。 ロ グフ ァ イルを別の場所にコ ピーすれば、 ロ グのバッ ク ア ッ プコ ピーを作成でき
ます。 これは、 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ロ グを毎日バッ ク ア ッ プする場合に便利です。

注意 heuristic.log  フ ァ イルは編集し ないで く ださい。
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ヒューリスティックログの解釈

Update_Inventory_Database と い う ト ラ ンザク シ ョ ンが開始し た と し ます。 この ト ラ ンザク
シ ョ ンには、 inventory と  customer と い う  2 つの リ ソースが登録されています。 ト ラ ンザ
ク シ ョ ン完了処理の一環と し て、 この 2 つの リ ソースは ト ラ ンザク シ ョ ンのコ ミ ッ ト を準
備する よ う に要請され、 両方の リ ソースは VoteCommit の提案を返し ます。 その後に、
VisiTransact Transaction Service は リ ソースに ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト する よ う に要求
し ます。 customer リ ソースのコ ミ ッ ト は成功し て戻 り ま し たが、 inventory リ ソースは
ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定を実行し、 HeuristicHazard 例外と と もに戻 り ま し た。

こ の ト ラ ンザク シ ョ ンの ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ロ グは、 次のよ う にな り ます。 ト ラ ンザク
シ ョ ンオ リ ジネータに戻される例外は、 CosTransactions::HeuristicHazard です。
太字は、 90 ページの 「heuristic.log フ ァ イルの概要」 で説明されている情報の位置を示し
ます。 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ロ グの例には、 見やす く するために空白を追加し ています。

06/02/98, 14:43:43.587, gemini, /net/gemini/vsi2/its/dev/jmitra/vbroker/adm/../bin/
ots,  
>None, 0, 0, Error, TransactionService, 4004, 
at 0X000001, 0X04110FA4, 896823823, >587  
CosTransactions::HeuristicHazard Exception:  
 
Transaction Info:  
name = Update_Inventory_Database  
Id = 
_56495349_01000000_ce400ff2_0000cac1_67656d69_6e695f6f_74730000_0000000
0_000 
00000_00000000_00000000_00000000_3574720f_0000e845_00000000_00000000  
 
Originator Info:  
host = 206.64.15.75  
 
Participant Info:  
name = inventory  
host = 206.64.15.75  
ior = 
IOR:002020200000002549444c3a73797374656d5f746573742f44756d6d7950617274
696369 
70656e743a312e3000202020000000010000000000000062000100000000000d323036
2e3634 
2e31352e373500000f730000004600504d43000000000000002549444c3a7379737465
6d5f74 
6573742f44756d6d795061727469636970656e743a312e30000000000000000e746573
745265  
736f757263653100  
voteForPrepare = VoteCommit  
outcome = OutcomeHeuristicHazard  
 
Participant Info:  
name = customer  
host = 206.64.15.75  
ior = 
IOR:002020200000002549444c3a73797374656d5f746573742f44756d6d7950617274
696369 
70656e743a312e3000202020000000010000000000000062000100000000000d323036
2e3634 
2e31352e373500000f730000004600504d43000000000000002549444c3a7379737465
6d5f74 
6573742f44756d6d795061727469636970656e743a312e30000000000000000e746573
745265  
736f757263653200  
voteForPrepare = VoteCommit  
outcome = OutcomeNone
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問題を特定した後の処理

ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ロ グを確認し て問題の本質を特定し た ら、 問題を解決するためにでき
る こ と がい く つかあ り ます。

初に、 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ロ グの ト ラ ンザク シ ョ ン名と ト ラ ンザク シ ョ ン ID を リ ソー
ス側のロ グ （データベース ロ グ） の ト ラ ンザク シ ョ ン ID と照合し ます。 問題が特定でき
た ら、 リ ソース側で手動で訂正でき ます。 た と えば、 91 ページの 「 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ロ
グの解釈」 で説明されている よ う に、 リ ソース ロ グの Update_Inventory_Database を探し、
inventory リ ソースに変更内容を手動でコ ミ ッ ト し ます。
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第 章

Chapter   12 同期オブジェクトの実装   
こ こ では、 同期オブジェ ク ト の実装方法について説明し ます。

同期オブジェクトについて

同期オブジェ ク ト は、 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了の開始前と終了後に、 ト ラ ンザク シ ョ ンの
完了をオブジェ ク ト に通知でき る よ う にし ます。 次の図は、 標準的な同期オブジェ ク ト が
ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンのアーキテ クチャ内で位置する場所を示し ます。

図 12.1 ト ラ ンザクシ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンにおける標準的な同期オブジ ェ ク ト の
位置

アプリ ケーショ ンが commit() を呼び出すと 、 VisiTransact Transaction Service がト ラ ンザク ショ
ンの完了を開始する 前に、 before_completion() メ ソ ッ ド が呼び出さ れます。 ロ ール
バッ ク 要求の場合、 before_completion() メ ソ ッ ド は呼び出さ れません。
after_completion() メ ソ ッ ド は、 通常の処理中に常に呼び出さ れます。

Synchronization オブジェ ク ト を回復する こ と はでき ません。 VisiTransact Transaction Service 
のイ ン ス タ ン スに障害が発生し て も、 同期オブジェ ク ト には通知されません。
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同期オブジェクトについて

コミットプロトコルの前に同期オブジェクトを使用する

before_completion() メ ソ ッ ド を使用し て、 同期オブジェ ク ト は、 ト ラ ンザク シ ョ ン
の作業が実行された後でコ ミ ッ ト プロ ト コルが開始される前 （prepare() や 
commit_one_phase の前） に作業を実行でき ます。 た と えば、 次の作業を実行でき ます。

■ パフ ォーマン ス を向上させる。 ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト と のや り 取 り 中に変更を
キ ャ ッ シュ し た後で、 同期オブジェ ク ト を使用し て、 その変更をデ ィ ス ク にフ ラ ッ
シュ し た り 、 リ ソース を登録する こ と も でき ます。 これの利点は、 必要になる まで リ
ソースオブジェ ク ト や開いた状態のデータベース接続を保持し な く て よいこ と です。

■ その他の作業を ト リ ガーする。 た と えば、 監査データベースにレ コー ド を書き込み、 そ
のデータベース を リ ソース と し て同期オブジェ ク ト から登録でき ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンの整合性をチェ ッ クする。 必要なすべてのオペレーシ ョ ンが実行され
たかど う かを確認でき ます。 た と えば、 口座の残高が更新されたかど う かや、 残高の
変更が履歴テーブルに記録されたかど う かを確認し ます。

ロールバックやコミットの後で同期オブジェクトを使用
する

after_completion() メ ソ ッ ド を使用し て、 同期オブジェ ク ト は、 ト ラ ンザク ショ ンが完
了し た後（ つまり 、 Terminator がリ ソ ース に commit()、 rollback()、 または 
commit_one_phase() を指示し た後） に作業を実行でき ます。 同期オブジェ ク ト を使用し
て、 次の作業を実行でき ます。

■ ク リ ーンア ッ プを実行する。 た と えば、 メ モ リ オブジェ ク ト を解放でき ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンの完了をほかのプロセスに通知する。 た と えば、 同期オブジェ ク ト
は、 ト ラ ンザク シ ョ ンの結果を イベン ト と し て イベン ト チャネルに送信し た り 、 ト ラ
ンザク シ ョ ンの結果に依存し て処理が行われる別のオブジェ ク ト に結果を通知する こ
と ができ ます。 状態は、 StatusCommitted または StatusRolledBack のいずれか
です。

同期オブジェクトの登録

次の メ ソ ッ ド のいずれかを使用し て、 CosTransactions::Coordinator に同期オブ
ジェ ク ト を登録でき ます。

■ CosTransactions::Coordinator::register_synchronization()
■ VISTransactions::Current::register_synchronization()

ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンが VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンを使用する
か、 明示的に伝達される ト ラ ンザク シ ョ ンを使用するかに関係な く 、 VisiTransact 
Transaction Service は、 暗黙的な伝達を使って ト ラ ンザク シ ョ ン情報を同期オブジェ ク ト に
渡し ます。

同期オブジェ ク ト が登録さ れており 、 ト ラ ンザク ショ ンをコ ミ ッ ト する 要求が行われる と 、
Terminator は、 実際に完了を実行する 前に自動的にすべての同期オブジェ ク ト の 
before_completion() を呼び出し ます。 同期オブジェ ク ト 内から  
before_completion() 呼び出し の間の動作を判定し ます。 登録さ れている すべての同期
オブジェ ク ト が完了する と 、 Terminator はト ラ ンザク ショ ンの完了を実行し ます。 ロ ールバッ
ク は、 before_completion() メ ソ ッ ド から （ VISTransactions::Current または 
CosTransactions::Coordinator の） rollback_only() を呼び出すこ と で、 実行が
保証さ れます。 また、 before_completion() メ ソ ッ ド によ って例外

（ CORBA::TRANSACTION_ROLLEDBACK など） が生成さ れた場合も 、 ト ラ ンザク ショ ンが
ロ ールバッ ク さ れます。

いずれかの同期オブジェ ク ト が ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ ク対象と し てマーク し た場
合、 Terminator は、 残 り の同期オブジェ ク ト の before_completion() の呼び出し を停
止し ます。 任意の同期オブジェ ク ト が rollback_only() を呼び出すこ と ができ るため、
commit() を呼び出し て も、 ト ラ ンザク シ ョ ンのコ ミ ッ ト は保証されません。

Terminator が同期オブジェ ク ト と次にや り 取 り するのは、 ト ラ ンザク シ ョ ンが完了し た後
です。 つま り 、 リ ソースオブジェ ク ト から  commit()、 commit_one_phase()、 または 
rollback() のすべての応答を受け取った後です。 この と き、 Terminator は、 登録されて
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いるすべての同期オブジェ ク ト の after_completion() を自動的に呼び出し て、 ト ラ ン
ザク シ ョ ンの結果を状態と し て渡し ます。 同期オブジェ ク ト 内から  
after_completion() 呼び出しの間の動作を判定し ます。

次の図は、 同期オブジェ ク ト が関係する場合に 2 フ ェーズコ ミ ッ ト プロセスで行われる さ
まざまな呼び出し を時系列で示し ます。

図 12.2 同期オブジ ェ ク ト を含む 2 フ ェーズコ ミ ッ ト の時系列

障害が同期オブジェクトに及ぼす影響

Terminator が before_completion() メ ソ ッ ド を呼び出そ う と し た と きに、 その同期オ
ブジェ ク ト を利用できない場合、 ト ラ ンザク シ ョ ンはロールバッ ク されます。 連絡を受け
なかった同期オブジェ ク ト は、 before_completion() が呼び出されません。
VisiTransact Transaction Service が after_completion() を呼び出そ う と し た と きに利用
でき ない同期オブジェ ク ト があった場合、 それは無視されます。

VisiTransact Transaction Service イ ン ス タ ン スが修復されて も、 Synchronization オブジェ ク ト
は失われたま まです。 完了は再開されますが、 Synchronization オブジェ ク ト は元に戻 り ま
せん。

トランザクションオブジェクトにおける同期オブジェクト
の役割

ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト に ト ラ ンザク シ ョ ンの結果を通知する場合は、 ト ラ ンザク
シ ョ ンオブジェ ク ト が Synchronization イ ン ターフ ェース を提供する必要があ り ます。
VisiTransact Transaction Service は、 after_completion() メ ソ ッ ド を呼び出す と きに、
同期オブジェ ク ト に ト ラ ンザク シ ョ ンの完了状態を通知し ます。
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Chapter   13 下位互換性と移行   

下位互換性

OTS1.1 クライアント対 OTS1.2 サーバー

OTS1.1 ク ラ イ アン ト は、 OTS1.2 サーバーにあ るオブジェ ク ト （IOR に ADAPTS OTS ポ リ
シーの値があ る場合） に対し て安全に メ ソ ッ ド を呼び出すこ と ができ ます。

OTS1.2 サーバーから取得し たオブジェ ク ト の IOR に REQUIRES OTS ポ リ シーの値があ る
場合、 これらのオブジェ ク ト へのすべての呼び出しは、 ア ク テ ィ ブな ト ラ ンザク シ ョ ンの
ス コープ内で発生する必要があ り ます。 また、 OTS1.2 サーバーから取得し たオブジェ ク
ト の IOR に FORBIDS OTS ポ リ シーの値があ る場合、 これらのオブジェ ク ト へのすべての
呼び出しは、 ア ク テ ィ ブな ト ラ ンザク シ ョ ンのス コープ外で発生する必要があ り ます。

OTS1.1 サーバー対 OTS1.2 クライアント

OTS1.2 ク ラ イ アン ト は、 OTS1.1 ク ラ イ アン ト と同様に OTS1.1 と正常に動作し ます。 ただ
し、 OTS1.1 ク ラ イ アン ト と は異な り 、 OTS1.2 ク ラ イ アン ト は無条件に ト ラ ンザク シ ョ ン
コ ンテキス ト を伝達する こ と があ り ません。

コールバッ ク を使用する場合、 ク ラ イ アン ト が ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を OTS1.1 
サーバーからのコールバッ ク によ って伝達するには、 OTS1.1 サーバーに OTS1.2 ク ラ イ ア
ン ト が渡すコールバッ ク オブジェ ク ト のタ イプを TransactionalObject にする必要が
あ り ます。
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移行

移行

こ こ では、 ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト の従来の定義から ポ リ シーを使用する定義への
移行について説明し ます。

VBE 5.1 以前のバージ ョ ンで作成された ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト は、 
CosTransactions::TransactionalObject イ ン ターフ ェース を継承する定義を使用し ます。 ト ラ
ンザク シ ョ ンの動作を制御する機能を利用するには、 VisiTransact ポ リ シーを定義する方法
に移行する必要があ り ます。

手順は次の とお り です。

1 すべての IDL フ ァ イルから  TransactionalObject イ ン ターフ ェース を削除し ます。 すべて
のターゲ ッ ト オブジェ ク ト の ト ラ ンザク シ ョ ン要件を制御するための適切な OTSPolicy 
値を使用し ます。  
こ の リ リ ースでは、 非共有 ト ラ ンザク シ ョ ンモデルはサポー ト されていません。 この
ため、 Invocation Policy では、 SHARED および EITHER だけが有効です。 このポ リ シー
には明示的に値を設定し な く て もかまいません。 その場合、 VisiTransact は、 各ター
ゲ ッ ト オブジェ ク ト の Invocation Policy の値を EITHER に設定し ます。  
ただし、 ターゲ ッ ト オブジェ ク ト の Invocation Policy を設定し た場合、 VisiTransact は、
OTSPolicy 値に照ら し てその有効性を確認し ます。

2 ク ラ イ アン ト 側で、 非 ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト に対する呼び出し を制御するた
めの適切な NonTxTargetPolicy を使用し ます。

3 CORBA::ORB::create_policy() メ ソ ッ ド を使用し て、 対応するポ リ シーを作成し
ます。

4 新しい VisiTransact ラ イブラ リ と と もにコード を コ ンパイルし ます。
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第 章

Chapter   14 セッションマネージャの概要   
こ の章では、 データベース を VisiTransact ベースのアプ リ ケーシ ョ ン と統合する ための一
般的な手順について説明し ます。 また、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ と  XA リ ソースデ ィ レ ク タ
について詳し く 説明し ます。

メ モ セ ッ シ ョ ンマネージ ャは Solaris プラ ッ ト フ ォームでのみサポー ト されています。

データベースの VisiTransact アプリケーションへの 
統合方法

VisiBroker VisiTransact では、 DBMS を VisiTransact Transaction Service、 アプ リ ケーシ ョ ン、
ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト など と容易に統合でき ます。 セ ッ シ ョ ンマネージャ と それ
に関連付け られている リ ソースは、 DBMS への完全な ト ラ ンザク シ ョ ンア ク セス を提供し
ます。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの XA イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と、 その リ ソース イ ンプ リ メ
ンテーシ ョ ン （XA リ ソースデ ィ レ ク タ） によ り 、 完全な 2 フ ェーズコ ミ ッ ト 機能がサ
ポー ト されます。 一方、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの DirectConnect バージ ョ ンは、 統合化 リ
ソース を使用し て、 単一のデータベースへの 適化された ト ラ ンザク シ ョ ンア ク セス を提
供し ます。 ただし、 プロ グ ラ ミ ングモデルの制約は大き く な り ます。 セ ッ シ ョ ンマネー
ジ ャは、 アプ リ ケーシ ョ ンプロ グ ラ ムに埋め込むこ と によ り 、 いつでもデプロ イ メ ン ト で
き ます。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャは擬似 IDL イ ン ターフ ェースのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンであ り 、
C++ アプ リ ケーシ ョ ンが設定済みのデータベース接続を取得する こ と を可能にし ます。
セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 アプ リ ケーシ ョ ンをデータベース固有の要件 （接続処理、 ス
レ ッ ド管理、 ト ラ ンザク シ ョ ンの関連付け、 リ ソース登録など） から分離し ます。 セ ッ
シ ョ ンマネージ ャ を使って接続が取得される と、 VisiTransact ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スに
よ って ト ラ ンザク シ ョ ンが自動的に調整されます。 アプ リ ケーシ ョ ン開発者は、 ト ラ ンザ
ク シ ョ ンにデータベースの関与を組み込むコード を記述する必要はあ り ません。 アプ リ
ケーシ ョ ン コード では、 データベース内の必要なデータにア ク セスするための操作を処理
するだけで済みます。

メ モ VisiBroker VisiTransact の DBMS 統合ス ト ラ テジは、 これよ り 大きい統合ス ト ラ テジの一部
です。 VisiTransact は、 メ イ ンフ レームを含む多 く のプラ ッ ト フ ォームで、 一般的な ト ラ ン
ザク シ ョ ンプロセスモニタ （Tuxedo、 CICS、 IMS） や メ ッ セージング ソ フ ト ウ ェア
（MQSeries） を使用する システム と も統合でき ます。

現在、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 Oracle9i と の接続を提供し てお り 、 プラ グ イ ン可能 リ
ソース イ ン ターフ ェース を使用する と、 選択し たデータベースのセ ッ シ ョ ンを管理でき ま
す。 Pluggable Resource Interface の詳細については、 131 ページの 「VisiTransact 向けプラ グ
イ ン可能データベース リ ソースモジ ュール」 を参照し て く ださい。
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セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 ト ラ ンザク シ ョ ン型データベース接続を管理するためのイ ン
ターフ ェース を提供する多機能コ ンポーネン ト です。

メ モ VisiTransact Transaction Service を使用する際に、 セ ッ シ ョ ンマネージャの使用は必須では
あ り ません。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ と同じ機能を実行する コ ンポーネン ト がほかのベン
ダーから提供されています。 VisiTransact Transaction Service は、 OMG ト ラ ンザク シ ョ ン
サービ ス仕様に準拠し た同等のコ ンポーネン ト であれば、 任意のコ ンポーネン ト と と もに
動作し ます。 セ ッ シ ョ ンマネージャの XA イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを使用する場合は、 XA 
リ ソースデ ィ レ ク タ も使用する必要があ り ます。 これらは相互依存です。 現在、 セ ッ シ ョ
ンマネージ ャ と  XA リ ソースデ ィ レ ク タは、 VisiBroker VisiTransact Transaction Service での
み動作し ます。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 次の機能を提供し ます。

■ 特定の種類のデータベースへの接続を開 く 、 または接続プールから開いている接続を
取得する。

■ 接続を現在の ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト に関連付ける。

■ 適切な リ ソース を Coordinator に登録する。 XA イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン用に XA リ ソー
スデ ィ レ ク タ を登録する。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの DirectConnect イ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ン用にローカルの統合化 リ ソース を登録する。

■ 再利用でき る よ う に接続をプールする。

■ 接続ス レ ッ ド の要件を管理する。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 それを使用する アプ リ ケーシ ョ ンに リ ン ク されます。 セ ッ シ ョ
ンマネージ ャ を使用する場合、 リ ン ク されたアプ リ ケーシ ョ ンプロセス を起動する際に、
特定のコマン ド ラ イ ンパラ メ ータ を使用する必要があ る場合があ り ます。 コマン ド ラ イ ン
パラ メ ータについては、 181 ページの 「コマン ド、 ユーテ ィ リ テ ィ 、 引数、 および環境変
数」 を参照し て く ださ い。

データベースへの接続を開く

アプ リ ケーシ ョ ンは、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使用する こ と によ り 、 特定の種類のデータ
ベースへの VisiTransact 対応の接続を取得でき ます。 この接続は、 あ らかじめ設定し た接
続プロ フ ァ イルを使って作成されます。 設定については、 以下の節を参照し て く ださい。
接続が作成される と、 VisiTransact Transaction Service は、 セ ッ シ ョ ンマネージャ と と もに
ト ラ ンザク シ ョ ンの調整を行います。

アプリ ケーショ ンと セッ ショ ンマネージャ は次のよ う に協調し て機能し ます。 アプリ ケー
ショ ンは、 resolve_initial_references() を使ってセッ ショ ンマネージャ の 
ConnectionPool オブジェ ク ト へのリ ファ レンスを取得し ます。 アプリ ケーショ ンは、
ConnectionPool に適切な設定プロ ファ イ ル名を提供し 、 ConnectionPool は、 そのプロ ファ イ ル
の設定を使ってデータ ベースへの接続を取得し ます。 ConnectionPool は、 次に、 こ のデータ
ベース接続を表す Connection オブジェ ク ト をアプリ ケーショ ンに戻し ます。

図 14.1 セ ッ シ ョ ンマネージャは接続ハン ドルを取得し、 ハン ドルをアプ リ ケーシ ョ ン
コー ド に渡す。 アプ リ ケーシ ョ ン コー ドは、 この接続ハン ドルを介し てデータ
ベース と直接対話する。

次に、 アプ リ ケーシ ョ ンはデータベース作業を実行するために、 Connection オブジェ ク ト
にネイ テ ィ ブのデータベースハン ド ルを要求し ます。 次に、 アプ リ ケーシ ョ ン コード は、
こ のネイ テ ィ ブの接続ハン ド ルを介し てデータベース と直接対話し ます。 た と えば、
Oracle を使用し ている場合、 アプ リ ケーシ ョ ン コード は OCI を直接呼び出し ます。
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セ ッ シ ョ ンマネージ ャ  API を使ってデータベースへの接続を取得する方法については、
119 ページの 「セ ッ シ ョ ンマネージャ を使用し たデータ ア ク セス」 を参照し て く ださい。

プロ グ ラ ミ ングは、 アプ リ ケーシ ョ ンが使用し ているセ ッ シ ョ ンマネージャ イ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンによ って、 さ まざまな制限を受けます。 データベースのネイ テ ィ ブ API を使っ
て ト ラ ンザク シ ョ ンの処理 （SQL 文など） を実行する場合のプロ グ ラ ミ ング要件 と制限に
ついては、 167 ページの 「XA Session Manager for Oracle OCI、 version 9i Client」 と 175 ペー
ジの 「DirectConnect Session Manager for Oracle OCI、 version 9i Client」 を参照し て く ださい。

接続プロファイル

接続に必要なすべての情報は、 接続プロ フ ァ イルに保持されます。 各プロ フ ァ イルは一意
の名前を持ち、 その内容はデータベース ロ グ イ ン ID などの属性です。 属性セ ッ ト は、
セ ッ シ ョ ンマネージ ャ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンによ って異な り ます。 詳細については、
167 ページの 「XA Session Manager for Oracle OCI、 version 9i Client」 と 175 ページの
「DirectConnect Session Manager for Oracle OCI、 version 9i Client」 を参照し て く ださい。

接続の設定

VisiBroker コ ン ソールを使って接続プロ フ ァ イルを作成および設定し ます。 接続プロ フ ァ
イルは、 データベースに接続するために必要なすべての属性で構成されます。 VisiBroker 
コ ン ソールについては、 141 ページの 「VisiBroker コ ン ソールの使い方」 を参照し て く だ
さ い。

接続とトランザクションの関連付け

セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 データベース接続で実行するデータベース作業に ト ラ ンザク
シ ョ ンを関連付けます。 アプ リ ケーシ ョ ンがこの機能を提供する必要はあ り ません。 この
関連付けは、 アプ リ ケーシ ョ ンがセ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続を解放する まで保持されま
す。

リソースの登録

セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 適切な リ ソース を Coordinator に自動的に登録し ます。 アプ リ
ケーシ ョ ン開発者は、 リ ソース登録のためのコード を追加する必要はあ り ません。
DirectConnect イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンには、 不可視でセ ッ シ ョ ンマネージャに埋め込まれ
た リ ソースオブジェ ク ト が含まれていますが、 XA イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは XA リ ソー
スデ ィ レ ク タ と い う 外部プロセス を使用し ます。 セ ッ シ ョ ンマネージャの XA イ ンプ リ メ
ンテーシ ョ ンを使用するには、 XA リ ソースデ ィ レ ク タ を使用でき る必要があ り ます。 XA 
リ ソースデ ィ レ ク タの起動については、 107 ページの 「セ ッ シ ョ ンマネージャ を使用し た 
VisiTransact とデータベースの 統合」 を参照し て く ださい。
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接続の解放

アプ リ ケーシ ョ ンが接続に対する  1 つの作業単位を完了する と、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャは 
Connection オブジェ ク ト の解放を要求し ます。 暗黙的な ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト の
場合は、 ト ラ ンザク シ ョ ンがそのス レ ッ ド と の関連付けを解除される前に、 接続が解放さ
れる必要があ り ます。 こ の関連付けの解除は、 次の場合に発生し ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト の呼び出しで、 呼び出しがク ラ イ アン ト に戻された と
き。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンが完了し た と き （commit() または rollback()）。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンが中断された と き。

アプ リ ケーシ ョ ンが接続を解放する と、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 ほかの ト ラ ンザク シ ョ
ンが使用でき る よ う に、 データベース接続を解放し ます。

メ モ 接続が解放される と、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 その特定の Connection オブジェ ク ト またはそ
れに関連付け られたネイ テ ィ ブの接続ハン ド ルの使用を続ける こ と はでき ません。 その ト
ラ ンザク シ ョ ン またはほかの ト ラ ンザク シ ョ ンでさ らに作業を実行するには、 アプ リ ケー
シ ョ ンは新しい Connection オブジェ ク ト を取得する必要があ り ます。

接続のプール

セ ッ シ ョ ンマネージ ャは接続を自動的にプールし ます。 アプ リ ケーシ ョ ンにコード を追加
する必要はあ り ません。 アプ リ ケーシ ョ ンが接続を解放し た と き、 セ ッ シ ョ ンマネージャ
はその接続を自動的に閉じ ません。 接続プールに接続を保持し ます。 接続を求める別の要
求があ る と、 プールは接続を再利用し よ う と し ます。 使用可能な互換性のあ る接続がない
場合にだけ、 新しい接続を開き ます。

同じ ト ラ ンザク シ ョ ン内では、 作業を完了するために必要なだけ何度でも、 Connection オ
ブジェ ク ト を取得および解放でき ます。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの ConnectionPool は、 作業
単位の完了後に Connection オブジェ ク ト を解放する方が効率がよいため、 ト ラ ンザク シ ョ
ン全体の完了を待たずに Connection オブジェ ク ト を解放し て く ださい。

メ モ セ ッ シ ョ ンマネージ ャの DirectConnect イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 1 つの接続を使って ト
ラ ンザク シ ョ ンの作業を実行するため、 ト ラ ンザク シ ョ ンが完了し ない限 り  
ConnectionPool は接続を再利用でき ません。 接続は、 ト ラ ンザク シ ョ ンがコ ミ ッ ト または
ロールバッ ク された後、 再利用のためにプールに戻されます。

スレッド要件の管理

セッ シ ョ ンマネージャは、 データベースが要求するすべての接続ス レ ッ ド要件を管理し ま
す。 XA では、 特定のス レ ッ ド と の接続の維持に関する詳細を完全には指定していないため、
DBMS 開発企業は、 ス レ ッ ド の動作に関する  XA の要件を さ まざまに解釈しています。 た と
えば、 Oracle を使用している場合、 XA を使って開いた接続では、 その接続が存続する間の
すべての呼び出しは、 同じ ス レ ッ ド に存在する必要があ り ます。 このため、 独自のポ リ シー
にしたがってス レ ッ ド を管理するほかのソ フ ト ウ ェア と統合する こ とは困難です。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャによ り 、 アプ リ ケーシ ョ ンは現在のス レ ッ ド で動作する接続ハン ド
ルを常に取得でき ます。

すべてのデータベース接続にス レ ッ ド の制限があ るわけではあ り ません。 制限が存在し な
い場合、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャは高い効率で接続をプールでき ます。 詳細については、
「セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使用し たデータ ア ク セス」 を参照し て く ださい。
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メ モ セ ッ シ ョ ンマネージ ャ と  XA リ ソースデ ィ レ ク タの動作対象は、 DBMS と  RDBMS に限定
されません。 これらは、 XA プロ ト コルをサポー ト する任意の リ ソースマネージ ャで機能
し ます。 リ ソースマネージ ャは、 通常はデータベースですが、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト を実行
でき る  XA 準拠の任意の リ ソース も含まれます。 リ ソースマネージャのも う  1 つの例は、
メ ッ セージキ ューです。

XA は、 ト ラ ンザク シ ョ ンマネージャがグローバル （2 フ ェーズコ ミ ッ ト ） ト ラ ンザク シ ョ
ンを調整でき る よ う にするために、 X/Open によ って規定された業界標準のプロ ト コルです。
ほ と んどの RDBMS ベンダーは、 外部の ト ラ ンザク シ ョ ンコーディ ネータ （VisiTransact 
Transaction Service、 TP モニタ  など） が ト ラ ンザク シ ョ ンの完了を制御する方法と して、 XA 
をサポー ト しています。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ と  XA リ ソースデ ィ レ ク タはどち ら も、 XA に対応し ています。 通
常、 これらは XA の異なる部分を受け持ちます。 XA の う ち、 作業を ト ラ ンザク シ ョ ンに
関連付け る部分は、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャが処理し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了と回復
を行 う 部分は、 XA リ ソースデ ィ レ ク タによ って実行されます。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 VisiTransact ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス と の組み合わせで、 XA 
イ ン ターフ ェース呼び出し を実行し て、 データベースに対する アプ リ ケーシ ョ ンの作業を
ト ラ ンザク シ ョ ン内に組み込みます。

XA リ ソースデ ィ レ ク タは、 ト ラ ンザク シ ョ ンの Terminator の指示にし たがってデータ
ベースの 2 フ ェーズコ ミ ッ ト を実行し た り 、 VisiTransact Transaction Service と  XA 準拠デー
タベース を仲介する こ と によ って回復に関与し ます。 XA リ ソースデ ィ レ ク タはス タ ン ド
ア ロ ンプロセス と し てデプロ イ メ ン ト されます。

各データベースに、 XA リ ソースデ ィ レ ク タのイ ン ス タ ン ス化 （またはプロセス） を  1 つ
デプロ イ メ ン ト する必要があ り ます。

XA リソースディレクタの概要

メ モ XA リ ソースデ ィ レ ク タは、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの XA イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と と も
に使用し ます。 XA リ ソースデ ィ レ ク タは、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの DirectConnect イ ンプ
リ メ ンテーシ ョ ンでは使用し ません。

ト ラ ンザク シ ョ ンの完了と回復において、 XA リ ソースデ ィ レ ク タは、 VisiTransact と  X/
Open ト ラ ンザク シ ョ ン環境の間を仲介し ます。 これによ り 、 リ ソースオブジェ ク ト と  XA 
準拠のデータベース間の相互運用性が実現し ます。 セ ッ シ ョ ンマネージャは、 アプ リ ケー
シ ョ ンの作業を ト ラ ンザク シ ョ ンに関連付けるための仲介を行います。 リ ソースデ ィ レ ク
タは、 ネ ッ ト ワーク上の特定のデータベース を使用するすべての ト ラ ンザク シ ョ ンについ
て、 コ ミ ッ ト 、 ロールバッ ク、 および回復時に仲介役と し て動作する永続的オブジェ ク ト
です。

各データベースサーバーご とに XA リ ソースディ レ ク タが 1 つずつ関連付けられます。 セッ
シ ョ ンマネージャは、 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了を調整する リ ソースディ レ ク タ を 
VisiTransact Transaction Service に通知し ます。 すべての作業が完了する と、 VisiTransact 
Transaction Service はその リ ソースディ レ ク タ と通信して、 リ ソースディ レ ク タに ト ラ ンザク
シ ョ ンを コ ミ ッ ト するかロールバッ クするかを指示し ます。

メ モ XA リ ソースデ ィ レ ク タ を実装する必要も、 VisiTransact Transaction Service に登録する必要
も あ り ません。 処理は自動的に行われます。 ただし、 システム管理者は、 データベースの
実行中は必ず XA リ ソースデ ィ レ ク タ を使用可能にし てお く 必要があ り ます。
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分散トランザクションの回復

XA リ ソースデ ィ レ ク タは、 関連付け られているデータベース内のすべての ト ラ ンザク
シ ョ ン （VisiTransact Transaction Service によ って開始された ト ラ ンザク シ ョ ン） を コ ミ ッ
ト またはロールバッ ク によ って確実に完了し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンは、 VisiTransact 
Transaction Service、 XA リ ソースデ ィ レ ク タ、 または リ ソースマネージ ャに障害が発生し
た場合でも完了し ます。 障害が発生し た時点で完了し ていなかった ト ラ ンザク シ ョ ンは、
こ の 3 つのコ ンポーネン ト が回復し て実行中になる と解決されます。

ト ラ ンザク シ ョ ン完了時に使用される規則または 2 フ ェーズコ ミ ッ ト の詳細については、
75 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了」 と 81 ページの 「 リ ソースオブジェ ク ト によ る  ト
ラ ンザク シ ョ ンの完了の調整」 を参照し て く ださい。

DirectConnect セッションマネージャ

1 つのデータベース と対話する  1 つのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーだけが ト ラ ンザク シ ョ ン
に関係し ている場合、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの XA イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが提供する グ
ローバルな （2 フ ェーズコ ミ ッ ト ） ト ラ ンザク シ ョ ンを使用するかわ り に、 セ ッ シ ョ ンマ
ネージ ャの DirectConnect イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを使用でき ます。 これは、 リ ソースが埋
め込まれたセ ッ シ ョ ンマネージ ャ を含む単一のプロセスで構成されます。 適なパフ ォー
マン ス を得る ために、 VisiTransact Transaction Service イ ン ス タ ン スはアプ リ ケーシ ョ ン
コード に リ ン ク されますが、 これは必須ではあ り ません。 セ ッ シ ョ ンマネージャの 
DirectConnect イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを使用する ト ラ ンザク シ ョ ンは、 ト ラ ンザク シ ョ ン
のすべてのコ ンポーネン ト が 1 つのプロセスでローカルに置かれる ため、 ローカル ト ラ ン
ザク シ ョ ン とみな されます。 DirectConnect ア ク セス ト ラ ンザク シ ョ ンでは、 1 つのプロセ
スが 1 つのデータベース と対話し ます。 特定の ト ラ ンザク シ ョ ンの作業はすべて、 1 つの
物理データベース接続上で行われます。 同じ ト ラ ンザク シ ョ ンに関するデータベースア ク
セスでは、 接続に必ず同じ接続プロ フ ァ イルが使用されます。 このアーキテ クチャの利点
は、 1 フ ェーズコ ミ ッ ト だけを実行する こ と によ るパフ ォーマン スの向上です。 また、 2 
フ ェーズコ ミ ッ ト をサポー ト し ていないデータベースで実行される処理に対し て、 ト ラ ン
ザク シ ョ ンの考え方を適用でき ます。

メ モ セ ッ シ ョ ンマネージ ャの DirectConnect イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを使用する場合、 XA リ
ソースデ ィ レ ク タのサービ スは必要あ り ません。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 内部の透過的
な リ ソース イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを使用し ます。

単一のアプ リ ケーシ ョ ンサーバープロセスは、 特定の ト ラ ンザク シ ョ ンで使用される可能
性があ るすべての メ ソ ッ ド を含むマルチス レ ッ ド プロセスです。 このプロセスは、 1 つの
データベース と対話し ます。 追加の リ ソース （データベースや、 メ ッ セージキ ューのよ う
なほかの種類の リ ソース） は許可されません。 た と えば、 入出金の ト ラ ンザク シ ョ ンを実
行し ている場合、 入金と出金のアプ リ ケーシ ョ ンサーバープロセスは、 異なる コ ンピ ュー
タに置 く のではな く 、 1 つのコ ンピ ュータ上の 1 つのプロセスに置き ます。 入金／出金プ
ロセスは、 ネ ッ ト ワーク を介し て 1 つのデータベース と対話でき ます。 ただし、 ト ラ ンザ
ク シ ョ ンは 1 つのデータベース と だけ対話し ます。 そのデータベース と の対話はすべて、
その 1 つのプロセスで発生し ます。

図 14.2 ト ラ ンザクシ ョ ンのすべてのコ ンポーネン ト が 1 つのプロセス内にある 
DirectConnect アクセス ト ラ ンザクシ ョ ン 

セ ッ シ ョ ンマネージ ャの DirectConnect イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでは、 い く つかのパフ ォー
マン ス 適化機能を利用でき ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンに関する唯一のプロセス と し て、
データベースに対し て単一のアプ リ ケーシ ョ ンサーバープロセス を使用する場合、 ト ラ ン
ザク シ ョ ンは （VisiTransact を介し て） 1 フ ェーズコ ミ ッ ト を実行し ます。 VisiTransact 
Transaction Service が埋め込まれている場合、 セ ッ シ ョ ンマネージャは、 すべての リ ソース
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登録と ト ラ ンザク シ ョ ンのすべての作業をそのプロセスのローカルで実行し ます。 セ ッ
シ ョ ンマネージ ャ、 VisiTransact Transaction Service イ ン ス タ ン ス、 および入金／出金プロ
セスは、 すべて同じ アプ リ ケーシ ョ ンサーバープロセス内にあ るため、 ネ ッ ト ワーク を介
し た り 、 プロセスの境界を またいで互いに対話する必要があ り ません。 また、 1 フ ェーズ
コ ミ ッ ト なので、 VisiTransact Transaction Service は、 デ ィ ス ク にロ グを作成する必要があ
り ません。 結果と し て、 パフ ォーマン スが向上し ます。

DirectConnect ア ク セス ト ラ ンザク シ ョ ンを使用する こ と によ るその他の利点は、 簡単に実
行でき る こ と です。 XA ク ラ イ アン ト ラ イブラ リ や、 グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンを有効
にする コ ンポーネン ト を イ ン ス ト ールする必要はあ り ません。 た と えば、 Oracle で XA ア
ク セス ト ラ ンザク シ ョ ンを使用する場合は、 Oracle の分散オプシ ョ ンを イ ン ス ト ールする
必要があ り ますが、 DirectConnect ア ク セス ト ラ ンザク シ ョ ンでは、 これは不要です。

メ モ XA リ ソースデ ィ レ ク タは、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの DirectConnect イ ンプ リ メ ンテーシ ョ
ンでは使用し ません。 使用される リ ソースオブジェ ク ト は、 セ ッ シ ョ ンマネージャの 
DirectConnect イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに組み込まれています。

アプ リ ケーシ ョ ンがセ ッ シ ョ ンマネージ ャ を介し たデータベースア ク セス を要求する と、
ConnectionPool オブジェ ク ト は、 その ト ラ ンザク シ ョ ンにデータベース接続を割 り 当てま
す。 DirectConnect 接続は、 XA 接続と は異な り 、 ト ラ ンザク シ ョ ン全体が完了する まで、
その ト ラ ンザク シ ョ ンに割 り 当て られたま まにな り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 分散 ト ラ
ンザク シ ョ ンの場合と同じ手順にし たがって、 接続の取得と解放を行います。 そのため、
VisiTransact Transaction Service は、 特定の接続にどの ト ラ ンザク シ ョ ン とデータベースが
関連付け られているかを認識でき ます。 コ ミ ッ ト 要求を受け取る と、 セ ッ シ ョ ンマネー
ジ ャに埋め込まれた リ ソースオブジェ ク ト が同じ物理接続を取得し、 ト ラ ンザク シ ョ ンの 
1 フ ェーズコ ミ ッ ト またはロールバッ ク を実行し ます。

つま り 、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャが接続を管理するため、 アプ リ ケーシ ョ ンは同じ ト ラ ンザ
ク シ ョ ンに対し て getConnection() を呼び出すたびに、 同じ接続を取得し ます。 アプ
リ ケーシ ョ ン コード が接続状態を保持し な く て も、 サーバーが同じ ト ラ ンザク シ ョ ンに対
し て何度も呼び出し を行 う たびに、 すべての作業は同じ ト ラ ンザク シ ョ ン内で行われま
す。

リソースの登録

DirectConnect リ ソースが登録された後で リ ソース を登録し よ う とする と  
（register_resource() 呼び出し）、 CORBA::BAD_PARAM 例外が生成されます。 つま
り 、 VisiTransact Transaction Service は、 DirectConnect 接続が使用された後は 
register_resource() 呼び出し を受け付けません。

getConnection() が DirectConnect 接続を取得し よ う と し た と きに、 Coordinator に リ
ソースがすでに登録されている場合、 その要求は失敗し、
VISSessionManager::Error 例外が生成されます。

デプロイメントに関する問題

VisiTransact Transaction Service は、 ス タ ン ド ア ロ ンのイ ン ス タ ン ス または埋め込まれた イ
ン ス タ ン スのどち らかの設定を選択でき ます。 VisiTransact Transaction Service を単一のア
プ リ ケーシ ョ ンサーバーに埋め込んだ場合、 DirectConnect ア ク セス ト ラ ンザク シ ョ ンの処
理時にパフ ォーマン スが向上し ます。
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DirectConnect ア ク セス ト ラ ンザク シ ョ ンを使ってパフ ォーマン ス を向上させる場合、 次に
示すよ う ない く つかの制約を受けます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンには 1 つのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーだけが関与でき ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンには 1 つの リ ソース （セッ シ ョ ンマネージャなど） だけが関与でき ま
す。

■ 特定の ト ラ ンザク シ ョ ンの接続は、 一度に 1 つのス レ ッ ド だけが取得でき ます。 
getConnection() が呼び出された後は、 接続が解放される まで、 ほかのス レ ッ ド は
その ト ラ ンザク シ ョ ンの接続を取得でき ません。

■ 単一接続なので、 その接続のプロパテ ィ を変更する アプ リ ケーシ ョ ンのすべての動作
は （一部のデータベース呼び出しが行 う 動作など）、 その接続が終わる まで維持されま
す。 アプ リ ケーシ ョ ンが後で別のス レ ッ ド を使用し た り 、 別の作業単位を実行する場
合、 接続のプロパテ ィ は 初に設定されたま まです。 接続は再利用されるため、 これ
が後続の ト ラ ンザク シ ョ ンでの作業に影響を及ぼすこ と があ り ます。

DirectConnect と XA アクセストランザクションの共存

セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 同じプロセス内に DirectConnect ア ク セス ト ラ ンザク シ ョ ン と  
XA ア ク セス ト ラ ンザク シ ョ ンが共存でき る よ う に設計されています。 一部のデータベー
ス イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでは、 同じプロセスからの DirectConnect ア ク セス ト ラ ンザク
シ ョ ン と  XA ア ク セス ト ラ ンザク シ ョ ンの混在は許可されません。 た と えば、 Oracle9i の 
DirectConnect イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と  XA イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 同じプロセス内
では互換性があ り ません。 そのため、 こ の 2 つの実装を混在させる こ と は VisiTransact に
よ って禁止されます。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの特定のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの詳細につ
いては、 167 ページの 「XA Session Manager for Oracle OCI、 version 9i Client」 と 175 ページ
の 「DirectConnect Session Manager for Oracle OCI、 version 9i Client」 を参照し て く ださい。
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第 章

Chapter   15 セッションマネージャを使用した   
VisiTransact とデータベースの 

統合
こ の章では、 データベース と統合する  VisiTransact ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ン
の管理に必要な知識について説明し ます。

VisiTransact をデータベース と統合する ためには、 データベース管理者は次のタ ス ク を実行
し ます。

1 VisiTransact をデータベース と統合する こ と によ る影響を評価し ます。

2 データベースが VisiTransact と統合する準備ができ ている こ と を確認し ます。

3 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーを設定し ます。

4 接続プロ フ ァ イルを設定し ます。

5 XA リ ソースデ ィ レ ク タ をデプロ イ メ ン ト し て設定し ます。 それには、 XA リ ソース
デ ィ レ ク タ を起動し、 必要に応じ て VisiBroker オブジェ ク ト ア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモ
ン （OAD） に登録し ます。 この手順は、 セ ッ シ ョ ンマネージャの XA イ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンを使用する と きにだけ必要です。

6 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を埋め込んだアプ リ ケーシ ョ ンオブジェ ク ト を起動し ます。

これらのタ ス ク の詳細については、 以下の節で説明し ます。 XA と  DirectConnect について
は、 別の節でも説明されています。 データベース管理者は、 前に リ ス ト された タ ス ク のほ
かにも実行する タ ス ク があ り ます。 追加のタ ス ク を次に示し ます。

■ ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク の処理

■ パフ ォーマン ス向上のためのチューニング

■ 接続プロ フ ァ イルの永続的ス ト アフ ァ イルの管理

これらの追加タ ス クは、 こ の章の後ろで詳細に説明し ています。
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管理者に と って も重要な タ ス ク の 1 つは、 特定のサイ ト 環境で分散 ト ラ ンザク シ ョ ン処
理を行った場合の影響を評価する こ と です。 分散 ト ラ ンザク シ ョ ンの処理には、 固有の環
境が必要です。 使用し ているデータベースには分散 ト ラ ンザク シ ョ ンによ る処理が適し て
いない場合も あ り ます。 評価の際に検討する事項を次に示し ます。

■ XA プロ ト コルの使用はオーバーヘッ ド を増やす。

■ データベースは 2 フ ェーズコ ミ ッ ト の際に高度な可用性を必要とする。

■ データが今までよ り も長時間ロ ッ ク された り 利用できな く な り 、 処理の並行性が低下
する場合があ る。

■ データベースは高度な ト ラ ンザク シ ョ ンを実行する。 場合によ っては、 ほかのアプ リ
ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト と協調し て動作する必要があ る。

これらの項目については、 次の節で説明し ます。

XA の使用によるオーバーヘッドの増加

一般に、 XA プロ ト コル と  XA イ ン ターフ ェース呼び出し を使ってデータベース と通信す
る と、 余分なオーバーヘッ ド が生じ ます。 XA に発生するオーバーヘッ ド を次に示し ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ン と の関連付けを行 う ために発生するデータベース と の間の往復。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンに対するデータベースの関与を登録するために発生する  VisiTransact 
Transaction Service と の間の往復。

■ 処理の準備と コ ミ ッ ト を実行するために発生する  VisiTransact Transaction Service から  
XA リ ソースデ ィ レ ク タへの 1 回または 2 回の往復。

VisiTransact では、 関連付け と その解除のための呼び出しは、 アプ リ ケーシ ョ ンが使用する
際に具体的に要求し たデータベース接続にだけ発生し ます。 オーバーヘッ ド は、 使用し な
い リ ソースマネージ ャには発生し ません。

高可用性の必要

VisiTransact Transaction Service がデータベースセ ッ ト に対する  2 フ ェーズ コ ミ ッ ト を呼び
出す場合、 準備フ ェーズの間にどち ら も実行できなければ、 ト ラ ンザク シ ョ ンはロール
バッ ク し ます。 その ト ラ ンザク シ ョ ンで実行された作業結果は失われます。

ロック中または利用できないデータ

2 フ ェーズコ ミ ッ ト を実行する と、 並行処理にボ ト ルネ ッ ク が発生する こ と があ り ます。
データがロ ッ ク されて コ ミ ッ ト される までの間は、 その ト ラ ンザク シ ョ ンによ ってロ ッ ク
されたデータの読み取 り や変更は、 データベースによ って防止されます。 た と えば、 行
データ を更新する と行データがロ ッ ク され、 ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト する までほかの
ユーザーはそれを変更でき ません。 これは、 処理の並行性を低下させます。

メ モ データベースがデータ を ロ ッ クする動作はさ まざまなので、 データベース と アプ リ ケー
シ ョ ンによ って 1 行のデータだけがロ ッ ク される こ と も、 複数行のデータがロ ッ ク される
こ と も あ り ます。
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DirectConnect を使って VisiTransact をデータベースと統合することによる影響を評価する

部分的な制御の取得

分散 ト ラ ンザク シ ョ ン処理の利点と欠点を評価する と きは、 管理作業のス コープが増え る
こ と を考慮し て く ださ い。 これは別の利点と欠点を も た ら し ます。 準備フ ェーズが開始す
る と終了できな く な るため、 制御が部分的に失われます。 これは、 ス コープが広 く な り 、
考慮する必要があ る コ ンポーネン ト が増え るためです。 2 フ ェーズコ ミ ッ ト が中断される
と、 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク出力が発生し ます。 データベースユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、
強制的に ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク出力を得る こ と ができ ます。

VisiTransact Transaction Service が ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク を処理する方法の詳細については、
75 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了」 を参照し て く ださい。

DirectConnect を使って VisiTransact をデータベースと
統合することによる影響を評価する

DirectConnect ト ラ ンザク シ ョ ンに関し て必要な管理作業は、 XA ト ラ ンザク シ ョ ンの場合
よ り 少量です。

DirectConnect を使用する場合の制限を次に示し ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンに関与でき る リ ソース （DirectConnect リ ソース） は 1 つだけです。

■ 1 つのデータベースに対する ト ラ ンザク シ ョ ン作業は、 1 プロセスに制限されます。

DirectConnect を使用する利点を次に示し ます。

■ デプロ イ メ ン ト のシナ リ オの単純さ

■ XA 調整のために実行されるデータベースへの RPC の少な さ

データベースの準備

セ ッ シ ョ ンマネージ ャの機能を使用するためには、 まず、 分散 ト ラ ンザク シ ョ ンア ク セス
に必要な ソ フ ト ウ ェアのサブセ ッ ト がデータベースにあ る こ と をデータベース管理者に確
認し ます。 データベース管理者は、 必要に応じ て、 追加ラ イブラ リ を ロード し た り 、 デー
タベース内で SQL ス ク リ プ ト を実行し た り 、 データベースサーバーの設定パラ メ ータ を
変更し た り 、 ク ラ イ アン ト 側ラ イブラ リ を イ ン ス ト ールする こ と によ り 、 データベースの
イ ン ス ト ールを変更し ます。 詳細については、 167 ページの 「XA Session Manager for 
Oracle OCI、 version 9i Client」 と 175 ページの 「DirectConnect Session Manager for Oracle 
OCI、 version 9i Client」 を参照し て く ださい。

一般に、 DirectConnect の場合は接続が標準のユーザー接続なので、 データベース を準備す
る ための追加手順はあ り ません。
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接続プロファイルセット

接続プロファイルセット

セ ッ シ ョ ンマネージ ャがデータベースに接続するためには、 その接続を行 う 方法について
の情報が必要です。 こ の情報は、 接続プロ フ ァ イル と呼ばれる属性セ ッ ト と し てパッ ケー
ジ されています。 接続プロ フ ァ イルは VisiBroker コ ン ソールまたは smconfigsetup ユーテ ィ
リ テ ィ を使って作成され、 デ ィ ス ク に保存されるので、 永続的に保存でき、 アプ リ ケー
シ ョ ンサーバーで実行されるセ ッ シ ョ ンマネージ ャはいつでもプロ フ ァ イルを取得でき ま
す。 接続プロ フ ァ イルがデ ィ ス ク上に存在するため、 設定サーバーを常に実行し てお く 必
要はあ り ません。 プロ フ ァ イルセ ッ ト （接続プロ フ ァ イルの論理グループ） は、 同じ設定
サーバーと関連付け られます。 各設定サーバーは、 一意の名前によ って識別されます。 こ
こ では、 接続プロ フ ァ イルの永続的ス ト アフ ァ イルの管理について説明し ます。

メ モ アプ リ ケーシ ョ ンのセ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使ってプロ フ ァ イル属性に加え る変更と、
XA リ ソースデ ィ レ ク タが使用するプロ フ ァ イル属性と を分離し たい場合があ り ます。 そ
のよ う な場合は、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ と  XA リ ソースデ ィ レ ク タにそれぞれ別の接続プ
ロ フ ァ イルを作成し ます。

プロ フ ァ イルセ ッ ト は永続的ス ト レージフ ァ イルに保存されます。 永続的ス ト レージフ ァ
イルをデフ ォル ト の場所に置 く か、 別の場所に置いてから引数 -
Dvbroker.sm.pstorePath を使ってその場所を指すこ と ができ ます。

セッションマネージャクライアントが使用する接続プロ
ファイルの変更

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ ク ラ イ アン ト が使用する接続プロ フ ァ イルを変更するには、 次の手
順にし たがいます。

1 VisiBroker コ ン ソールを使って接続プロ フ ァ イルを変更し ます。

2 こ の接続プロ フ ァ イルを使用する アプ リ ケーシ ョ ンプロセス をシ ャ ッ ト ダウ ン し ます。

3 アプ リ ケーシ ョ ンプロセス を再起動し ます。

XA リソースディレクタが使用する接続プロファイルの
変更

XA リ ソースデ ィ レ ク タが使用する接続プロ フ ァ イルを変更するには、 次の手順にし たが
います。

1 VisiBroker コ ン ソールを使って接続プロ フ ァ イルを変更し ます。

2 影響を受け る リ ソースデ ィ レ ク タ を使用する アプ リ ケーシ ョ ンプロセス をシャ ッ ト ダ
ウ ン し ます。

3 XA リ ソースデ ィ レ ク タ をシ ャ ッ ト ダウ ン し てから再起動し ます。

メ モ アプ リ ケーシ ョ ンプロセス を実行し たま まにする こ と も でき ますが、 XA リ ソースデ ィ レ
ク タのシ ャ ッ ト ダウ ン時に実行中の ト ラ ンザク シ ョ ンがあ る と、 ロールバッ ク される こ と
があ り ます。
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XA リソースディレクタの使用

XA リソースディレクタの使用

XA リ ソースデ ィ レ ク タは、 ト ラ ンザク シ ョ ンの実行と リ カバ リ 処理のために、 セ ッ シ ョ
ンマネージ ャの XA イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と組み合わせて使用されます。 XA リ ソース
デ ィ レ ク タはス タ ン ド ア ロ ンプロ グ ラ ム と し てデプロ イ メ ン ト されます。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャの DirectConnect イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを使用し ている場合、 XA 
リ ソースデ ィ レ ク タは不要です。

XA リソースディレクタのデプロイメント

VisiBroker VisiTransact から ア ク セス可能な各データベースサーバーに、 XA リ ソースデ ィ
レ ク タのイ ン ス タ ン ス をデプロ イ メ ン ト し ます。 XA イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを使用し て
いる場合、 XA リ ソースデ ィ レ ク タはデータベースサーバーの実行中は常に実行されてい
る必要があ り ます。 これによ り 、 完了プロ ト コル と リ カバ リ プロ ト コルで リ ソースデ ィ レ
ク タ を使用でき ます。

同じ  OSAGENT_PORT の各データベースには、 1 つの XA リ ソースデ ィ レ ク タだけをデプロ
イ メ ン ト する こ と をお勧めし ます。同じデータベースの同じ  OSAGENT_PORT に複数の XA 
リ ソースデ ィ レ ク タがあ るのは非効率的です。 通常の操作では ト ラ ンザク シ ョ ンを正常に
コ ミ ッ ト 、 ロールバッ ク でき ますが、 VisiTransact Transaction Service がダウ ン し て回復す
る と きに リ カバ リ 操作が重複し ます。 その結果、 内部 リ カバ リ サイ クルを完了し た 
VisiTransact Transaction Service に対し て、 再開要求によ るオーバーロード が発生し ます。

XA リソースディレクタの起動

次のコマン ド を使用し て、 XA リ ソースデ ィ レ ク タ を起動し ます。

prompt>xa_resdir -Dvbroker.sm.profileName=<profile> 
   [-Dvbroker.sm.pstorePath=<path>] [-Dvbroker.sm.configName=<name>]

次の表は、 XA リ ソースデ ィ レ ク タの起動パラ メ ータ を示し ます。

-Dvbroker.sm.pstorePath パラ メ ータ を指定し なかった場合に使用されるデフ ォル ト
については、 113 ページの 「永続的ス ト アフ ァ イルのデフ ォル ト パスの確認」 を参照し て
く ださ い。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ接続プロ フ ァ イルの設定方法については、 147 ページの
「［Session Manager Profile Sets］ セ ク シ ョ ンの使用」 を参照し て く ださ い。

パラ メ ータ 説明

-Dvbroker.sm.profileName=<profile> データベースとの接続を確立するために使
用するセッションマネージャ接続プロファイ
ルの名前。 必須です。

-Dvbroker.sm.pstorePath=<path> 永続的ストアファイルが存在するディレクトリ
のパス。 デフォルトでは、 永続的ストアファ
イルは <VBROKER_ADM>/its/ 
session_manager/ にあります。

-Dvbroker.sm.configName=<name> 使用するセッションマネージャ設定サー
バーの名前。 デフォルトでは、 セッションマ
ネージャ設定サーバーに割り当てられた名
前は <host>_smcs です。 ここで host は、    
セッションマネージャ接続プロファイルを作
成したサーバーの名前です。 これは、 プロ
ファイルセット名とも考えられます。
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XA リソースディレクタの使用

XA リソースディレクタによる接続プロファイルの使用
方法

セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続プロ フ ァ イルを作成するほかに、 XA リ ソースデ ィ レ ク タの
接続プロ フ ァ イルも作成する必要があ り ます。 リ ソースデ ィ レ ク タは、 接続の設定に必要
な属性に基づいて、 一部のセ ッ シ ョ ンマネージ ャ と同一のプロ フ ァ イルを使用する場合が
あ り ます。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャが使用し ないプロ フ ァ イルを使用する場合も あ り ます。
セ ッ シ ョ ンマネージ ャはデータベースに問い合わせるために複数のプロ フ ァ イルを使用す
る こ と があ り ますが、 データベースの XA リ ソースデ ィ レ ク タは 1 つのプロ フ ァ イルだけ
を使用し ます。

クライアント側ライブラリのデプロイメント

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ と  XA リ ソースデ ィ レ ク タは、 ク ラ イ アン ト 側データベースのラ イ
ブラ リ にア ク セスでき る必要があ り ます。 このラ イブラ リ には、 セ ッ シ ョ ンマネージャ と  
XA リ ソースデ ィ レ ク タオブジェ ク ト がア ク セスするデータベースの XA ク ラ イ アン ト 側
ラ イブラ リ も含まれます。

XA リソースディレクタをリモートからシャットダウン
する

XA リ ソースデ ィ レ ク タ を リ モー ト から シ ャ ッ ト ダウ ンするには、 次のコマン ド を使用し
ます。

prompt> vshutdown -type rd [-name <ITS_XA_Resource_Director_name>]
XA リ ソースデ ィ レ ク タのタ イプ （rd） は必須の引数です。

リ ソースデ ィ レ ク タの名前は、 osfind コマン ド を使用するか接続プロ フ ァ イルを調べる こ
と によ って見つけ る こ と ができ ます。 混乱を回避するために、 リ ソースデ ィ レ ク タには接
続プロ フ ァ イルやデータベース と同じ名前を付ける こ と をお勧めし ます。 vshutdown コマ
ン ド の詳細については、 184 ページの 「vshutdown」 を参照し て く ださい。

XA リソースディレクタを OAD に登録する

オペレータの介入な しで XA リ ソースデ ィ レ ク タ を起動するには、 VisiBroker OAD （オブ
ジェ ク ト ア ク テ ィ ベーシ ョ ンデーモン） に登録し ます。 XA リ ソースデ ィ レ ク タのイ ンプ
リ メ ンテーシ ョ ンは、 oadutil reg コマン ド ラ イ ン イ ン ターフ ェース を使って登録でき
ます。

XA リ ソースデ ィ レ ク タ を OAD に登録する構文を次に示し ます。

oadutil reg -i visigenic.com/VISSessionManagerSupport/ImplicitResource  
-o <resource_director_name> -cpp <installation_dir_path>/bin/xa_resdir -a 
-Dvbroker.sm.profileName=<profile> -a -Dvbroker.sm.pstorePath=<path> -a -
Dvbroker.sm.configName=lt;name>

次の表は、 XA リ ソースデ ィ レ ク タ を OAD に登録するパラ メ ータ を示し ます。

メ モ profile、 path、 name の各パラ メ ータについては 111 ページの 「XA リ ソースデ ィ レ ク
タの起動」 を参照し て く ださ い。

パラ メ ータ 説明

resource_director_
name

OAD に登録する XA リソースディレクタの名前であり、 アクティブ   
化されるオブジェクト名です。 リソースディレクタを起動するために
使用されるプロファイルには、 プロファイル内のリソースディレクタ
名と同じ名前を付けて、 データベース名を反映することをお勧めし
ます。 複数のデータベースをインストールする場合は、 これによっ
てリソースディレクタをプロファイル名に関連付けることが容易にな
ります。
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セッションマネージャベースのアプリケーションプロセスの起動

XA リ ソースデ ィ レ ク タ を起動する ために使用される接続プロ フ ァ イルには、 プロ フ ァ イ
ル内の XA リ ソースデ ィ レ ク タ名 と同じ名前を付ける必要があ り ます。 また、 データベー
ス名と も同じであ る必要があ り ます。 複数のデータベース を イ ン ス ト ールする場合は、 こ
れによ って XA リ ソースデ ィ レ ク タ をプロ フ ァ イル名に関連付ける こ と が容易にな り ま
す。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ接続プロ フ ァ イルの設定方法については、 147 ページの 「［Session 
Manager Profile Sets］ セ ク シ ョ ンの使用」 を参照し て く ださい。

メ モ OAD コマン ド を使用するには、 あ らかじめ OAD が実行されている必要があ り ます。 OAD 
の起動については、 『VisiBroker for C++ 開発者ガイ ド』 の 「OAD の起動」 を参照し て く だ
さ い。 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの登録時には、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンの構築時と同じオブジェ ク ト 名を使用し ます。

セッションマネージャベースのアプリケーションプロセス
の起動

管理者が明示的にセ ッ シ ョ ンマネージ ャ を起動する必要はあ り ません。 セ ッ シ ョ ンマネー
ジ ャは、 プロ グ ラ ムの中で使用されている と、 その中で自動的に起動し て初期化されま
す。 ORB の初期化では、 接続プロ フ ァ イル属性や、 セ ッ シ ョ ンマネージャに関するほかの
オプシ ョ ンが含まれている コマン ド ラ イ ン引数が参照されます。

デフ ォル ト 以外のパス、 またはデフ ォル ト 以外のプロ フ ァ イルセ ッ ト 名を使用する場合
は、 アプ リ ケーシ ョ ンを起動する と きに次の引数を指定し て、 接続プロ フ ァ イル属性の永
続的ス ト アが使用される よ う にし ます。

-Dvbroker.sm.pstorePath=<path> -Dvbroker.sm.configName=<name>
パス引数は必須ではあ り ません。 パス引数を指定し ない場合に、 セ ッ シ ョ ンマネージャ と
セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーがデフ ォル ト のパス と プロ フ ァ イルセ ッ ト 名を確認す
る方法については、 113 ページの 「永続的ス ト アフ ァ イルのデフ ォル ト パスの確認」 を参
照し て く ださ い。

メ モ セ ッ シ ョ ンマネージ ャのアプ リ ケーシ ョ ンに対する コマン ド ラ イ ン引数については、 111
ページの 「XA リ ソースデ ィ レ ク タの起動」 を参照し て く ださい。

永続的ストアファイルのデフォルトパスの確認

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使用する と きに、 -Dvbroker.sm.pstorePath 引数は必須では
あ り ません。 パス引数を指定し ない場合、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ と セ ッ シ ョ ンマネージャ
設定サーバーは次の順序で設定を確認し ます。

1 -Dvbroker.sm.pstorePath のコマン ド ラ イ ン引数の設定内容。 コマン ド ラ イ ンで
パス を指定し ない場合は、 次を確認し ます。

2 VBROKER_ADM 環境変数で設定された内容。 これは、 イ ン ス ト ール時にすべてのデフ ォ
ル ト を受け入れた場合のデフ ォル ト です。 VisiTransact は、 永続的ス ト アフ ァ イルを 
VBROKER_ADM の下のサブデ ィ レ ク ト リ  its/session_manager に置き ます。
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ヒューリスティックの適用

データベースユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 準備フ ェーズに達し た後の ト ラ ンザク シ ョ ンを
監視する こ と ができ ます。 場合によ っては、 ト ラ ンザク シ ョ ンを解決するために介入する
必要があ り ます。 た と えば、 VisiTransact Transaction Service またはその関連アプ リ ケー
シ ョ ンの 1 つの障害が長時間続 く 場合や、 ネ ッ ト ワーク接続に障害があ る場合です。 デー
タベース管理者が介入し て、 準備された ト ラ ンザク シ ョ ンを VisiTransact Transaction 
Service を使用し ないでコ ミ ッ ト するかロールバッ クする場合、 結果の状態は ヒ ュー リ ス
テ ィ ッ ク と呼ばれます。 つま り 、 データベースは VisiTransact Transaction Service と は異な
る方法で ト ラ ンザク シ ョ ンを完了する こ と ができ ます。 2 フ ェーズコ ミ ッ ト をサポー ト す
るほ と んどのデータベースには、 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク を適用するためのイ ン ターフ ェース
があ り ます。

VisiTransact Transaction Service が ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク を処理する方法の詳細については、
75 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了」 を参照し て く ださい。

パフォーマンスのチューニング

VisiTransact Transaction Service をアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに埋め込んだ場合、 パフ ォー
マン スの潜在的な向上を現実のもの とするために、 ク ラ イ アン ト はサービ スが VisiTransact 
Transaction Service の正しいイ ン ス タ ン スにバイ ン ド されている こ と を確認する必要があ り
ます。

VisiTransact Transaction Service をアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに埋め込むこ と の詳細につい
ては、 54 ページの 「アプ リ ケーシ ョ ンへの VisiTransact Transaction Service イ ン ス タ ン スの
埋め込み」 を参照し て く ださ い。

XA のチューニング

分散 ト ラ ンザク シ ョ ンに対し て VisiTransact Transaction Service を使用し ている場合、 ネ ッ
ト ワーク ト ラ フ ィ ッ ク を減らすと パフ ォーマン スが向上し ます。 ネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ
ク を減らすには、 VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス と同じ ノード、 または
データベース と同じ ノード に一部のコ ンポーネン ト を配置し ます。 通信は、 セ ッ シ ョ ンマ
ネージ ャ と  VisiTransact Transaction Service の間、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ とデータベースの
間、 VisiTransact Transaction Service と  XA リ ソースデ ィ レ ク タの間、 および XA リ ソース
デ ィ レ ク タ とデータベースの間で発生し ます。 これらのコ ンポーネン ト を同じ ノード上に
配置する と、 ネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ クは減少し ます。 セ ッ シ ョ ンマネージャ を使用する
ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト を VisiTransact Transaction Service またはデータベース と同
じ ノード上に配置する こ とや、 XA リ ソースデ ィ レ ク タ をデータベース または VisiTransact 
Transaction Service と同じ ノード に配置する こ と を検討し て く ださい。

セッションマネージャ設定サーバー

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーは、 接続プロ フ ァ イル と サーバーを VisiBroker コ ン
ソールのエージェ ン ト と し て 1 つのセ ッ ト にし た ものです。 その目的は、 VisiBroker コ ン
ソールが接続プロ フ ァ イルにネ ッ ト ワーク ア ク セスでき る よ う にする こ と です。

永続的ストアファイルのディレクトリ構造

デフ ォル ト では、 永続的ス ト アフ ァ イルはデ ィ ス ク上の接続プロ フ ァ イルセ ッ ト のサブ
デ ィ レ ク ト リ に存在し ます。 デフ ォル ト のデ ィ レ ク ト リ を使用し ない場合は、 別のデ ィ レ
ク ト リ を指定し ます。 デフ ォル ト のパスは、 イ ン ス ト ール時に変更するか、 コマン ド ラ イ
ンフ ラ グ -Dvbroker.sm.pstorePath を使って変更するか、 またはセ ッ シ ョ ンマネー
ジ ャ を使用するプロセス （XA リ ソースデ ィ レ ク タ など） によ って変更でき ます。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ と セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーが永続的ス ト アフ ァ イルのデ
フ ォル ト パス を確認する方法については、 113 ページの 「永続的ス ト アフ ァ イルのデフ ォ
ル ト パスの確認」 を参照し て く ださ い。
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セッションマネージャ設定サーバー

注意 session_manager デ ィ レ ク ト リ には、 install と い う デ ィ レ ク ト リ があ り ます。 install デ ィ レ
ク ト リ の内容を変更し た り 、 手動でフ ァ イルを追加し ないで く ださい。 このデ ィ レ ク ト リ
は、 VisiTransact のイ ン ス ト ール時に自動的に作成されます。

VisiTransact コ ン ソールを使って接続プロ フ ァ イルを作成する と、 対応する フ ァ イルが 
session_manager/config デ ィ レ ク ト リ 内のサブデ ィ レ ク ト リ に作成されます。 サブデ ィ レ ク
ト リ フ ァ イルの名前はセ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーの名前に対応し てお り 、 プロ
フ ァ イルセ ッ ト 名と し て使用でき ます。 デフ ォル ト では、 設定サーバーの名前は 
<host>_smcs です。 こ こ で host は、 設定サーバーが常駐するマシンの名前です。 た と え
ば、 マシン名が athena の場合、 設定サーバーには athena_smcs と い う 名前が付け られま
す。 接続プロ フ ァ イルは設定サーバーのサブデ ィ レ ク ト リ に保存され、 1 つのプロ フ ァ イ
ルが 1 つのフ ァ イルに対応し ます。 接続プロ フ ァ イルには、 test_oracle_xa のよ う に意味の
あ る名前を付け る こ と ができ ます。 VisiBroker コ ン ソールを使って接続プロ フ ァ イルに付
けた名前は、 対応する永続的ス ト アフ ァ イルに自動的に割 り 当て られます。 永続的ス ト ア
フ ァ イルを手動で作成する必要はあ り ません。 VisiBroker コ ン ソールを使用する と、 フ ァ
イルはセ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーによ って作成されます。 VisiTransact は、 永続的
ス ト アフ ァ イルに次の例のよ う に拡張子 .cfg を追加し ます。

test_oracle_xa.cfg

メ モ VisiBroker コ ン ソールに基づいて接続プロ フ ァ イルの名前を作成する と き、 名前の大文字
と小文字を区別する規則は、 その名前が保存される フ ァ イルシステムで使用される規則と
同じです。 た と えば、 UNIX で大文字と小文字の両方を使って接続プロ フ ァ イル名を割 り
当てた場合、 後でフ ァ イルを検索する と きは、 その とお り に指定する必要があ り ます。

永続的ス ト アフ ァ イルはバイナ リ なので手動で編集でき ませんが、 別の場所にバッ ク ア ッ
プ と し て コ ピーでき ます。 または、 <configuration_server> サブデ ィ レ ク ト リ 全体を別の場
所にコ ピーし て、 別のプロ フ ァ イルセ ッ ト 名に変更でき ます。

接続プロ フ ァ イル設定を分割し て、 同じ ノード に複数の接続プロ フ ァ イルセ ッ ト を作成す
る こ と ができ ます。 これは、 強い理由がない限 り ほ と んど利点はあ り ません。 ノード上に
複数のプロ フ ァ イルセ ッ ト を置 く と、 各プロ フ ァ イルセ ッ ト に対し て 1 つずつ、 別の ノー
ド上であって も  session_manager/config デ ィ レ ク ト リ にサブデ ィ レ ク ト リ が作成されます。
同じ名前で複数のプロ フ ァ イルセ ッ ト を作成する と  VisiBroker コ ン ソールで作成し たプロ
フ ァ イルセ ッ ト と識別できな く な るため、 避けて く ださい。

メ モ セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使用するプロセスは、 デフ ォル ト の場所に移動するか、 コマン ド
ラ イ ン引数を使って指定し た任意の場所に移動する こ と によ り 、 1 つの接続プロ フ ァ イル
セ ッ ト にだけア ク セスでき ます。 デフ ォル ト の場所の名前空間か、 コマン ド ラ イ ン引数に
よ って指定された場所に制限されます。 指定されていない場所にはア ク セスでき ません。
た と えば、 特定のアプ リ ケーシ ョ ンプロセス内のセ ッ シ ョ ンマネージャのイ ン ス タ ン ス
は、 マーケテ ィ ングの接続プロ フ ァ イルセ ッ ト にだけア ク セスでき ます。 給与振込の接続
プロ フ ァ イルセ ッ ト にはア ク セスでき ません。



116 VisiBroker VisiTransact ガイ ド

セッションマネージャ設定サーバー

永続的ストアファイルのデプロイメント

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使用する アプ リ ケーシ ョ ンを実行し ているすべての ノード は、
デ ィ ス ク から永続的ス ト アフ ァ イルを読み取れる必要があ り ます。 し たがって、 永続的ス
ト アフ ァ イルをデプロ イ メ ン ト する と きは、 い く つかのオプシ ョ ンがあ り ます。

■ オプシ ョ ン 1 ： 接続された ノード グループ内の ノード の 1 つに、 1 つの設定サーバーが
存在し ます。 永続的ス ト アフ ァ イルのデ ィ ス ク上のセ ッ ト は、 共有フ ァ イルシステム
を通し て共有されます。

■ オプシ ョ ン 2 ： 各 ノード上に、 一意の名前の設定サーバー と永続的ス ト アフ ァ イルの
デ ィ ス ク上のセ ッ ト が存在し ます。

■ オプシ ョ ン 3 ： 接続された ノード グループによ って、 1 つの設定サーバーが共有されま
す。 共有フ ァ イルシステムはあ り ません。 永続的ス ト アフ ァ イルのデ ィ ス ク上のセ ッ
ト を変更する場合は、 マス ターロ ケーシ ョ ンからほかの ノード に永続的ス ト アフ ァ イ
ルのセ ッ ト を手動でコ ピーする必要があ り ます。

オプシ ョ ン 1 ： 共有フ ァ イルシステム上の永続的ス ト アフ ァ イル
望ま しいデプロ イ メ ン ト 方法は、 永続的ス ト アフ ァ イルのセ ッ ト を共有フ ァ イルシス
テムに配置する こ と です。 VisiTransact のイ ン ス ト ールでは、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ
設定サーバーおよび関連する永続的ス ト アフ ァ イルのデ ィ ス ク上のセ ッ ト は、 1 つの
ノード にだけデプロ イ メ ン ト されます。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーを実行し
ている ノード に VisiTransact を イ ン ス ト ールする場合は、 永続的ス ト アフ ァ イルの
デ ィ レ ク ト リ 構造を指定し て、 この共有デ ィ ス ク に作成する こ と ができ ます。

イ ン ス ト ール後、 VisiBroker コ ン ソールを使用し て、 ネ ッ ト ワーク上で使用されているす
べてのセ ッ シ ョ ンマネージ ャ接続プロ フ ァ イルを更新でき ます。 すべてのプロ フ ァ イルが 
1 組の接続プロ フ ァ イルセ ッ ト と し て表示されます。 ほかの ノード上のセ ッ シ ョ ンマネー
ジ ャ を使用する アプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、 起動時に永続的ス ト アを含む共有デ ィ ス ク
を検索する よ う に （-Dvbroker.sm.pstorePath=<path> を使用） 設定する必要があ り
ます。 VisiBroker コ ン ソールを使って接続プロ フ ァ イルを更新する と、 変更されたプロ
フ ァ イルはアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの起動時に認識されます。

メ モ 接続プロ フ ァ イルはこ のオプシ ョ ン と共有されるため、 このグループ ノード内で使用され
るセ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーのイ ン ス タ ン スは 1 つだけであ る こ と が重要です。

オプシ ョ ン 2 ： 各ノ ー ド上の永続的ス ト アフ ァ イル
セ ッ シ ョ ンマネージ ャが実行されている各ノ ード には、 独自の設定サーバーと永続的
ス ト アフ ァ イルのセ ッ ト があ り ます。 ネ ッ ト ワーク上の 1 つの VisiBroker コ ン ソール
は、 それぞれのデ ィ ス ク上の永続的ス ト アフ ァ イルを変更でき ます。 1 つの ノード で
接続プロ フ ァ イルを更新する場合は、 VisiBroker コ ン ソールを通し てほかの ノ ード で
も更新し て、 その変更をほかの ノ ード に反映する必要があ り ます。

こ のオプシ ョ ンにはデ ィ ス ク共有が不要だ と い う 利点があ り ますが、 多数の ノード で接続
プロ フ ァ イルを同期させる と い う 複雑さ があ り ます。 VisiBroker コ ン ソールも セ ッ シ ョ ン
マネージ ャ設定サーバープロセスのどち ら も、 異な るデ ィ ス ク上の接続プロ フ ァ イルの
セ ッ ト を同期でき ません。

オプシ ョ ン 3 ： 各ノ ー ド にコ ピーされた永続的ス ト アフ ァ イルの
セ ッ ト
ネ ッ ト ワーク にデ ィ ス ク上のキ ャ ッ シ ュ をデプロ イ メ ン ト する ために、 永続的ス ト ア
フ ァ イルのマス ターセ ッ ト を作成し て手動で各ノード にコ ピーでき ます。 前のオプ
シ ョ ン と同様に、 このオプシ ョ ンには多数の ノード を同期させなければな ら ない と い
う 短所があ り ます。 ただし、 オペレーテ ィ ングシステムやネ ッ ト ワーク のコ ピーコマ
ン ド を使ってプロ フ ァ イルフ ァ イルを コ ピーすれば、 VisiBroker コ ン ソールを使って
それぞれの永続的ス ト アフ ァ イルを更新する よ り も簡単な場合があ り ます。

メ モ 一度に設定サーバーのサブデ ィ レ ク ト リ 内のすべての永続的ス ト アフ ァ イルを コ ピーする
こ と も、 1 つの永続的ス ト アフ ァ イルだけを コ ピーする こ と もでき ます。 目的の場所にイ
ン ス ト ールサブデ ィ レ ク ト リ が存在し ない場合は、 サブデ ィ レ ク ト リ 全体を コ ピーする必
要があ り ます。
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手動によるセッションマネージャ設定サーバーの起動

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーが OAD に登録される と、 OAD はそれを自動的に起動
でき ます。 ただし、 手動で設定サーバーを起動するには、 次のコマン ド を使用し ます。

prompt>smconfig_server [-Dvbroker.sm.pstorePath=<path>] [-
Dvbroker.sm.configName=<name>]

次の表は、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーの起動時のパラ メ ータ を示し ます。

設定サーバーのシャットダウン

次の理由で、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーをシ ャ ッ ト ダウ ンする場合があ り ます。

■ メ ンテナン ス を実行する必要があ る。

■ エラーが発生し た場合。

■ サーバーが稼動し ているマシンを再起動する必要があ る。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーを手動でシ ャ ッ ト ダウ ンする場合は、 このコマン ド を
使用し ます。

prompt>vshutdown -type smcs [-name <smcs_name>]
セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバー名は、 設定サーバーを起動し た と きにコマン ド ラ イ ン
引数 -Dvbroker.ots.configName で使用し た名前か、 デフ ォル ト 名 <host>_smcs であ
る必要があ り ます。

メ モ シ ャ ッ ト ダウ ン し よ う と し ているセ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーに関連する接続プロ
フ ァ イルをほかのユーザーが VisiBroker コ ン ソールを使って変更、 作成し ている と、 セ ッ
シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーはその作業を終了し てから シ ャ ッ ト ダウ ン し ます。

vshutdown コマン ド の詳細については、 184 ページの 「vshutdown」 を参照し て く ださい。

セキュリティ

データベースのパス ワード は、 セキ ュ リ テ ィ のために VisiBroker コ ン ソールには表示され
ません。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ と リ ン クする アプ リ ケーシ ョ ンは、 データベースパス ワー
ド を ク リ アテキ ス ト と し て取得でき ます。 これらのアプ リ ケーシ ョ ンでは設定フ ァ イルに
対する読み取 り ア ク セスが必要なため、 接続プロ フ ァ イルの永続的ス ト アフ ァ イルへのア
ク セス を制限する こ と によ ってデータベースパス ワードへのア ク セス を制御でき ます。 正
しいフ ァ イルア ク セス許可を提供し、 権限がないユーザーにパス ワード情報を公開し ない
アプ リ ケーシ ョ ンを開発するのは、 アプ リ ケーシ ョ ン開発者と システム管理者の役割で
す。

パラ メ ータ 説明

-Dvbroker.sm.pstorePath 永続的ストアファイルが存在するディレクトリのパスを指
定します。 デフォルトでは、 永続的ストアファイルは 
<VBROKER_ADM>/its/session_manager にあります。

-Dvbroker.sm.configName 使用するセッションマネージャ設定サービスの名前を指
定します。 デフォルトでは、 セッションマネージャ設定
サーバーに割り当てられた名前は <host>_smcs です。  
ここで host は、 セッションマネージャプロファイルを作  
成したサーバーの名前です。
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第 章

Chapter   16 セッションマネージャを使用した   
データアクセス

こ の章では、 分散環境 （DirectConnect ア ク セス と  XA ア ク セス を含む） で、 セ ッ シ ョ ンマ
ネージ ャ を使って ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト とデータベース間の接続を管理する方法
について説明し ます。 CORBA ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス仕様とデータベースの概念を十
分に理解し ている こ と が前提です。

メ モ セ ッ シ ョ ンマネージ ャは Solaris プラ ッ ト フ ォームでのみサポー ト されています。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャには、 次のイ ン ターフ ェースが含まれます。

■ Connection ： ト ラ ンザク シ ョ ン対応のデータベース接続を表し ます。

■ ConnectionPool ： プールから接続を割 り 当てます。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ と  XA リ ソースデ ィ レ ク タの概要については、 99 ページの 「セ ッ
シ ョ ンマネージ ャの概要」 を参照し て く ださい。

統合の準備

セッ ショ ンマネージャ の機能を使用する には、 あら かじ め次の操作を実行する 必要があり ま
す。

■ データベース を イ ン ス ト ールし ます。 XA ア ク セス ト ラ ンザク シ ョ ンを処理するかど う
かによ って、 または環境内のほかのコ ンポーネン ト によ っては、 特別な設定が必要な
場合があ り ます。 詳細については、 167 ページの 「XA Session Manager for Oracle OCI、
version 9i Client」 と 175 ページの 「DirectConnect Session Manager for Oracle OCI、 version 
9i Client」 を参照し て く ださい。

■ VisiTransact システム管理者がセ ッ シ ョ ンマネージ ャ用の接続プロ フ ァ イルを作成し て
あ る こ と を確認し ます。 XA ア ク セス ト ラ ンザク シ ョ ンを処理する場合、 VisiTransact シ
ステム管理者は、 XA リ ソースデ ィ レ ク タ用の接続プロ フ ァ イルも作成する必要があ り
ます。

■ アプリ ケーショ ンがセッ ショ ンマネージャ （ ConnectionPool イ ンタ ーフ ェ ース と  
Connection  イ ンタ ーフ ェ ース ） を 使っ て接続ハンド ルを 取得する こ と を確認し ま
す。 接続を取得する には、 名前（ VisiBroker コ ンソ ールを使って接続プロ フ ァ イ ルに
指定し た名前） を 指定し て接続プロ フ ァ イ ルを 使用し ま す。

■ セッ ショ ンマネージャ の XA イ ンプリ メ ンテーショ ンの場合は、 VisiBroker VisiTransact か
ら アク セスでき る 各データ ベースに対し て、 XA リ ソ ースディ レク タ のイ ンス タ ンスがデ
プロ イ メ ント さ れ実行さ れている こ と を  VisiTransact システム管理者に確認し ます。 詳細
については、 Chapter   15, “ セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使用し た VisiTransact とデータベース
の 統合 .” を参照し てく ださ い。
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セッションマネージャの使い方 ： 手順のまとめ

■ アプ リ ケーシ ョ ンが正し く ト ラ ンザク シ ョ ンを処理している こ と を確認し ます。 現在の
ス レ ッ ド にア ク テ ィ ブな ト ラ ンザク シ ョ ン （暗黙的または明示的なコ ンテキス ト ） が必
要です。 これによ り 、 リ ソースが確実に VisiBroker VisiTransact の ト ラ ンザク シ ョ ンに含
まれます。 VisiTransact 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンについては 57 ページの 「VisiTransact 管
理の ト ラ ンザク シ ョ ンの作成および伝達」 を、 ト ラ ンザク シ ョ ンのほかの管理方法につ
いては 67 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ ンを作成および伝達するほかの方法」 を参照して く
ださい。

セッションマネージャの使い方：手順のまとめ

次の手順は、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの使い方の概要を示し ます。

1 ConnectionPool オブジェ ク ト の リ フ ァ レン ス を取得し ます。

2 ア ク テ ィ ブな ト ラ ンザク シ ョ ンがあ る こ と を確認し ます。

3 ConnectionPool から適切な接続プロ フ ァ イルの Connection オブジェ ク ト を取得し ます。

4 getNativeConnectionHandle() を使用し て、 Connection オブジェ ク ト から ネイ
テ ィ ブの接続ハン ド ルを取得し ます。

5 ネイ テ ィ ブの接続ハン ド ルを使ってデータにア ク セス し ます。

6 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの Connection オブジェ ク ト を解放し、 ネイ テ ィ ブ接続ハン ド ル
のすべてのコ ピーを消去し ます。

7 Connection オブジェ ク ト の割 り 当てを解除し ます。

メ モ 1 つのト ラ ンザク ショ ンで多く の作業を実行でき ます。 接続はプールさ れる ため、 Connection 
オブジェ ク ト を保持する 時間を短く し て、 保持し 続けないよ う にする 必要があり ます。 1 つの
ト ラ ンザク ショ ン内では、 必要なだけ何度でも  Connection オブジェ ク ト を取得でき ます。

次の節では、 各手順を詳し く 説明し ます。

ConnectionPool オブジェクトリファレンスの取得

次に、 ConnectionPool オブジェ ク ト への リ フ ァ レン ス を取得する ための一般的な手順と サ
ンプルコード を示し ます。

1 ORB resolve_initial_references() メ ソ ッ ド を呼び出し、 
VISSessionManager::ConnectionPool オブジェ ク ト 型を渡し ます。

2 戻されたオブジェ ク ト を VISSessionManager::ConnectionPool にナローイ ング
し ます。 次のサンプルコード は、 ConnectionPool オブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を取得する  
C++ の例です。

{ 
CORBA::ORB_var orb = CORBA::ORB_init(); 
CORBA::Object_var initRef =  
     orb->resolve_initial_references("VISSessionManager::ConnectionPool"); 
VISSessionManager::ConnectionPool_var pool =  
     VISSessionManager::ConnectionPool::_narrow(initRef); 
     ... 
}
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Connection プールからの Connection オブジェクトの 取得

ConnectionPool オブジェクトリファレンスの使用

ConnectionPool オブジェ ク ト リ フ ァ レン スは、 それを作成し たプロセス全体で有効です。
つま り 、 任意のス レ ッ ド で使用でき ます。 ConnectionPool オブジェ ク ト への リ フ ァ レン ス
を取得するために何度も呼び出し を実行でき ます。 または、 プロセス全体で リ フ ァ レン ス
を 1 つだけ使用し、 重複し た resolve_initial_references() 呼び出し を削減する こ
と もでき ます。

Connection プールからの Connection オブジェクトの 
取得

アプ リ ケーシ ョ ンは、 ConnectionPool オブジェ ク ト への リ フ ァ レン ス を取得し た ら、
getConnection() 呼び出し を使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ンに対し て こ のデータベース接
続を表す Connection オブジェ ク ト を取得し ます。 こ の時点で、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャが
データベース接続を Connection オブジェ ク ト にバイ ン ド し ます。

getConnection() 呼び出しは、 ア ク テ ィ ブで暗黙的な ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を
要求し ます。 getConnectionWithCoordinator() 呼び出し を使用する と、 Coordinator 
を使用し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンを明示的に指定でき ます。
getConnectionWithCoordinator() の詳細については、 121 ページの 「明示的な ト ラ
ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト の使用」 を参照し て く ださい。

getConnection() メ ソ ッ ド は次の処理を行います。

1 データベース接続の取得。

同じ接続プロ フ ァ イルを持つ使用されていない接続がプール内にあ る場合、 プールは
その接続を戻し ます。 一致する接続プロ フ ァ イルを持つ使用可能な接続がない場合、
セ ッ シ ョ ンマネージ ャは新しい接続を作成し ます。 接続は、 特定のセ ッ シ ョ ンマネー
ジ ャ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに適し た メ ソ ッ ド を使って作成されます。

メ モ 接続属性をプロ グ ラ ムでオーバーラ イ ドする こ と はでき ません。

2 こ の接続で実行される作業を ト ラ ンザク シ ョ ンに関連付けます。

3 適切な リ ソースオブジェ ク ト を VisiTransact Transaction Service に登録し ます。

次のサンプルコード は、 Connection オブジェ ク ト を取得し て接続を表す方法を示し ま
す。

... 
VISSessionManager::ConnectionPool_var pool; 
// プールにデータベース接続を要求し ます。 
VISSessionManager::Connection_var conn = pool->getConnection("quickstart"); 
...

手順のいずれかの段階で発生し たすべてのエラーは、 getConnection() または 
getConnectionWithCoordinator() に対する例外と し て戻されます。 こ の手順のいず
れかが失敗し た場合、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャは Connection オブジェ ク ト を戻すのではな
く 、 例外を生成し ます。

明示的なトランザクションコンテキストの使用

明示的な ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト の接続を取得するには、
getConnectionWithCoordinator() を使用し ます。
getConnectionWithCoordinator()  メ ソ ッ ド は、 次の目的で使用されます。

■ ア ク テ ィ ブな暗黙的 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト がない と きに Connection オブジェ
ク ト を取得するため

■ Connection オブジェ ク ト を取得し て、 現在ア ク テ ィ ブな暗黙的 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテ
キス ト 以外の ト ラ ンザク シ ョ ンで使用するため

getConnectionWithCoordinator() を呼び出し て Coordinator リ フ ァ レ ン ス を渡すと、
セ ッ シ ョ ンマネージ ャは Coordinator を使用し て、 通常は暗黙的なコ ンテキ ス ト で実行する
すべてのタ ス ク を実行し ます。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 暗黙的な VisiTransact 管理 ト ラ
ンザク シ ョ ンを使用するかわ り に、 明示的に記述された ト ラ ンザク シ ョ ン コーデ ィ ネータ
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ネイティブ接続ハンドルの取得

を使用し ます。 接続は、 解放されない限 り 、 この ト ラ ンザク シ ョ ン コーデ ィ ネータ を使っ
て設定されます。

次のサンプルコード は、 getConnectionWithCoordinator() が Coordinator を介し て
ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキ ス ト を渡す例を示し ます。

... 
VISSessionManager::ConnectionPool_var pool; 
// 「quickstart」 プロ フ ァ イルを使用し たデータベース接続をプールに要求し ます。 
VISSessionManager::Connection_var conn =  
     pool->getConnectionWithCoordinator("quickstart", coordinator); 
...

ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキ ス ト の明示的な伝達については、 67 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ
ンを作成および伝達するほかの方法」 を参照し て く ださい。

接続プールの最適化

セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 接続プールを自動的に保持し てお り 、 属性セ ッ ト に基づいて接
続をアプ リ ケーシ ョ ンに戻し ます。 接続プールの効率を向上させるために、 アプ リ ケー
シ ョ ンは 1 つのデータ ソースへのすべての接続について、 同じ接続プロ フ ァ イル と属性を
使用する必要があ り ます。

ネイティブ接続ハンドルの取得

Connection オブジェ ク ト によ って表される接続をアプ リ ケーシ ョ ンが使用するためには、
getNativeConnectionHandle() メ ソ ッ ド を使って Connection オブジェ ク ト から ネイ
テ ィ ブの接続ハン ド ルを取得する必要があ り ます。 次に、 アプ リ ケーシ ョ ン コード は、 こ
のネイ テ ィ ブの接続ハン ド ルを介し てデータベース と直接対話し ます。 このネイ テ ィ ブ接
続ハン ド ルは、 その後で通常のデータ ア ク セス を実行するために使用でき ます。 つま り 、
慣れているデータベース  API を使って作業でき ます。

次のサンプルコード は、 OCI イ ン ターフ ェースで使用する ために、 Oracle データベースへ
の接続ハン ド ルを取得する方法を示し ます。

... 
VISSessionManager::Connection_var conn; 
    //  Oracle OCI 接続ハン ドルを取得し ます。 
  handles = (SampleOraHandle *) smconn->getNativeConnectionHandle(); 
...

ネイティブ接続ハンドルの使用

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を介し て取得し た接続ハン ド ルを使用するには、 任意のネイ テ ィ ブ
接続ハン ド ルを使用する場合と同様に、 ネイ テ ィ ブのデータベース  API を使用し ます。 た
だし、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使用する場合は、 一部のア ク シ ョ ンを実行でき ません。 ど
のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでも、 ト ラ ンザク シ ョ ンの状態に影響を与え るデータベースへ
の呼び出しは、 ト ラ ンザク シ ョ ンを開始、 コ ミ ッ ト 、 ロールバッ クする呼び出し も含め
て、 すべて禁止されています。 こ のよ う な呼び出しは、 作業における ト ラ ンザク シ ョ ンの
整合性に影響し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンの影響は表に現れない場合があ り ます。 た と え
ば、 Oracle の DDL ステー ト メ ン ト （テーブル作成など） は、 暗黙的なコ ミ ッ ト 呼び出し
を実行し ます。 禁止されている ア ク シ ョ ンの詳細については、 167 ページの 「XA Session 
Manager for Oracle OCI、 version 9i Client」 と 175 ページの 「DirectConnect Session Manager 
for Oracle OCI、 version 9i Client」 を参照し て く ださい。

スレッドの要件

セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 データベース接続のス レ ッ ド要件があれば、 それを管理し ま
す。 thread_portable 引数を指定し て isSupported() メ ソ ッ ド を使用する と、 接続
をほかのス レ ッ ド で使用でき るかど う かを判別でき ます。 通常、 getConnection() メ
ソ ッ ド によ って戻される接続は、 その接続を取得するのに使用されたス レ ッ ド でのみ有効
です。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 接続ハン ド ルをほかのス レ ッ ド で使用でき ません。 イ ンプ リ
メ ンテーシ ョ ンによ っては、 制限がゆるい場合も あ り ます。 特定のデータベースのス レ ッ
ド要件の詳細については、 167 ページの 「XA Session Manager for Oracle OCI、 version 9i 
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接続の解放

Client」 と 175 ページの 「DirectConnect Session Manager for Oracle OCI、 version 9i Client」 を
参照し て く ださ い。

接続の解放

Connection オブジェ ク ト で release() を呼び出すと、 ト ラ ンザク シ ョ ン と特定の接続と
の関連付けが終了し ます。 Connection オブジェ ク ト を解放し て も、 基底のデータベース接
続を閉じ る こ と にはな り ません。 接続は、 再利用のためにプールに戻されます。
Connection オブジェ ク ト の解放後は、 ネイ テ ィ ブの接続ハン ド ルや Connection オブジェ ク
ト をアプ リ ケーシ ョ ンが再度使用する こ と はでき ません。 この ト ラ ンザク シ ョ ンでさ らに
作業を実行する場合は、 別の Connection オブジェ ク ト を取得し ます。

接続を解放するために使用でき る メ ソ ッ ド には、 release() と  
releaseAndDisconnect() の 2 つがあ り ます。 使用方法については、 以下の表を参照
し て く ださ い。

通常、 ネイ テ ィ ブの接続ハン ド ルはポイ ン タです。 し たがって、 接続を解放する際は、 そ
のポイ ン タのすべてのコ ピーを null に設定する必要があ り ます。

IDL イ ン ターフ ェース呼び出し を実装し ている場合は、 その呼び出しから戻る前に、 接続
に対し て release() または hold() を実行する必要があ り ます。 実行し ない と、 セ ッ
シ ョ ンマネージ ャは、 ク ラ イ アン ト が信頼できないために接続が失われるのを避ける こ と
ができず、 また、 一部のデータベース イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで必要なス レ ッ ド要件を適
用でき ません。

データベース  API を使って接続の解除を試みる こ と は禁止されています。 release() ま
たは releaseAndDisconnect() を使用し て く ださい。

注意 release メ ソ ッ ド が呼び出された後でアプ リ ケーシ ョ ンが接続ハン ド ルを使用する と、 予期
し ない結果が生じ ます。

次の表で、 release() メ ソ ッ ド と  releaseAndDisconnect() メ ソ ッ ド の動作について
説明し ます。

次のサンプルコード は、 ト ラ ンザク シ ョ ンを正常に解放する コード の例です。

... 
VISSessionManager::Connection_var conn; 
conn->release(VISSessionManager::Connection::MarkSuccess); 
...

メ ソ ッ ド 動作

release(in ReleaseType 
type)

release() を呼び出す場合、 アプリケーションは 2 つの   
列挙値のうち 1 つを使用する必要があります。 
MarkSuccess を指定して release() を使用すると、   
接続とトランザクションとの関連付けが正常に解除され、 接
続はプールに戻ります。

トランザクションをロールバックのみとマークする場合は、
MarkForRollback を指定して release() を使用し   
ます。 セッションマネージャは、 トランザクションがロール
バックされることをデータベースと VisiTransact Transaction  
Service に通知します。 アプリケーションは、 トランザクショ 
ンの整合性が失われる状態を検出すると、 この動作を実
行します。

releaseAndDisconnect() このメソッドは、 アプリケーションが接続で何らかの問題を
検出したときに使用され、 接続を強制的に閉じ、 トランザ
クションにロールバックのみのマークが付けられたことを
VisiTransact Transaction Service に通知します。
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Connection インスタンスの割り当て解除

release() を呼び出し て も、 CORBA _release メ ソ ッ ド のよ う に Connection オブジェ
ク ト が解放されるわけではあ り ません。 こ の メ ソ ッ ド は、 アプ リ ケーシ ョ ンに と って接続
が必要な く なった こ と を ConnectionPool に示し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 さ らに 
Connection オブジェ ク ト を解放する必要があ り ます。 これらは CORBA オブジェ ク ト なの
で、 delete() を呼び出すこ と はでき ません。 Connection オブジェ ク ト を管理する も安
全な方法は、 オブジェ ク ト を  Connection_var に保持する こ と です。 Connection_var 
が破棄される と、 すべてがク リ ーンア ッ プ されます。 ConnectionPool オブジェ ク ト の場合
は、 オブジェ ク ト を ConnectionPool_var に保持し ます。

メ モ Connection オブジェ ク ト で release() が呼び出されない場合は、 デフ ォル ト のデス ト ラ
ク タが接続を解放し、 ト ラ ンザク シ ョ ンを 「ロールバッ ク のみ」 と マーク し ます。 これに
よ り 、 こ の メ ソ ッ ド から異常終了し た場合に、 ト ラ ンザク シ ョ ンが処理を続行する こ と を
確実に回避でき ます。 アプ リ ケーシ ョ ンがロールバッ クせずに ト ラ ンザク シ ョ ンの整合性
を維持でき る場合は、 独自の例外処理が接続を明示的に解放し、 必要に応じ て成功と マー
ク し ます。

例外の表示

セ ッ シ ョ ンマネージ ャオブジェ ク ト が例外を生成する場合があ り ます。 例外は IDL で定義
されています。 し たがって、 例外は標準 CORBA の方式で処理されます。 ORB は情報を呼
び出し元に転送する役目を果た し ます。

アプ リ ケーシ ョ ンが受け取る  ProfileError 例外には、 理由 と エラーコード の 2 つの
フ ィ ール ド があ り ます。 これらのフ ィ ール ド を調べる こ と で、 エラーに関する情報を確認
でき ます。

アプ リ ケーシ ョ ンが Error 例外を受け取った場合、 ErrorInfos シーケン スで 
exception.info.length() メ ソ ッ ド を呼び出すこ と によ り 、 ErrorInfos のシーケン
スの長さ を確認する必要があ り ます。 長さ がわかった ら、 シーケン ス内の各 ErrorInfo 
を調べる こ と ができ ます。

例外 動作

VISSessionManager::Err
or

この例外は、 VISSessionManager モジュールで定義さ 
れ、 一連の ErrorInfo 構造体を含みます。 ErrorInfo  
は、 reason、 subsystem、 error code からなる構造  
体です。

VISSessionManager:: 
ConnectionPool::Profil
eError

この例外は、 ConnectionPool インターフェースで定義さ 
れ、 理由とコードで構成されます。
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属性の表示

次のサンプルコード は、 接続呼び出しで例外を補足する コード の例です。

... 
  try 
  { 
    CORBA::ORB_var orb = CORBA::ORB_init(); 
    CORBA::Object_var object =  
      orb->resolve_initial_references("VISSessionManager::ConnectionPool"); 
    pool = VISSessionManager::ConnectionPool::_narrow(object); 
 
    conn = pool->getConnection("quickstart"); 
 
  lda_ptr = (Lda_Def*) conn->getNativeConnectionHandle(); 
  } 
  catch (VISSessionManager::ConnectionPool::ProfileError &ex) 
  { 
    cerr << "Profile error: " << ex.code << ex.reason << endl; 
 
    conn->releaseAndDisconnect(); 
 
    throw ApplicationException(); // このエラーは、 アプリ ケーショ ン要素によって定義さ
れます。 
  } 
  catch (VISSessionManager::Connection::Error &ex) 
  { 
    cerr << "Session Manager error: " << endl; 
 
    int len = ex.info.length(); 
    for (CORBA::ULong i=0; i<len; i++) 
    { 
      cerr << ex.info[i].subsystem << "-" << ex.info[i].code 
        << ": " << ex.info[i].reason << endl; 
    } 
    conn->releaseAndDisconnect(); 
 
    throw ApplicationException(); // このエラーは、 アプリ ケーショ ン要素によって定義さ
れます。 
  } 
...

属性の表示

接続プロ フ ァ イル属性を表示するには、 次の 2 つの方法があ り ます。 2 つの メ ソ ッ ド の使
用目的は異な り ます。 1 つは現在接続が割 り 当て られている と きに使用され、 も う  1 つは
割 り 当て られている接続がない と きに使用されます。

getAttribute() と  getProfileAttributes() の詳細、 およびサポー ト されるすべて
のデータベースに共通の接続属性の リ ス ト については、 VisiBroker for C++ API リ フ ァ レ ン
スの 「VISSessionManager モジュール」 を参照し て く ださ い。

メ ソ ッ ド 動作

VISSessionManager:: 
Connection::getAttributes()

このメソッドは、現在割り当てられている接続の設定
プロファイルの属性の値を戻します。 このメソッド
は、 Connection インターフェースにあります。

VISSessionManager:: 
ConnectionPool:: 
getProfileAttributes()

このメソッドを使用すると、 接続を割り当てずに、 接
続プロファイルの属性を照会できます。 このメソッド
は、 使用する接続プロファイルを評価するために使
用できます。 このメソッドは、 ConnectionPool
インターフェースにあります。
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セッションマネージャ情報の取得

セ ッ シ ョ ンマネージ ャのバージ ョ ン、 hold() メ ソ ッ ド がサポー ト されているかど う か、
データベースのス レ ッ ド ポ リ シーなどの情報を取得するには、 次の メ ソ ッ ド を使用し ま
す。

string* getInfo(in string info_type) 
boolean isSupported(in string support_type)

次の種類の情報は、 すべてのセ ッ シ ョ ンマネージ ャに共通です。

■ "version" -- 汎用セ ッ シ ョ ンマネージャのバージ ョ ン番号を戻し ます。 バージ ョ ン番
号は、 VisiBroker ユーテ ィ リ テ ィ  vbver の標準の 5 フ ィ ール ド文字列 と し て戻されま
す。 こ の info_type は、 対話中のコ ンポーネン ト を示す具体的な情報は戻し ません。
これは、 情報提供の目的で使用されます。

■ "version_rm" -- セ ッ シ ョ ンマネージャの リ ソースマネージャ専用コ ンポーネン ト の
バージ ョ ン番号を戻し ます。 これは、 情報提供の目的で使用されます。

次のサポー ト タ イプは、 すべてのタ イプのセ ッ シ ョ ンマネージ ャで使用でき ます。

■ "hold" -- hold() メ ソ ッ ド がサポー ト されている場合は true、 そ う でない場合は false 
を戻し ます。

■ "thread_portable" -- 接続がそれを作成し たス レ ッ ド だけに制限されている場合は 
true を、 そ う でない場合は false を戻し ます。

次のサンプルコード は、 getInfo() の使用例です。

... 
VISSessionManager::Connection_var conn; 
CORBA::String_var info = conn->getInfo("version");  
...

hold() と resume() の使用

これらの メ ソ ッ ド は、 制御用ス レ ッ ド がク ラ イ アン ト に戻る と きに、 セ ッ シ ョ ンマネー
ジ ャの Connection の所有権を保持する ために使用されます。

メ ソ ッ ド 動作

VISSessionManager::Connection::
hold()

このメソッドは、 制御スレッドが現在のプロセス
から離れて戻ろうとしていることをセッションマ
ネージャに通知します。

VISSessionManager::Connection::
resume()

このメソッドは、 hold() の後で使用され、 こ 
の Connection の制御スレッドがプロセスに戻っ  
たことをセッションマネージャに示します。
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hold() と resume() の使用

hold() の使い方

セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 こ の接続に関し てア ク テ ィ ブなス レ ッ ド が現在のプロセス内に
ない場合に通知を受け る こ と を要求し ます。 この制約の主な理由は、 要求元がエラーなど
の理由でこ のプロセスに戻って リ ソース を解放できない場合に、 この接続に使用されてい
るすべての リ ソース をセ ッ シ ョ ンマネージ ャがク リ ーンア ッ プする必要があ る と い う こ と
です。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 アプ リ ケーシ ョ ンがまだア ク テ ィ ブに接続を使用し てい
るかど う かがわから ない限 り 、 ト ラ ンザク シ ョ ンの関連付けを解除し て ク リ ーンア ッ プを
続行する こ と ができ ません。

hold() は、 ほかにも小さ な目的のために使用されます。 データベース接続の中には、 特
定のス レ ッ ド に使用が制限されている ものがあ り ます。 次に、 そのよ う な場合の例を示し
ます。

■ あ る ク ラ イ アン ト がサーバーに対し て イ ン ターフ ェース呼び出し を行いま し た。

■ こ の ク ラ イ アン ト は、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を介し て Connection オブジェ ク ト を取得
し ま し た。

■ その後、 こ のク ラ イ アン ト は、 その ト ラ ンザク シ ョ ンでさ らに作業を実行し よ う と し
て、 同じサーバーに対し て別のイ ン ターフ ェース呼び出し を行いま し た。 サーバープ
ロセスで使用される  BOA の動作によ っては、 この呼び出しは異なる ス レ ッ ド で発生す
る可能性があ り ます。

接続が別のス レ ッ ド で使用される こ と を許可し ない一部のセ ッ シ ョ ンマネージャ イ ンプ リ
メ ンテーシ ョ ンでは、 同じサーバーに対する  2 回めのイ ン ターフ ェース呼び出しはサポー
ト されない場合があ り ます。 hold() を使用する と、 こ のこ と をセ ッ シ ョ ンマネージ ャが
アプ リ ケーシ ョ ンに通知でき ます。

メ モ hold() の使用は、 接続を独占する ためパフ ォーマン スに影響を及ぼし ます。 hold() は、
必要な場合にだけ使用し て く ださ い。

timeout パラ メ ータは、 接続がタ イ ムア ウ ト にな り 、 リ ソース を ク リ ーンア ッ プする ま
でセ ッ シ ョ ンマネージ ャが待機する時間を秒単位で示し ます。 ク リ ーンア ッ ププロセスの
一環と し て、 接続は ConnectionPool に戻され、 ト ラ ンザク シ ョ ンにはロールバッ クのマー
ク が付け られます。

アプ リ ケーシ ョ ンは、 resume() 呼び出し を入れずに、 複数の hold() 要求を送信でき ま
す。 hold() が 2 度呼ばれる と、 呼び出し ご と にタ イマーが新しい値に リ セ ッ ト されます。
た と えば、 8:42:30 に hold(60) を呼び出すと、 8:43:30 にタ イ ムアウ ト にな り ます。 ただ
し、 続けて 8:42:50 に hold(45) を呼び出すと、 2 度めの hold() 呼び出しによ ってタ イ
マーが リ セ ッ ト され、 8:43:35 にタ イ ムア ウ ト にな り ます。

メ モ こ の メ ソ ッ ド をサポー ト し ていないデータベースセ ッ シ ョ ンマネージャのイ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ン も あ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 isSupported() を使用し て、 セ ッ シ ョ ン
マネージ ャが hold() メ ソ ッ ド をサポー ト し ているかど う かを照会でき ます。 また、 詳細
については、 167 ページの 「XA Session Manager for Oracle OCI、 version 9i Client」 と 175
ページの 「DirectConnect Session Manager for Oracle OCI、 version 9i Client」 を参照し て く だ
さ い。

Connection オブジェ ク ト 、 または対応するデータベース接続ハン ド ルを も う 一度使用する
には、 事前に Connection オブジェ ク ト の resume() を呼び出す必要があ り ます。

resume() の使い方

resume() は、 hold() に関連付け られた タ イマーをキ ャ ンセルし、 セ ッ シ ョ ンマネー
ジ ャが基底の接続を変更し てア ク テ ィ ブなアプ リ ケーシ ョ ン と競合し ないよ う にし ます。
Connection が保留状態にない と きに resume() を呼び出すと、
VISSessionManager::Error 例外にな り ますが、 ト ラ ンザク シ ョ ンや接続の状態は変
更されません。

メ モ hold() の呼び出し と  resume() の呼び出しの間に、 アプ リ ケーシ ョ ンが Connection オブ
ジェ ク ト または関連するネイ テ ィ ブデータベースハン ド ルに基づいてほかの呼び出し を行
う こ と はでき ません。 こ の間に hold() 呼び出しがタ イ ムア ウ ト になった場合は、 セ ッ
シ ョ ンマネージ ャが接続を解放し、 ト ラ ンザク シ ョ ンにロールバッ ク のマーク を付ける権
利を持ちます。 これによ り 、 ク ラ イ アン ト が停止し た り 、 再度呼び出し を行わな く なって
も、 その ト ラ ンザク シ ョ ンによ ってアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに保持されている リ ソース
が永久に残る こ と はな く な り ます。
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簡単な統合の例

次のサンプルコード は、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使って DBMS を統合するサンプルプロ グ
ラ ムです。

... 
void applicationWork(CosTransactions::Coordinator *coordinator) 
{ 
  VISSessionManager::ConnectionPool_var pool; 
  //ConnectionPool リ フ ァ レンスを取得し ます。 
  try 
  { 
    CORBA::ORB_var orb = CORBA::ORB_init(); 
    CORBA::Object_var initRef =  
      orb->resolve_initial_references("VISSessionManager::ConnectionPool"); 
    pool = VISSessionManager::ConnectionPool::_narrow(initRef); 
  } 
  catch (CORBA::Exception &ex) 
  { 
    cout << "Corba exception obtaining reference to ConnectionPool" 
      << endl; 
    cout << ex << endl; 
    throw ApplicationException(); 
  } 
  // 確実に破棄されるよ う に、 ス タ ッ クで Connection_var を宣言し ます。 
  VISSessionManager::Connection_var conn; 
  Lda_Def *lda_ptr = 0; 
  try 
  { 
    // プールにデータベース接続を要求し ます。 
    // データベースプロ フ ァ イル "quickstart" を使用し ます。 
    conn = pool->getConnection("quickstart"); 
       
    //  ネイテ ィ ブの Oracle OCI 呼び出しに使用する接続ハン ドルを取得し ます。 
    lda_ptr = (Lda_Def*) conn->getNativeConnectionHandle(); 
  } 
  catch(const VISSessionManager::ConnectionPool::ProfileError& ex) 
  { 
    // このプロ フ ァ イルに関するエラーを受け取り ま し た。 
    cerr << "Profile error:¥n"; 
      << "  " << ex.code  
      << ": " << ex.reason  
      << endl; 
    throw ApplicationException();   
    // これは、 アプ リ ケーシ ョ ンで定義し ます。 
  } 
} 
  catch(const VISSessionManager::Error& ex) 
  { 
    cerr << "Session Manager error:¥n"; 
    // すべてのエラー メ ッ セージを出力し ます。 
    for(CORBA::ULong i = 0; i < ex.info.length(); i++) 
    { 
      cerr << "  " << ex.info[i].subsystem  
        << "-"  << ex.info[i].code 
        << ": " << ex.info[i].reason  
        << endl; 
    } 
    throw ApplicationException();   
    // これは、 アプ リ ケーシ ョ ンで定義し ます。 
  } 
 

  //lda を使って Oracle データにアクセス し ます。 
  ... 
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XA インプリメンテーションに関する問題

  // こ こに達し た場合、 未処理の例外は発生し ていません。 
  // 接続を正常に解放し ます。 
  conn->release(VISSessionManager::Connection::MarkSuccess); 
}

XA インプリメンテーションに関する問題

XA イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 VisiTransact ト ラ ンザク シ ョ ンへの全面的な関与をサポー
ト し ています。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの XA イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを使用し ている場合
は、 DirectConnect イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを使用し ている場合と動作の一部が異な り ま
す。 こ こ では、 XA イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに関する問題について説明し ます。

トランザクションの完了または回復

セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 getConnection() の呼び出し時に、 XA リ ソースデ ィ レ ク タ
を VisiTransact Transaction Service に自動的に登録し ます。 リ ソースデ ィ レ ク タは準備を完
了し、 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了 （コ ミ ッ ト またはロールバッ ク） を待機し ます。 ト ラ ンザ
ク シ ョ ンのすべての作業が完了し、 アプ リ ケーシ ョ ンが commit() または rollback() 
を呼び出すと、 VisiTransact Transaction Service は リ ソースデ ィ レ ク タ を呼び出し て、 ト ラ
ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト またはロールバッ ク し ます。 場合によ っては、 リ ソースデ ィ レ ク
タが回復を調整し ます。 リ ソースデ ィ レ ク タは、 管理者の介入な しで、 XA リ ソース
（データベース） と  VisiTransact Transaction Service 間のすべての回復を処理し ます。

ト ラ ンザク シ ョ ンの完了と  2 フ ェーズコ ミ ッ ト の詳細については、 75 ページの 「 ト ラ ンザ
ク シ ョ ンの完了」 と 81 ページの 「 リ ソースオブジェ ク ト によ る  ト ラ ンザク シ ョ ンの完了
の調整」 を参照し て く ださ い。 リ ソースデ ィ レ ク タの詳細については、 「セ ッ シ ョ ンマ
ネージ ャの概要」 を参照し て く ださい。

DirectConnect インプリメンテーションに関する問題

セ ッ シ ョ ンマネージ ャの DirectConnect イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを使用し ている場合は、
XA イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを使用し ている場合と動作の一部が異な り ます。

DirectConnect ト ラ ンザク シ ョ ンでは、 接続は次の状態のいずれかにな り ます。

■ 使用可能で、 関連付け られていない。 この接続は、 任意の ト ラ ンザク シ ョ ンで使用で
き ます。

■ 使用可能だが、 特定の ト ラ ンザク シ ョ ンに関連付けられている。 この接続は、 ほかの ト
ラ ンザク シ ョ ンには使用でき ませんが、 同じ ト ラ ンザク シ ョ ンでは取得して使用でき ま
す。

■ 使用中。 こ の接続は、 ほかのス レ ッ ドや ト ラ ンザク シ ョ ンには使用でき ません。

後の 2 つの状態は、 ク ラ イ アン ト へのア ク セス をシ リ ア ラ イ ズする ための動作を提供し ま
す。 2 つの異なる ス レ ッ ド が同時に同じ接続を使用する こ と はでき ないため、 ア ク セスは
シ リ ア ラ イ ズする必要があ り ます。 し たがって、 同じ ト ラ ンザク シ ョ ンの DirectConnect 接
続の 1 つで、 2 つの異なる ス レ ッ ド が同時に作業する こ と はでき ません。

ト ラ ンザク シ ョ ンの状態または リ ソースの状態は 1 つのプロセスに保持されている ため、
何らかの要素が失敗し た場合、 ト ラ ンザク シ ョ ンはロールバッ ク されます。 コ ミ ッ ト
フ ェーズで障害が発生し た場合、 ト ラ ンザク シ ョ ンがコ ミ ッ ト されたかど う かは確認でき
ません。 何が発生し たかを VisiTransact Transaction Service が認識し ているかど う かに基づ
いて、 commit() は CosTransactions::HeuristicHazard または 
CORBA::TRANSACTION_ROLLEDBACK を受け取 り ます。
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トランザクションの完了または回復

DirectConnect ト ラ ンザク シ ョ ンの場合、 コ ミ ッ ト プロセスは 1 フ ェーズコ ミ ッ ト です。
セ ッ シ ョ ンマネージ ャに埋め込まれた 1 フ ェーズ リ ソースが使用されます。 コ ミ ッ ト の直
前まで作業に使用されていた接続は、 プロセスが継続し ている限 り 、 その ト ラ ンザク シ ョ
ンの作業を コ ミ ッ ト するプロセスでも利用でき ます。 VisiTransact Transaction Service は、
コ ミ ッ ト の指示を受け る と、 リ ソースに 1 フ ェーズコ ミ ッ ト の実行を指示し ます。 コ ミ ッ
ト が終了する と接続は解放され、 別の ト ラ ンザク シ ョ ンの作業のためにプールに戻されま
す。

DirectConnect セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を保持する アプ リ ケーシ ョ ンサーバーがダウ ン状態に
なった場合、 1 フ ェーズ リ ソースは失われ、 ト ラ ンザク シ ョ ンはロールバッ ク されます。

メ モ アプ リ ケーシ ョ ンは、 接続を解放するために、 コ ミ ッ ト 前に release() または 
releaseAndDisconnect() を呼び出し てお く 必要があ り ます。

DirectConnect から XA への変更

DirectConnect 環境向けに開発し たアプ リ ケーシ ョ ンを後から  XA 環境で使用する場合、
コード を変更する必要はあ り ません。 守ら なければな ら ない基本的な規則は 1 つだけで
す。 つま り 、 DirectConnect と  XA の両方のプロ グ ラ ミ ングの制限事項を準拠する こ と で
す。 DirectConnect から  XA への変換で必要な変更は、 セ ッ シ ョ ンマネージャの XA イ ンプ
リ メ ンテーシ ョ ン用に設定された接続プロ フ ァ イルを使用する こ と だけです。 また、 XA 
リ ソースデ ィ レ ク タがデータベースにデプロ イ メ ン ト されていない場合は、 それをデプロ
イ メ ン ト する必要があ り ます。
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第 章

Chapter   17VisiTransact 向け    
プラグイン可能データベース

リソースモジュール
プラ グ イ ン可能データベース リ ソースモジ ュール （または、 プラ グ イ ン可能 リ ソース イ ン
ターフ ェース） は、 Borland VisiTransact によ って管理される ト ラ ンザク シ ョ ン内で ト ラ ン
ザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンがデータベース を永続的ス ト レージ と し て使用でき る よ う
にする一連の事前定義イ ン ターフ ェース を実装する コ ンポーネン ト です。

こ のマニュ アルのサンプルは Oracle9i データベース向けですが、 プラ グ イ ン可能 リ ソース
イ ン ターフ ェース を使用し て、 選択し たデータベース を使用する ト ラ ンザク シ ョ ンを管理
でき ます。

概念

プラグイン可能データベースリソースモジュールの概要

プラ グ イ ン可能データベース リ ソースモジ ュールは、 Borland VisiTransact によ って管理さ
れる ト ラ ンザク シ ョ ン内で ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンがデータベース を永続的
ス ト レージ と し て使用でき る よ う にする一連の事前定義イ ン ターフ ェース を実装する コ ン
ポーネン ト です。

開発者は、 使用するデータベースの種類に応じ てモジ ュールを実装する必要があ り ます。
モジ ュールが適切に実装およびコ ンパイルされる と、 セ ッ シ ョ ンマネージャの接続マネー
ジ ャがモジ ュールをアプ リ ケーシ ョ ンにロード し ます。

プラ グ イ ン可能モジ ュールは共有ラ イブラ リ の形式で提供されます。 セ ッ シ ョ ンマネー
ジ ャの接続マネージ ャは、 モジ ュールを ロード し てから、 定義済みイ ン ターフ ェースに
よ ってモジ ュール とや り 取 り し ます。 この定義済みイ ン ターフ ェースによ り 、 セ ッ シ ョ ン
マネージ ャの接続マネージ ャは ト ラ ンザク シ ョ ンに必要な タ ス ク を実行し ます。 具体的に
は、 ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンによ るデータ処理のために、 サポー ト するデー
タベースから物理接続を取得する こ と、 データベースに対し て ト ラ ンザク シ ョ ンの関連付
け、 関連付けの解除、 および決定 （コ ミ ッ ト またはロールバッ ク） を通知する こ と、 デー
タベースが不要になった と きに切断する こ と などです。
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定義済みイ ン ターフ ェースは単純で標準に準拠し てお り 、 2 種類の ト ラ ンザク シ ョ ン、 つ
ま り ローカル ト ラ ンザク シ ョ ン （直接接続、 DC） と グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ン （XA 接
続） をサポー ト し ます。 直接接続は、 ト ラ ンザク シ ョ ンの リ ソースが 1 つだけの場合に使
用されます。 その場合は、 複数の リ ソースのコ ミ ッ ト を調整する必要がないため、
VisiTransact はコ ミ ッ ト またはロールバッ ク を直接データベースに送 り ます。 XA 接続は、
1 つのグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンで複数のデータベース を扱 う 場合に使用されます。
VisiTransact は X-Open 仕様で定義された XA イ ン ターフ ェース を使用し て、 グ ローバル ト
ラ ンザク シ ョ ンを完了する よ う にデータベース を調整し ます。

Borland VisiTransact のプラ グ イ ン可能モジ ュール技術を使用する と、 VisiTransact が管理す
る ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンにさ まざまなデータベース を容易に統合でき ま
す。

構造の説明

次の図は、 プラ グ イ ン可能モジ ュールの基本モデルです。

図 17.1 プラグイ ン可能データベースのリ ソースサポー ト モジュール

ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンは、 安全なビジネス タ ス ク を実行するために、 通常
は ト ラ ンザク シ ョ ンを初期化し ます。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージャは、 ト ラ ン
ザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ン と プラ グ イ ン可能モジ ュールの間に存在し、 ト ラ ンザク
シ ョ ンにおけ るデータベースへのア ク セスに関する接続と関連付けを処理し ます。 さ まざ
まなプラ グ イ ン可能モジ ュールが必要に応じ てアプ リ ケーシ ョ ンによ って ロード され、 そ
のモジュールを通し てすべての固有のデータベースに接続でき ます。

また、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージ ャは、 ラ イブ接続をキ ャ ッ シ ュ し て再利用す
る こ と で、 パフ ォーマン ス を向上させます。 さ らに、 VisiTransact と通信し て リ ソースオブ
ジェ ク ト を登録し ます。

XA 接続の場合は、 独立し たコ ンポーネン ト であ る リ ソースデ ィ レ ク タが使用されます。
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ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンが初めて ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し、 指定されたプ
ロ フ ァ イル名の接続を取得する と、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージャがプロ フ ァ イ
ルにし たがって正しいプラ グ イ ン可能モジ ュールをプロセスにロード し ます。 セ ッ シ ョ ン
マネージ ャの接続マネージ ャは、 モジ ュールを通し てデータベースへの接続を作成し、 物
理 リ ン ク を標準の接続オブジェ ク ト にラ ッ プし てから、 それを ト ラ ンザク シ ョ ンに関連付
けます。 その後、 接続オブジェ ク ト をアプ リ ケーシ ョ ンに返し ます。

アプ リ ケーシ ョ ンは接続オブジェ ク ト を取得する と、 それを使ってデータベースの ト ラ ン
ザク シ ョ ンデータ を安全に更新し ます。 一定範囲の作業が終了する と、 アプ リ ケーシ ョ ン
は接続を解放し ます。 これによ り 、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージャは、 接続オブ
ジェ ク ト に割 り 当て られていた リ ソース を回収するか、 現在の接続をほかのタ ス ク が使用
でき る状態にする こ と ができ ます。

接続オブジェ ク ト は、 作成されるたびに固有の設定プロ フ ァ イルに関連付け られます。 こ
のプロ フ ァ イルには、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージ ャがデータベースへの物理接
続を作成するために必要な情報が含まれています。 また、 セ ッ シ ョ ンマネージャの接続マ
ネージ ャは、 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト 、 内部接続状態、 タ イ ムア ウ ト などの属性を
接続オブジェ ク ト に関連付けます。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージ ャから取得された接続は、 関連付け られた ト ラ ンザ
ク シ ョ ンが完了し て解放、 切断、 または終了する まで有効です。

プラ グ イ ン可能接続オブジェ ク ト は、 解放される と再利用のためにプールされます。 ただ
し、 プール と再利用の メ カニズムは DC 接続と  XA 接続では異な り ます。

次の表は、 DC 接続における接続の使用方法、 プール方法、 再利用方法を示し ます。

イ ン ターフ ェ ース呼び出し
（ク ラ イアン ト ）

セ ッ シ ョ ンマネー
ジ ャの接続マネー
ジ ャ

プ ラグイ ンモ
ジ ュール データ ベース

getConnection() 
getConnectionWithCoo
rdinator()

プールから使用で
きる接続を検索し、
見つかった場合はト
ランザクションに関
連付けてから返しま
す。 
使用できる接続が
プール内にない場
合は、 プラグインモ
ジ ュ ー ル を ロ ー ド
し、 モジュールを通
して接続を取得して
から、 新しい接続オ
ブ ジ ェ ク ト を 作 成
し、 それをクライア
ントに返します。

この接続オブジェ
クトがセッションマ
ネージャにロードさ
れ、 新しい接続で
使用されます。セッ
ションマネージャ
は、 接続を再利用
する場合、 プラグ
インモジュールを
呼び出しません。

プ ラ グ イ ン モ
ジュールから接続
要求を受け取りま
す。 クライアントは
その接続を使って
テーブルのデータ
を更新できます。

release() 接 続 を ト ラ ン ザ ク
ションから切断し、
そ の 接 続 を 接 続
プ ー ル に 入 れ ま
す。

- -

releaseAndDisconnect
()

まず、 接続とトラン
ザクションの関連付
けを解除し、現在の
トランザクションを
ロールバックしてか
ら、 プ ラ グ イ ン モ
ジュールを通して
データベースとの接
続を解除します。

トランザクションを
ロ ー ル バ ッ ク し、
データベースから
接続を解除するた
めに呼び出されま
す。ロールバックの
呼 び 出 し は
VisiTransact から行 
われます。

プ ラ グ イ ン モ
ジュールからロー
ルバック要求と切
断 要 求 を 受 け 取
り、 接続を解放し
ます。
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次の表では、 XA 接続における メ カニズムについて説明し ます。

hold() 接続を保留状態に
設定します。 これ以
降、 呼 び 出 し
（resume を除く） を 
行うと例外が生成さ
れます。 一定の時
間 が 経 過 す る と、
セ ッ シ ョ ン マ ネ ー
ジャが接続を復元し
ます。

- 保 留 状 態 の 間、
データベースは要
求を受け取りませ
ん。

resume() 接続が再開され、 ク
ライアントは再び接
続を使用できます。

- データベースはク
ライアントからネイ
ティブな呼び出し
を受け取り、 テー
ブルを更新できま
す。

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の コ ミ ッ ト
（VisiTransact から）

- commit() イン 
ターフェースが呼
び出されます。

データベースは、
このトランザクショ
ンのすべての変更
をコミットします。

トランザクションのロールバック
（VisiTransact から）

トランザクションが
ロールバックされ、
接続は接続プール
に送られます （再利 
用のため）。

rollback() インター 
フェースが呼び出
されます。

データベースは、
このトランザクショ
ンで行われたすべ
ての変更をロール
バックします。

イ ン ターフ ェ ース呼び出し
（ク ラ イアン ト ）

セ ッ シ ョ ンマネー
ジ ャの接続マネー
ジ ャ

プ ラグイ ンモ
ジ ュール データ ベース

getConnection() 
getConnectionWithCoo
rdinator()

ロ ー カ ル ス レ ッ ド
プールから、 再利
用可能な接続を検
索します。 見つか
ら な い 場 合 は、
プール内に新しい
接続を作成し、 そ
の接続 （およびス
レッド） をトランザク
ションに関連付けま
す。

XA 接続を確立す 
る た め に、
xa_switch() イン 
ターフェースが呼
び出されて xa ス  
イッチ構造へのポ
イ ン タ を 取 得 し ま
す。 次 に
xa_open_string() が 
呼 び 出 さ れ て、
データベースのリ
ソースマネージャを
開くための文字列
を取得します。

xa 接続が開き、現 
在 の 呼 び 出 し ス
レッドに関連付け
られます。

release() 呼び出しスレッドと
トランザクションの
関連付けが解除さ
れます。 接続オブ
ジェクトがプールで
再利用できるように
なります。

具体的なインター
フェースは呼び出
されません。 xa ス 
イッチを通して必要
な呼び出しが行わ
れます。

開いているリソー
スが現在のトラン
ザクションから一
時的に切断されま
す。

イ ン ターフ ェ ース呼び出し
（ク ラ イアン ト ）

セ ッ シ ョ ンマネー
ジ ャの接続マネー
ジ ャ

プ ラグイ ンモ
ジ ュール データ ベース
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XA 接続と  DC 接続の大き な違いはス レ ッ ド モデルです。 DC 接続の場合、 アプ リ ケーシ ョ
ンがス レ ッ ド から接続を取得する と、 そのデータベースで可能であれば、 接続オブジェ ク
ト をプロセスの任意のス レ ッ ド に渡すこ と ができ ます。 XA 接続の場合、 セ ッ シ ョ ンマ
ネージ ャの接続マネージ ャがさ まざまなス レ ッ ド の接続を取得し、 各接続オブジェ ク ト
（および接続が必要なス レ ッ ド） を VisiTransact が管理する グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンに
関連付けます。 XA 接続を ス レ ッ ド間で渡すと、 予期し ない結果が生じ る こ と があ る ため、
お勧めし ません。

releaseAndDisconnect
()

呼び出しスレッドと
トランザクションの
関連付けが解除さ
れ、 接続が閉じま
す。

xa_close_stri
ng() インター 
フェースが呼び出
されて、 接続を閉じ
るために使用され
る文字列が取得さ
れます。xa スイッチ 
を通してほかの必
要な呼び出しが行
われます。

データベース内の
リソースに対する
xa 接続が閉じま 
す。

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の コ ミ ッ ト
（VisiTransact から）

リソースディレクタ
がトランザクション
のために接続を取
得し、 xa インター 
フェースを使って 2 
フェーズコミットを
完了します。 接続
は後からプールに
回収され、 再利用
できるように準備さ
れます。

具体的なインター
フェースは呼び出
されません。 xa ス 
イッチを通して必要
な呼び出しが行わ
れます。

データベースはリ
ソースディレクタか
ら XA 呼び出しを  
受け取り、 データ
に加えられた変更
をコミットします。

トランザクションのロールバック
（VisiTransact から）

リソースディレクタ
がトランザクション
のために接続を取
得し、 xa インター 
フェースを使ってト
ラ ン ザ ク シ ョ ン を
ロ ー ル バ ッ ク し ま
す。 接続は後から
プ ー ル に 回 収 さ
れ、再利用できるよ
うに準備されます。

具体的なインター
フェースは呼び出
されません。 xa ス 
イッチを通して必要
な呼び出しが行わ
れます。

データベースはリ
ソースディレクタか
ら xa 呼び出しを  
受け取り、 データ
に加えられた変更
をロールバックしま
す。

イ ン ターフ ェ ース呼び出し
（ク ラ イアン ト ）

セ ッ シ ョ ンマネー
ジ ャの接続マネー
ジ ャ

プ ラグイ ンモ
ジ ュール データ ベース
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接続プロファイル

プラ グ イ ン可能モジ ュールが提供する各接続は、 設定プロ フ ァ イルに関連付け られます。
こ の設定プロ フ ァ イルには、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージ ャが接続を取得するた
めに必要な情報が含まれます。 次の表は、 その情報を示し ます。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージ ャが正しいモジ ュールを ロード し、 接続を作成する
ために、 アプ リ ケーシ ョ ンは getConnection() イ ン ターフ ェース
（VISSessionManager.idl で定義） を呼び出す と きに設定プロ フ ァ イル名を提供する必要があ
り ます。 そのため、 アプ リ ケーシ ョ ンを開始する前に、 対応する設定プロ フ ァ イルが作成
されている必要があ り ます。

プロ フ ァ イルを作成するには、 製品に付属する  smconfigsetup ツールを使用し ます。

smconfigsetup ツールを起動するには、 次の手順にし たがいます。

1 osagent を起動し ます。

2 smconfig_server を起動し ます。

3 smconfigsetup を起動し ます。

smconfigsetup ツールを起動する と、 プロ フ ァ イルを管理するために使用でき るオプシ ョ ン
リ ス ト が表示されます。 オプシ ョ ン 7 を選択し て、 プラ グ イ ン可能モジュールの設定プロ
フ ァ イルを作成し ます。 メ ッ セージにし たがって、 上の表で定義されているすべての情報
を順に設定でき ます。 ツールは、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャが使用でき る よ う に、 指定された
場所にプロ フ ァ イルを保存し ます。

名前 値 意味

プロファイル名 大 63 文字の文字列 
（ASCII 文字）

プロファイル名は、 この設定情
報を保存するファイルの名前で
す。 また、 アプリケーション内
で接続の種類を一意に表しま
す。

データベースタイプ 大 63 文字の文字列 
（ASCII 文字）

こ れ は、 プ ラ グ イ ン 可 能 モ
ジュールがサポートするデータ
ベースを表す情報文字列で
す。

バージョン情報 大 63 文字の文字列 
（ASCII 文字）

データベースのバージョン情報
を示す文字列です。

プラグイン可能モジュール名 大 63 文字の文字列 
（ASCII 文字）

プラグイン可能モジュールの名
前。 セッションマネージャは、
必要に応じて、 この名前のモ
ジュールをプロセスにロードし
ます。

接続パラメータ 大 256 文字の文字列 
（ASCII 文字）

セッションマネージャが新しい
接続を取得するためにプラグイ
ン可能モジュールの 
getITSDataConnection(
) 呼び出しに渡す文字列パラ 
メータ。 これにより、 モジュー
ルは生成できるさまざまな種類
の接続をカスタマイズできま
す。 詳細については、 製品に
付属するサンプルを参照してく
ださい。
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インターフェースの定義

プラ グ イ ン可能モジ ュールが実装する必要があ る イ ン ターフ ェースは、 単一のヘッ ダー
フ ァ イルで定義されます。

こ のヘッ ダーフ ァ イルには、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージャが接続オブジェ ク ト
を取得するために使用する機能と接続ク ラ スが定義されています。 プラ グ イ ン可能モ
ジュールは、 すべてのイ ン ターフ ェース を実装する必要はあ り ません。 モジュールがサ
ポー ト する必要があ る接続の種類に基づいて、 必須のイ ン ターフ ェース と オプシ ョ ンのイ
ン ターフ ェースがあ り ます。

唯一の関数

すべてのプラ グ イ ン可能モジ ュールは、 この関数を実装する必要があ り ます。

GetITSDataConnection() 関数は、 次のよ う に定義されます。

extern "C" 
ITSDataConnection* GetITSDataConnection(const char* param);

こ の関数は、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージ ャによ って呼び出された場合、 新しい
接続を表す新しいオブジェ ク ト を返す必要があ り ます。 既存の接続が再利用される場合、
セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージ ャは再度この関数を呼び出すこ と はあ り ません。 こ
の関数は C 言語の呼び出し規則を使用し ます。

また、 唯一のパラ メ ータ と し て文字列を使用し ます。 プロ フ ァ イルに対応する接続があ る
場合は、 設定フ ァ イル内でこ のパラ メ ータ を指定する こ と によ り 、 それを制御でき ます。
セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージ ャは、 プロ フ ァ イルから このパラ メ ータ を取得し、
引数と し て こ の関数に渡し ます。

戻 り 値は ITSDataConnection 型のオブジェ ク ト へのポイ ン タです。 プラ グ イ ン可能モ
ジュールは、 このオブジェ ク ト に含まれる イ ン ターフ ェース を実装する必要があ り ます。

こ の関数は、 プラ グ イ ン可能サポー ト モジ ュールのエン ト リ ポイ ン ト （モジュールロー
ダー、 つま り セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージ ャが 初に呼び出す関数） と し て扱 う
こ と ができ ます。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージ ャは、 この関数を使ってオブジェ
ク ト を取得し、 接続を管理し ます。

ITSDataConnection クラス

こ のク ラ スは、 次のよ う に定義されます。

class ITSDataConnection  
{ 
  public: 
  virtual void connect() = 0;  
  virtual void disconnect() = 0;  
  virtual void rollback() = 0;  
  virtual void commit() = 0; 
  virtual xa_switch_t* xa_switch() { return 0; }  
  virtual const char* xa_open_string() { return 0; }  
  virtual const char* xa_close_string() { return 0; }  
  virtual void* native_handle() { return 0; }  
};

ITSDataConnection ク ラ スの メ ソ ッ ド は、 次の 3 つのグループに分け られます。

1 ネ イ テ ィ ブハン ド ル取得イ ン ターフ ェース

2 ローカル ト ラ ンザク シ ョ ン接続／完了イ ン ターフ ェース

3 グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ン接続／完了イ ン ターフ ェース
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ネイテ ィ ブハン ドル取得イン ターフ ェース

void* native_handle();

こ の関数は、 モジ ュールによ ってサポー ト される、 データベースのネイ テ ィ ブ API にア ク
セスする ために使用されます。 戻 り 値は void ポイ ン タです。 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで
は、 データベース内のデータの操作に必要な任意の型を戻すこ と ができ ます。 ト ラ ンザク
シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンは、 getNativeConnectionHandle() を介し て こ のポイ ン タ を取得し
ます。 こ の メ ソ ッ ド内で、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージ ャは、 native_handle() を
呼び出し、 そのポイ ン タ をアプ リ ケーシ ョ ンに戻し ます。

すべてのプラ グ イ ン可能モジ ュールは、 こ の関数を実装する必要があ り ます。

ローカル ト ラ ンザクシ ョ ン接続／完了イン ターフ ェース
ローカル ト ラ ンザ ク シ ョ ンをサポー ト するプラ グ イ ン可能モジ ュールは、 これらの関
数を実装する必要があ り ます。

次の 4 つの メ ソ ッ ド は、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージ ャによ って使用され、 ロー
カル ト ラ ンザク シ ョ ンの開始と完了をデータベースに通知し ます。

void connect();
データベース と の接続を確立し、 ローカル ト ラ ンザ ク シ ョ ンが開始された こ と をデー
タベースに通知し ます。

void disconnect();
接続が確立されている場合は、 それが不要になった こ と を示し ます。 し たがって、 接
続を閉じ る こ と ができ ます。

void rollback();
ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト する よ う に、 データベースに通知し ます。

void commit();
ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ クする よ う に、 データベースに通知し ます。

グローバル ト ラ ンザクシ ョ ン接続／完了イン ターフ ェース
グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンをサポー ト するプラ グ イ ン可能モジ ュールは、 これらの
関数を実装する必要があ り ます。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 X-Open の XA イ ン ターフ ェース を使用し て、 XA 準拠データ
ベース とや り 取 り し ます。

xa_switch_t* xa_switch();
セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージ ャがプラ グ イ ン可能モジ ュールに要求する も の
は、 xa.h で定義されているすべての XA API を含む xa_switch_t データ構造体へのポイ
ン タだけです。 xa_switch() 関数は、 この目的で使用されます。 この関数は、 呼び出さ
れるたびに、 このデータへの有効なポイ ン タ を戻す必要があ り ます。

通常、 各データベースは xa_switch_t を実装し、 それを ク ラ イ アン ト に公開し ます。 こ の
データ構造体の名前は、 データベースによ って異な り ます。 た と えば、 Oracle9i は、
xa_switch_t を xaosw と い う 名前のグ ローバル変数と し て実装し ています。

こ の関数は、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージ ャによ って、 接続のタ イプを識別する
ためにも使用されます。 こ の関数が 0 を戻し た場合、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 接続を 
DC タ イプ と し て処理し ます。 そ う でない場合は、 XA タ イプ と し て処理し ます。

グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンをサポー ト するプラ グ イ ン可能モジ ュールは、 この関数を実
装し、 0 以外を戻す必要があ り ます。
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const char* xa_open_string();
この関数は、 xa_open() 呼び出しの引数と し て使用される文字列を戻し ます。

const char* xa_close_string();
この関数は、 xa_close() 呼び出しの引数と し て使用される文字列を戻し ます。

こ の 2 つの メ ソ ッ ド は、 データベースへの XA 接続を開 く または閉じ るためのデータベー
ス固有のパラ メ ータ を取得するために、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャによ って呼び出されます。
xa_open_string() から戻された文字列は xa_open() で使用され、 xa_close_string() から戻され
た文字列は xa_close() で使用されます。

これらの関数が 1 つの XA 接続に対し て呼び出される と、 セ ッ シ ョ ンマネージャは、 それ
らの戻 り 値を後で使用でき る よ う に保存し ます。 戻されたポイ ン タの有効性を イ ンプ リ メ
ンテーシ ョ ンが維持し続け る必要はあ り ません。

ビルドと実行

1 必要なヘッ ダーフ ァ イルを イ ン クルード し ます。

プラ グ イ ン可能モジ ュールのコ ンパイルには、 VisiTransact 固有のラ イブラ リ は必要あ
り ません。 ただし、 ソース フ ァ イルで itsdataconnection.h を イ ン クルードする必要があ
り ます。 xa.h は、 イ ン クルード パスに含める必要があ る  XA 標準ヘッ ダーです。 通常、
XA イ ン ターフ ェース をサポー ト するデータベースでは、 イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ に 
xa.h が用意されています。

2 必要な ラ イブラ リ が使用可能であ る こ と を確認し ます。

コ ンパイル時に VisiTransact 固有のラ イブラ リ は必要あ り ません。 ただし、 データベー
ス固有のラ イブラ リ が必要な こ と があ り ます。 た と えば、 プラ グ イ ン可能モジュール
で oracle9i データベース をサポー ト し、 OCI を使用する場合は、 ラ イブラ リ パスに 
oracle9i ク ラ イ アン ト ラ イブラ リ を含め、 コード でそれを リ ン クする必要があ り ます。

3 プラ グ イ ン可能モジ ュールをビルド し ます。

プラ グ イ ン可能モジ ュールは共有ラ イブラ リ の形式であ る必要があ り ます。 コ ンパイ
ラ ご と に、 ビル ド対象のタ イプを制御する フ ラ グは異な り ます。 共有ラ イブラ リ のビ
ル ド に必要なフ ラ グについては、 サンプルを参照し て く ださい。

プラグイン可能モジュールを使用したアプ リ ケーシ ョ ンの実行
ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンの側では、 プラ グ イ ン可能モジ ュールに関する
情報は不要です。 ただし、 データベースのデータにア ク セスするために、 ネ イ テ ィ ブ
ハン ド ルのイ ン ターフ ェース を認識し ておかなければな ら ないこ と があ り ます。 アプ
リ ケーシ ョ ンは、 プラ グ イ ン可能モジ ュールに リ ン ク されている必要はあ り ません。
モジ ュールは、 実行時に必要に応じ て、 動的にプロセスにロード されます。 し たがっ
て、 アプ リ ケーシ ョ ンを開始する前に、 プラ グ イ ン可能モジ ュールがラ イブラ リ パス
に含まれてお り 、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージ ャ を正常にロード でき る こ と
を確認し ます。

プログラミングの制限事項

DirectConnect プロ フ ァ イルを使用する場合は、 アプ リ ケーシ ョ ンで 「接続操作」、 「 ト ラ ン
ザク シ ョ ン操作」、 および 「暗黙的な操作」 を呼び出さ ないで く ださい。 同様に、 XA プロ
フ ァ イルを使用する場合にも別のプロ グ ラ ミ ングの制限事項があ り ます。 詳細について
は、 178 ページの 「プロ グ ラ ミ ングの制限事項」 と を参照し て く ださい。
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既知の制限

プラ グイ ンセッ シ ョ ンマネージャでは、
VISSessionManager::Connnection::isSupported() API の戻り 値は静的です。 DC 
接続の場合、 isSupported("hold") は true を戻し、
isSupported("thread_portable") は true を戻し ます。 XA 接続の場合、
isSupported("hold") は false を戻し、 isSupported("thread_portable") は false 
を戻し ます。

現在、 プラ グ イ ンセ ッ シ ョ ンマネージ ャでは、 
VISSessionManager::Connection::getInfo("version_rm") は NULL を戻し ま
す。 これは、 プラ グ イ ンセ ッ シ ョ ンマネージ ャでは情報が適用されないためです。
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第 章

Chapter   18VisiBroker コンソールの使い方    
こ こ では、 VisiTransact Transaction Service によ る ト ラ ンザク シ ョ ンの管理、 ヒ ュー リ ス
テ ィ ッ ク な完了の追跡、 エラー メ ッ セージの表示、 セ ッ シ ョ ンマネージャ設定サーバーに
よ るデータ ア ク セスのためのデータベース接続の設定などを含む VisiBroker コ ン ソールの
概要について説明し ます。

VisiBroker コンソールの概要

VisiBroker コ ン ソールを使用すれば、 グ ラ フ ィ ッ ク によ る ト ラ ンザク シ ョ ン状態の監視、
ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ロ グの表示、 メ ッ セージ ロ グの表示、 データベースア ク セスの設定が
簡単にでき ます。 VisiBroker コ ン ソールの VisiTransact 機能は、 次の 3 つのセ ク シ ョ ンに分
割されます。

■ 141 ページの 「［Transaction Services］ セ ク シ ョ ン」

■ 142 ページの 「［Session Manager Profile Sets］ セ ク シ ョ ン」

■ 146 ページの 「 メ ッ セージロ グの表示」

［Transaction Services］セクション

［Transaction Services］ セ ク シ ョ ンでは、 VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン スおよ
びそのネ ッ ト ワーク経由の ト ラ ンザク シ ョ ンを管理でき ます。 また、 監視する よ う に選択
し た VisiTransact Transaction Service イ ン ス タ ン スの元で実行されている ト ラ ンザク シ ョ ン
の状態を監視し、 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了を制御でき ます。

［Transaction Services］ セ ク シ ョ ンを選択する と、 特定の OSAGENT_PORT で実行されてい
る  VisiTransact Transaction Service のすべてのイ ン ス タ ン スが表示されます。

VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス を選択する と、 右側のパネルに 3 つのタブ
が表示されます。 タブ間を移動すれば、 次のよ う な操作ができ ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンの表示。 ［Transactions］ タブでは、 こ の VisiTransact Transaction 
Service のイ ン ス タ ン スの ト ラ ンザク シ ョ ンに関する情報が表示されます。 ト ラ ンザク
シ ョ ンの詳細を表示し、 ト ラ ンザク シ ョ ンのロールバッ ク またはコ ミ ッ ト を実行し、
または VisiTransact Transaction Service のシ ャ ッ ト ダウ ンを実行でき ます。

■ ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク の監視。 ［Heuristics］ タブには、 VisiTransact ト ラ ンザク シ ョ ンの
ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク出力に関する情報が表示されます。 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク出力があ
る ト ラ ンザク シ ョ ンの各参加者の詳細が表示されます。 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク の詳細に
ついては 「89 ページの 「 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定の管理」 を参照し て く ださい。
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■ ロ グ メ ッ セージの表示。 ［Message Logs］ タブには、 VisiTransact Transaction Service のイ
ン ス タ ン ス と同じ ノード にあ るすべての VisiTransact コ ンポーネン ト の メ ッ セージ ロ グ
のエラー、 警告、 情報 メ ッ セージが表示されます。

［Session Manager Profile Sets］セクション

［Session Manager Profile Sets］ セ ク シ ョ ンでは、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャのプロ フ ァ イルを作
成および設定でき ます。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 アプ リ ケーシ ョ ン と  XA リ ソースデ ィ
レ ク タに定義済みのデータベース接続を提供し ます。

VisiBroker コンソールの起動

VisiBroker コ ン ソールを起動する前に、 VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス また
はセ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーのイ ン ス タ ン スが起動し ている こ と を確認し ます。
詳細については、 142 ページの 「VisiTransact Transaction Service の起動」 と 142 ページの
「セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーの起動」 を参照し て く ださい。

VisiTransact Transaction Service の起動

VisiTransact Transaction Service は、 OAD で起動でき ます。 ただし、 次のコマン ド を使用す
れば、 ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス を手動で起動でき ます。

prompt>ots

OTS コマン ド の完全な リ ス ト については、 182 ページの 「ots」 を参照し て く ださい。

メ モ 管理する  VisiTransact Transaction Service が実行されていないか、 またはネ ッ ト ワーク上に
ない場合は、 VisiBroker コ ン ソールで管理でき る  VisiTransact サービ スの リ ス ト に表示され
ません。 osfind ユーテ ィ リ テ ィ を使用すれば、 VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン
スがネ ッ ト ワーク で実行されているかど う かを確認でき ます。

セッションマネージャ設定サーバーの起動

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーは、 OAD で起動でき ます。 ただし、 次のコマン ド を
使用すれば、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーを手動で起動でき ます。

prompt>smconfig_server

smconfig_server の完全な リ ス ト については、 183 ページの 「smconfig_server」 を参照し て
く ださい。

VisiBroker コンソールの起動

Windows では、 ［Borland Deployment Platform］ プロ グ ラ ムグループの ［Borland Management 
Console］ ア イ コ ンを ク リ ッ ク し、 コ ン ソールの左側のナビゲーシ ョ ンバーの ［VisiBroker］
ア イ コ ンを選択でき ます。

または、 Windows または UNIX のコマン ド プロ ンプ ト で、 次のコマン ド を入力し ます。

vbconsole

VisiBroker コ ン ソール画面が表示されます。
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［Transaction Services］セクションの使用

［Transaction Services］ セ ク シ ョ ンの機能を使用すれば、 選択し た VisiTransact Transaction 
Service の ト ラ ンザク シ ョ ン情報を監視および管理し、 ト ラ ンザク シ ョ ンのコ ミ ッ ト または
ロールバッ ク を実行し て ト ラ ンザク シ ョ ンの状態を解決し、 ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スの
イ ン ス タ ン ス をシ ャ ッ ト ダウ ン し、 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク を監視し、 メ ッ セージを表示でき
ます。

［Transaction Services］ セク シ ョ ンの使用の詳細については、 以下の節を参照して く ださい。

■ 143 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スのイ ン ス タ ン スの検索」

■ 143 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ ンの監視」

■ 144 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ ン リ ス ト の再表示」

■ 144 ページの 「特定の ト ラ ンザク シ ョ ンの詳細の表示」

■ 144 ページの 「特定の ト ラ ンザク シ ョ ンの制御」

■ 145 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ ン リ ス ト のフ ィ ルタ リ ング」

■ 145 ページの 「 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク によ る ト ラ ンザク シ ョ ンの表示」

■ 146 ページの 「 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク の詳細の表示」

■ 146 ページの 「 メ ッ セージロ グの表示」

■ 146 ページの 「 メ ッ セージロ グのフ ィ ルタ リ ング」

トランザクションサービスのインスタンスの検索

特定の VisiTransact Transaction Service の ト ラ ンザク シ ョ ンの リ ス ト を表示するには、 ネッ ト
ワークで実行されている  VisiTransact Transaction Service イ ンス タ ンスから選択する必要があ
り ます。 ほかのイ ンス タ ンスに切 り 替える場合は、 ト ラ ンザク シ ョ ンサービスの リ ス ト から  
VisiTransact Transaction Service を選択し ます。 ただし、 ［Transactions］ タブで一度に表示でき
るのは、 VisiTransact Transaction Service の 1 つのイ ンス タ ンスの ト ラ ンザク シ ョ ンだけです。

トランザクションの監視

［Transactions］ タブには、 選択し た VisiTransact Transaction Service の ト ラ ンザク シ ョ ンの リ
ス ト が表示されます。 これによ り 、 完了し ていない ト ラ ンザク シ ョ ンを追跡でき ます。 こ
の ト ラ ンザク シ ョ ンの リ ス ト から、 現在の状態を表示でき、 定期的に再表示し て 新の情
報を追跡でき ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンを監視するには、 次の手順にし たがいます。

1 ト ラ ンザク ショ ンサービス のリ スト から 監視する  VisiTransact Transaction Service のイ ンス タ
ンス を選択し ます。 選択し たイ ンス タ ンス のト ラ ンザク ショ ンの表が表示さ れます。

こ の リ ス ト には、 各 ト ラ ンザク シ ョ ンに対し て次の情報が表示されます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ン名

■ 状況

■ ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータのホス ト

■ 経過時間 （秒）

■ ト ラ ンザク シ ョ ンの完了の試行回数

2 ト ラ ンザク シ ョ ンの リ ス ト を昇順で並べ替え るには、 並べ替え る列のヘッ ダーを ク
リ ッ ク し ます。

画面下部のステータ スバーには、 ト ラ ンザク シ ョ ンの数、 フ ィ ルタ リ ングの状態、 現
在のシステムア ク テ ィ ビテ ィ に関する追加情報が表示されます。
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トランザクションリストの再表示

メ イ ン ウ ィ ン ド ウのツールバーの ［Refresh］ ボタ ンを ク リ ッ クする と、 ト ラ ンザク シ ョ ン
の リ ス ト を再表示でき ます。 完了し た ト ラ ンザク シ ョ ンは表に表示されません。

特定のトランザクションの詳細の表示

［Transactions］ タブを使用すれば、 特定の ト ラ ンザク シ ョ ンの詳細を表示でき ます。 この
詳細情報は、 ト ラ ンザク シ ョ ンの状態を解決するために使用でき ます。

特定の ト ラ ンザク シ ョ ンを表示するには、 すべての ト ラ ンザク シ ョ ンの行から選択し ま
す。

［Transaction］ ビ ュータブの下部の表には、 選択し た ト ラ ンザク シ ョ ンの各参加者に関する
次の情報が表示されます。

■ 参加者の IOR
■ 参加者のホス ト

■ 提案の準備

■ 出力

［PrepareVote］ 列には、 参加者の提案が入 り ます。 指定でき る値は、 次の とお り です。

■ Unknown
■ ReadOnly
■ Commit
■ Rollback

下の 3 つの値は、 ト ラ ンザク シ ョ ンが準備されている場合にだけ表示されます。

［Outcome］ 列には、 参加者のコ ミ ッ ト フ ェーズの結果が表示されます。 指定でき る値は、
次の とお り です。

■ None
■ Commit
■ Rollback
■ HeuristicCommit
■ HeuristicRollback
■ HeuristicMixed
■ HeuristicHazard

メ モ ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク と ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ロ グの詳細については、 89 ページの 「 ヒ ュー リ
ステ ィ ッ ク な決定の管理」 を参照し て く ださい。

特定のトランザクションの制御

［Transactions］ タブでは、 ［Force Rollback］ または ［Stop Completion］ 機能を使用し て、 完
了し ていない ト ラ ンザク シ ョ ンの状態を解決でき ます。

■ ［Force Rollback］ は、 完了の準備段階を終了し ていないすべての ト ラ ンザク シ ョ ンに使
用でき ます。

■ ［Stop Completion］ は、 VisiTransact Transaction Service に ト ラ ンザク シ ョ ンの完了を停
止する よ う に指示し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了を停止するには、 ［Stop Completion］
を ク リ ッ ク し ます。
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ハングまたは未確定 ト ラ ンザクシ ョ ンの解決
ト ラ ンザク シ ョ ンが長い間完了し ない場合、 または結果が未確定な場合は、 ト ラ ンザ
ク シ ョ ンを停止またはロールバッ ク し て解決でき ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンを解決する
には、 次の手順を実行し ます。

1 問題の ト ラ ンザク シ ョ ンの詳細を表示するには、 144 ページの 「特定の ト ラ ンザク シ ョ
ンの詳細の表示」 の手順を使用し ます。

2 コ ミ ッ ト のロールバッ ク または停止を選択し て ト ラ ンザク シ ョ ンを解決し ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ クするには、 ［Force Rollback］ を ク リ ッ ク し ます。

ト ラ ンザク シ ョ ンが完了の準備フ ェーズ よ り 進んでいるが存在し ている場合は、 ト
ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ ク できないこ と を示す ［Transaction Is In Second-Phase］
ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

ト ラ ンザク シ ョ ンが存在し ない場合、 完了し た ト ラ ンザク シ ョ ンはロールバッ ク で
きないこ と を示す ［Transaction Not Found］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンの完了を停止するには、 ［Stop Completion］ を ク リ ッ ク し ます。

VisiTransact Transaction Service がこの ト ラ ンザク シ ョ ンの情報を持たない場合は （完
了済みなどの原因が考え られます）、 ト ラ ンザク シ ョ ンを解決でき ないこ と を示す
［Unknown Transaction］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

トランザクションリストのフィルタリング

［Filter Transactions］ を ク リ ッ クする と、 ［Transactions］ タブに表示されている ト ラ ンザク
シ ョ ンをフ ィ ルタ リ ングでき ます。

［Filter］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スでは、 分と秒でフ ィ ルタ値のオプシ ョ ンを設定でき ます。 期
間フ ィ ルタ値よ り 古い ト ラ ンザク シ ョ ンだけが表示されます。

フ ィ ルタオプシ ョ ンをキ ャ ンセルするには、 ［Transactions］ タブの ［Filter Off］ を ク リ ッ
ク し ます。

ヒューリスティックによるトランザクションの表示

［Heuristics］ タブでは、 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク出力があ り ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ロ グに置かれ
ている ト ラ ンザク シ ョ ンが表示されます。 この情報を表示するには、 次の手順にし たがい
ます。

1 ［Heuristics］ タブを ク リ ッ ク し ます。

VisiTransact は、 ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スの各イ ン ス タ ン スに対し て heuristic.log  と
い う ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ロ グフ ァ イルを作成し ます。 デフ ォル ト では、 このデ ィ レ ク
ト リ のパスは <VBROKER_ADM>/its/transaction_service/<transaction_service name>/
heuristic.log です。 ［Heuristics］ タブには、 リ ス ト の各項目に対し て次の情報が表示され
ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンの名前

■ オ リ ジネータ

■ ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク出力の時間

2 タブへの ト ラ ンザク シ ョ ン リ ス ト のロード をキ ャ ンセルするには、 ［Cancel Refresh］ を
ク リ ッ ク し ます。
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ヒューリスティックの詳細の表示

［Heuristics］ タブを使用すれば、 特定の ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な完了の詳細を表示でき ます。
こ の詳細には、 ト ラ ンザク シ ョ ンの解決に役立つ情報が含まれます。

特定の ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定を表示するには、 すべての ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な決定の
行から選択し ます。

［Heuristics］ ビ ュータブの下部の表には、 選択し た ト ラ ンザク シ ョ ンに関する次の情報が
表示されます。

■ 参加者

■ ホス ト

■ PrepareVote
■ 出力

■ 終例外 （ ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク が発生する前に発生し た 終例外）

メ モ ヘッ ダーに表示される番号は、 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク の リ ス ト 内の位置に対応し ます。 リ ス
ト の 初の ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク の番号は 1 です。

［PrepareVote］ 列には、 参加者の提案が入 り ます。 可能な値は、 Commit または Rollback で
す。

［Outcome］ 列には、 参加者のコ ミ ッ ト フ ェーズの結果が表示されます。 可能な値は、
HeuristicCommit、 HeuristicRollback、 HeuristicHazard、 HeuristicMixed、 または参加者の
ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク がない None です。

メ モ ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク と ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ロ グの詳細については、 89 ページの 「 ヒ ュー リ
ステ ィ ッ ク な決定の管理」 を参照し て く ださい。

メッセージログの表示

メ ッ セージ ロ グは、 VisiTransact Transaction Service を実行する各物理マシンに対し て作成
されます。 メ ッ セージ ロ グは <VBROKER_ADM>/its/message.log にあ り ます。

選択し た ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スが置かれている ノード の メ ッ セージの リ ス ト を表示す
るには、 ［Message Log］ タブを使用する必要があ り ます。 ［Message Log］ には、 次の メ ッ
セージが表示されます。

■ エラー

■ 情報

■ 警告

メッセージログのフィルタリング

［Filter Messages］ を ク リ ッ クする と、 メ ッ セージ ロ グの メ ッ セージをフ ィ ルタ リ ングでき
ます。

［Filter］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

メ ッ セージは、 次のよ う にし てフ ィ ルタ リ ングでき ます。

■ 時間ウ ィ ン ド ウ を指定する

■ 表示する メ ッ セージのタ イプを指定する

■ ［Source］、 ［Category］、 ［Code］、 または ［Host］ フ ィ ール ド に上記以外の条件を入力す
る （フ ィ ール ド に入力される値は、 大文字と小文字が区別されます）

フ ィ ルタ リ ングを停止するには、 ［Filter Off］ を ク リ ッ ク し ます。
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メッセージログの調整

メ ッ セージ ロ グからエン ト リ を完全に削除でき ます。 選択し た日付と時刻よ り 古い メ ッ
セージは、 メ ッ セージ ロ グから完全に削除されます。 メ ッ セージ ロ グを調整するには、 次
の手順にし たがいます。

1 ［Trim Message Log］ を ク リ ッ ク し て ［Trim］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を表示し ます。

［Trim］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

2 日付と時刻を設定し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 日付は、 月、 日、 年の形式で読み込ま
れます。 時刻は時、 分、 秒の形式で読み込まれます。

［Session Manager Profile Sets］セクションの使用

［Session Manager Profile Sets］ セ ク シ ョ ンでは、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーにア ク
セスでき ます。 これ と セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を混同し ないで く ださい。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーは、 永続的ス ト レージフ ァ イルに対し て接続プロ フ ァ
イルを読み書き し ます。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーにア ク セスする と、 新しい接
続プロ フ ァ イルの作成と設定、 または既存の接続プロ フ ァ イルの編集ができ ます。 セ ッ
シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーの詳細については、 107 ページの 「セ ッ シ ョ ンマネージャ
を使用し た VisiTransact とデータベースの 統合」 を参照し て く ださい。 VisiBroker コ ン
ソールを使って接続プロ フ ァ イルを設定する方法の詳細については、 次の節を参照し て く
ださ い。

■ 148 ページの 「セ ッ シ ョ ンマネージャ設定サーバーへのア ク セスの取得」

■ 148 ページの 「新しい接続プロ フ ァ イルの作成 と設定」

■ 149 ページの 「既存の接続プロ フ ァ イルの編集」

接続プロファイルとは

接続プロ フ ァ イルは、 特定のデータベースに接続するために必要なすべての接続属性で構
成されます。 詳細については、 99 ページの 「セ ッ シ ョ ンマネージャの概要」 を参照し て く
ださ い。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定プロ フ ァ イルの作成に必要な属性は、 接続するデータベースの
タ イプによ って異な り ます。 た と えば、 VisiBroker VisiTransact を Oracle DBMS と統合する
には、 Session Manager for Oracle OCI を使用する必要があ り ます。 その後に、 Oracle 専用の
属性とすべてのデータベースに共通の属性の組み合わせを使って接続プロ フ ァ イルを作成
でき ます。

現在、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャは Oracle9i データベース と の接続性を提供し ます。 詳細につ
いては、 167 ページの 「XA Session Manager for Oracle OCI、 version 9i Client」 と 175 ページ
の 「DirectConnect Session Manager for Oracle OCI、 version 9i Client」 を参照し て く ださい。

Pluggable Resource Interface では、 選択し たデータベース を統合するセ ッ シ ョ ンマネージャ
を作成でき ます。 詳細については、 131 ページの 「VisiTransact 向けプラ グ イ ン可能データ
ベース リ ソースモジ ュール」 を参照し て く ださい。
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セッションマネージャ設定サーバーへのアクセスの取得

142 ページの 「セ ッ シ ョ ンマネージャ設定サーバーの起動」 の説明にし たがってセ ッ シ ョ
ンマネージ ャ設定サーバーを起動し ている こ と を確認し ます。

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーにア ク セスするには、 ［Session Manager Profile Sets］ で
［Session Manager Configuration Server］ を選択し ます。

選択し たセ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーで管理されている接続プロ フ ァ イルのプロ
フ ァ イル名と詳細が右側のパネルの表に表示されます。

新しい接続プロファイルの作成と設定

新しい接続プロ フ ァ イルを作成する前に、 148 ページの 「セ ッ シ ョ ンマネージャ設定サー
バーへのア ク セスの取得」 の説明にし たがってセ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーにア ク
セスする必要があ り ます。

メ モ smconfigsetup ユーテ ィ リ テ ィ を使って接続プロ フ ァ イルを作成する こ と も でき ます。 詳細
については、 186 ページの 「smconfigsetup」 を参照し て く ださ い。

新しい接続プロ フ ァ イルを作成し て設定するには、 次の手順を実行し ます。

1 新しいプロ フ ァ イルを作成するには、 右側のパネルの ［New］ を ク リ ッ ク し ます。

［:New Profile］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

メ モ 既存のプロ フ ァ イルに基づいて新しいプロ フ ァ イルを作成するには、 コ ピーするプロ
フ ァ イルを選択し、 ［Duplicate］ を ク リ ッ ク し ます。 同じ属性の設定を使用するか、 ま
たは変更し ます。 ただし、 新しいプロ フ ァ イルに一意の名前を付ける必要があ り ます。

2 ［New Profile Name］ フ ィ ール ド に一意のプロ フ ァ イル名を入力し ます。

3 ［DB Type］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト ボ ッ ク スからデータベース タ イプを選択し ます。

データベース タ イプは、 接続プロ フ ァ イルのデータベースの種類と ト ラ ンザク シ ョ ン
ア ク セスのタ イプを示し ます。 各データベース タ イプには、 特定の属性が関連付け ら
れています。 データベース タ イプを入力する と、 ［Connection Profile Editor］ 画面に表示
される属性が決ま り ます。

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

［Connection Profile Editor］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

5 ［Database Name］ フ ィ ール ド に値を入力し ます。

こ のフ ィ ール ド には、 それぞれのデータベースに基づ く 値を入力する必要があ り ます。

6 ［User Name and Password］ フ ィ ール ド にデータベースのユーザー名 と パス ワード を入力
し ます。

7 ［Save］ を ク リ ッ ク し ます。

保存し た値は永続的ス ト レージフ ァ イルに書き込まれ、 このフ ァ イルにア ク セスでき
るすべてのセ ッ シ ョ ンマネージ ャ または XA リ ソースデ ィ レ ク タが値を読み込むこ と が
でき ます。



 第 18 章 : VisiBroker コ ン ソールの使い方 149

［Session Manager Profile Sets］ セクションの使用

既存の接続プロファイルの編集

既存の接続プロ フ ァ イルを編集する前に、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーにア ク セス
する必要があ り ます。 ア ク セスの方法については、 148 ページの 「セ ッ シ ョ ンマネージャ
設定サーバーへのア ク セスの取得」 を参照し て く ださい。

既存の接続プロ フ ァ イルを編集するには、 次の手順を実行し ます。

1 既存のプロ フ ァ イルを編集するには、 リ ス ト から編集するプロ フ ァ イルを選択し ます。

2 ［Open］ を ク リ ッ ク し ます。

［Connection Profile Editor］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

3 ［Connection Profile Editor］ 画面で変更し ます。

4 ［Save］ を ク リ ッ ク し ます。

新しい値が適用される時期の詳細については、 110 ページの 「XA リ ソースデ ィ レ ク タが
使用する接続プロ フ ァ イルの変更」 を参照し て く ださい。

接続プロファイルのフィルタリング

初めてセ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーの接続プロ フ ァ イルにア ク セスする と きは、 す
べてのデータベース タ イプに共通するプロ フ ァ イルが表示されます。

1 プロ フ ァ イルをデータベースでフ ィ ルタ リ ングするには、 ［DB Type］ ド ロ ッ プダウ ン
リ ス ト ボ ッ ク スからデータベース タ イプを選択し ます。

選択し たデータベース タ イプのプロ フ ァ イルだけがタブに表示されます。

各データベース タ イプには、 特定の属性が関連付け られています。 た と えば、 データ
ベース タ イプに ［Oracle］ を選択する と、 Oracle データベースに関連付け られたプロ
フ ァ イル （属性を含む） だけが表示されます。 Oracle データベース固有の属性があ る場
合は、 共通の属性の列の右に列が追加されます。

2 すべてのデータベースのプロ フ ァ イルを表示するには、 ［DB Type］ ド ロ ッ プダウ ン
ボ ッ ク スの ［All］ を選択し ます。

接続プロファイルの削除

接続プロ フ ァ イルを削除するには、 接続プロ フ ァ イルを選択し、 ［Delete］ を ク リ ッ ク し ま
す。 削除するかど う かを確認するダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

接続プロファイルのリストの更新

選択し たセ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーの接続プロ フ ァ イルの リ ス ト を更新するに
は、 ［Refresh］ を ク リ ッ ク し ます。
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第 章

Chapter   19 サーバーアプリケーションモデル   
こ こ では、 VisiTransact がサポー ト するサーバーアプ リ ケーシ ョ ンモデル と  XA 設定につい
て説明し ます。 こ のモデルでは、 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ ジ ッ ク がアプ リ ケーシ ョ ンビジネス
ロ ジ ッ ク から透過的にな り ます。

サーバーアプリケーショントランザクションと 
データベース管理

OMG OTS （Object Transaction Service） 仕様 （バージ ョ ン 1.4 以下） では、 分散 ト ラ ンザク
シ ョ ンアプ リ ケーシ ョ ンの以下の部分が標準化されます。

■ CORBA 分散 ト ラ ンザク シ ョ ンアプ リ ケーシ ョ ン管理モデル。 これは、 OMG IDL の形
式で表される  OMG バージ ョ ンの X/Open DTP モデルです。

■ こ の DTP モデルでの、 アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト 、 ト ラ ンザク シ ョ ン コーデ ィ
ネータ、 および関連 ト ラ ンザク シ ョ ン対応 リ ソースマネージ ャの間の、 IDL のイ ン ター
フ ェース と サービ ス コ ンテキス ト に関連する ト ラ ンザク シ ョ ン対応相互運用可能プロ
ト コル。 こ のプロ ト コルは、 さ まざまな OTS イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と  JTS イ ンプ リ
メ ンテーシ ョ ンによ ってサポー ト されています。

■ IDL イ ン ターフ ェース と ローカルオブジェ ク ト （CosTransactions::Current） によ って示
される暗黙的および明示的な ト ラ ンザク シ ョ ンアプ リ ケーシ ョ ンプロ グ ラ ミ ングモデ
ル。

OTS は、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー側のデータベース統合 と暗黙的な ト ラ ンザク シ ョ ンプ
ロ グ ラ ミ ングモデルを提供し ません。 OMG OTS 仕様によ る と、 サーバー側では、 アプ リ
ケーシ ョ ンが XA イ ン ターフ ェース を使用し て、 明示的にデータベース接続 と ト ラ ンザク
シ ョ ン制御を行 う 必要があ り ます。

ITS サーバーアプ リ ケーシ ョ ンモデルを使用する と、 ト ラ ンザク シ ョ ン制御 （およびデー
タベース接続） は、 サーバン ト ビジネス ロ ジ ッ ク イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンによ って処理す
る必要がな く な るかわ り に、 POA 作成時にポ リ シーと し て指定される属性設定にな り ま
す。
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このセクションの理解に必要な知識

こ のセ ク シ ョ ンは、 読者に以下の知識があ る こ と を前提と し ています。

■ データベース と埋め込み SQL データベーステーブルを作成、 表示、 および操作する た
めのデータベース ツール （Oracle sqlplus など） の使用方法を理解し ている必要があ り ま
す。 埋め込み SQL でプロ グ ラ ムを作成でき る こ と、 またデータベース付属の埋め込み 
SQL ／ C++ 変換プ リ コ ンパイ ラ （Oracle proc など） によ ってアプ リ ケーシ ョ ンを構築
でき る必要があ り ます。

■ XML と  DTD XML を使用し て XA 設定を記述でき る こ と、 またデータ型定義 （DTD）
を理解し ている必要があ り ます。

■ OMG と  X/Open の DTP （Distributed Transaction Process） DTP アーキテ クチャの概念
と用語、 また ク ラ イ アン ト 側の暗黙的な ト ラ ンザク シ ョ ンプロ グ ラ ミ ングモデル （ ト
ラ ンザク シ ョ ン Current イ ン ターフ ェース を使用する ト ラ ンザク シ ョ ンの起動と終
了） について理解し ている必要があ り ます。 OMG OTS 仕様全体を読んで理解する必要
はあ り ません。

■ XA とデータベース接続の設定 XA 設定とデータベース設定に小さ な変更を加え る こ と
ができ る必要があ り ます。 

コ ンテナ管理 ト ラ ンザク シ ョ ン （CMT） の用語、 EJB と  CCM の概念、 EJB または CCM に
よ る イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン、 デプロ イ メ ン ト 、 アプ リ ケーシ ョ ンアセンブ リ の概念を理
解する と、 こ のセ ク シ ョ ンの情報を使用する際に役立ちます。

概念と用語

こ のセ ク シ ョ ンでは以下の用語を使用し ます。

■ ク ラ イ アン ト  CORBA アプ リ ケーシ ョ ン。 詳細は、 「ク ラ イ アン ト 初期化 ト ラ ンザク
シ ョ ン」 を参照し て く ださ い。

■ AP ト ラ ンザク シ ョ ンを開始でき る  CORBA ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン。

■ サーバー ビジネス ロ ジ ッ ク を実装する  CORBA サーバーアプ リ ケーシ ョ ン。 詳細は、
「RM」 と 「サーバー初期化 ト ラ ンザク シ ョ ン」 を参照し て く ださい。

■ TM グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンを調整する ト ラ ンザク シ ョ ンマネージ ャ。 これは、 通
常、 ス タ ン ド ア ロ ンのサーバープロセスです （VisiTransact OTS サーバーなど）。
VisiTransact （ots.dll/so） ではイ ンプロセス  TM もサポー ト されますが、 推奨でき ませ
ん。

■ RM リ ソースマネージ ャ。 OMG OTS では、 通常、 RM はデータベースサーバーを指し
ます。 RM は、 SQL を使用し てデータベースにア ク セスする アプ リ ケーシ ョ ンサーバー
を指すこ と も あ り ます。

■ 1PC 1 フ ェーズコ ミ ッ ト 。 1 つの RM を使用し、 プレパレーシ ョ ン ステージな しでコ
ミ ッ ト し ます。

■ 2PC 2 フ ェーズコ ミ ッ ト 。 複数の RM を使用し、 プレパレーシ ョ ン ステージ付きでコ
ミ ッ ト し ます。

■ グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ン 複数の RM を必要 とする場合があ る ト ラ ンザク シ ョ ン。
通常、 グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンは TM によ って調整され、 2PC プロ ト コルを使用す
る必要があ り ますが、 例外も あ り ます。 詳細は、 「ローカル ト ラ ンザク シ ョ ンの 適
化」 を参照し て く ださ い。 こ のセ ク シ ョ ンで説明するすべての ト ラ ンザク シ ョ ンは、
デフ ォル ト では （ク ラ イ アン ト またはサーバーのいずれかによ って開始される） グ
ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンです。

■ ローカル ト ラ ンザク シ ョ ン 1 つの RM だけを使用し、 1 つの制御ス レ ッ ド に制限され
た、 TM によ る調整がない ト ラ ンザク シ ョ ン。

■ ク ラ イ アン ト 初期化 ト ラ ンザク シ ョ ン （CIT） ク ラ イ アン ト 境界 ト ラ ンザク シ ョ ン と も
言います。 ク ラ イ アン ト によ って開始および終了される グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ン
を指し ます。 ク ラ イ アン ト 初期化 ト ラ ンザク シ ョ ンは、 TM によ って調整される必要が
あ り ます。

■ サーバー初期化 ト ラ ンザク シ ョ ン （SIT） サーバー境界 ト ラ ンザク シ ョ ン と も言います。
ク ラ イ アン ト 要求を処理する と きにサーバー PMT エンジンによ って開始および終了さ
れる グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンを指し ます。 この ト ラ ンザク シ ョ ンの境界は、 受け
取った ク ラ イ アン ト 要求です。 こ の ト ラ ンザク シ ョ ンは、 ビジネス ロ ジ ッ ク の実行前
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に開始され、 ク ラ イ アン ト に応答する前に終了し ます。 サーバー初期化 ト ラ ンザク
シ ョ ンはグ ローバルですが、 リ モー ト  TM によ って調整される と は限 り ません。

メ モ SIT は、 十分に文書化され、 EJB と  CCM （CORBA コ ンポーネン ト モデル） で幅広 く 使
用される一般的な ト ラ ンザク シ ョ ンモデルです。

■ ローカル ト ラ ンザク シ ョ ンの 適化 （LTO） グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンが 1 つのロー
カル RM （データベース） だけにア ク セスする場合、 そのグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ン
を TM に依存せずにサーバーがローカルに開始および終了でき る よ う にする技術。 サー
バーは、 SIT だけを TM にエキスポー ト し、 2 つめの RM （プロセス外の別の ト ラ ンザ
ク シ ョ ンオブジェ ク ト ） に一方向呼び出し を行 う 場合は、 これを真のグ ローバル ト ラ
ンザク シ ョ ンに変更し ます。 J2EE の資料に LTO のシナ リ オの例があ り ますが、 OTS イ
ンプ リ メ ンテーシ ョ ンには適用でき ません。 し たがって、 VisiTransact の LTO は、
OMG に準拠し、 他の OTS イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と相互運用および適用でき る よ う
に、 別の技術を使用し ます。

■ PMT POA 管理の ト ラ ンザク シ ョ ン。 サーバー側の ト ラ ンザク シ ョ ンおよびデータベー
ス統合エンジンです。 PMT は、 データベース接続 と ト ラ ンザク シ ョ ンのすべての詳細
をアプ リ ケーシ ョ ンビジネス ロ ジ ッ ク から切 り 離し、 開発者から隠蔽し ます。 PMT に
よ り 、 サーバン ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンビジネス ロ ジ ッ ク では、 データベース接続
と ト ラ ンザク シ ョ ン ロ ジ ッ ク を イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに記述する必要がな く な り ま
す。 データベース接続と ト ラ ンザク シ ョ ン制御は、 ビジネス ロ ジ ッ ク に依存せず、 ア
プ リ ケーシ ョ ンアセンブ リ の間に設定と再設定を行 う こ と ができ ます。 PMT によ り 、
特定のビジネス ロ ジ ッ ク イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに CIT と  SIT の両方を入れる こ と が
でき ます。 また、 特定のオブジェ ク ト の複数オペレーシ ョ ンシグニチャ をそれぞれ異
な る ト ラ ンザク シ ョ ン属性で設定でき ます。

■ CosTransactions::Current 暗黙的な ト ラ ンザク シ ョ ンモデルで、 ス レ ッ ド固有のグ ロー
バル ト ラ ンザク シ ョ ンを開始および処理するためにク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンで
使用される単一のオブジェ ク ト 。 サーバーイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン も、 このオブジェ
ク ト を使用し て、 現在関連し ている グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンに関する ス レ ッ ド固
有の情報を取得でき ます。 CosTransactions::Current は、
resolve_initial_references() メ ソ ッ ド を使用し て ORB から取得でき ます。    

■ PMT::Current: PMT エンジンによ って調整される ス レ ッ ド固有のデータベース接続と
ト ラ ンザク シ ョ ンに関する情報を取得するためにサーバーアプ リ ケーシ ョ ンで使用さ
れる単一のオブジェ ク ト 。 接続名などの取得情報は SQL AT 節で必要です。 他の取得情
報は、 PMT 診断に役立ちます。 PMT::Current オブジェ ク ト イ ン ス タ ン スは、
PMT::Current::instance() を使用し て取得でき ます。

■ XA:  X/Open によ って標準化された API。 XA API ド ラ イバ （通常は共有ラ イブラ リ ）
は、 データベースベンダーから提供されます。 PMT は、 これらの ド ラ イバを使用し て、
データベース接続と ト ラ ンザク シ ョ ンを処理し ます。 PMT によ り 、 XA （およびデータ
ベース接続と ト ラ ンザク シ ョ ン） は、 アプ リ ケーシ ョ ンの開発者に透過的にな り ます。
XA は、 アプ リ ケーシ ョ ンアセンブ リ の際に正し く 設定する必要があ り ます。 詳細は、
160 ページの 「XA リ ソースの設定」 を参照し て く ださ い。 

■ セ ッ シ ョ ンマネージ ャ （SM） 以前の リ リ ースで使用されたサービ ス。 このサービ ス を
今回の リ リ ースで使用するには、 vbroker.its.its6xmode プロパテ ィ を true に設
定する必要があ り ます。 詳細は、 164 ページの 「VisiTransact のプロパテ ィ 」 を参照し
て く ださ い。

■ リ ソースデ ィ レ ク タ （RD） 以前の リ リ ースで使用されたサービ ス。 こ のサービ ス を今
回の リ リ ースで使用するには、 vbroker.its.its6xmode プロパテ ィ を true に設定
する必要があ り ます。 詳細は、 164 ページの 「VisiTransact のプロパテ ィ 」 を参照し て
く ださ い。

グローバルトランザクションおよび PMT のシナリオ

クライアント開始グローバル 2PC および 1PC トランザ
クション

OTS と  X/Open DTP モデルにおいて分散 ト ラ ンザク シ ョ ンは、 ク ラ イ アン ト が開始する グ
ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンを意味し ます。 この場合、 ク ラ イ アン ト は、 ト ラ ンザク シ ョ ン
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が 2PC （図 1） の場合も  1PC （図 2） の場合も、 TM にコ ン タ ク ト し て ト ラ ンザク シ ョ ンを
開始および終了 （コ ミ ッ ト またはロールバッ ク） し ます。

 

図 19.1 2 つの RM が参加する ク ラ イアン ト 初期化 ト ラ ンザクシ ョ ン

PMT による透過的なサーバー初期化トランザクション

PMT は、 ト ラ ンザク シ ョ ンのすべての部分をビジネス ロ ジ ッ ク開発者から隠蔽し、 ク ラ イ
アン ト 開始またはサーバー開始グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンを 適に実行する方法を提供
し ます。

た と えば、 サーバー初期化 ト ラ ンザク シ ョ ンの場合、 PMT は、 次の図に示すよ う に、 ロー
カル ト ラ ンザク シ ョ ンの 適化機能を使用し て、 グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンを ローカル
に開始し ます。

ローカルに開始されたグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンは、 次の図のステ ッ プ 5 に示すよ う
に、 サーバーが別の外部 ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト に一方向呼び出し を行 う 前に、 外
部 TM にエキスポー ト されます。
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図 19.2 1 つの RM が参加し、 ローカル ト ラ ンザクシ ョ ン最適化を含むサーバー初期化 ト
ラ ンザクシ ョ ン

PMT は、 データベースア ク セス と ト ラ ンザク シ ョ ンの詳細を完全に隠蔽し ます。 サーバー
側イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでは、 未指定のデータベースにア ク セスするために埋め込み 
SQL （または ODBC/CLI） を作成する こ と だけが必要です。 特定のデータベース接続も ト
ラ ンザク シ ョ ン制御ステー ト メ ン ト も必要あ り ません。 すべてのデータベース接続および
ト ラ ンザク シ ョ ン管理タ ス クは、 サーバー側 ORB と  POA エンジンに組み込まれた PMT 
によ って暗黙的に実行されます。 結果と し て、 deposit() のコード は、 次の例に示すよ う に
簡単にな り ます。

 
void BankImpl::deposit(const char* id, float amount) { 
        EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION; 
              const char* account_id = id; 
              float deposit_amount = amount; 
        EXEC SQL END DECLARE SECTION; 
 
        EXEC SQL UPDATE account_table 
              WHERE account_id = :account_id 
              SET balance = balance + :deposit_amount; 
}

こ こ には、 接続管理コード も ト ラ ンザク シ ョ ン管理コード も あ り ません。 この同じ ビジネ
ス ロ ジ ッ ク イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを ク ラ イ アン ト 初期化 ト ラ ンザク シ ョ ンでもサーバー
初期化 ト ラ ンザク シ ョ ンでも透過的に使用でき ます。 

PMT の概要

PMT はプロ グ ラ ムによ って設定されます。 サーバーの設定 と ト ラ ンザク シ ョ ン属性の設定
は、 通常の POA 作成コード、 つま り  POA 作成ポ リ シーで構成する必要があ り ます。 

PMT は、 広 く 使用されている  EJB と  CCM のコ ンテナ管理 ト ラ ンザク シ ョ ン （CMT） にな
ら ってモデル化されています。 し たがって、 ほ と んどの CMT の概念と機能を PMT に直接
適用でき ます。

メ モ POA 暗黙管理の ト ラ ンザク シ ョ ン （PMT） では、 アプ リ ケーシ ョ ンから ト ラ ンザク シ ョ ン
を明示的に一時停止または再開し た り 、 ト ラ ンザク シ ョ ン コーデ ィ ネータ／ター ミ ネータ
を取得し てはな り ません。
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PMT トランザクション属性値

PMT では、 サーバン ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンだけがビジネス ロ ジ ッ ク を実装し ます。 関
連する ト ラ ンザク シ ョ ンの詳細は、 特定のオブジェ ク ト に割 り 当て られる ト ラ ンザク シ ョ
ン属性と、 POA PMT_ATTRS_TYPE のポ リ シーに記述される メ ソ ッ ド によ って決ま り ま
す。 ト ラ ンザク シ ョ ン属性は、 POA ポ リ シーを使用し て、 次のよ う に設定でき ます。

■ PMT_NotSupported 
伝達コ ンテキス ト は ト ラ ンザク シ ョ ン Current にコ ピーされません。 POA は、 ク ラ イ ア
ン ト の ト ラ ンザク シ ョ ン （T1） に参加する こ と も、 サーバーを起動し て新しいグ ロー
バル ト ラ ンザク シ ョ ン （T2） を開始する こ と も あ り ません。 これはデフ ォル ト の PMT 
属性です。 こ の設定は、 現在の作業ス レ ッ ド をグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンに関連付
けるオーバーヘッ ド を回避するために非 ト ラ ンザク シ ョ ン メ ソ ッ ド で使用する必要が
あ り ます。

■ PMT_Required  
POA は、 ク ラ イ アン ト からの要求がグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を実行
する場合、 ク ラ イ アン ト 開始グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ン （T1） に参加または伝達し
ます。 そ う でない場合は、 その要求のために新しいグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ン （T2）
を開始および終了し ます。 これは、 ト ラ ンザク シ ョ ン メ ソ ッ ド の も役立つ PMT 属性
設定です。 これによ り 、 ビジネス ロ ジ ッ クは常に 1 つの ト ラ ンザク シ ョ ン と  1 つの XA 
接続によ って実行されます。 こ の属性は、 従来の TP 製品では "AUTOTRAN" と呼ばれ
ていま し た。

■ PMT_Supports 
POA は、 ク ラ イ アン ト からの要求がグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を実行
する場合、 ク ラ イ アン ト 開始グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ン （T1） に参加または伝達し
ます。 そ う でない場合は、 要求が CIT に含まれない限 り 、 ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し
ません。 ヌル XA リ ソース （160 ページの 「XA リ ソースの設定」 を参照） と組み合わ
された場合、 こ の PMT 設定は、 通常、 ト ラ ンザク シ ョ ンの伝達に使用されます。

■ PMT_RequiresNew 
POA はク ラ イ アン ト のグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンに参加または伝達し ませんが、 各
ク ラ イ アン ト 要求に対し て常に新しいグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ン （T2） を開始また
は終了し ます。 パフ ォーマン ス を向上させるには、 バッ ク エン ドデータベース上の読み
取 り （照会） 実行オペレーシ ョ ンだけを含むすべてのビジネス ロ ジ ッ ク で、 この PMT 
設定を使用し ます。

■ PMT_Mandatory 
POA は、 コ ンテキス ト 内にあ る場合、 常にク ラ イ アン ト のグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ
ンに参加または伝達し ます。 そ う でない場合は、 ク ラ イ アン ト が ト ラ ンザク シ ョ ンを
開始し ていない限 り 、 例外を生成し ます。

■ PMT_Never 
POA は、 ク ラ イ アン ト ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト 内にあ る場合、 例外を生成し ま
す。

メ モ PMT は、 リ モー ト 要求にのみ適用されます。 共用呼び出し （POA によ ってデ ィ スパッチ
された場合でも） は、 PMT 設定に関係な く 、 ク ラ イ アン ト の ト ラ ンザク シ ョ ン内 （あ る場
合） に残 り ます。 POA 開始サーバー ト ラ ンザク シ ョ ン （T2） が外部 TM にエキスポー ト さ
れていない場合、 サーバン ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン内の ト ラ ンザク シ ョ ン Current の メ
ソ ッ ド を呼び出すこ と はでき ません。 

次の表に、 PMT ト ラ ンザク シ ョ ン属性モード と そのセマンテ ィ ク ス動作を ま と めます。

PMT 属性モー ド ク ラ イアン ト の ト ラ ンザク シ ョ ン POA の ト ラ ンザク シ ョ ン

NotSupported なし なし

T1 なし

Required なし T2
T1 T1

Supports なし なし

T1 T1
RequiresNew なし T2

T1 T2
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アプ リ ケーシ ョ ンプロ グ ラ ムでは、 PMT 属性ポ リ シーを指定する こ と で、 POA の作成時
に特定の POA と特定のオブジェ ク ト の ト ラ ンザク シ ョ ン属性を指定でき ます。

PMT 属性の POA 作成ポ リ シーの値は、 次のよ う に定義される  PMTAttr 構造体のシーケン
スです。

 module VISTransactions { 
            ... 
            enum PMTMode { 
                 PMT_NotSupported = 1, 
                 PMT_Required = 2; 
                 PMT_Supports = 3; 
                 PMT_RequiresNew = 4; 
                 PMT_Mandatory = 5; 
                 PMT_Never = 6; 
          }; 
 
          struct PMTAttr { 
                 CORBA::OctetSequence     oid;

                 string                   method_name;

                 PMTMode                  mode;

                 string                   xa_resource;                                      
          }; 
 
          typedef sequence<PMTAttr>    PMTAttrSeq; 
 
 };

こ の PMTAttr 構造体の定義で以下を指定でき ます ：

■ oid フ ィ ール ド は、 この PMT 属性設定を適用するオブジェ ク ト の ID を指定し ます。 oid 
が空のシーケン ス （長さ  0） の場合、 この属性設定は、 この POA のすべてのオブジェ
ク ト に適用されます。 詳細は、 「動的規則」 の リ ス ト を参照し て く ださい。

■ method_name フ ィ ール ド は、 この PMT 属性設定を適用する要求のオペレーシ ョ ン名を
指定し ます。 method_name を * に設定する と、 こ の属性設定は、 この POA のオブジェ
ク ト に送信するすべての要求オペレーシ ョ ンに適用されます。

■ mode フ ィ ール ド は、 こ の PMT モード属性設定のモード を指定し ます。

■ xa_resource フ ィ ール ド は、 関連付ける事前設定 XA リ ソースの名前を指定し ます。 詳
細は、 160 ページの 「XA リ ソースの設定」 を参照し て く ださい。 このフ ィ ール ド が空
の文字列またはヌルの場合は、 create_POA() で PortableServer::POA::InvalidPolicy 例外が
発生し ます。 リ テ ラル null は、 特別に予約された xa-resource 名です。 この名前は、
XA リ ソース記述子で物理 XA リ ソースの命名には使用できず、 PMTAttr の xa_resource 
フ ィ ール ド の値と し てのみ使用でき ます。 要求条件が、 xa_resource フ ィ ール ド がヌル
に等しい特定の PMTAttr の 1 つと一致する場合、 PMT エンジンは、 要求処理作業ス
レ ッ ド をどの物理 XA 接続 と も関連付けません。 そのかわ り 、 PMT エンジンは、 サー
バン ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン メ ソ ッ ド が次の層への一方向呼び出し を行 う 場合に関
連する  OTS コ ンテキス ト が伝達される よ う にし ます。 
<installation_directory>¥examples¥vbroker¥Transaction デ ィ レ ク ト リ に
あ る  oci の例を参照し て く ださい。 

1 つの要求に 0 個、 1 個、 または 2 個の属性設定を適用でき ます。 PMT エンジンは、 次の
規則を順に使用し て、 適用する  PMT モード または属性を決定し ます。

1 一方向 メ ソ ッ ド、 擬似 メ ソ ッ ド、 または IDL イ ン ターフ ェース属性の設定／取得 メ
ソ ッ ド の場合は、 PMT 属性設定に関係な く 、 PMT モード  NotSupported が適用されま
す。

2 oid フ ィ ール ド が要求ターゲ ッ ト のオブジェ ク ト  ID に正確に一致し、 method_name 
フ ィ ール ド が要求のオペレーシ ョ ン名に正確に一致する  PMT 属性が適用されます。

Mandatory なし TRANSACTION_REQUIRED
T1 T1

Never なし なし

T1 INVALID_TRANSACTION

PMT 属性モー ド ク ラ イアン ト の ト ラ ンザク シ ョ ン POA の ト ラ ンザク シ ョ ン
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3 oid フ ィ ール ド が要求ターゲ ッ ト のオブジェ ク ト  ID に正確に一致し、 method_name 
フ ィ ール ド にワ イル ド カード （*） を含む PMT 属性が適用されます。

4 method_name フ ィ ール ド が要求のオペレーシ ョ ン名に正確に一致し、 oid フ ィ ール ド が
空 （ワ イル ド カード を表す） であ る  PMT 属性が適用されます。

5 oid フ ィ ール ド が空 （ワ イル ド カード を表す） で、 method_name フ ィ ール ド にワ イル ド
カード （*） を含む PMT 属性が適用されます。

6 他のどの規則も適用されない場合は、 PMT モード  NotSupported が適用されます。

PMT は、 OMG 標準化 POA OTS ポリ シーに依存し ません。 サーバー側ト ラ ンザク ショ ンエン
ジンは、 初にタ ーゲッ ト  POA の OTS ポリ シーを受け取った要求コ ンテキスト と 比較し て、
OMG 指定の例外（ INVALID_TRANSACTION または TRANSACTION_REQUIRED） を発生さ せ
る かどう かを決定し ます。 例外が発生し ない場合、 要求は PMT に転送さ れます。

■ OTS ポ リ シーが POA 作成要素の属性と し て指定されておらず、 PMT ポ リ シーが指定さ
れている （空の PMTAttr シーケン ス以外） 場合、 それは OTS ADAPTS を意味し ます。

■ OTS ポ リ シーも  PMT ポ リ シーも指定されていない （または PMT ポ リ シーに空の 
PMTAttr シーケン スが指定されている） 場合は、 OTS ポ リ シーが NONE であ る こ と を
意味し、 OTS コ ンポーネン ト はエキスポー ト する  IOR に追加されません。

簡単な例

CORBA::PolicyList policies; 
policies.length(1); 
 
PortableServer::ObjectId_var objId= 
PortableServer::string_to_ObjectId("account_object");  
PMTAttrSeq pmt_seq; 
pmt_seq.length(1);  
 
pmt_seq[0].oid              = (CORBA::OctetSequence&) objId; 
pmt_seq[0].method_name      = (const char*)"withdraw"; 
pmt_seq[0].mode             = VISTransactions::PMT_Required; 
pmt_seq[0].xa_resource      = (const char*)"account_storage"; 
 
CORBA::Any policy_value; 
 policy_value <<= pmt_seq; 
 policies[0] = orb->create_policy(VISTransactions::PMT_ATTRS_TYPE, 
policy_value); 
 
// 適切なポ リ シーで myPOA を作成し ます。 
   PortableServer::POA_var myPOA = rootPOA-
>create_POA("account_server_poa", 
                                         poa_manager, 
                                         policies);

こ の例では、 次のよ う にな り ます。

■ PMT 対応の POA が account_server_poa と い う 名前で作成されます。

■ ID が account_server_poa のターゲッ ト オブジェ ク ト に対する呼び出しによ り 、
withdraw に等しいオペレーシ ョ ンが PMT_Required ポ リ シーで実行されます。 これ
によ り 、 ク ラ イアン ト 初期化 ト ラ ンザク シ ョ ン （T1） に参加するか、 ク ラ イアン ト が ト
ラ ンザク シ ョ ンを開始しなかった場合は、 POA が新しいグローバル ト ラ ンザク シ ョ ン
（T2） を開始し ます。

■ 名前が account_storage の xa-resource が、 この ト ラ ンザク シ ョ ンによ って使用され
ます。
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PMT::Current および接続名

OMG OTS は、 アプ リ ケーシ ョ ンが情報を取得し た り 、 ス レ ッ ド固有の ク ラ イ アン ト 初期
化 ト ラ ンザク シ ョ ンを処理するために使用する  CosTransactions::Current オブジェ ク ト を定
義し ています。

さ らに PMT は、 アプ リ ケーシ ョ ンが POA によ ってス レ ッ ド に関連付け られた ト ラ ンザク
シ ョ ン と接続に関する情報を取得するために使用するオブジェ ク ト  PMT::Current を追加提
供し ています。

class PMT_Current { 
  public: 
       static const PMT_Current* instance(); 
 
       const char*     resourceName() const; 
       const char*     connectionName() const; 
 
       // XA 診断

       const xid_t*    xid() const; 
       int             rmid() const; 
 
       // PMT 診断 （この 2 つの メ ソ ッ ド は例外を生成し ません）

       int             attribute() const;

       int             decision() const;

;

現在の作業ス レ ッ ド に関連付け られた接続の名前は、 現在のオブジェ ク ト の 
connectionName() から返されます。 この名前を使用し て、 指定し た接続を使用する よ う に
埋め込み SQL ステー ト メ ン ト に指示でき ます。 それには、 次の例に示すよ う に、 AT 
<conn_name> 節または SET CONNECTION <conn_name> ステー ト メ ン ト を使用し ま
す。 

void BankImpl::deposit(const char* id, float amount) { 
       EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION; 
            const char* account_id = id; 
            float deposit_amount = amount; 
            const char* conn = current->connectionName(); 
       EXEC SQL END DECLARE SECTION; 
 
       EXEC SQL  AT :conn UPDATE account_table 
            WHERE account_id = :account_id 
            SET balance = balance + :deposit_amount; 
}

接続名は、 CLI （Call Level Interface） の接続ハン ド ルの概念に似ています。

前の例の AT 節はオプシ ョ ンの場合があ り ます。 た と えば、 Oracle には、 制御ス レ ッ ド に
よ って 後に開かれた接続を表す 「デフ ォル ト 接続」 と い う 概念があ り ます。 埋め込み 
SQL に AT 節がない場合、 Oracle はデフ ォル ト 接続を使用し ます。 Sybase などの他のデー
タベースには、 デフ ォル ト 接続と い う 概念がないため、 これらのデータベースでは、 AT 
節または SET CONNECTION ステー ト メ ン ト を使用する こ と をお勧めし ます。

次の PMT::Current メ ソ ッ ド は、 診断のために使用されます。

■ const char* PMT::Current::resourceName() const: 
関連付け られた XA 接続によ って使用される  XA リ ソース名を返し ます。 詳細は、 160
ページの 「XA リ ソースの設定」 を参照し て く ださい。

■ const xid_t* PMT::Current::xid() const: 
現在のス レ ッ ド に関連付け られている ト ラ ンザク シ ョ ンの XID を返し ます。 ト ラ ンザ
ク シ ョ ンが関連付け られていない場合、 この メ ソ ッ ド は 
CosTransactions::unavailable 例外を生成し ます。

■ int  rmid() const; 
現在のス レ ッ ド に関連付け られた XA 接続の XA リ ソースマネージャ  ID を返し ます。
XA 接続および ト ラ ンザク シ ョ ンが関連付け られていない場合、 こ の メ ソ ッ ド は 
CosTransactions::Unavailable 例外を生成し ます。

■ int  attribute() const; 
現在の {POA, oid, method-name} の組み合わせに一致するか、 ワ イル ド カード によ って
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一致する  PMT 属性の PMT 属性モード を返し ます。 PMT が POA 上で有効でない場合、
戻 り 値は 0 です。

■ int  decision() const; 
値 1 または 2 を返し、 それぞれ現在のス レ ッ ド がク ラ イ アン ト 初期化 ト ラ ンザク シ ョ ン
またはサーバー初期化 ト ラ ンザク シ ョ ンに関連付け られている こ と を表し ます。 PMT 
が POA 上で有効でない場合、 戻 り 値は 0 です。

XA リソースの設定

xa-resource-descriptor

VisiTransact では、 XA リ ソース も、 xa-resource-descriptor と い う 名前の XML 記述
子を使用し て設定されます。 xa-resource-descriptor は xa-resource-descriptor XML フ ァ イルの
ルー ト 要素で、 通常は次に示す構造を持ちます。

<?xml version="1.0"?> 
<!DOCTYPE xa-resource-descriptor SYSTEM "xaresdesc.dtd"> 
 
<!-- xa-resource-descriptor の例 --> 
<xa-resource-descriptor> 
          ... 
            
</xa-resource-descriptor>

<xa-resource-descriptor> ルー ト 要素は、 次の構造に示すよ う に、 さ らに 1 個以上の <xa-
resource> サブ要素 と、 0 個以上の <xa-resource-alias> 要素を持つこ と ができ ます。

 
<!ELEMENT xa-resource-descriptor 
        (xa-resource+, 
        xa-resource-alias*) 
>

xa-resource

<xa-resource> は XA リ ソースサプラ イヤを定義および設定し ます。 サブ要素の <xa-
connection> は、 特定の xa-resource に対し て開 く 接続を定義し ます。 <xa-resource> の DTD 
は次の とお り です。

!ELEMENT xa-resource 
     (xa-connection+) 
> 
ATTLIST xa-resource 
    name           CDATA             "default" 
    xa-library     CDATA             #IMPLIED 
    xa-switch      CDATA             #REQUIRED 
    xa-conn-scope  (thread|process)  #REQUIRED 
>

<xa-resource> は、 1 個以上の <xa-connection> サブ要素を指定し ます。 これを使用し て、 次
の属性を設定でき ます。

■ name 
こ の xa-resource に固有の名前を指定し ます。 この名前は、 デ ィ スパッチされた要求を
どの xa-resource に関連付けるかを決定する ために PMT <transaction> 要素によ って使用
されます。 デフ ォル ト 値は、 default です。

■ xa-library 
XA API ラ イブラ リ のラ イブラ リ フ ァ イル名を指定し ます。 これは、 データベースベン
ダーから提供されます。 こ の属性を指定し なかった場合、 エンジンは、 アプ リ ケー
シ ョ ン実行可能モジ ュール自体から  XA を解決し よ う と し ます。

■ xa-switch 
xa_switch_t 変数のシンボルを指定し ます。 た と えば、 Oracle XA の場合、 このシン
ボルは xaosw、 Informix の場合は infx_xa_switch、 DB2 の場合は db2xa_switch 
です。



 第 19 章 : サーバーアプ リ ケーシ ョ ンモデル 161

■ xa-conn-scope 
XA ラ イブラ リ から提供される  XA 接続の範囲を指定し ます。 これは、 使用される  XA 
API ラ イブラ リ 、 および使用される  XA オープン文字列 （<xa-connection> 要素内の 
info 属性） に依存し ます。

1. "+Threads=false" の場合、 Oracle XA ラ イブラ リ はス レ ッ ド セーフではないため、 Oracle 
XA では xa-conn-scope="process" モード を使用し ないで く ださい。

xa-connection

<xa-connection> 要素は、 特定の XA 接続の名前 と  xa_open info 文字列を指定し ます。 <xa-
connection> 要素の DTD は次の とお り です。

<!ELEMENT xa-connection 
       EMPTY 
> 
<!ATTLIST xa-connection 
          name  CDATA             #IMPLIED 
          info  CDATA             #REQUIRED 
> 

■ name 
接続の名前。 こ の名前は、 接続がス レ ッ ド に関連付け られている場合、
PMT::Current::connectName() メ ソ ッ ド から返されます。 こ の名前は、 info 文字列で割 り
当て られている名前と一致する必要があ り ます。

データ ベース xa-library xa-switch
xa-conn-
scope

Oracle 9 および 10 libcIntsh.so/sl/a Oraclient9.dll Xaosw "thread" （info に 
"+Threads=true"
が 含 ま れ る 場
合） 
"process" （info
に
"+Threads=false
"1 が含まれる場 
合）

Informix 7 [lib]infxxa.[extension] infx_xa_switch "thread"
DB2 8 [lib]db2.[extension] db2xa_switch  

Direct Connection 
Driver

  "process"

XA API 接続名を指定する Info サブ文字列

Oracle XA "+DB=<name>"
Informix XA "+CON=<name>"
Sybase XA "-N=<name>"
DB2 XA "DB=<name>"
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■ info 
xa_open() に渡される文字列。 こ の文字列で指定される情報は、 XA プロバイ ダによ って
異な り ます。 次の表に、 標準的な設定テンプレー ト を示し ます。

PMT XA エンジンは、 ユーザーから提供された情報を使用し て XA オープン接続を開き ま
す。 <xa-resource> の xa-conn-scope 属性の値が process の場合、 VisiTransact は、 指定
された接続を一度に 1 つ開いて、 1 つのス レ ッ ド に関連付けます。 この属性の値が 
thread の場合、 VisiTransact は、 特定の作業ス レ ッ ド を ト ラ ンザク シ ョ ンに関連付ける と
きに、 作業ス レ ッ ド ご と に 1 つの接続を開き ます。

xa-resource-alias

<xa-resource-alias> 要素は、 すでに定義されている  <xa-resource> 要素のエ リ アス名を定義
し ます。

<!ELEMENT xa-resource-alias 
       EMPTY 
> 
<!ATTLIST xa-resource-alias 
          name           CDATA #REQUIRED 
          xa-resource    CDATA #REQUIRED 
>

■ name 
xa-resource のエ リ アス。

■ xa-resource 
こ のエ リ アスがポイ ン ト する実際の xa-resource。

xa-resource-alias の名前が PMT <transaction> 要素の xa-resource 属性から参照される と、 実
際の xa-resource が使用されます。

XA API 標準的な info 文字列テンプレー ト （[] 内はオプシ ョ ン）

Oracle XA "Oracle_XA+Acc=P/[<uid>]/
[<pwd>]+SqlNet=<dblink>+SesTm=<timeout>[+Threads=<true|false>] 
[+LogDir=<dir>][+DbgFlag=<0x0 to 0x7>][+DB=<conn_name>]"

Informix XA "[DB=<dbname>][;USER=<uid>][;PASSWD=<pwd>][;RM=<server>][;CON=
<conn_name>]"

Sybase XA "-U<uid> -P<pwd> [-L<logfile>] [-T<traceflg>] [-V12] [-O<1|-1>] [-N<lrm>]"
DB2 XA "[UID=<uid>][,PWD=<pwd>][,TPM<tpm>][,DB=<conn_name>]"
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XA リソース記述子の例

次の例は、 xa-resource-descriptor の完全な記述を示し ます。

<?xml version="1.0"?> 
<!DOCTYPE xa-resource-descriptor SYSTEM "xaresdesc.dtd"> 
 
<!-- xa-resource-descriptor の例 --> 
<xa-resource-descriptor> 
 
        <!-- 1. xa リ ソースの リ ス ト  --> 
        <xa-resource 
               name="oracle" 
               xa-switch="xaosw" 
               xa-conn-scope="thread" 
        < 
               <!- 2. xa 接続の リ ス ト  --> 
               <xa-connection 
              info= 
                       "Oracle_XA+Acc=P/scott/
tiger+SesTm=10+SqlNet=ora92a+Threads=true" 
               /> 
        </xa-resource> 
 
        <!-- 3. リ ソースエ リ アスの リ ス ト  --> 
        <xa-resource-alias 
               name="default" 
               xa-resource="oracle" 
        /> 
 
        <xa-resource-alias 
            name="account-storage" 
            xa-resource="oracle" 
        /> 
 
</xa-resource-descriptor>

上の例の内容は次の とお り です。

■ xa-resource-descriptor には、 oracle と い う 名前の 1 つの xa-resource が含まれています。

■  この xa-resource は、 xa-switch シンボル xaosw を指定し ますが、 xa-library フ ァ イル名
は指定し ません。 し たがって、 VisiTransact は、 外部から ロード された ラ イブラ リ では
な く 、 現在の実行可能モジ ュール内で xa ス イ ッチを解決し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンが
データベースのク ラ イ アン ト ラ イブラ リ にすでに リ ン ク されてお り 、 そ こに必要な XA 
API が含まれている こ と が多いため、 これは標準的な使用例です。

■ xa-conn-scope は thread に設定されます。 これは、 xa-connection の info 属性の 
+Threads=true サブ文字列と一致し ています。 こ の場合、 VisiTransact は、 ス レ ッ ド
を ト ラ ンザク シ ョ ンに関連付ける と きに、 作業ス レ ッ ド ご と に専用の XA 接続を 1 つ開
き ます。

■ xa-connection 要素では、 名前属性と、 info 文字列の +DB=<name> サブ文字列を省略し
ま し た。 これは、 ス レ ッ ド モード の Oracle XA アプ リ ケーシ ョ ンでは標準的な使用例で
す。 埋め込み SQL はデフ ォル ト 接続を使用し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンでは、 必ずし も  
AT 節を使用する必要はあ り ません。

■ <xa-resource-alias> 要素が default と い う 名前を使用し て定義され、 すでに定義されて
いる  oracle <xa-resource> をポイ ン ト し ます。 PMT <transaction> 要素が <xa-resource> 名 
default を使用し て定義される と、 参照された oracle xa-resource が使用されます。

■ 追加の <xa-resource-alias> 要素が account-storage と い う 名前を使用し て定義され、
すでに定義されている  oracle <xa-resource> をポイ ン ト し ます。PMT <transaction> 要素が 
<xa-resource> 名 account-storage を使用し て定義される と、 参照された oracle xa-
resource が使用されます。
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VisiTransact のプロパティ

vbroker.its.its6xmode=<false|true>

false に設定する と、 すべての VisiTransact PMT 機能と 適化が有効にな り ます。 true 
に設定する と、 PMT 拡張機能 と 適化は無効にな り 、 次に示す非推奨の機能が有効にな り
ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンアプ リ ケーシ ョ ンはイ ンプロセス  OTS を使用し ます。

■ POA は OTS ポ リ シー付きで作成されませんが、 その POA 上のオブジェ ク ト は 
CosTransactions::TransactionalObject から継承されます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンはク ラ イ アン ト 側で NonTxTargetPolicy を使用し ます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンは SessionManager を使用し ます。

■ VisiTransact OTS サーバーが VBJ Java ク ラ イ アン ト と  VBJ サーバーによ って使用されま
す。

こ のプロパテ ィ は、 パフ ォーマン ス比較、 バグの分離、 および後方互換性の要件のために
用意されています。 デフ ォル ト 値は false です。

vbroker.its.verbose=<false|true>

true に設定する と、 VisiTransact は、 ラ ン タ イ ム情報 と し て低レベルの例外 と警告を出力し
ます。 デフ ォル ト 値は false です。

vbroker.its.xadesc=<xa-resource xml file name>

こ のプロパテ ィ を使用し て、 XA-resource 設定フ ァ イルを指定し ます。 デフ ォル ト 値は、
itsxadesc.xml です。
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RM リカバリユーティリティ

2 フ ェーズコ ミ ッ ト メ カニズムは、 すべての ノード が一緒にコ ミ ッ ト またはロールバッ ク
される よ う にし ます。 2 フ ェーズコ ミ ッ ト の途中で、 ネ ッ ト ワークの問題、 データベース
のク ラ ッ シ ュ、 または未処理のソ フ ト ウ ェアエラーによ って障害が発生し た場合、 ト ラ ン
ザク シ ョ ンは未確定にな り 、 データベース内の リ ソースはロ ッ ク されたま ま解放されませ
ん。 こ の問題を解決するために、 VisiTransact には、 RM リ カバ リ ユーテ ィ リ テ ィ  
rmrecover （Windows では rmrecover.exe） と自動 TM リ カバ リ が用意されています。

Borland は、 ト ラ ンザク シ ョ ンに関わる  Resource Manager ご と にこのユーテ ィ リ テ ィ を実
行し てから、 障害で終了し た VisiTransact アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを再起動する こ と を
お勧めし ます。

rmrecover は次のよ う に使用し ます。

% rmrecover <xa_resource_desc.xml> [<options>]
■ <xa_resource_desc.xml> は、 データベースに接続する ために RM によ って使用される  xa-

resource 設定です。

■ <options> は xa-resource 名を指定し ます。

リ カバ リ ユーテ ィ リ テ ィ を実行するには、 次の手順を実行し ます。

1 <xa_resource_desc.xml> 内のユーザー ID と パス ワード を変更し て、 データベース管理権
限を取得し ます。

2 オペレーテ ィ ングシステムに合わせて、 <xa_resource_desc.xml> で Oracle ク ラ イ アン ト
ラ イブラ リ を設定し ます。

■ Windows の場合 ： xa-library="oraclient9.dll"

■ UNIX の場合 ： xa-library="libclntsh.so"

3 特定のポー ト で ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス  ots （Windows では ots.exe） を起動し ます。 
ots -Dvbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.listener.port=<port number>

4 rmrecover ユーテ ィ リ テ ィ を起動し ます。 
rmrecover -ORBInitRef VisiTransactionService=corloc::<host>:<port>/VisiTransactionService 
<xa_resource_desc.xml> <xa-resource name>

RM リ カバ リ ユーテ ィ リ テ ィ は、 データベースにコ ン タ ク ト し て、 未確定の ト ラ ンザク
シ ョ ンの リ ス ト を取得し、 各 ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト またはロールバッ ク し ます。
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第 章

Chapter   20XA Session Manager for      
Oracle OCI、version 9i Client   

こ の章では、 OCI （Oracle Call Interface） データベースの Oracle9i バージ ョ ンを XA セ ッ
シ ョ ンマネージ ャ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と と もに使用する場合の問題について説明し ま
す。 こ の章には、 次の節があ り ます。

■ 167 ページの 「概要」

■ 168 ページの 「Oracle9i のソ フ ト ウ ェ ア要件」

■ 169 ページの 「Oracle9i のイ ン ス ト ール と設定の問題」

■ 170 ページの 「必要な環境変数」

■ 170 ページの 「セ ッ シ ョ ンマネージャの接続プロ フ ァ イル属性」

■ 171 ページの 「プロ グ ラ ミ ングの制限事項」

■ 172 ページの 「 ト ラブルシューテ ィ ング」

概要

こ の章では、 OCI （Oracle Call Interfaces） の Oracle9i バージ ョ ン と  Oracle9i データベース を 
XA ト ラ ンザク シ ョ ン調整を使った VisiTransact と と もに使用するにあたって、 データベー
スに固有の問題と要件について説明し ます。 これには、 ソ フ ト ウ ェア要件、 イ ン ス ト ール
と設定情報、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ と  XA リ ソースデ ィ レ ク タの設定属性、 およびプロ グ
ラ ミ ングの制限事項についての説明が含まれます。

VisiTransact ト ラ ンザク シ ョ ンのデータ ア ク セスは、 OCI と  Oracle XA ラ イブラ リ に対し て
セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使用する こ と によ って発生し ます。 データベース接続は、 アプ リ
ケーシ ョ ンがセ ッ シ ョ ンマネージ ャから接続オブジェ ク ト を要求する と確立されます。 こ
れによ り 、 アプ リ ケーシ ョ ンはネイ テ ィ ブハン ド ルを取得し て、 通常の OCI 呼び出しに使
用でき ます。

こ の章では、 標準 XA コ ミ ッ ト プロ ト コルを使った VisiTransact で Oracle DBMS にア ク セ
スするための要件を中心にし て説明し ます。 Oracle を正し く イ ン ス ト ールし て設定するに
は、 Oracle データベースに付属するマニュ アルの説明にし たが う 必要があ り ます。
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Oracle9i のソフトウェア要件

この章の想定読者

こ のデータベース を管理するシステム管理者とデータベース管理者は、 ト ラ ンザク シ ョ ン
処理に使用する  DBMS を イ ン ス ト ールし て設定する前に、 この章をお読み く ださい。 特
に、 以下の節を参照し て く ださい。 VisiTransact を使ってアプ リ ケーシ ョ ンを構築する アプ
リ ケーシ ョ ン開発者は、 171 ページの 「プロ グ ラ ミ ングの制限事項」 を参照し て く ださい。

Oracle9i のソフトウェア要件

XA リ ソースデ ィ レ ク タ またはセ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使って構築されたアプ リ ケーシ ョ
ンを実行するすべてのマシンに Oracle9i ク ラ イ アン ト ラ イブラ リ を イ ン ス ト ールする必要
があ り ます。 XA リ ソースデ ィ レ ク タ と セ ッ シ ョ ンマネージ ャは、 VisiTransact のコ ンポー
ネン ト です。

次の節では、 プラ ッ ト フ ォームご と のデータベース ク ラ イ アン ト と サーバーの要件を リ ス
ト し ます。

クライアントの要件

次の Oracle OCI 用 Oracle ク ラ イ アン ト コ ンポーネン ト は、 XA リ ソースデ ィ レ ク タ または
セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使って構築されたアプ リ ケーシ ョ ンを実行し ている各 ノード にイ
ン ス ト ールし て設定する必要があ り ます。

■ Solaris の場合は Oracle OCI、 バージ ョ ン 9i
■ Oracle XA ラ イブラ リ

サーバーの要件

データベースの各サーバーマシンでは、 次の Oracle Server のコ ンポーネン ト を イ ン ス ト ー
ルし て設定する必要があ り ます。

■ Oracle Server、 バージ ョ ン 9i
■ Oracle Distributed Database オプシ ョ ン

節
システム管理
者 データ ベース管理

アプ リ ケーシ ョ
ン開発者

Oracle9i のソフトウェア要件 X X  

Oracle9i のインストールと設定の問 
題

X X  

必須環境変数、 トラブルシューティ
ング

X X X

セッションマネージャの 
接続プロファイル属性

X X  

プログラミングの制限事項  X X
トラブルシューティング X X X
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Oracle9i のインストールと設定の問題

Oracle9i のインストールと設定の問題

次の節では、 Oracle のイ ン ス ト ール と ソ フ ト ウ ェ アの設定に関する問題を説明し ます。

インストール要件

Oracle を イ ン ス ト ールするには、 次の条件が必要です。

■ Oracle のイ ン ス ト ール と設定ガイ ド

■ 対応する リ リ ースニュース

データベース設定

次の表に示すよ う に init.ora パラ メ ータ を使用し て、 データベース を XA Session Manager 
for Oracle OCI と と もに使用する よ う に設定し ます。

VisiTransact では、 分散 ト ラ ンザク シ ョ ンの数はデータベースの init.ora パラ メ ータ  
transactions によ って制限されます。 ト ラ ンザク シ ョ ンは、 初の 
getConnection() 呼び出し または getConnectionWithCoordinator() 呼び出しか
ら、 コ ミ ッ ト またはロールバッ ク が完了する まで、 ア ク テ ィ ブな状態が継続し ます。 原則
と し て、 transactions のデフ ォル ト はセ ッ シ ョ ンマネージ ャで使用するには低すぎま
す。 こ のデフ ォル ト はシステムに依存し ています。

Oracle OCI では、 接続と は対照的に、 それぞれの分散 ト ラ ンザク シ ョ ンが 1 つのデータ
ベースセ ッ シ ョ ンを使用し ます。 分散 ト ラ ンザク シ ョ ンセ ッ シ ョ ンやほかのアプ リ ケー
シ ョ ンセ ッ シ ョ ンに対応でき るだけの大き さに init.ora パラ メ ータの sessions と  
processes を設定し て く ださい。

一部のプラ ッ ト フ ォームでは、 XA のよ う な分散 ト ラ ンザク シ ョ ンを使用する と ほかの 
Oracle 機能の使用が制限される場合があ り ます。 た と えば、 一部のプラ ッ ト フ ォームで
は、 Oracle Parallel Server オプシ ョ ンの使用が制限される こ と があ り ます。

メ モ init.ora パラ メ ータの設定方法について、および Oracle XA と  Oracle Parallel Server や Oracle 
Replication などのほかの Oracle 機能の対話については、 Oracle のマニュ アルを参照し て く
ださ い。

DBA_PENDING_TRANSACTIONS ビュー

ビ ュー DBA_PENDING_TRANSACTION は、 リ カバ リ 処理の際にデータベース と  
VisiTransact ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スの間で ト ラ ンザク シ ョ ン情報を同期するために、
XA リ ソースデ ィ レ ク タによ って使用されます。 Oracle9i セ ッ シ ョ ンマネージャプロ フ ァ イ
ルの中で Oracle ユーザー ID を指定されたすべてのユーザーは、 このビ ューで SELECT 権
限を与え られる必要があ り ます。

ビ ューへのア ク セス許可が正し く 、 リ カバ リ 処理を開始でき る こ と を確認するには、 XA 
リ ソースデ ィ レ ク タのユーザー ID と し て SQL*Plus を使って Oracle にロ グ イ ン し てから、
次のク エ リ ーを実行し ます。

select count (*) from SYS.DBA_PENDING_TRANSACTIONS;
Oracle のエラー 「ORA-00942 ： テーブルまたはビ ューが存在し ません」 が返された場合、
XA リ ソースデ ィ レ ク タはこ のビ ューにア ク セスでき ません。 ユーザー sys または system 
と し て ロ グオンするか、 内部のサーバーマネージ ャから接続し て、 このビ ューの SELECT 
権限を適切なユーザーに許可し て く ださい。

init.ora パラ メ ータ 説明

transactions データベースが同時に扱える分散トランザクションの数。

sessions ユーザーセッションとシステムセッションの合計数。

processes このパラメータの設定の詳細については、 『Oracle9i
Server Administrator's Guide』 を参照してください。

distributed_lock_timeout ロックされたリソースを分散トランザクションが待機する時
間 （秒）。
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必要な環境変数

PATH 環境変数には、 データベース ク ラ イ アン ト ラ イブラ リ がイ ン ス ト ールされている  
Oracle ク ラ イ アン ト デ ィ レ ク ト リ のパス、 およびセ ッ シ ョ ンマネージ ャ ラ イブラ リ のパス
が含まれている必要があ り ます。

LD_LIBRARY_PATH 
PATH

PATH に $ORACLE_HOME/bin を追加し、 LD_LIBRARY_PATH に $ORACLE_HOME/lib32 （または 
64 ビッ ト アプ リ ケーシ ョ ンでは $ORACLE_HOME/lib） を追加します。 たとえば、 Borne シェルで
は次のよ う にします。

LD_LIBRARY_PATH=${LD_LIBRARY_PATH}:${ORACLE_HOME}/lib32 
PATH=${ORACLE_HOME}/bin:${PATH}

セッションマネージャの接続プロファイル属性

次の表は、 XA Session Manager for Oracle OCI に固有の設定プロ フ ァ イル属性を示し ます。

属性 UI ラベル 説明 範囲

heartbeat_retry_p
eriod

Heartbeat Retry Period ハートビートが失われた後の
VisiTransact トランザクション 
サービスインスタンスへのハート
ビート間隔の秒数。 リカバリを開
始するために VisiTransact トラ  
ンザクションサービスのインスタ
ンスの再アクティブ化を検出す
るときに使用されます。 リソース
ディレクタ内でのみ使用されま
す。

> 0

heartbeat_watch_p
eriod

Heartbeat Watch Period VisiTransact トランザクション 
サービスインスタンスへのハート
ビート間隔の秒数。VisiTransact
トランザクションサービスのイン
スタンスの障害を自動的に検出
するために使用されます。リソー
スディレクタ内でのみ使用され
ます。

> 0

oracle_txn_idle_t
imeout

Transaction Idle 
Timeout

準備されていないトランザクショ
ンのアイドル状態が続いてタイ
ムアウトになり、 Oracle がトラン 
ザクションをロールバックするま
での時間 （秒） この属性を使用 
する場合は、 VisiTransact トラン 
ザクションサービスに設定され
たタイムアウト時間を考慮してく
ださい。

> 0

oracle_xa_logdir Log Directory Path Oracle XA ログファイルが書き  
込まれるディレクトリのパス。

0 から 256  
文字まで

resource_director
_name

Resource Director 使用するリソースディレクタの名
前。

1 から 128  
文字まで

native_handle_typ
e

Native Handle Type アプリケーションが要求するネイ
ティブ接続ハンドルのタイプ。

有 効 な 値
は
Lda_Def と 
ITSoracle
9i_handles
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OCI 9i API でのセッションマネージャの使用

Oracle9i では、 OCI イ ン ターフ ェースは全面的に書き直されま した。 この新しいイ ンター
フ ェースでは、 SQL 文を実行するためにい く つかのハン ドルが必要です。 この API をセッ
シ ョ ンマネージャで使用するには、 次の手順を実行し ます。

1 接続プロ フ ァ イルで、 属性 native_handle_type を  ITSoracle9i_handles に設定し ま
す。

2 アプ リ ケーシ ョ ンのソースでフ ァ イル ora9i_sessmgr.h を イ ン クルード し て、 オブジェ ク
ト  ITSoracle9i_handles を定義し ます。

3 Connection::getNativeConnectionHandle() の戻 り 値を ITSoracle9i_handles *
（ITSoracle9i_handles 型のオブジェ ク ト へのポイ ン タ） 型にキ ャ ス ト し ます。

4 ク ラ ス  ITSoracle9i_handles が提供する ア ク セ ッ サ メ ソ ッ ド を使用し て、 必要な各種の
ハン ド ルを取得し ます。 次のよ う な メ ソ ッ ド があ り ます。

■ OCISvcCtx *getSvcCtx();
■ OCIEnv *getEnv();
■ OCIError *getError();

ITSoracle9i_handles オブジェ ク ト を通じ て取得し たオブジェ ク ト を解放し ないで く ださ
い。 これらのオブジェ ク ト イ ン ス タ ン スはセ ッ シ ョ ンマネージ ャが管理し ます。

プログラミングの制限事項

次の制限事項は、 ト ラ ンザク シ ョ ン処理のためにアプ リ ケーシ ョ ンをプロ グ ラ ミ ングする
と きに適用されます。

接続オブジェ ク ト は、 それを作成し たス レ ッ ド の中で使用する必要があ り ます。 
これは Oracle9i XA イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの制限であ り 、 接続オブジェ ク ト を取得し た
ス レ ッ ド の中では、 接続オブジェ ク ト イ ン ス タ ン スから取得し たネイ テ ィ ブ接続ハン ド ル
だけを使用でき ます。 こ の接続ハン ド ルをほかのス レ ッ ド で使用する と、 予期し ない結果
が生じ ます。

アプ リ ケーシ ョ ンの中では DDL 文を使用し ません。 
こ の制限は、 DDL SQL 文は Oracle XA アプ リ ケーシ ョ ンでサポー ト されていない と い う こ
と を意味し ます。 これは、 CREATE TABLE などの DDL SQL 文は暗黙のコ ミ ッ ト を実行す
る ためです。 DDL 文が必要な場合は、 XA プロ ト コルを使用し ないプロセスで実行する必
要があ り ます。

次の表に示した操作は、 セッ シ ョ ンマネージャ を通して取得された接続では使用でき ませ
ん。

操作 許可されていない SQL コ マン ド
9i API で許可されてい
ない OCI 呼び出し

接続操作 CONNECT OCISvcCtxLogon 
OCISvcCtxLogoff

トランザクション操作 COMMIT 
ROLLBACK 
SAVEPOINT 
SET TRANSCTION（READ ONLY| 
READWRITE|USE ROLLBACK SEGMENT）

OCITransCommit 
OCITransRollback 
OCIStmtExecute 
（OCI_COMMIT_ON_ 
SUCCESS モード）

暗黙的操作 DDL SQL 文（CREATE TABLE、CREATE   
INDEX など）
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トラブルシューティング

こ の節では、 XA Session Manager for Oracle OCI を Oracle データベース と と もに使用する場
合に発生する問題を明らかにし て、 問題の ト ラブルシ ューテ ィ ングを提案し ます。

VisiTransact メッセージログ

VisiTransact メ ッセージログには、 接続エラーまたは ト ラ ンザク シ ョ ンエラーが発生した と
きのセッ シ ョ ンマネージャ と ネイテ ィ ブの Oracle のエラーメ ッセージが含まれています。

xa_trc ファイルの使い方

XA コード の問題を示すエラーが発生し た場合、 Oracle エラーについての詳細な情報は、
xa_*.trc フ ァ イルで調べる こ と ができ ます。 これらのフ ァ イルは、 定義された接続プロ
フ ァ イルの中で指定されている ロ グデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 セ ッ シ ョ ンマネージャ接続
プロ フ ァ イルの中でロ グデ ィ レ ク ト リ が指定されていない場合、 xa_*.trc フ ァ イルはプロ
セスの開始時に $ORACLE_HOME が利用できれば $ORACLE_HOME/rdbms/log デ ィ レ ク
ト リ に、 $ORACLE_HOME が利用でき なければ現在のデ ィ レ ク ト リ に置かれます。

メ モ デ ィ レ ク ト リ が指定されていて も存在し ない場合、 ロ グフ ァ イルは作成されず、 そのこ と
は警告されません。

分散更新の問題

ネッ ト ワーク障害またはシステム障害によ り 、 次のタ イプの問題が発生する こ とがあ り ま
す。

■ 障害が発生し た と きに、 処理中の準備またはコ ミ ッ ト がセ ッ シ ョ ンの一部の ノード で
完了し ていないこ と があ る。

■ 障害が継続する と （た と えば、 ネ ッ ト ワーク が長時間ダウ ンする）、 未確定 ト ラ ンザク
シ ョ ン （準備されたがコ ミ ッ ト も ロールバッ ク も されていない） によ って排他的に
ロ ッ ク されたデータ をほかの ト ラ ンザク シ ョ ンの文で使用できない。

メ モ 1 つの Oracle ノード が別の Oracle データベースのサブコーデ ィ ネータ と し て機能する場合
の分散更新動作の詳細については、 Oracle のマニュ アルを参照し て く ださい。

データアクセス障害

ユーザーが SQL 文を発行する場合、 Oracle9i は文を実行するために必要なデータ を ロ ッ ク
し よ う と し ます。 ただし、 要求されたデータがほかのコ ミ ッ ト されていない ト ラ ンザク
シ ョ ンの文によ って処理され、 長時間ロ ッ ク されたま まの場合は、 タ イ ムア ウ ト が発生し
ます。

未確定 ト ラ ンザクシ ョ ンによるロ ッ ク
未確定分散 ト ラ ンザク シ ョ ンの リ ソースがロ ッ ク されている ために、 ローカルデータ
ベースのロ ッ ク を必要とする ク エ リ ーまたは DML 文がいつまでも ブロ ッ ク される こ
と があ り ます。 この場合は、 次のエラー メ ッ セージがユーザーに返されます。

ORA-01591: 未確定分散 ト ラ ンザクシ ョ ン <IDt> がロ ッ ク を保持し ています。

こ の場合、 SQL 文はただちにロールバッ ク されます。 SQL 文のロールバッ ク によ って ト ラ
ンザク シ ョ ンのロールバッ ク が自動的に行われる こ と はあ り ません。 文を実行し たアプ リ
ケーシ ョ ンは、 後で文を再実行し よ う と し ます。 ロ ッ ク が継続する場合は、 未確定分散 ト
ラ ンザク シ ョ ンの ID を含めて管理者に問題を報告し て く ださ い。

未確定 ト ラ ンザク シ ョ ン と は、 準備状態のま までコ ミ ッ ト も ロールバッ ク も されていない
ト ラ ンザク シ ョ ンです。
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ト ラ ンザクシ ョ ン タ イムアウ ト
リ モー ト データベース を ロ ッ クする必要があ る  DML 文は、 要求し たデータ を別の ト
ラ ンザク シ ョ ンが現在ロ ッ ク し ている と、 ブロ ッ ク される こ と があ り ます。 データ を
要求する  SQL 文を これらのロ ッ ク がブロ ッ ク し続ける と タ イ ムア ウ ト が発生し、 文
はロールバッ ク されて次のエラー メ ッ セージがユーザーに返されます。

ORA-02049: タ イムアウ ト ： 分散 ト ラ ンザクシ ョ ンがロ ッ ク を待機し ています。

こ の場合、 SQL 文はただちにロールバッ ク されます。 SQL 文のロールバッ ク によ って ト ラ
ンザク シ ョ ンのロールバッ ク が自動的に行われる こ と はあ り ません。 アプ リ ケーシ ョ ン
は、 デッ ド ロ ッ ク が起きた と き と同様に続行し ます。 文を実行し たアプ リ ケーシ ョ ンは、
後で文を再実行し よ う と し ます。 ロ ッ ク が継続する場合は、 管理者に問題を報告する必要
があ り ます。

前の状況で説明されている タ イ ムア ウ ト 間隔は、 初期化パラ メ ータ  
distributed_lock_timeout で制御でき ます。 この間隔は秒単位です。 た と えば、 イ
ン ス タ ン スのタ イ ムア ウ ト 間隔を 30 秒に設定するには、 関連するパラ メ ータ フ ァ イルに
次の行を加えます。

DISTRIBUTED_LOCK_TIMEOUT=30
こ のタ イ ムア ウ ト 間隔の場合、 利用できない リ ソース を 30 秒待機し た後も ト ラ ンザク
シ ョ ンを継続できない と、 前節で説明されている タ イ ムア ウ ト エラーが発生し ます。

distributed_lock_timeout パラ メ ータについては、 169 ページの 「データベース設
定」 を参照し て く ださ い。

Oracle エラーメッセージ

VisiTransact メ ッ セージ ロ グには Oracle エラー メ ッ セージが含まれてお り 、 次のよ う な接
続エラーや ト ラ ンザク シ ョ ンのエラーの ト ラブルシ ューテ ィ ングに役立ちます。

ヒューリスティックな完了の強制

強制的に ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク な ト ラ ンザク シ ョ ンを完了させるには、 COMMIT FORCE 
<local transaction id> または ROLLBACK FORCE <local transaction id> を使用し ます。 こ こ
で、 <local transaction id> は dba_2pc_pending テーブルに基づいています。 詳細については、
「Oracle9i Distributed Database Systems」 マニュ アルを参照し て く ださい。

エラー メ ッ セージ 説明 ソ リ ューシ ョ ン

ORA-12154 Solaris でのファイルデスク 
リ プ タ の プ ロ セ ス 限 度
（ulimit） が、 マルチス
レッドアプリケーションに対
する設定としては低すぎま
す。

プロファイル名で正しいデータベース名
を確認します。 
tnsnames.ora ファイルで、 対応するサー 
ビス名のエントリを探します。 
データベースと Oracle リスナープロセス  
が実行中であることを確認します。 
Solaris で、 ファイルデスクリプタ限度 
（ulimit） の設定が接続を開くのに十分な
大きさであることを確認します。 
ulimit コマンドの設定については、 
Solaris オペレーティングシステムのマ 
ニュアルを参照してください。
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第 章

Chapter   21DirectConnect Session    
Manager for Oracle OCI、   

version 9i Client  
こ の章では、 OCI （Oracle Call Interface） データベースの Oracle9i バージ ョ ンを 
DirectConnect セ ッ シ ョ ンマネージ ャ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と と もに使用する場合の問題
について説明し ます。 こ の章には、 次の節があ り ます。

■ 175 ページの 「概要」

■ 176 ページの 「Oracle9i のソ フ ト ウ ェ ア要件」

■ 176 ページの 「Oracle9i のイ ン ス ト ール と設定の問題」

■ 177 ページの 「必要な環境変数」

■ 177 ページの 「セ ッ シ ョ ンマネージャの接続プロ フ ァ イル属性」

■ 178 ページの 「プロ グ ラ ミ ングの制限事項」

■ 178 ページの 「 ト ラブルシューテ ィ ング」

概要

こ の章では、 OCI （Oracle Call Interface） の Oracle9i バージ ョ ン と  Oracle9i データベース を 
DirectConnect セ ッ シ ョ ンマネージ ャ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と と もに使用するにあたっ
て、 データベースに固有の問題と要件について説明し ます。 これには、 ソ フ ト ウ ェア要
件、 イ ン ス ト ール と設定情報、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャの設定属性、 およびプロ グ ラ ミ ング
の制限事項についての説明が含まれます。 これは、 このマニュ アルで説明されているほか
の DirectConnect セ ッ シ ョ ンマネージャ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と対照的です。

VisiBroker VisiTransact ト ラ ンザク シ ョ ンのデータ ア ク セスは、 OCI と  Oracle ラ イブラ リ に
対し てセ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使用する こ と によ って発生し ます。 データベース接続は、
アプ リ ケーシ ョ ンがセ ッ シ ョ ンマネージ ャから接続オブジェ ク ト を要求する と確立されま
す。 これによ り 、 アプ リ ケーシ ョ ンはネイ テ ィ ブハン ド ルを取得し て、 通常の OCI 呼び出
しに使用でき ます。

こ の章では、 VisiBroker VisiTransact で Oracle DBMS にア ク セスするための要件を中心にし
て説明し ます。 Oracle を正し く イ ン ス ト ールし て設定するには、 Oracle データベースに付
属するマニュ アルの説明にし たが う 必要があ り ます。

DirectConnect セ ッ シ ョ ンマネージ ャ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの詳細については、 99 ページ
の 「セ ッ シ ョ ンマネージ ャの概要」 と 119 ページの 「セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使用し た
データ ア ク セス」 を参照し て く ださい。
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Oracle9i のソフトウェア要件

この章の想定読者

こ のデータベース を管理するシステム管理者とデータベース管理者は、 ト ラ ンザク シ ョ ン
処理に使用する  DBMS を イ ン ス ト ールし て設定する前に、 この章をお読み く ださい。 特
に、 以下の節を参照し て く ださい。 VisiTransact を使ってアプ リ ケーシ ョ ンを構築する アプ
リ ケーシ ョ ン開発者は、 178 ページの 「プロ グ ラ ミ ングの制限事項」 を参照し て く ださい。

Oracle9i のソフトウェア要件

セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使って構築されたアプ リ ケーシ ョ ンを実行するすべてのマシンに 
Oracle9i ク ラ イ アン ト ラ イブラ リ を イ ン ス ト ールする必要があ り ます。 セ ッ シ ョ ンマネー
ジ ャは、 VisiBroker VisiTransact のコ ンポーネン ト です。

次の節では、 プラ ッ ト フ ォームご と のデータベース ク ラ イ アン ト と サーバーの要件を リ ス
ト し ます。

クライアントの要件

次の Oracle OCI 用 Oracle ク ラ イ アン ト コ ンポーネン ト は、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使って
構築されたアプ リ ケーシ ョ ンを実行し ている各 ノード にイ ン ス ト ールし て設定する必要が
あ り ます。

■ Solaris の場合は Oracle OCI、 バージ ョ ン 9i

サーバーの要件

UNIX データベースの各サーバーマシンでは、 次の Oracle Server のコ ンポーネン ト を イ ン ス
ト ールし て設定する必要があ り ます。

■ Oracle9i Server

Oracle9i のインストールと設定の問題

次の節では、 Oracle のイ ン ス ト ール と ソ フ ト ウ ェ アの設定に関する問題を説明し ます。

インストール要件

Oracle を イ ン ス ト ールするには、 次の条件が必要です。

■ Oracle のイ ン ス ト ール と設定ガイ ド

■ 対応する リ リ ースニュース

節 システム管理者
データ ベース管
理

アプ リ ケーシ ョ
ン開発者

Oracle9i のソフトウェア要件 X X  

Oracle9i のインストールと設定の 
問題

X X  

必須環境変数、 トラブルシュー
ティング

X X X

セッションマネージャの接続プロ
ファイル属性

X X  

プログラミングの制限事項  X X
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必要な環境変数

データベース設定

次の表に示すよ う に init.ora パラ メ ータ を使用し て、 データベース を DirectConnect Session 
Manager for Oracle OCI と と もに使用する よ う に設定し ます。

DirectConnect Session Manager for Oracle OCI では、 各 ト ラ ンザク シ ョ ンはデータベースセ ッ
シ ョ ンを使用し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンセ ッ シ ョ ンやほかのアプ リ ケーシ ョ ンセ ッ シ ョ ン
に対応でき るだけの大き さ に init.ora パラ メ ータの sessions と  processes を設定し て
く ださ い。

DirectConnect セ ッ シ ョ ンマネージ ャが開いたそれぞれの接続は、 ト ラ ンザク シ ョ ンが完了
する までセ ッ シ ョ ンを必要と し ます。 そのため、 sessions パラ メ ータは、 データベース
にア ク セスする  DirectConnect 同時処理 ト ラ ンザク シ ョ ンの 大値よ り 大きい数値に設定す
る必要があ り ます。

メ モ init.ora パラ メ ータの設定方法については、 Oracle のマニュ アルを参照し て く ださい。

必要な環境変数

PATH 環境変数には、 データベース ク ラ イ アン ト ラ イブラ リ がイ ン ス ト ールされている  
Oracle ク ラ イ アン ト デ ィ レ ク ト リ のパス、 およびセ ッ シ ョ ンマネージ ャ ラ イブラ リ のパス
が含まれている必要があ り ます。

UNIX LD_LIBRARY_PATH 
PATH

PATH に ORACLE_HOME /bin を追加し、 LD_LIBRARY_PATH に $ORACLE_HOME/lib32 （または 
64 ビッ ト アプ リ ケーシ ョ ンでは $ORACLE_HOME/lib） を追加します。 たとえば、 Bourne シェル
では次のよ う にします。

LD_LIBRARY_PATH=${LD_LIBRARY_PATH}:${ORACLE_HOME}/lib32 
PATH=${ORACLE_HOOME}/bin:${PATH}

セッションマネージャの接続プロファイル属性

次の表は、 XA Session Manager for Oracle OCI に固有の設定プロ フ ァ イル属性を示し ます。

次の表は、 XA Session Manager for Oracle OCI の属性を示し ます。

init.ora パラ メ ータ 説明

sessions ユーザーセッションとシステムセッションの合計数。

processes このパラメータの設定の詳細については、 
『Oracle9i Server Administrator's Guide』 を参照してください。

属性 UI ラベル 説明 範囲

native_handle_typ
e

Native Handle Type アプリケーションが要
求するネイティブ接続
ハンドルのタイプ。

有効な値は、 
Lda_Def または 
ITSOracle9i_hand
les です。
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OCI 9i API でのセッションマネージャの使用

Oracle9i では、 OCI イ ン ターフ ェースは全面的に書き直されま し た。 こ の新しいイ ン ター
フ ェースでは、 SQL 文を実行するためにい く つかのハン ド ルが必要です。 この API をセ ッ
シ ョ ンマネージ ャで使用するには、 次の手順を実行し ます。

1 接続プロ フ ァ イルで、 属性 native_handle_type を ITSOracle9i_handles に設
定し ます。

2 アプ リ ケーシ ョ ンのソースでフ ァ イル ora9i_sessmgr.h を イ ン クルード し て、 オブジェ ク
ト  ITSOracle9i_handles を定義し ます。

3 Connection::getNativeConnectionHandle() の戻 り 値を 
ITSOracle9i_handles * （ITSOracle9i_handles 型のオブジェ ク ト へのポイ ン
タ） 型にキ ャ ス ト し ます。

4 ク ラ ス  ITSOracle9i_handles が提供する ア ク セ ッサ メ ソ ッ ド を使用し て、 必要な各
種のハン ド ルを取得し ます。 次のよ う な メ ソ ッ ド があ り ます。

■ OCISvcCtx *getSvcCtx();
■ OCIEnv *getEnv();
■ OCIError *getError();

ITSOracle9i_handles オブジ ェ ク ト を通じ て取得し たオブジェ ク ト を解放し ないで く
ださい。 これらのオブジェ ク ト イ ン ス タ ン スはセ ッ シ ョ ンマネージ ャが管理し ます。

プログラミングの制限事項

次の制限事項は、 VisiBroker VisiTransact と  Oracle OCI を使って ト ラ ンザク シ ョ ン処理のア
プ リ ケーシ ョ ンをプロ グ ラ ミ ングする場合に適用されます。

VisiTransact ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス と セ ッ シ ョ ンマネージ ャは接続と ト ラ ンザク シ ョ ン
管理を制御するため、 プラ ッ ト フ ォームは次の表に示し た許可されていない操作を使用し
ないよ う にし て く ださ い。

トラブルシューティング

こ の節では、 DirectConnect Session Manager for Oracle OCI を Oracle データベース と と もに
使用する場合に発生する問題を明らかにし て、 問題の ト ラブルシ ューテ ィ ングを提案し ま
す。

VisiBroker VisiTransact メッセージログ

VisiTransact メ ッ セージ ロ グには、 接続エラーまたは ト ラ ンザク シ ョ ンエラーが発生し た と
きのセ ッ シ ョ ンマネージ ャ と ネイ テ ィ ブの Oracle のエラー メ ッ セージが含まれています。

操作
許可されていない SQL コ マン
ド

9i API で許可されていない 
OCI 呼び出し

接続操作 CONNECT OCISvcCtxLogon 
OCISvcCtxLogoff

トランザクション操作 COMMIT 
ROLLBACK 
SAVEPOINT 
SET TRANSACTION

OCITransCommit 
OCITransRollback 
O C I S t m t E x e c u t e
（OCI_COMMIT_ON_ 
SUCCESS モード）

暗黙的操作 DDL SQL 文（CREATE TABLE な    
ど）
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トラブルシューティング

Oracle エラーメッセージ

VisiTransact メ ッ セージ ロ グ と  VISSessionManager::Error 例外には Oracle エラー メ ッ
セージが含まれてお り 、 次のよ う な接続エラーや ト ラ ンザク シ ョ ンのエラーの ト ラブル
シューテ ィ ングに役立ちます。

エラー メ ッ セージ 説明 ソ リ ューシ ョ ン

ORA-01017 無効なユーザー名
／パスワード

接続プロファイルのユーザー名とパスワードが正
しいことを確認します。

ORA-12154 サービス名を解決
できない

プロファイル名で正しいデータベース名を確認し
ます。 
tnsnames.ora ファイルで、 対応するサービス名の 
エントリを探します。 
データベースと Oracle リスナープロセスが実行中  
であることを確認します。 
Solaris で、 ファイルデスクリプタ限度 （ulimit） の 
設定が接続を開くのに十分な大きさであることを
確認します。 
ulimit コマンドの設定については、 Solaris オペ  
レーティングシステムのマニュアルを参照してくだ
さい。
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第 章

Chapter   22 コマンド、ユーティリティ、引数、   
および環境変数

こ の付録では、 VisiTransact コマン ド と  ORB_init() の引数、 および VisiTransact で使用さ
れる環境変数について説明し ます。

VisiTransact コマンドの概要

次の表に示すよ う に、 以下で説明する コマン ド は相互に関連し ています。

VisiTransact コ ンポーネン ト 関連する コ マン ド

VisiBroker コンソール vbconsole。 このコマンドは VisiBroker コンソール  
を起動します。

VisiTransact Transaction Service ots。 このコマンドは、 VisiTransact Transaction 
Service のインスタンスを起動します。 
vshutdown。 こ の コ マ ン ド は、 VisiTransact
Transaction Service のインスタンスをシャットダウンし  
ます。

セッションマネージャ xa_resdir. このコマンドは、 セッションマネージャの 
一部である XA リソースディレクタのインスタンスを  
起動します。 
smconfig_server. このコマンドは、 セッションマ 
ネージャ設定サーバーのインスタンスを起動しま
す。 
vshutdown。 このコマンドは、 XA リソースディレクタ 
またはセッションマネージャ設定サーバーのインス
タンスをシャットダウンします。

セッションマネージャ設定のセットアップ smconfigsetup。 このユーティリティは、 カスタマイ
ズされたセッションマネージャを作成するためにプ
ラグイン可能リソースインターフェースで使用する接
続プロファイルを作成します。
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VisiTransact コマンドの概要

vbconsole

こ のコマン ド は VisiBroker コ ン ソールを起動し ます。 VisiBroker コ ン ソールの実行可能
フ ァ イルがイ ン ス ト ールされている任意の ノード で実行でき ます。 VisiBroker コ ン ソール
は、 管理する  VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス またはセ ッ シ ョ ンマネージ ャ
設定サーバーのイ ン ス タ ン スに対し て ローカルであ る必要はあ り ません。 ただし、 管理す
る イ ン ス タ ン スは、 VisiBroker コ ン ソールの起動時に実行されている必要があ り ます。

構文
prompt>vbconsole

サンプル
prompt>vbconsole

引数
な し。

ots

こ のコマン ド は、 VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス を起動し ます。

構文
prompt>ots [-Dvbroker.ots.defaultTimeout=<seconds>]  
        [-Dvbroker.ots.defaultMaxTimeout=<seconds>]  
        [-Dvbroker.ots.name=<transaction_service_name>] 
        [-Dvbroker.ots.logDir=<directory_name>] 
        [-Dvbroker.log.enable=<Boolean>] 
        [vbroker.ots.logPurgeTransactions=<true|false>] 
        [vbroker.ots.logSleep=<milliseconds>]  
        [vbroker.ots.logCache=<cache_size_in_kilobytes>] 
        [vbroker.ots.logUnit=<transaction_log_size>]

サンプル
prompt>ots -Dvbroker.ots.defaultTimeout=60 -
Dvbroker.ots.defaultMaxTimeout=120  
-Dvbroker.ots.name=Sales -Dvbroker.log.enable=true

引数
このコマン ド では、 次の引数を使用でき ます。

引数 説明

-Dvbroker.ots.defaultTimeout=<seconds> VisiTransact Transaction Service インスタンス   
のデフォルトのトランザクションタイムアウト値
を設定します。 設定しないと、 デフォルトの
600 秒になります。

-Dvbroker.ots.defaultMaxTimeout=<seconds> VisiTransact Transaction Service インスタンス   
の 大のトランザクションタイムアウト値を設
定します。 設定しないと、 デフォルトの 3600 
秒になります。

-Dvbroker.ots.name=<transaction_service_name> ス マート エージ ェ ン ト に VisiTransact 
Transaction Service のイ ン タ ーフ ェ ース を 登  
録する 際に使用さ れる イ ンス タ ンス 名を設
定し ます。 デフォルト は <host_name>_ots で  
す。
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VisiTransact コマンドの概要

smconfig_server

こ のコマン ド は、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーのイ ン ス タ ン ス を起動するために使
用し ます。 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定サーバーをエージェ ン ト と し て使用し て、 データ
ベースにア ク セスする接続プロ フ ァ イルを作成し ます。

構文
prompt>smconfig_server [-Dvbroker.sm.pstorePath=<path>]  
               [-Dvbroker.sm.configName=<name>] [-m{32|64}]

サンプル
prompt>smconfig_server -
Dvbroker.sm.pstorePath=C:¥vbroker¥adm¥its¥session_manager  
-Dvbroker.sm.configName=athena_smcs -m64

引数
このコマン ド では、 次の引数を使用でき ます。

-Dvbroker.ots.logDir=<directory_name> ログとロガー情報を保存するディレクトリの名
前を指定します。 指定しないと、 デフォルト
の
<VBROKER_ADM>¥its¥<transaction_service

_name>¥logger になります。

-Dvbroker.log.enable=<Boolean>  このサーバーのデバッグログステートメントを 
表示するには、 このプロパティを true に設定  
します。デバッグログフィルタのさまざまなソー
ス名オプションについては、 『VisiBroker for 
C++ 開発者ガイド』 の 「デバッグログのプロ 
パティ」 を参照してください。

vbroker.ots.logPurgeTransactions=<true|false>  トランザクションログが新しいファイルかどうか 
を示します。

vbroker.ots.logSleep=<milliseconds> キャッシュがいっぱいで物理ファイルにフラッ
シュする必要があるかどうかをチェックするま
でのスリープ時間をミリ秒単位で示します。 デ
フォルトは 0 です。

vbroker.ots.logCache=<cache_size_in_kilobytes> 物理ファイルにフラッシュするまでのキャッ
シュのサイズを示します。 デフォルトは 64k で  
す。

vbroker.ots.logUnit=<transaction_log_size>  ログファイルのサイズを示します。 デフォルト 
は 8M です。

引数 説明

-Dvbroker.sm.pstorePath=<path> 永続的ストアファイルが存在するディレクトリのパス
を指定します。 デフォルトでは、 永続的ストアファ
イルは <VBROKER_ADM>¥its¥session_manager に  
あります。

引数 説明
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VisiTransact コマンドの概要

vshutdown

こ のコマン ド を使用し て、 VisiTransact Transaction Service、 XA リ ソースデ ィ レ ク タ、 およ
びセ ッ シ ョ ンマネージ ャの接続マネージ ャ をシ ャ ッ ト ダウ ンでき ます。

デフ ォル ト では、 これを使って VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス をシ ャ ッ ト
ダウ ンする と、 未処理の ト ラ ンザク シ ョ ンが完了し てから シ ャ ッ ト ダウ ンが実行されま
す。 ただし、 新しい ト ラ ンザク シ ョ ンは受け付け られません。 ト ラ ンザク シ ョ ンを解決し
ないで VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス をシ ャ ッ ト ダウ ンするには、 オプ
シ ョ ンの -immediate 引数を使用し ます。

メ モ アプ リ ケーシ ョ ンの ORB_init() メ ソ ッ ド に -OTSexit_on_shutdown 引数が渡された
場合は、 こ のコマン ド を使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ンプロセス内に埋め込まれた 
VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス をシャ ッ ト ダウ ンでき ます。 アプ リ ケー
シ ョ ンプロセスに埋め込まれた VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス をシ ャ ッ ト
ダウ ンする方法については、 188 ページの 「VisiTransact Transaction Service イ ン ス タ ン スが
埋め込まれたアプ リ ケーシ ョ ンの引数」 を参照し て く ださい。

構文
prompt>vshutdown -help 
prompt>vshutdown -type <object_type>  
           [-name <object_name>]  
           [-host <host_name>]  
           [-immediate]  
           [-noprompt]

サンプル
prompt>vshutdown -type ots -name myTxnSvc

引数
このコマン ド では、 次の引数を使用でき ます。

-Dvbroker.sm.configName=<name> 使用するセッションマネージャ設定サーバーの名
前を指定します。 デフォルトでは、 セッションマネー
ジ ャ 設 定 サ ー バ ー に 割 り 当 て ら れ た 名 前 は
<host>_smcs です。 ここで host は、 セッションマ   
ネージャプロファイルを作成したホストの名前です。

-m{32|64} 32 ビットまたは 64 ビットの共有プラグインライブラリ   
名に基づいてプロファイルを生成します。 
-m32 は 32 ビットの命名に使用 
-m64 は 64 ビットの命名に使用

引数 説明

引数 説明

-help このコマンドの使用方法を表示します。 この引数を使用すると、
ほかの引数は無視され、 使用方法だけが表示されます。

-type 有効なタイプは次のとおりです。 
ots - VisiTransact Transaction Service 
rd - VisiTransact XA リソースディレクタ 
smcs - セッションマネージャ設定サーバー  
型だけを指定すると、 その型のすべてのサービスが表示され、 そ
れらをシャットダウンするかどうかをたずねるメッセージが表示され
ます。

-name <object_name> シャットダウンするオブジェクトの名前。 デフォルトでは、 指定し
た型のオブジェクトが検索され、 それらをシャットダウンするかどう
かをたずねるメッセージが表示されます。
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VisiTransact コマンドの概要

xa_resdir

こ のコマン ド を使って XA リ ソースデ ィ レ ク タのイ ン ス タ ン ス を起動し ます。 VisiBroker 
コ ン ソールを使ってデータベースにア ク セスする接続プロ フ ァ イルを作成済みであ る必要
があ り ます。

構文
prompt>xa-resdir -Dvbroker.sm.profileName=<profile>  
          [-Dvbroker.sm.pstorePath=<path>]  
          [-Dvbroker.sm.configName=<name>] 
          [-Dvbroker.sm.connectionIdleTimeout=<seconds>]

サンプル
prompt>xa-resdir -Dvbroker.sm.profileName=quickstart 
 -Dvbroker.sm.pstorePath=C:¥vbroker¥adm¥its¥session_manager 
 -Dvbroker.sm.configName=athena_smcs

引数
このコマン ド では、 次の引数を使用でき ます。

-host <host_name> シャットダウンするサービスがあるホストマシン。 デフォルトでは、
特定の型と名前 （指定した場合） のオブジェクトがネットワーク上
で検索され、 それらをシャットダウンするかどうかをたずねるメッ
セージが表示されます。

-immediate 未 処 理 の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン を 解 決 し な い で、 VisiTransact
Transaction Service のインスタンスをすぐにシャットダウンします。

-noprompt すべてのオブジェクトの型、 名前、 またはホストのリストが取得さ
れたときに、 それらのシャットダウンを確認するメッセージを表示し
ない場合は、 この引数を使用します。

引数 説明

-Dvbroker.sm.profileName=<profile> データベースとの接続を確立するために使用
するセッションマネージャ接続プロファイルの
名前を入力します。 必須です。

-Dvbroker.sm.pstorePath=<path> 永続的ストアファイルが存在するディレクトリの
パスを指定します。 デフォルトでは、 永続的
ストアファイルは 
<VBROKER_ADM>¥its¥session_manager にあり 
ます。

-Dvbroker.sm.configName=<name> 使用するセッションマネージャ設定サーバー
の名前を指定します。 デフォルトでは、 セッ
ションマネージャ設定サーバーに割り当てら
れた名前は <host>_smcs です。 ここで host   
は、 セッションマネージャプロファイルを作成
したサーバーの名前です。

-Dvbroker.sm.connectionIdleTimeout=<seconds> 接続は、 アイドルでトランザクションに関連付
けられていないまま、 ここに指定した秒数が経
過 す る と、 セ ッ シ ョ ン マ ネ ー ジ ャ
ConnectionPool によって自動的に閉じられま 
す。 これを使用して、 プール内の未使用の接
続数を減らすことができます。 このパラメータ
のデフォルトは 300 秒です。

引数 説明
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VisiTransact ユーティリティ

smconfigsetup

smconfigsetup ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 接続プロ フ ァ イルを作成でき ます。 このユー
テ ィ リ テ ィ を使用し て、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャで使用するプロ フ ァ イルを作成するには、
次の手順にし たがいます。 太字の文字は、 ユーザー入力を示し ます。 smconfigsetup ユー
テ ィ リ テ ィ の終了時にプロ フ ァ イルが作成されます。

セ ッ シ ョ ンマネージャで使用するプロ フ ァ イルを作成する
セ ッ シ ョ ンマネージ ャで使用するプロ フ ァ イルを作成するには、 次の手順にし たがい
ます。

1 コマン ド プロ ンプ ト に smconfigsetup と入力し ます。

prompt>smconfigsetup

2 数字の 1 を入力し てプロ フ ァ イルを作成し ます。

Do you wish to 
(0) Quit 
(1) Add a profile 
(2) List all profiles 
(3) List attributes of a profile 
(4) Copy a profile 
(5) Delete a profile 
(6) Create metadata files 
(7) Add pluggable data resources 
 
Enter the number of your selection: 1

3 データベースの種類に対応する数字を入力し ます。

2 known Session Manager implementations: 
(0) Oracle OCI 9i DirectConnect 
(1) Oracle OCI 9i XA 
 
Please enter the database type you are trying to create: 0

4 接続プロ フ ァ イル名を入力し ます。

Please enter the name for the new profile: quickstart

5 データベース名を入力し ます。

Attribute name "database_name" 
New value for attribute Database Name (default value <>) : itso9idb

6 ユーザー名を入力し ます。

Attribute name "userid" 
New value for attribute User Name (default value <>) : scott

7 ユーザーのパス ワード を入力し ます。

Attribute name "password" 
New value for attribute Password (default value <>) : tiger

8 ネ イ テ ィ ブハン ド ル型を入力し ます。

Attribute name "native_handle_type" 
New value for attribute Native Handle Type  
(default value <ITSoracle9i_handles>) : ITSoracle9i_handle

9 0 （ゼロ） を入力し てユーテ ィ リ テ ィ を終了し ます。

Do you wish to 
(0) Quit 
(1) Add a profile 
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(2) List all profiles 
(3) List attributes of a profile 
(4) Copy a profile 
(5) Delete a profile 
(6) Create metadata files 
(7) Add pluggable data resources 
 
Enter the number of your selection: 0 
 
Bye!

smconfigsetup ユーテ ィ リ テ ィ の終了時にプロ フ ァ イルが作成されます。

アプリケーションのコマンドライン引数

ORB_init() に、 VisiTransact Transaction Service やアプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト の動
作に影響を及ぼす引数を渡すこ と ができ ます。 以下の節で、 各オプシ ョ ンについて説明し
ます。

argc と argv を使用して、コマンドライン引数を 
ORB_init() に渡す

コマン ド ラ イ ン引数は、 VisiBroker のコ ンポーネン ト と し て、 VisiBroker ORB の初期化呼
び出し  ORB_init() を介し て VisiTransact のコ ンポーネン ト に渡されます。 し たがって、
コマン ド ラ イ ンで指定された引数を特定のアプ リ ケーシ ョ ンプロセスの VisiTransact オペ
レーシ ョ ンで利用するには、 アプ リ ケーシ ョ ンの メ イ ンプロ グ ラ ムから元の argc 引数と  
argv 引数を ORB_init() に渡す必要があ り ます。 た と えば、 次のよ う にし ます。

int main(int argc, char * const* argv) 
{ 
    try 
    { 
         // ORB の初期化 
         CORBA::ORB_var orb = CORBA::ORB_init(argc, argv); 
    } 
... 
}

ORB_init() 関数は、 ORB の引数と  VisiTransact の引数の両方を解析し、 それら を argv 
ベク タから削除し てから戻 り ます。

トランザクションを開始するアプリケーションの引数

デフ ォル ト では、 Current::begin(), を使って初めて ト ラ ンザク シ ョ ンを開始する際
に、 スマー ト エージェ ン ト を使って VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン スが検索
されます。 こ こ で説明する引数を使用し て、 使用する  VisiTransact Transaction Service のイ
ン ス タ ン ス と ト ラ ンザク シ ョ ンのタ イ ムア ウ ト 値を指定でき ます。

これらの引数は、 ト ラ ンザク シ ョ ンサーバーを手動で起動する際に、 コマン ド ラ イ ンで渡
し ます。 187 ページの 「argc と  argv を使用し て、 コマン ド ラ イ ン引数を ORB_init() に渡
す」 で説明する よ う に、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 これらのコマン ド ラ イ ン入力引数を 
ORB_init() メ ソ ッ ド で処理し ます。
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次の表では、 ト ラ ンザク シ ョ ンを開始する アプ リ ケーシ ョ ンのコマン ド ラ イ ンから  
ORB_init() に渡すこ と ができ る引数について説明し ています。

た と えば、 Accounting VisiTransact Transaction Service を使用する  billing C++ ト ラ ンザク
シ ョ ンサーバーを起動するには、 次のコマン ド を使用し ます。

prompt>billing -Dvbroker.ots.currentName=Accounting
Accounting VisiTransact Transaction Service を使用し、 タ イ ムア ウ ト までの時間が 2400 秒で
あ る  Billing ト ラ ンザク シ ョ ンサーバーを起動するには、 次のコマン ド を使用し ます。

prompt>billing -Dvbroker.ots.currentName=Accounting -
Dvbroker.ots.currentTimeout=2400

-Dvbroker.ots.currentHost と  -Dvbroker.ots.currentName を組み合わせて指
定する と、 スマー ト エージェン ト は、 指定されたホス ト で指定された VisiTransact Transaction 
Service のイ ンス タ ンスを探し ます。 -Dvbroker.ots.currentFactory を -
Dvbroker.ots.currentHost または -Dvbroker.ots.currentName と と もに指定す
る と、 スマー ト エージェン ト は、 VisiTransact Transaction Service イ ンス タ ンスを IOR だけで
検索し ます。 ほかの引数は無視されます。

VisiTransact Transaction Service インスタンスが 
埋め込まれたアプリケーションの引数

こ こ で説明する引数を使用し て、 使用する  VisiTransact Transaction Service のイ ン ス タ ン ス
を指定でき ます。 また、 VisiTransact Transaction Service の埋め込みイ ン ス タ ン ス を終了す
る際に、 アプ リ ケーシ ョ ンプロセス を停止するかど う かも指定でき ます。

これらの引数は、 ト ラ ンザク シ ョ ンサーバーを手動で起動する際に、 コマン ド ラ イ ンで渡
し ます。 187 ページの 「argc と  argv を使用し て、 コマン ド ラ イ ン引数を ORB_init() に渡
す」 で説明する よ う に、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 これらのコマン ド ラ イ ン入力引数を 
ORB_init() メ ソ ッ ド で処理し ます。

ORB_init() に渡すこ とができ る
引数 説明

-Dvbroker.ots.currentFactory VisiTransact は、 要求さ れたト ラ ンザク ショ ンサービス 
に対し て指定さ れた IOR 

（ CosTransactions::TransactionFactory）を
使用し て、 ネッ ト ワ ーク 上で VisiTransact Transaction  
Service のイ ンス タ ンス を探し ま す。 こ の引数によ り 、 
VisiTransact は、 スマート エージェ ント （ osagent） を使 
用し なく ても 操作を実行でき ます。

-Dvbroker.ots.currentHost スマートエージェントは、 指定されたホストで、 使用でき
る VisiTransact Transaction Service のインスタンスを探    
します。

-Dvbroker.ots.currentName スマートエージェントは、 ネットワーク上で、 指定された
VisiTransact Transaction Service のインスタンスを探しま   
す。

-Dvbroker.ots.currentTimeout Current のトランザクションタイムアウト値を設定します。 
タイムアウトを過ぎてもトランザクションが存続している場
合、 そのトランザクションは自動的にロールバックされま
す。
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次の表では、 VisiTransact Transaction Service のイ ンス タ ンスが埋め込まれたアプ リ ケーシ ョ ン
のコマン ド ラ イ ンから  ORB_init() に渡すこ と ができ る引数について説明しています。

セッションマネージャを使用するアプリケーションの 
引数

デフ ォル ト では、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ接続プロ フ ァ イルが作成されたマシン
（<host>_smcs） のセ ッ シ ョ ンマネージャ設定サーバーが使用されます。 デフ ォル ト の永続
的ス ト レージは、 <VBROKER_ADM>¥its¥session_manager にあ り ます。

これらの引数は、 ト ラ ンザク シ ョ ンサーバーを手動で起動する際に、 コマン ド ラ イ ンで渡
し ます。 187 ページの 「argc と  argv を使用し て、 コマン ド ラ イ ン引数を ORB_init() に渡
す」」 で説明する よ う に、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 これらのコマン ド ラ イ ン入力引数を 
ORB_init() メ ソ ッ ド で処理し ます。

ORB_init() に渡すこ とができ る引数 説明

-Dvbroker.ots.defaultTimeout=<seconds> VisiTransact Transaction Service インスタンスの   
デフォルトのトランザクションタイムアウト値を設
定します。 設定しないと、 デフォルトの 600 秒  
になります。

-Dvbroker.ots.defaultMaxTimeout=<seconds> VisiTransact Transaction Service インスタンスの   
大のトランザクションタイムアウト値を設定しま

す。 設定しないと、 デフォルトの 3600 秒にな  
ります。

-Dvbroker.ots.name=<transaction_service_name> スマート エージェ ント に VisiTransact 
Transaction Service のイ ンタ ーフェ ース を登録す  
る 際に使用さ れる イ ンスタ ンス 名を設定し ます。
デフォ ルト は <host_name>_ots です。

-Dvbroker.ots.logDir=<directory_name> ログとロガー情報を保存するディレクトリの名前
を指定します。 指定しないと、 デフォルトの
<VBROKER_ADM>¥its¥<transaction_service_

name>¥logger になります。

-Dvbroker.ots.exitOnShutdown true に設定すると、 vshutdown または 
VisiBroker コンソールを使ってリモートに 
VisiTransact Transaction Service をシャットダウン
する際に、 インプロセスの VisiTransact 
Transaction Service インスタンスが終了し、 アプ
リケーションプロセスが停止します。

これが設定されていないか、 false に設定され 
ている場合は、スマートエージェントに登録され
ている VisiTransact Transaction Service オブ    
ジェクトが非アクティブ化されますが、 アプリ
ケーションプロセスが停止することはありませ
ん。
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次の表では、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使用する アプ リ ケーシ ョ ンのコマン ド ラ イ ンから  
ORB_init() に渡すこ と ができ る引数について説明し ています。

環境変数

VisiBroker VisiTransact 用に次の環境変数を設定でき ます。

ORB_init() に渡すこ とができ る引数 説明

-Dvbroker.sm.configName セ ッ シ ョ ン マ ネ ー ジ ャ 設 定 サ ー バ ー の 名 前
（profileset） 。 デ フ ォ ル ト で は、 こ の 値 は
<host>_smcs です。 ここで host は、 セッションマ   
ネージャプロファイルを作成したサーバーの名前で
す。

-Dvbroker.sm.pstorePath 永続的ストアクラスが存在するディレクトリのパス。デ
フォルトでは、 
<VBROKER_ADM>¥its¥session_manager です。

-Dvbroker.sm.connectionIdleTimeout 接続は、 アイドルでトランザクションに関連付けられ
ていないまま、 ここに指定した秒数が経過すると、
セッションマネージャ ConnectionPool によって自動  
的に閉じられます。 これを使用して、 プール内の
未使用の接続数を減らすことができます。 このパラ
メータのデフォルトは 300 秒です。

環境変数 説明

VBROKER_ADM ITS 固有のファイルが保存されているディレクトリのパスを定義しま 
す。
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第 章

Chapter   23 エラーコード   
こ の付録では、 VisiTransact のエラーコード について説明し ます。

VisiTransact の一般的なエラーコード

次の表に、 VisiTransact の一般的なエラーコード を示し ます。

エ ラーコー ド 説明 考え られる原因 解決策

201 ファイルまたはディレクト
リへのアクセスが拒否さ
れました。

プロセスに、 そのファイルや
ディレクトリにアクセスするた
めに必要な許可がありませ
ん。

ファイルまたはディレクトリのアクセス許可を
変更して、 そのプロセスがアクセスできるよ
うにします。

202 プロセスが要求された
ファイルを開くことができ
ません。

ファイルが格納されている
ディレクトリが異なります。  
プロセスに、 そのファイルに
アクセスするための許可が
ありません。

ファイルが格納されているディレクトリを確認
し、 再試行します。  
ファイルのアクセス許可を変更して、 そのプ
ロセスがアクセスできるようにします。

203 ファイルの読み取り中に
エラーが発生しました。

プロセスに、 そのファイルを
読み取るための許可があり
ません。

ファイルのアクセス許可を変更して、 そのプ
ロセスでファイルを読み取ることができるよう
にします。
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VisiTransact トランザクションサービスのエラーコード

次の表に、 VisiTransact ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スのエラーコード を示し ます。

204 ファイルへの書き込み中
にエラーが発生しまし
た。

プロセスが持つ許可は読み
取り専用です。ファイルに書
き込むための許可がありま
せん。  
ストレージがいっぱいで、 変
更をファイルに書き込むた
めの容量がシステムにあり
ません。

ファイルのアクセス許可を変更して、 そのプ
ロセスでファイルに書き込むことができるよう
にします。  
ストレージをクリーンアップし、 再試行しま
す。

801 指 定 さ れ た 型 の オ ブ
ジェクトをリストする際に
エラーが発生しました。

ロケーションサービスがあり
ません。  
スマートエージェントが実行
されていません。  
プロセスに通信の問題が発
生しています。

ロケーションサービスが有効であることを確
認します。 詳細については、 VisiBroker
ORB のマニュアルを参照してください。  
osagent コマンドを使ってスマートエージェン 
ト を 開 始 し ま す。 詳 細 に つ い て は、
VisiBroker ORB のマニュアルを参照してく  
ださい。  
必要なプロセスがすべて実行中であり、 す
べてのマシンが稼動中であることを確認し、
再試行します。

エ ラーコー ド 説明 考え られる原因 解決策

エ ラーコー ド 説明 考えられる原因 解決策

4000 VisiTransact Transaction 
Service のイ ンスタ ンス 
が正常に開始さ れまし
た。

これは情報メッセージです。 必要な操作はありません。

4001 VisiTransact Transaction 
Service のイ ンスタ ンス 
が要求に応じ てシャ ッ
ト ダウ ンさ れます。

管理者ま たはほかのユーザーが、
vshutdown コ マンド 、〔Ctrl〕 + 〔C〕 
キー、kill コ マンド のいずれかを使 
用し て、 VisiTransact Transaction 
Service のイ ンス タ ンスをシャ ッ ト ダウ  
ンし まし た。

必要な操作はありません。

4002 VisiTransact Transaction 
Service のイ ンスタ ンス 
をシャ ッ ト ダウ ンする
準備が完了し ま し た
が、 未処理のト ラ ンザ
ク ショ ンが完了段階に
入る のを 待っ て いま
す。

-immediate 引数な し で、 
VisiTransact Transaction Service のイ    
ンスタ ンスをシャ ッ ト ダウ ンする
要求が発行さ れまし た。 イ ンスタ
ンスは、 未処理のト ラ ンザク ショ
ンが完了段階に入ってから シャ ッ
ト ダウ ンし ます。

必要な操作はありません。  
未処理のトランザクションが完了段階
に入るのを待たずに VisiTransact 
Transaction Service のインスタンスを  
シ ャ ッ ト ダ ウ ン す る に は、 -
immediate 引数を指定して 
vshutdown コマンドを発行します。

4003 未処理のトランザクショ
ンが完了段階に入るの
を 待 た ず に、
VisiTransact 
Transaction Service の  
インスタンスをシャット
ダウンします。

-immediate 引数付き で、 
VisiTransact Transaction Service のイ    
ンスタ ンスをシャ ッ ト ダウ ンする
要求が発行さ れまし た。 イ ンスタ
ンスは、 未処理のト ラ ンザク ショ
ンが完了段階に入る のを待たずに
シャ ッ ト ダウ ンし ます。

必要な操作はありません。  
未処理のトランザクションが完了段階
に入るのを待ってから VisiTransact 
Transaction Service のインスタンスを  
シ ャ ッ ト ダ ウ ン す る に は、 -
immediate 引数を指定しないで 
vshutdown コマンドを発行します。
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4004 Resource によって 
HeuristicHazard 例外 
が生成されました。この
例外の詳細について
は、 ヒューリスティックロ
グファイルの出力を参
照してください。

Resource はヒューリスティックな決 
定を行いましたが、 少なくとも 1 つ  
の関連する更新の結果を認識して
いません。

データの整合性が失われている可能
性があります。ヒューリスティックログで
エラーを調査し、 データベース管理
者にトランザクション ID を報告してく  
ださい。 データベース管理者は、 こ
のエラーを Resource で確認し、 問題  
を手動で修正する必要があります。

4005 Resource によって 
HeuristicCommit 例外 
が生成されました。この
例外の詳細について
は、 ヒューリスティックロ
グファイルの出力を参
照してください。

Resource はヒューリスティックな決 
定を行い、 すべての関連する更新
をコミットしました。

データの整合性が失われている可能
性があります。ヒューリスティックログで
エラーを調査し、 データベース管理
者にトランザクション ID を報告してく  
ださい。 データベース管理者は、 こ
のエラーを Resource で確認し、 問題  
を手動で修正する必要があります。

4006 Resource によって 
HeuristicRollback 例外 
が生成されました。この
例外の詳細について
は、 ヒューリスティックロ
グファイルの出力を参
照してください。

Resource はヒューリスティックな決 
定を行い、 すべての関連する更新
をロールバックしました。

データの整合性が失われている可能
性があります。ヒューリスティックログで
エラーを調査し、 データベース管理
者にトランザクション ID を報告してく  
ださい。 データベース管理者は、 こ
のエラーを Resource で確認し、 問題  
を手動で修正する必要があります。

4007 Resource によって 
HeuristicMixed 例外が 
生成されました。この例
外の詳細については、
ヒューリスティックログ
ファイルの出力を参照
してください。

Resource がトランザクションの結果 
とは異なるヒューリスティックな決定
を行いました。 一部の更新がコミッ
トされ、 それ以外はロールバックさ
れました。

データの整合性が失われている可能
性があります。ヒューリスティックログで
エラーを調査し、 データベース管理
者にトランザクション ID を報告してく  
ださい。 データベース管理者は、 こ
のエラーを Resource で確認し、 問題  
を手動で修正する必要があります。

4008 特定の警告 （メッセー
ジに表示） に対して、
コールバック中に例外
がキャッチされて無視
されました。

このメッセージは、 システムリソース
が不足した場合など、 さまざまな理
由で生成されます。

このメッセージは無視してください。

4009 内部アプリケーションエ
ラーが発生しました。

不 明 な 例 外 が 原 因 で、 複 数 の
VisiTransact コンポーネントによっ 
て使用されている VisiTransact 
Transaction Manager の内部モ  
ジュールを初期化できませんでし
た。

VisiBroker のテクニカルサポートにお 
問い合わせください。

4010 メッセージに記述され
ている内部アプリケー
ションエラーが発生しま
した。

メッセージに表示されている例外
が原因で、 複数の VisiTransact コ  
ンポーネントによって使用されてい
る VisiTransact Transaction  
Manager の内部モジュールを初期 
化できませんでした。

VisiBroker のテクニカルサポートにお 
問い合わせください。

4011 メッセージに表示され
ている初期化引数の解
析中に例外が生成され
ました。

VisiTransact コマンドの実行時に、 
誤ったコマンドライン引数が入力さ
れました。

コマンドライン引数を確認し、 再試行
します。181 ページの「コマンド、ユー
ティリティ、 引数、 および環境変数」
を参照してください。

4012 一部の初期化引数の
解析中に例外が生成さ
れましたが、 どの引数
が不正であるかは不明
です。

VisiTransact コマンドの実行時に、 
誤ったコマンドライン引数が入力さ
れました。

コマンドライン引数を確認し、 再試行
します。181 ページの「コマンド、ユー
ティリティ、 引数、 および環境変数」
を参照してください。

エ ラーコー ド 説明 考えられる原因 解決策
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4014 VisiTransact 
Transaction Service の
インスタンスを開始する
際に、 メッセージに示
されている初期化エ
ラーが発生しました。

誤った設定ファイルが使用された
か、 初期化パラメータに不正な値
が入力されました。  
内部アプリケーションエラーが発生
しました。

正しい設定ファイルを使用しており、
初期化パラメータに正しい値を入力し
ていることを確認します。  
VisiBroker のテクニカルサポートにお 
問い合わせください。

4015 実行中の VisiTransact 
Transaction Service イ  
ンスタンスで、 実行時
例 外 が 生 成 さ れ ま し
た。

内部アプリケーションエラーが発生
しました。

VisiBroker のテクニカルサポートにお 
問い合わせください。

4016 デフォルトのトランザク
シ ョ ン タ イ ム ア ウ ト 値
が、 その 大値に変更
されました。

デフォルトのトランザクションタイム
アウト値が、その 大値を超えてい
ます。

VisiTransact Transaction Service のイ ン   
ス タ ン ス を 開始する 際に、 ア プリ
ケーショ ンと コ マンド ラ イ ン引数の
間でタ イ ムアウ ト の設定が調整さ れ
ている こ と を確認し ます。

4017 デフォルトのトランザク
ションタイムアウトに無
効な値が指定されまし
た。 タイムアウト値が
600 秒にリセットされま 
した。

デフォルトのタイムアウト値に 0 ま  
たは負の値が設定されました。 デ
フォルトのタイムアウト値は 1 秒以  
上に設定する必要があります。

デフォルトのタイムアウト値を設定する
際は、 1 秒以上の値を指定してくださ 
い。 推奨値は 600 秒です。

4018 トランザクションの完了
中に、 VisiTransact 
Transaction Service に
よって予期しない例外
が生成されました。
VisiTransact 
Transaction Service に
よってトランザクション
の完了が再試行されま
す。

内部アプリケーションエラーが発生
しました。

VisiBroker のテクニカルサポートにお 
問い合わせください。

4019 トランザクションの完了
中に、 VisiTransact 
Transaction Service に
よって予期しない 
CORBA 例外が生成さ
れました。
VisiTransact 
Transaction Service に
よってトランザクション
の完了が再試行されま
す。

内部アプリケーションエラーが発生
しました。

VisiBroker のテクニカルサポートにお 
問い合わせください。

エ ラーコー ド 説明 考えられる原因 解決策
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次の表に、 セ ッ シ ョ ンマネージ ャのエラーコード を示し ます。

エ ラーコー ド 説明 考え られる原因 解決策

6001 セッションマネージャは
必要なメモリを割り当て
ることができませんでし
た。

メモリが不足しています。 スワップ領域を増やし、 不要なプロセスを
シャットダウンして、 使用できるメモリを増や
します。

6002 プロファイルが複数の
セッションマネージャの
インプリメンテーション
を使用しているため、
プロファイルに互換性
がありません。

アプリケーションは、 1 つの 
プロセスで、 OCI 向けの XA  
セッションマネージャを指定
するプロファイルと、 Oracle
OCI 向けの DirectConnect  
セッションマネージャを指定
するプロファイルを使用しよ
うとしています。

1 つのプロセスのセッションマネージャで使 
用される Oracle 接続の種類は、 必ず 1 つ    
だけにしてください。

6003 セッションマネージャは
必要なライブラリをロー
ドできませんでした。

PATH または 
LIBRARY_PATH 環境変数 
が正しく設定されていない
か、関連ライブラリがありませ
ん。

環境変数が正しく設定されていることを確
認します。 それでも問題が解決しない場合
は、 VisiBroker VisiTransact と VisiBroker 
ORB を再インストールする必要があります。

6004 セッションマネージャ
は、 ロードされたライブ
ラリで必要な関数シン
ボルを見つけることが
できませんでした。

必要なデータベースライブラ
リの一部が見つかりませんで
した。

PATH （Windows NT） および 
LD_LIBRARY_PATH （Solaris） 環境変
数に、 使用するデータベースライブラリの
パスが含まれていることを確認します。

   データベースクライアントライブラリが使用で
きることを確認します。

  ロードされたライブラリファイ
ルが破損しています。

VisiBroker ORB および VisiBroker 
VisiTransact ソフトウェアを再インストールし
てください。

6005 セッションマネージャは
データベースへの接続
を開くことができません
でした。

データベースを使用できま
せん。

データベースが正常に起動していることを
確認します。

  無効なユーザー名またはパ
スワードを使用しています。

セッションマネージャ接続プロファイルを
チェックして、 データベース名、 ユーザー
名、 およびパスワードが正しく入力されてい
ることを確認します。

  データベースソフトウェアが
正しくインストールまたは設
定されていません。

データベースソフトウェアが正しくインストー
ルおよび設定されていることを確認します。

6006 セッションマネージャに
よるデータベース接続
の初期化時にエラーが
発生しました。

データベースソフトウェアの
バー ジョ ンがセッションマ
ネージャと互換性がありませ
ん。

167 ページの 「XA Session Manager for 
Oracle OCI、 version 9i Client」 と 175
ページの 「DirectConnect Session Manager 
for Oracle OCI、 version 9i Client」 を参照
して、 サポートされているバージョンのデー
タベースソフトウェアを使用していることを確
認します。
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6007 セッションマネージャに
よるデータベース接続
の割り当て時に、 接続
関連付けエラーが発生
しました。

データベースサーバーを使
用できないか、 設定が不正
です。

システム管理者に問い合わせて、 データ
ベースサーバーが正常に起動していること
を確認してください。 データベース設定の
要件については、 167 ページの 「XA 
Session Manager for Oracle OCI、 version 
9i Client」 と 175 ページの 「DirectConnect 
Session Manager for Oracle OCI、 version 
9i Client」 を参照してください。

  非 ITS 管理トランザクション  
の 使 用 時 に、 無 効 な
Coordinator を使用した可能 
性があります。

getConnection() メソッドの呼び出し時 
に、 有効な Coordinator を使用していること  
を確認します。

6008 大接続数の制限を
超えました。

大接続数を超えていま
す。

このデータベースへの 大接続数の制限
を引き上げます。

  データベースサーバーの負
荷が高すぎます。

データベースサーバーの負荷を削減しま
す。

6009 このトランザクションの
データベース接続は、
すでに別のスレッドが
保持しています。

DirectConnect セッションマ 
ネージャを使用して、 このト
ランザクションのデータベー
ス接続を複数回試行しまし
た。

DirectConnect セッションマネージャを使用 
している場合は、トランザクションに対して一
度に 1 つの接続オブジェクトだけを使用し  
ます。

6010 セッションマネージャは
XA ライブラリからデー 
タベースのネイティブ
接続ハンドルを取得で
きませんでした。

データベースソフトウェアの
バー ジョ ンがセッションマ
ネージャと互換性がありませ
ん。

167 ページの 「XA Session Manager for 
Oracle OCI、 version 9i Client」 と 175
ページの 「DirectConnect Session Manager 
for Oracle OCI、 version 9i Client」 を参照
して、 サポートされているバージョンのデー
タベースソフトウェアを使用していることを確
認します。

6011 接続を取得したスレッド
と、 現在その接続を処
理 し よ う と し て い る ス
レッドとが異なります。

接続をスレッド間で共有しよ
うとしています。

制限の詳細については、 167 ページの
「XA Session Manager for Oracle OCI、
version 9i Client」 と 175 ページの
「DirectConnect Session Manager for Oracle 
OCI、 version 9i Client」 を参照してくださ
い。

6012 セッションマネージャ
は、 接続プロファイル
で指定されたリソース
ディレクタを登録できま
せんでした。

リソースディレクタが指定さ
れた OSAGENT_PORT で  
実行されていません。

リソースディレクタのインスタンスが指定され
た OSAGENT_PORT で実行されていること  
を確認します。 111 ページの 「XA リソース 
ディレクタの起動」 を参照してください。

  設定プロファイルに指定され
ているリソースディレクタの名
前が不正です。

接続プロファイルの ［Resource Director 
Name］ フィールドに入力した名前が正しい
ことを確認します。 手順については、 107
ページの 「セッションマネージャを使用した
VisiTransact とデータベースの 統合」 を参  
照してください。

6013 トランザクションコンテ
キストが接続の要求時
に確立されませんでし
た。

getConnection() を呼 
び出す前に begin() を呼  
び出していなかったため、 ト
ランザクションコンテキストが
存在しませんでした。

プログラムで 
getConnection() を呼び出す前に、 
begin() を呼び出してあることを確認しま 
す。

6014 SMconnection_idl
e_timeout 属性に無 
効な値が指定されまし
た。

SMconnection_idle_t
imeout に負の値が指定さ 
れました。

この属性に正の値を指定します。

エ ラーコー ド 説明 考え られる原因 解決策
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6015 セッションマネージャ
は、 明示的に使用され
ている Coordinator の  
有効性を確認できませ
んでした。

明示的な伝達を使ってトラン
ザクションを処理しており、
すでにロールバックされたト
ランザクションの Coordinator 
オブジェクトをセッションマ
ネージャに渡しました。

明示的な伝達を使ってトランザクション処理
するときは、 渡す 
Coordinator オブジェクトが有効であることを 
確認する必要があります。

6016 接続の解放プロセス時
にエラーが発生しまし
た。

セッションマネージャによる
接続の解放時に、 おそらく
データベースサーバーのク
ラッシュにより、 接続が無効
になりました。

データベースサーバープロセスが実行され
ていることを確認します。

6017 セッションマネージャ
は、 データベースから
要求された切断を実行
できませんでした。

セッションマネージャによる
接続の解放時に、 おそらく
データベースサーバーのク
ラッシュにより、 接続が無効
になりました。

データベースサーバープロセスが実行され
ていることを確認します。

6018 接続プロファイルに未
知の属性がありました。

このセッションマネージャの
バージョンと互換性がない古
い接続プロファイルを使用し
ていると思われます。

VisiBroker コンソールを使って接続プロファ 
イルを再作成します。、 107 ページの 「セッ
ションマネージャを使用した VisiTransact と  
データベースの 統合」 を参照してください。

  接続プロファイルが損傷して
います。

VisiBroker コンソールを使って接続プロファ 
イルを再作成します。 先の説明を参照して
ください。

6019 接続の取得に必要な
プロファイル属性が設
定されていません。

接続プロファイルには、 この
接続属性の値が設定されて
いません。

VisiBroker コンソールを使用して、 接続プ 
ロファイルの設定を確認します。

  接続プロファイルが損傷して
います。

VisiBroker コンソールを使って接続プロファ 
イルを再作成します。

6020 getInfo() メソッドに 
渡 さ れ た 引 数 の
infotype が無効です。

プログラムの getInfo() 
呼び出しで、不正な infotype 
を渡しています。

getInfo() メソッドが受け入れる共通の 
infotype については、 「VisiBroker for C++ 
API Reference」 を参照してください。 個々
のデータベースで許容される情報のタイプ
の詳細については、 167 ページの 「XA 
Session Manager for Oracle OCI、 version 
9i Client」 と 175 ページの 「DirectConnect 
Session Manager for Oracle OCI、 version 
9i Client」 を参照してください。

6021 hold() オペレーショ 
ンはサポートされてい
ません。

hold() オペレーションをサ 
ポートしていない接続に対し
て、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン が
hold() オペレーションを呼 
び出しました。

isSupported() を使用して、 このオペ 
レーションが有効な接続であるかどうかを判
定します。

6022 メソッドの呼び出しに引
数として渡した接続プ
ロファイル名が無効で
す。

アプリケーションのメソッド呼
び出しで、 無効な接続プロ
ファイル名 （多くの場合 null 
または長さが 0 の文字列） を  
渡しています。

メソッドが有効な接続プロファイル名を使用
していることを確認します。また、VisiBroker
コンソールを使用して、 接続プロファイルが
実際に設定されていることを確認します。

6024 接続を使用できる 大
待機時間を超えたた
め、 セッションマネー
ジャが接続を取得でき
ませんでした。

現在のスレッド （接続を要求
しているスレッド） と別のス
レッド （要求された接続を保
持するスレッド） の間にデッド
ロックが発生しました。 デッド
ロックを解決するために、 現
在のスレッドがキューから削
除されました。

デッドロックを避けるようにコードを 適化す
る に は、 成 功 す る ま で
getConnection() を呼び出すように再 
試行ループを実装しす。 詳細については、
セ ッ シ ョ ンマネージ ャ を使用し たデータ
ア ク セスを参照してください。

エ ラーコー ド 説明 考え られる原因 解決策
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6025 コマンドラインに無効な
引 数 が 指 定 さ れ ま し
た。

コマンドライン引数に入力ミ
スがあります。

コマンドラインのすべての引数のスペルを
確認します。 「コマンド、 ユーティリティ、 引
数、 および環境変数」 を参照してください。

6026 コマンドライン引数に無
効な値が指定されまし
た。

コマンドライン引数に無効な
値が指定されました。

コマンドラインのすべての引数の値が有効
であることを確認します。 「コマンド、 ユー
ティリティ、 引数、 および環境変数」 を参
照してください。

6032 このリソースのコミットが
失敗しました。

コミット時に不正なデータ
ベース操作が行われたた
め、データベースがこの操作
を拒否しました。

個々のデータベースのセッションマネー
ジャのトラブルシューティング情報の詳細に
ついては、 167 ページの 「XA Session 
Manager for Oracle OCI、 version 9i 
Client」 と 175 ページの 「DirectConnect 
Session Manager for Oracle OCI、 version 
9i Client」 を参照してください。

6033 このリソースのロール
バックが失敗しました。

ロ ー ル バ ッ ク 時 に 不 正 な
データベース操作が行われ
たため、 データベースがこの
操作を拒否しました。

個々のデータ ベースのセッ ショ ンマネー
ジャ のト ラ ブルシュ ーティ ング情報の詳
細については、 167 ページの「 XA Session 
Manager for Oracle OCI、 version 9i Client」 と
175 ページの「 DirectConnect Session 
Manager for Oracle OCI、 version 9i Client」 を
参照し てく ださ い。

6034 表示されたエラーメッ
セージは、 使用してい
るデータベースに固有
のメッセージです。

データベースに対するネイ
ティブ接続呼び出しまたは
ネイティブトランザクション管
理呼び出しが失敗しました。

個々のデータ ベースのセッ ショ ンマネージャ
のト ラ ブルシュ ーティ ング情報の詳細につい
ては、「 167 ページの「 XA Session Manager  
for Oracle OCI、 version 9i Client」 と 175 ペー    
ジの「 DirectConnect Session Manager for Oracle    
OCI、 version 9i Client」 を参照し てく ださ い。

6035 内部エラーが発生しま
した。

セッションマネージャで内部
アプリケーションエラーが発
生しました。

VisiBroker のテクニカルサポートにお問い 
合わせください。

6040 セッションマネージャ
は、 VisiTransact 
Transaction Service の
インスタンスにリソース
を登録できませんでし
た。

VisiTransact Transaction 
Service のインスタンスが指
定された OSAGENT_PORT 
で実行されていません。

VisiTransact Transaction Service のインスタ
ンスが指定された OSAGENT_PORT で実
行されていることを確認します。

6042 指定されたリソースディ
レクタを使用できませ
ん。

リソースディレクタのインスタ
ン ス が 指 定 さ れ た
OSAGENT_PORT で実行さ 
れていません。

リソースディレクタのインスタンスが指定され
た OSAGENT_PORT で実行されていること  
を確認します。

6043 回復中にエラーが発生
しました。

データベースの XA リソース  
マネージャが実行されてい
ません。

データベースの XA リソースマネージャが  
実行されていて使用できることを確認しま
す。

  データベースの XA リソース  
マネージャにエラーが発生
しました。

データベースのエラーログで、 発生したエ
ラーの詳細な報告を確認します。

6046 セッションマネージャの
XA 呼び出しにより、 
メッセージに示された
エラーコードが返され
ました。

データベースエラーが発生
しました。

トラブルシューティングのヒントについては、
201 ページの 「問題の判定」 を参照してく
ださい。

エ ラーコー ド 説明 考え られる原因 解決策
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6047 同じ LRM 名を持つ 2   
つの接続に異なるユー
ザー名とパスワードが
使用されていることを
Sybase CTLib のセッ  
ションマネージャが検
出しました。

同じサーバープロセスの 2 
つの接続プロファイルが同じ
データベース名を共有して
いますが、 パスワードが異な
ります。

どちらかのプロファイル用に、 異なる LRM 
を使用する新しい接続プロファイルを作成
します。 必要に応じて新しい接続プロファイ
ルを使用するように、サーバープロセスを変
更します。

6048 接続プロファイルの形
式を認識できません。

永続的ストレージファイルが
保存されているディレクトリに
外部ファイルが書き込まれた
か、 接続プロファイルが損傷
している可能性があります。

VisiBroker コンソールを使って接続プロファ 
イルを再作成します。

6049 セッションマネージャ
は、接続プロファイルを
開くことができませんで
した。

ファイルアクセス許可の問題
が発生しています。

ファイルに正しいアクセス許可があることを
確認します。

6050 接続プロファイルの読
み取り時にエラーが発
生しました。

永続的ストレージファイルが
保存されているディレクトリに
外部ファイルが書き込まれた
か、 接続プロファイルが損傷
している可能性があります。

VisiBroker コンソールを使って接続プロファ 
イルを再作成します。

6051 接続プロファイルへの
書き込み時にエラーが
発生しました。

ファイルまたはディレクトリに
正しいアクセス許可がありま
せん。

ファイルとディレクトリに正しいアクセス許可
があることを確認します。

  ディスクがいっぱいなので、
セッションマネージャは接続
プロファイルを保存できませ
ん。

セッションマネージャが接続プロファイルを
保存できるように、 ディスクスペースを解放
します。

  接続プロファイルへの不正
なパスが指定されました。

正しいパスを指定します。

6052 指定されたパスが不正
です。

接続プロファイルへの不正
なパスが指定されました。

正しいパスを指定します。

6053 指 定 さ れ た 接 続 プ ロ
ファイルはすでに存在
します。

すでに使用されている名前
で接続プロファイルを作成し
ようとしました。

この接続プロファイルに別の名前を付ける
か、 別の接続プロファイルを削除します。

6054 指 定 さ れ た 接 続 プ ロ
ファイルは存在しませ
ん。

接続プロファイル名に入力ミ
スがあります。

接続プロファイル名を正しく指定しているこ
とを確認します。

6055 接続プロファイルが削
除されませんでした。

ファイルまたはディレクトリに
正しいアクセス許可がありま
せん。

ファイルとディレクトリに正しいアクセス許可
があることを確認します。

6056 XA リソースディレクタ 
に、 DirectConnect （非
XA） セッションマネー
ジャ接続プロファイル
が指定されました。

DirectConnect セッションマ 
ネージャ用に作成された接
続プロファイルを使用して、
XA リソースディレクタを起動 
しようとしました。

XA セッションマネージャ用に作成された接 
続プロファイルを使用して、 XA リソースディ 
レクトリを起動します。

6058 hold() 呼び出しがタ 
イムアウトになりました。
接続を解放する必要が
あります。

hold() 呼び出しに指定さ 
れたタイムアウト値の期限を
超えたため、 接続オブジェク
トは使用できません。

この接続に対して release() を呼び出  
し、 必要な場合は 
getConnection() を 
再び呼び出します。

エ ラーコー ド 説明 考え られる原因 解決策
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VisiTransact トランザクションログのエラーコード

次の表に、 VisiTransact ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グのエラーコード を示し ます。

エ ラーコー ド 説明 考え られる原因 解決策

8001 ロガーモジュールに内
部エラーが発生しまし
た。 詳細については、
メッセージログを参照し
てください。

メッセージログのエラーテキ
ストを参照してください。

メッセージログに表示されているエラーテキ
ストからエラーを解決できない場合は、
VisiBroker のテクニカルサポートにお問い 
合わせください。
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第 章

Chapter   24 問題の判定   
こ の付録では、 問題の原因を判定する方法について説明し ます。 主に開発者固有の問題を
扱い、 デプロ イ メ ン ト よ り も開発に重点を置き ます。

一般的な方法

発生し ている可能性があ る問題を調べるには、 まず vbroker¥adm¥its にあ る ホス ト の メ ッ
セージ ロ グを参照し ます。

トランザクションの問題の処理

ト ラ ンザク シ ョ ン と  VisiBroker VisiTransact を使用する アプ リ ケーシ ョ ンで発生する可能性
があ る典型的な問題は、 次の とお り です。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンがタ イ ムア ウ ト にな る。 タ イ ムアウ ト 期間に関し ては、 い く つかの状
況が考え られます。 ト ラ ンザク シ ョ ンオ リ ジネータが commit() を発行する前に ト ラ
ンザク シ ョ ンがタ イ ムア ウ ト になって ロールバッ ク し た り 、 リ ソース を登録し よ う と
し た と きに CORBA::OBJECT_NOT_EXIST 例外が発生する こ と があ り ます。 この問題
が発生し た場合は、 設定されている タ イ ムア ウ ト 時間の長さが十分であ る こ と を確認
し ます。

■ VisiTransact Transaction Service が消失する。 VisiTransact Transaction Service イ ン ス タ ン
スが再起動された り 、 ト ラ ンザク シ ョ ンの処理中に失敗し た場合、 VisiTransact メ ソ ッ
ド を呼び出すと、 CORBA::NO_IMPLEMENT 例外が一時的に発生する こ と があ り ます。

■ リ ソースデ ィ レ ク タ を使用できない。 セ ッ シ ョ ンマネージャが リ ソースマネージャへの
新しい接続を取得し よ う と し た と きに XA リ ソースデ ィ レ ク タ を見つける こ と ができ な
い と、 VISSessionManager::Error 例外が発生し ます。 さ らに、 参加し ている リ
ソースデ ィ レ ク タ を準備時に使用できない場合は、 VisiTransact Transaction Service が ト
ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ ク し ます。 これは、 ほかの リ ソースがコ ミ ッ ト 時に使用
できない場合に発生する動作と同じです。

■ CosTransactions::NoTransaction 例外が発生する。 この例外は、 ト ラ ンザク シ ョ
ン コ ンテキ ス ト がない場合に発生し ます。 これは、 アプ リ ケーシ ョ ンが 初に ト ラ ン
ザク シ ョ ンを開始する こ と な く 、 接続し よ う と し た こ と を意味し ます。

■ セ ッ シ ョ ンマネージ ャ設定フ ァ イルを使用できない。 誤った接続プロ フ ァ イルを要求し
ている可能性があ り ます。
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トランザクションの問題の処理
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